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『大宰府条坊跡43]正誤表

修Eした文字をゴチック体でIe織している

頁・箇所 韻 正

215頁 S-5 S-5 S-5 

土師器 杯a(イト)小皿a(イト)人形?破片 土師器 旅a(イト)小皿a(イト)人形?破片

瓦類 平瓦(無文) 瓦類 平瓦(無文)

石製品 緑色片岩(81)五輪熔 石製品 緑色片岩(71)五輪塔

215頁 S-20 S-20明貧茶色土 S-20明黄茶色土

明貧茶色土 土師器 小.llll.a 土師器 小.llll.a

国産陶器 重量 国産陶器 蛮

中国陶器' 査V(1) 

215頁茶色土 茶色土 茶色土

同安窯系青磁 椀;トlb(1) 同安祭系青磁 椀;I-lb(1)

土師質土器 熔 絡 火 鉢 土師質土器 熔 絡 火 鉢

須恵質土器 摺鉢 須恵質土器 指鉢

肥前系陶磁器
染付皿(五花系スタンプヲ椀(スタンフヲ 角血血椀

肥前系陶磁器
染付皿(五花系スタンプヲ椀(スタンプヲ 角皿 鋪反椀 椀董

染付皿(見込み蛇/目ハ利徳利 血椀染付皿(見込み蛇/目ハキ二 〈らわんか手)徳利

国産陶器
雪量椀椀(墨書f7ニシJ)盛徳利 筒形小型土鍋

国産陶器
雪量 椀 査 徳利 筒形小型土鍋

持書鉢 行平(近世) 矯鉢行平(近世)纏木鉢(墨書「プニシJ)

国産磁器 壷 白 磁 椀 破 片(白磁) 国産磁器 壷白磁椀破片(白磁)

青白磁 梅瓶(1) 青白磁 梅瓶(1)

瓦類
平瓦(瓦賀、縄目)丸瓦(瓦質、縄目)

瓦類
平瓦(瓦質、網目)丸瓦(瓦質、網目)

丸瓦(土師賞、無文)煉し瓦 サン瓦 丸瓦(土師賀、無文)煉し瓦 桟瓦

石製品 緑色片岩(42)五輪塔(阿蘇凝灰岩) 石製品 緑色片岩(42)五輪塔(阿蘇凝灰岩)

215頁 貧 色 土 黄色土 黄色土

土師器 杯a(イト) 土師器 坪a(イト)

土師質土器 火鉢 土師質土器 火鉢

sI".前系陶磁縛 染付皿(近代) sI".前系陶磁器 染付皿(近代)

国産陶器 登 国産陶器 査

国産磁器 椀青磁筒形登 国産磁器 椀 青 磁筒形壷

白磁 他;耳壷III 白磁 他;耳壷III

瓦類
平瓦(瓦質)平瓦(須恵質、無文) 燃し瓦

瓦類
平瓦(瓦質)平瓦(須恵質、無文) 煉し瓦

平瓦(須恵賞、格子)丸瓦(須恵質、無文)サン瓦 平瓦(須恵質、格子)丸瓦(須恵質、無文)積瓦

石 製 品五輪塔(阿軍需凝灰岩)緑色片岩(54) 石製品 五輪塔(阿蘇凝灰岩)緑色片岩(54)

215頁 灰 茶 色 土 灰茶色土 灰茶色土

土師器 亦a(イト)小皿a(イト)破片(煮沸具) 土師総 亦a(イト)小皿a(イト)破片(煮沸具)

純泉窯系脊磁
椀;ト2(1)II-b(2) IIト2(1)破片(1)

純泉窯系青磁
椀;ト2(1)II-b(2) IIト2(1)破片(1)

他・壷 他・壷
高麗青磁 象依・椀(1) 高麗青磁 象候・椀(1)

土師質土器 火鉢 土師質土器 火鉢

瓦質土禄 摺 鉢 破 片 瓦質土器 播鉢破片

肥前系陶磁器 染付;椀皿 肥前系陶磁器 染付・椀 皿
国産陶器 椀椀(内面平行文)雪量 査油差し 破片 国産陶器 椀椀(内面平行文)費蛮油差し破片

白磁 椀 磁片(1) 白磁 椀・破片(1)

青白磁 梅瓶(4) 青白磁 梅瓶(4)
中国陶器 費目A-2(1)II(未分類)(1) 中国陶器 登 A(1) A-2(1)日(来分類)(1)
李朝 李朝 事由背砂器椀

瓦類 謹言一 瓦類
丸瓦(瓦質、無文)平瓦(須恵質、無文)軒平瓦

)平瓦(須恵質、縄目)煉し瓦 平瓦(土師質、網目)平瓦(須恵質、縄目)煉し瓦

石製品 片岩(61)石斧? 石製品 阿蘇凝灰岩 緑色片岩(61)石斧?

216頁 表 土 表土 表土
須恵器 現 須恵器 費
土師器 小皿a(イト) 土師器 小皿a(イト)

純泉窯系青磁 椀;II-b(1) 純泉窯系青磁 椀 II-b(1)
土師質土器 鍋 土師質土器 鍋

肥前系陶滋器 染付 椀 皿 湯 飲み椀 』巴前系陶磁器 染付・椀 係 湯飲み椀 鉢

国産陶器
椀 婿 鉢 皿(f太宰府神社J見込み銘入り)鉢?瓶?

国産陶器
椀 摺 鉢 皿(f太宰府神社J見込み銘入り)鉢?瓶?

皿? 皿?
国産磁器 亦(貫入)椀椀(プリント、近代)染付小杯(近代) 国産磁器 杯(貫入)椀椀(7.9ント、近代)染付小節(近代)

白磁 椀 IV-l(l) 白磁 椀;IV-l(1) 
中国陶器 査 A-l(l) 中国陶器 壷;A-l(1)
瓦類 丸瓦(瓦賞、無文)平瓦(須恵賞、 重格子)煉し瓦 瓦類 丸瓦(瓦質、無文)平瓦(須恵賞、 重格子)煉し瓦

石製品 緑色片岩(15)五輪塔(凝灰岩) 石製品 緑色片岩(15)五輪塔(凝灰岩)

土製品 レンカ.xJ:車? 土製品 レンカ.xJ:専?
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序

本書は、太宰府市の北側に位置する四王寺山の東南裾に展開する大字

山ノ井、朝日地区で行われた、大宰府条坊跡に係わる埋蔵文化財発掘調

査報告書です。

今回、報告する地域は 「府の大寺J として知られている観世音寺の北

東部にあたります。ここには観世音寺に付随して四十九あったと伝わる

小~中規模な寺のあつまりがあり、これを観世音寺子院群と総称してい

ます。また、 朝日地区の南には少弐氏に関係するとみられる御所ノ内地
ずいじようぼう たんね

区の中世遺跡群、北東方向には仁治2年(1240) に随乗坊湛慧によって

創建された臨済宗大徳寺派の横岳崇福寺跡があるなど、 歴史的に貴重な

遺跡が点在しております。

本書は平成 9年度と 22年度におこなった国庫補助事業による個人住

宅建築に伴う緊急発掘調査と、平成 12年度におこなった宅地造成に伴

う発掘調査と同年度に公園整備に伴う国庫補助事業による範囲確認調査、

平成 23年度におこなった国庫補助事業に よる重要遺跡範囲確認調査を

収録しており、古代から中世にわたる貴重な遺構と遺物を紹介しており

ます。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、

広く活用され、ひいては文化財愛護の精神が高揚することを心より願っ

ております。

最後になりましたが、 本調査に対しご理解ご協力いただきま した関係

各位ならびに諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

平成 25年 3月

太宰府市教育委員会

教育 長 木 村 甚 治



例言

l田 本書は太宰府市観世音寺 5丁目で行われた大宰府条坊跡、山ノ井追跡の発掘調査報告書である。

2. 遺構の実測には、国土調査法第 H座標系を利用した。したがって本書に示される方位は特に注記

のない限り G.N.(座標北)を示し、本文中に記される遺構の角度もこれを基準としたものである。

3. 本書に掲載される遺構番号は、以下の要領で理解される。なお遺構の性格を表記する記号について

は、 SA柵列跡、 SB掘立柱建物跡、 SD溝、 SE井戸、 SF道路状遺構、 SI住居跡、 SK土坑、 ST墳墓、

SXその他の遺構などであり、略号として以下のように記載している。

条 193
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4. 遺構の実測は、発掘調査担当者および、調査補助員平島義孝(現株式会社埋蔵文化財サポートシス

テム)が行った。航空測量についてはアジア航測株式会社に、平板地形図測量は埋蔵文化財サポー

トシステムに委託をした。

5. 調査の空中写真撮影は(有)空中写真企画(代表諌山広宣)並びにアジア航測株式会社が行った。

6. 遺物の実測は山村信築、宮崎亮一、高橋学の他は、福井円、吉富千春、今岡一恵、西野元勝(現小

城市教育委員会嘱託)が行った。

7. 遺物の整理接合・復元作業は馬場由美、住山景子、末永亜由子が行った。金属製品の整理接合・復

元作業・保存処理業務は株式会社タクトに委託した。

8. 造物の写真撮影はフォトハワス岡、山村が行った。

9. 表入力・写真整理は瀬戸口みな子、市川晴美、中原順子、吉村有紀が行った。

10.遺物の整理作業全般に、遠藤茜、白石渓冴(現大野城市教育委員会嘱託)の助力を得た。

11.図の浄書は調査担当者および遺物実測者が行った。遺構図のデジタlレトレースについては、一部

株式会社埋蔵文化財サポートシステムに委託をした。

12.本書に用いた分類は以下のとおり。

須恵器・・・ 『宮ノ本遺跡 H 一窯跡篇一.1 (太宰府市の文化財第 10集) 1992 

陶磁器・・・『大宰府条坊跡xv一陶磁器分類一.1 (太宰府市の文化財第 49集) 2000 

土器・・・・『大宰府条坊跡IU (太宰府市の文化財第7集) 1983 

瓦・・・ ・・ 『大宰府史跡出土軒瓦・叩打痕文字瓦型式一覧』 九州歴史資料館 2000 

『宝満山遺跡 4J(太宰府市の文化財第79集)太宰府市教育委員会 2005 

瓦質・土師質土器・・ ・山村信楽「太宰府出土の瓦質土器Jr中世土器の基礎研究VU1990 

13.第 210次.210-2次調査の現地と整理作業時には、狭川真一氏((財)元興寺文化財研究所)にご

指導ご教示をいただいた。また、条 210表土出土の層塔については、井形進氏(九州歴史資料館)

にご指導ご教示をいただいた。

14.執筆は目次に示すとおりである。編集は高橋が担当した。

目次

I調査地周辺の地理的・歴史的環境・ (高橋)4 

II.調査体制 (高橋)6 

rrr.調査および整理方法 (高橋)8 

N.調査報告

1 .大宰府条坊跡第 193次調査

(1)調査に至る経過

(2)基本層位

(3) 検出遺構

(4) 出土遺物

(5) 小結

2 大宰府条坊跡第 210次調査

(1)調査に至る経過

(2)基本層位

(3) 検出遺構

(4) 出土遺物

(5) 小結

(6) 大宰府条坊跡第 210次調査隣接地調査について

3.大宰府条坊跡第 210-2次調査

(1)調査に至る経過

(2)基本層位

(3) 検出遺構

(4) 出土遺物

(5) 小結

4.大宰府条坊跡第 283次調査

(1)調査に至る経過

(2)基本層位

(3)検出遺構

(4) 出土遺物

(5) 小結

5.大宰府条坊跡第 284次調査

(1)調査に至る経過

(2)基本層位

(3)検出遺構

(4) 出土遺物

(宮崎)235 

(宮崎)237 

(宮崎) 237 

(宮崎) 239 

(山村)9 

(山村)9 

・(山村 ・高橋) 11 

. (高橋) 33 

・(山村)83 

(高橋) 1 11 

(高橋) 111 

(高橋) 111 

(高橋)138 

(高橋)186 

(高橋)193 

(高橋) 195 

(高橋)195 

(高橋) 196 

(高橋) 201 

(高橋) 210 

(宮崎)217 

(宮崎) 217 

(宮崎) 217 

(宮崎) 221 

(宮崎)229 



(5)小結 (宮崎) 243 

6 山ノ井遺跡第l次調査

(1)調査に至る経過 (山村) 247 

(2)基本層位 (山村) 247 

(3)検出遺構 (山村) 247 

(4) 出土遺物 (山村) 249 

(5)小結 (山村)252 

V.特論・ (高橋 ・西野)256 

VI総 括・・・・・・ (高橋) 264 

1出現 1増加 j減少 2000. 2~南訂

紀年銘 IAD. I大宰府土器型式| 滋器区分
国産陶器型式 (型式の上限)
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紀年銘資料 ①A. D. 927 延長5年，大宰府74次SD205A溝
②A. D. 1091寛治5年，平安京左京4条1坊SE8井戸

③A. D. 1224貞応3年!大宰府33次SD605;膏
④'A. D. 1304嘉元2年，大宰府109.111次SD3200溝
⑤'A. D. 1330元徳2年，大宰府45次SX1200池
⑥A. D. 784 延暦3年，長岡京102次SD10201溝
⑦'A. D. 1459・1465畏禄3・寛正5年I 福岡市井相田CII・SG16池
⑧A. D. 1501文亀元年。大宰府70次SD1805溝
⑨A. D. 1265文永2年博多62次713土嬢

文献 ①九州歴史資料館「大宰府史跡昭和56年度発担調査概報J1982 
②田辺昭三・吉川義彦「平安京跡発掘調査報告左京四条一坊J1975平安京調査会

③九州歴史資料館「大宰府史跡昭和49年度発担調査続報J1975 
④九州歴史資料館『大宰府史跡昭和63年度発掘調査概報J1989 
⑤九州歴史資料館「大宰府史跡昭和52年度発掘鯛査績報J1978 
⑥長岡京市埋蔵文化財センヲー「長岡京市埋蔵文化財調査報告書第1集J1988 
⑦福岡市教育委員会「井相田C遺跡IIJ [福岡市埋蔵文化財調査報告書179J1988 
⑧九州歴史資料館「大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報J1982 
⑨福岡市教育委員会 [1専多48J [福岡市埋蔵文化財調査報告書397J 1995 

Fig，l 大宰府出土土器型式と国産陶器・貿易陶磁編年



1.大野城跡 10.*城跡 19原口遺跡

2.岩屋城跡 11大宰府政庁跡 20篠振遺跡

3陣ノ尾遺跡 12観世音寺 21前田遺跡

4筑前国分寺跡 13遠賀団印出土地 22宮ノ本遺跡

5.辻遺跡 14.大宰府条坊跡(破線内) 23.雛川遺跡

6.国分松本遺跡 15君畑遺跡 24フケ遺跡

7.筑前国分尼寺跡 16.般若寺跡 25.尾崎遺跡

8国分千足町遺跡 17.市ノ上遺跡 26.脇道遺跡

9.御笠団印出土地 18神ノ前窯跡 27殿城戸遺跡

Fig.2 太宰府市周辺遺跡分布図(1/30000) 

-2-

28.剣塚遺跡

29唐人塚遺跡

30峯・峯焔遺跡(.は峯火葬墓)

31客館跡推定地(西鉄操車場跡)

32.)甫城跡

~ 半33.原遺跡

34京ノ尾遺跡

35カヤノ遺跡

36.報告現湯一帯

ヰ羽 7 A452 

J 
/ 

条0;欠…大宰府条坊跡第O次調査(太宰府市教委調査分)
史O次…大宰府史跡第O次調査(九州歴史資料館 調査分)

Fig.3 調査地と周辺調査地点 (1/5000)
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I.調査地周辺の地理的・歴史的環境

地理的環境

太宰府市は福岡県の中央部に位置し、福岡市の南東約 16km付近に立地する。北は四王寺山、東に

宝満山があり、市を縦貫する御笠川は、 宝満山に源を発して市街地を通り、途中鷺田川、大佐野川と合

流し、特別史跡水城跡を越えて、末は博多湾に注いでいる。地形的には福岡市から久留米に抜ける交通

の要所に位置しf南北の山稜に挟まれた峡間地である。調査地点は平野部、平野と丘陵の接合部、正陵

部と多岐にわたっているが、おおむね四王寺山から南へ派生する舌状丘陵と、その突端部に接合するな

だらかな平坦面に遺構が点在している。

歴史的環境

調査地は、字名でいうところの r，l，ノ井J、「朝日Jの範囲に点在している。山ノ井の地名は南北朝期

にはすでに確認されている。永和 2年(1376)に、二条良基が九州探題今川了俊にあてた歌伝書「九

州問答j に「宰府山ノ井ニテ 山ノ井ノ陰サへシゲlレ木ズエ哉j と周阿の作を載せており、連歌師周阿

が大宰府の山ノ井の地で、連歌を催したことが知られている。朝日の地名は、 『筑前園績風土記拾遺』

によると以下の通りである。

「朝日山 横岳に境へる小山の名前なり。太宰少武貞経入道妙恵の弟に朝日但馬守資治(鎮西要略に

資信に作る。)其子資真経法等世に朝日氏と稿す。此地より出たる家名なり。大内家筑前を押領せし後

は子孫富園を去て肥前園にあり。今の崇福寺の内に朝日地蔵とて有ハむかしここに在りしを崇福寺を箱

崎の松原に移されしときかしこに地蔵も移せり。依て名つく 。j また同じく 『筑前園績風土記拾遺』に

よると、朝日地蔵付近はもと崇福寺の境内で、制1;性寺という塔頭の祉であったという。併性寺はおそら

くは「ブツショウジ」と発するのであり、これは観世音寺 49子院の 1つ「仏前寺Jと閉じ寺をさして

いると推測できる。

現地の位置関係から朝日地蔵の付近は、横岳崇福寺の境内域と観世音寺子院群の境となっており、両

方の勢力がぶつかる拠点のため、このような伝承の混在が生まれたものと思われる。『太宰府横撤山諸

伽藍図』には朝日地蔵、朝日山としか記されてないため、横岳崇福寺の伽藍内に 「ブツショ ウジj とい

う寺があったかどうかは不明であるが、このあたりの古寺祉の伝承が江戸期まで伝わっている点を重要

視しておきたし、。また、条坊第 193次調査地点の道路を挟んだ北側の丘陵までの平坦地に建てられて

いる家の屋号を、地元ではブッショウジと呼んで、いる ことも大きな証左となろう。また字朝日の南側に

は少弐氏の居館があったと推定される字御所ノ内もあり、重要な政治拠点にも近接していることは注目

される点である。

この地域の歴史を語るときに観世音寺と横岳崇福寺の二つの大寺の歴史的展開は欠かすことができな

い。まずは観世音寺に注目してみたい。観世音寺の創建は、 『続日本紀』和銅 2年 (709)の元明天皇

の詔から、天智天皇が母斉明天皇のために発願し建立したのが始まりとされる。天智天皇在命中の詔で

あるならば、遅くても 671年以前には建設の計画が建っていたことになる。伽藍造営の段階は複数に

分かれていたと推測されるが、天平 17年 11月に僧玄防が大宰府に派遣された後、天平 18年 (746)

6月に観世音寺は完成したと記録されている。 (r元亨釈書j) 観世音寺は大宰府政庁から東へ4町ほど

しか離れておらず、後に府(大宰府)の大寺と称されるほど大宰府と緊密な関係が立地の上からもうか

がえる。古代の観世音寺は、大宰府という巨大な権力の後ろ盾があったうえに、荘園経営が順調にすす
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み発展を続けた。しかしながら、古代末になると、その威光に陰りが見受けられる。 1つはたび重なる

災害が要因となる建物の被災によるもの。2つには後ろ盾となる大宰府自体の衰退。 3つには信仰の変

容。また、 康和 2年(1120)には奈良東大寺の末寺となっている。これも衰退の原因の 1つとしてあ

げられよう。そうしたなか中世以後は武家に底護をもとめてし、く 。とくに建久 7年(1196)に大宰少

弐を任じ鎮西守護職と なった資頼を祖とする少弐氏一族は観世音寺に対して積極的に保護をしている。

中世段階でのこうした武家による庇護の表れが、観世音寺子院と伝えられる 49院の伝承に繋がっていく

と考えられる。

観世音寺子院群のはじまりは、武藤資頼が観世音寺の近くに安養院、筆蔵院以下 2院を建てたこと

が契機となった可能性が高く、その具体的な時期は 1196~ 1228年の間と考えられている。これ以後、

観世音寺の周辺には子院とよばれる寺院が点在することとなる。おそらく、子院の規模は大小あり、そ

れぞれ成立の背景が異なることも影響してか、子院それぞれの伝承が現在までほとんど伝わってきてい

ない。そのため子院の位置を推定できるのもおおよそ半数に過ぎない。少弐氏が大宰府を追われた以後

は、大内氏が筑前に進出してくる。以後、高橋、豊臣、小早川などの武家勢力により寺領が没収され、

没落に拍車がかかった。近世になると博多商人の尽力で講堂が再建されるが、黒田藩による積極的な修

繕はなかったと思われる。その後、元禄 16年(1703)には戒壇院が分離独立して律宗の寺院となった。

さらに寛政 2年(1790)には宗旨改めによって観世音寺は安楽寺延寿王院の支配下とな り、府の大寺

と称せられた威光は見る影もなくなった。近現代に入ると、観世音寺復興会を始めとする地域の方々の

努力と、 園、県、町 (のち市)の援助により往時の姿を取り戻してきているといえよう。

横岳崇福寺は仁治元年(1240)に随乗坊湛慧によって建立された禅宗寺院(臨済宗)である。建立

の翌年、湛慧は中国の宋から帰国した師である聖一国師 (円爾弁円)を迎えて開堂した。聖一国師は、

l年の在寺の後、都に上り、仁治3年(1242)には、博多に承天寺を建立して、禅の普及に努めるこ

ととなる。崇福寺は、文永9年(1272)には、 湛慧の要請に応じて、 南浦紹明(後の大応国師) が閉

山することになる。大応国師は中国の元軍が襲来した文永 ・弘安の役に当たって、大宰少弐武藤資頼の

もとで、元軍との折衝役としても活躍している。そのため武藤少弐氏との結びつきは強かったと推測で

きる。開山以後、 太宰府の地に 33年にわたってとどまることとなり、禅寺と して発展してし、く 。崇福

寺は、武藤氏の庇護のも と、大応派の名僧の活躍とともに名声を高めていき、隆盛時には、現在の太宰

府市の白川 (旧小字横岳)辺り から東観世団地一帯に広がる広大な地に伽藍が展開した。史料や伝承に

よれば禅宗様式の七堂伽藍の他に、十三塔頭、十七庵を擁した立派なものであり、天正年間の薩摩島津

氏の岩屋城攻めの際に、兵火に巻き込まれて伽藍の大半を焼失するまで三百数十年法灯は絶える ことが

なかったとされている。

注目 されるのは朝日地蔵に伝わる説話で、「観世音寺の節分の行事に巻き込まれ、 鬼として叩かれた

湛慧禅師は、 自らを嘆き朝日山の東麓に穴を掘り、読経を唱えそのまま息絶えたJというものである。

朝日地蔵のある場所は元々、「開基湛慧禅師塔 延費二年 吉塚宗也建j と記された碑が建っており、

明治30年 11月まではその存在が追える。延賢二年は西暦 1674年。また、大野城太宰府旧蹟全図北(文

化3年(1806)成立か)にも現地付近に「タンエノトウJと記載されているため、江戸時代に碑もし

くは塔はあったと考えられる。

この湛慧の話は、 旧来の宮寺であった観世音寺と新しく台頭してきた横岳崇福寺との対立関係を表し

ていると思われる。実際には湛慧の学徳ゆえか、 横岳崇福寺は公の寺(官寺)として認められ、その後

隆盛を誇った。このよう に今回報告する地域は、歴史的にも古代から中世にかけて政治の中心地に近く、

宗教施設が展開する重要な地域となっている。
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考古学的所見

大宰府条坊跡第 193次(以下、大宰府条坊跡については条と略す)の周辺にあたる字朝日地区では、

数回の埋蔵文化財の発掘調査が行われている。条 193次の南側で条 126次調査。南東側で条 128次

調査。条 126次の南側では条 244次調査。条 128次調査から観世音寺方向に向かうと、九州歴史資

料館が調査した大宰府史跡第 20次調査がある。(以下、大宰府史跡については史と略す)条 126次は

11 ~ 14世紀代の遺構で構成され、井戸や溝、土坑などが検出されている。特に南北方向の 2条の溝

(SD050、SD095) については、調査担当者は 11世紀前半に埋没した大宰府条坊関係のものとして

いる。条 128;_Xは遺構面が 3 面検出されており、 8 世紀~ 13世紀後半までの遺構が確認されている。

第 l 面で調査している 12 世紀中頃~ 13世紀後半の遺構としては、壁溝を有する構築物、桶組井戸、

廃棄土坑などが確認されている。条 244 次調査は、 8 世紀代~ 14世紀初頭の遺構で構成されているが、

鎌倉時代以降は削平により確認できない状態だった。史 20次調査では、南北方向の落ち込みと東西方

向の石垣を検出している。土器は土師器の杯、皿で底部切り離し技法が糸切りのため 12世紀以降の可

能性が考えられる。調査担当は鎌倉期後期~室町期と推定している。

参考文献

『筑前園績風土記拾遺』

『大宰府市史考古資料編.1 1992年 太宰府市

高倉洋彰『大宰府と観世音寺J1996年 海鳥社

『大宰府史跡昭和 47年度発掘調査略報.1 1973年 九州歴史資料館

II.調査体制

各年次の調査体制は以下の通りである。

(平成 9/1997年度)

総括

庶務

教育長

教育部長

文化財課長

長野治己

小田勝弥

薄田秀司

文化財保護係長和田敏信

文化財調査係長 山本信夫

調査

(平成 12/2000年度)

主任主事

主事

技術主査

主任技師

技師

技師(嘱託)

総括 教育長

藤井泰人

今村江利子

狭川真一 (9 年 10 月 1 日~)

狭川真一 (~ 9 年 9 月 30 日)

城戸康利、山村信柴(調査担当)、 中島恒次郎、井上信正

高橋学(調査担当)、宮崎亮一

下川可容子、森田レイ子

長野治己(~ 12月 24日)
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庶務

調査

(平成 22/2010年度)

教育部長

文化財課長

文化財保護係長

文化財調査係長

事務主査

主任主事

嘱託

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

総括 教育長

庶務 教育部長

調査

(平成 23/2011年度)

文化財課長

保護活用係長

調査係長

主任主査

事務主査

主任主査

技術主査

技師

技師(嘱託)

総括 教育長

庶務 教育部長

調査

文化財課長

保護活用係長

調査係長

事務主査

主事

主任主査

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

闘敏治(12 月 25 日~)

白石純一

木村和美 (4 月 l 日~)

和田敏信

山本信夫 (~ 10月 23日)

神原稔(1 1 月 1 日~)

藤井泰人

野寄美希

鈴木弘江

城戸康利

山村信柴、中島恒次郎、井上信正、高橋 学 (調査担当)、

宮崎亮一

下川可容子、森田レイ子、佐藤道文

関敏治

山田純裕

井 上 均

菊武良一

池本義彦

吉原慎一

橋川史典

城戸康利(都市整備課併任)

山村信楽、中島恒次郎、井上信正

高橋学、宮崎亮一(調査担当)

遠 藤 茜

白石渓冴

闘敏治

粛藤贋之

井上 均

菊武良一

池本義彦

橘川史典

古川あや

山村信楽 (調査 ・整理担当)、中島恒次郎、井上信正

高橋 学(整理担当)、宮崎亮一 (整理担当)

遠藤茜

白石渓冴
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景観・歴史のまち推進係

係長 城戸康利 (文化財課併任)

(平成 24/2012年度)・ -報告書発行

総括 教育長 闘敏治(~ 12月 1日)

木村甚治(1 2 月 25 日~)

庶務 教育部長 古野洋敏

文化財課長 井上均 (~6 月 30 日)

菊武良一 (7 月 1 日~)

文化財副課長 城戸康利 (7 月 1 日 ~)

保護活用係長 菊武良一 (~6 月 30 日)

友添浩一 (7 月 1 日~)

調査係長 山村信柴

事務主査 橋川史典

主事 古川あや

調査 主任主査 中島恒次郎(~ 6月 30日)

井上信正

技術主査 高橋学(整理担当)

宮崎亮一

主任技師 遠藤茜

事務取扱 景観 ・歴史のまち推進係長 中島恒次郎(文化財課併任) (7 月 l 日~)

III.調査および整 理方法

太宰府市教育委員会では、 1979(昭和 54)年から現在まで市の事業の一環として、埋蔵文化財包

蔵地区内の埋蔵文化財発掘調査を行ってきた。調査方針や整理方法については、詳しくは参考文献を参

照していただきたい。この調査方針ならびに太宰府市発掘調査整理指針を元に、太宰府市の調査 ・整理

方法については熟成が為されてきた。その特徴としては、担当職員が複数存在しでも、同じ調査 ・整理

の質を保てるように、調査、整理、報告の各作業において遵守すべきルーlレを作成している点にある。

もちろん、各担当者の裁量の範囲内で多少、弾力的な運用は行っているが、骨子の部分が共通している

ことが資料の信頼性の向上につながっていると考えている。

今後は担当者の退職などで未整理のままとなっている多くの発掘調査現場の報告書の刊行が課題と

なってくる。増え続ける出土品の保存場所と共に解決していかねばならない問題である。

[参考文献]

『大宰府条坊跡』太宰府町の文化財第 5集 太宰府市教育委員会 1982 

『太宰府 ・佐野地区遺跡群u太宰府市の文化財第 14集 太宰府市教育委員会 1989
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れ1.調査報告

1 .大宰府条坊跡第 193次調査

(1)調査に至る経過
調査地は太宰府市観世音寺 5丁目7(旧大字観世音寺字仏嗣寺)に所在する畑地で、専用住宅の建築

に先立ち、平成 9 (1997)年 4月 17日から 9月29日にかけて国庫補助事業で発掘調査を実施した。

調査の途中で観世音寺子院に係わる可能性のある建物群が確認されたため、 地権者と交渉をおこなった

ところ遺跡の保護に同意があったため、 調査は基本的に検出面で止め、l面白の遺構が深かった調査区

南東側の F5区周辺の一部を掘削し 2面目の遺構の確認をおこない、その後に埋め戻しをおこなった。

調査は高橋学と山村信柴が担当した。開発対象面積は 700ぱ、調査面積は 570ばである。

調査区東壁土層図

14 

15 

1 淡茶色土 (表土)

2 黄茶色土 (赤褐色ブ口、ノヲ土混じる)

3 茶色土 (以下、 遺物包含層)

4 暗赤褐色土 ($-35埋没土)

5 赤渇色土 (粘質隙帯びる)

6 黄色土 (5-67埋没土)

7 閉黄色土 (花岡岩風化土壊、$-19日埋没土)

8. ;員賞灰茶色土(賛灰色ブロッヲ土混じる)

10茶色土

11茶灰色土

12黄褐色土 (炭化物吉む)

13陪茶色土

14茶反色土 (粘質、炭化物若干混じる)

15陪奈色土 (溜まり状に堆積)

16間賞灰色土(花岡岩風化土)

調査区 2面西壁土層図

2 

三

。 2m 

45，0"， 

45，Om 

調査区南壁土層図 E W 

45.0m 

一-----------一一一一一一
17淡褐茶色土 (2面に伴う包書眉か)

18 淡灰黄色土 (砂粒を~く含む)

19淡黄灰色土 (土器片、砂粒を若干富む)

20灰色土 ($-234爆土)

21淡赤策色土 (2面ベス面)

22階茶灰色粘質土(土器破片、炭化物を多く含む)

1倒黄白色土 (1面ベース面)

H 2茶灰色土

， N !褐色土
N 4問責灰色土

5淡褐茶色土
4 I ~白 F一一~ 6茶褐色土 (赤色ブロyク土混じり、

$-220埋土)

7褐茶色土 (炭化物土器片富む、

5-220埋没土)

日暗茶灰色粘質土 (2面ベス函)

Fig.4第 193次調査調査区東壁土層図、調査区 2面白西壁土層図 (1/80)
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(2) 基本層位
(Fig.4) 

遺構は耕作土直

下の現地表面から

深さ0.2mで確認

された。面は四王

寺山のある北側に

高く御笠川のある

南側に向かつて緩

や かな傾斜 を持

ち、 調査区北側の

遺構検 出面 の レ

ベlレは標高 45m、

南側では 44.5m

を測る。掘削深度

の深い SE030壁

面での土層観察で

は最初の遺構確認

面から無遺物層と

思われる 層 まで

の深さは 1.4mを

測り、その間に 7

面の層理面が確認

されている。
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Fig.5第 193次調査遺構図 (1/200)

-10-

X~56970 

X~56960 

X~56950 

X~56940 

10m 

(3) 検出遺構 (Pla.l-l)

1面遺構

柵

1935A034 (Fig.7) 

調査区南東で確認された間以上の南北の柵で、

振れは N_IO 42' 35" -Wを測る。柱聞は北

から 1.2、1.2、1.5mの南北 3.9mを測る。こ

の南側は地形上の段落ちとなっている。連続す

る土坑群 SX036、037、086に並行しており、

関連性が指摘される。また、こ の遺構の北にあ

る掘立柱建物 SBIOOとも方位を同じくして近接

しており、そち らとの関係も考慮する必要があ

るが、先の土坑群と SBIOOは重複して前後関係

があり、帰属先により性格が大きく異なること

になる。12世紀後半以降の遺構 SK073を切っ

て形成されてお り、それより 新しい時期のもの

山
田
田
町
寸

。 2m 

と言える。
Fig.6第 193次調査 2面白遺構図(1/80)

掘立柱建物

1935BO 10 (Fig.7) 

調査区中央東側で検出された遺構で、 l間 X5間以上の南北棟の建物で、東側の調査区外に広がって展

開するものと考えられる。振れは N_IO 21' 50" -Eで、建物の規模は東西3.5m以上、南北 10m以上、

柱聞は東西 2.5m、南北 2.0mを測る。柱の太さは柱痕から約 20cmに復元される。築地壁の基礎地業

跡の可能性がある SX006と交差するため、それと関連する とみられる掘立柱建物 SB080とは時期差

があると考えられる。調査区内では唯一の南北棟である。柱穴からは 13世紀中頃までの遺物が出土し

ており、築地壁 SX006は 14世紀後半までの遺物を持っており、この間に建てられたか、それ以降に

成立したかは物理的な先後関係からは判断できない。

1935B050 (Fig.8) 

調査区南西側で検出された遺構で、溝が矩形に掘られた上から径 15cm ほどの柱が約 1 . 2~ 1.5m

間隔で打ちこまれている。柱痕は 6つ確認されている。掘り方を伴わず形状がやや先細っているため、

上から杭のように打ち込まれたものと考えられる。条坊 88次や南条坊で先行事例があり、工房などに

利用された壁建ちの建物と評価されている迫構である。振れは N_20 23' 9" -Eを測る。溝中に掘

り返した痕跡や柱聞に礎盤のような石が置かれていることから、建て替えや補修があった可能性がある。

溝からは銅銭のほか 13世紀中頃までの土器類が出土している。西側は 13世紀前半までの遺物を持つ

溝 SD086を切り、 南側は 16世紀の遺物を持つ段落ち SX035によ り切られる。

1935B080 (Fig.9) 

調査区北側で検出された東西棟の掘立柱建物で、東西 6問、南北 2問、 東西 11.5m、南北4mを測る。

柱聞は西端の l間(1.6m)を除けばほぽ 2m間隔で施工されている。平板な花尚岩の角亜牒を礎盤とし、

柱材は柱痕から 15cm程度に復元される。東西中央の 2間分の南側に幅 4m、長さ 2mの庇が設けられ

る。建物の振れはN_OO 51' 34" -Wを測る。柱掘り方からは 13世紀中頃までの造物が出土している。
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Fig.7 1935A034・1935BO1 0 0/40、1/80、土層図は 1/40)
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1935B050 
1燈色土

2暗灰色土

3. 2と同僚層

4黄灰色土と灰色土の混層

5黄褐色土と黒褐色土のj毘居

6黄灰色土と灰色土のj毘層

7.黄褐色土

8灰色土と黄色土の混層

9 灰色土 (炭粒入り)

∞
ド
。
-
何
寸
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Fig.8 19358050遺構図 (1/40)

建物の北西角は 13世紀中頃までの遺物を持つ井戸 SE030に切られており、それに先行する時期に位

置付けられる。南に延びる連続する土坑群 SX036、037、086の正面にあたるため、そち らとの関係

があるのかもしれない。

19358100 (Fig.10) 

調査区南側で検出された東西棟の掘立柱建物で、 東西 7間以上、南北4問、東西 13.9m、南北 7.75m

を測る。南北と東側には庇があり、身舎は 6x2間となる。検出された柱 29に対して 19個に花闘岩

の小磯による礎盤が入れられている。柱材は柱痕から 15~ 20cmであったことが知られる。建物の振

れは N_OO 30' 47" -wを測る。本調査区中では最大で、3面以上に庇を持つ主殿的な建物といえる。

14世紀前半までの遺物を持つ 1935K098、15世紀までの造物を包含する溝 SD055の埋土を穿って

建てられてお り、それ以降の時期の建物といえる。柱 ap、aq、bd、などに掘り返した不整合な土層が

観察され、建物解体時に柱が掘り取られたものがあった可能性がある。庇を持つ建物の構造から、居館

の主屋か仏殿のような性格が考えられる。建物の正面にはこの建物に先行した時期に小堂の基壇と考え

られる SX224があり、仏殿であった可能性も想定される。

溝

1935D055 (Fig. 11) 

調査区の西端を穿つ、検出長 30m、幅 1.2~ 1.6m、深さ0.2~ 0.3m、振れが N_20 23' 35" 
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-wを測る南北溝である。溝底は一時的な水流により特に北側で凹凸が見られる。埋没土である最上層

の明茶色土には 15世紀代までの遺物を包含している。それ以下の層には 13世紀後半までの遺物が見

られる。掘立柱建物 SB100に先行する遺構である。掘立柱建物群よりもやや東に傾いた方位を持って

いる。

19350078 (Fig. 11) 

調査区の南中央付近にある遺構で、検出長 2.7m、幅 0.5~ 0.2m、深さ 0.05m、振れは東西の正方

位に乗る溝である。埋土は 13世紀中頃までの遺物を包含している。この溝の西延長部分の SD055の

溝の東肩のライ・ンが東側に膨らんでおり、本来はつながって一体であった可能性もある。

19350086 (Fig.11) 

調査区の南西角にある遺構で、検出長 6m、幅 0.6~ 0.3m、深さ 0.1m、振れは N-110 27' 30"唱

を測る。13世紀前半までの遺物が出土している。SB050に先行する遺構である。

19350121 (Fig.l1) 

調査区の中央付近西寄りにある遺構で、検出長 4m、幅 0.35~ 0.2m、深さ 0.05m、振れは N-10。

13' 37" -Eを測る。遺構の時期を示す顕著な遺物は出土していない。

19350 143 (Fig. 11) 

調査区の北西にある遺構で、検出長 6m、幅 0.6~ 0.3m、深さ O.lm、振れは N_30 48' 50" -W 

を測る。SD055に並行し、帯状で 13世紀中頃までの遺物を持つ整地 SX040を穿って形成される。

13世紀中頃までの造物が出土している。

井戸

1935E030 (Fig.12) 

調査区の北西にある遺構で、深さ 3.1m、掘り方は 2.5~ 2.6mの楕円形、井戸枠は径 1.2mの円形

を呈す。調査途中で遺構が崩壊したため充分な土層観察ができなかったが、枠内の埋土は黄色系、掘

り方の裏込めは茶色系の土壌で分離される。層の上位は掘り込みがあり層が乱れている。土坑などの 2

次的な用途があったものと考えられる。掘り方外側の地山部分では検出面から約 1.4mの深さで遺物包

含層が 6層観察され、それ以下の無造物層と考えられる 6層の層が観察された。遺物は枠内埋土、裏

込めともに 13世紀中頃までのものが出土している。

土坑

1935K008 (Fig.13) 

調査区の中央東側で検出された。長さ 1.3m、幅 O.4m、深さ 0.4mを測る。

1935K015 (Fig.13) 

調査区の中央東側で検出された。長さ0.4m、幅 0.3m、深さ 0.2mを測る。淡黄灰色土で埋没する。

1935K021 (Fig.13) 

調査区の中央東側で検出された。長さ 0.5m、|隔 0.5m、深さ 0.3mを測る。13世紀後半までの造物

が出土している。

1935K025 (Fig.13) 

調査区の中央東側で検出された。長さ2.6m、幅 1.7m、深さ 0.3mを測る。黒茶色土から褐色土で

埋没する不整形な形状を呈す。13世紀後半までの遺物が出土している。
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Fig.11 1935D055・078・086・121・143遺構図 (193SD055は 1/160，他は 1/40)
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1黄色土 12.黄灰色土

2黄色土 (淡茶色土焼入) 13.閉褐色土

3淡茶色土 14淡黄色土

4.黄色土(茶色粘土小潟入) 15灰褐色土(瓦土器多く含む)

5淡茶色粘土焼 16.茶褐色土 (y) 

6.閉奈色土焼 17日月茶色土(粘質)

7淡茶色土 18暗茶褐色粘土(無遺物) 45.0m 

8淡茶色粘土焼 19灰茶色砂質土(無遺物)

9暗灰色土 20灰青色粘土(無遺物)

10.灰褐色土 (黄色土まじり) 21淡灰色砂質土(無遺物)

11貧褐色土 22黄褐灰色砂質土(無遺物，硬質)

1935K044，046 寸
ド
↑

ωω
1935K073a，073b 

Fig.12 1935E030遺構図・土層図(1/40) SK044 

1935K043 (Fig.13) 

調査区の北辺で検出された。長さ 0.8m、幅 0.5m、深さ O.lmを測る。茶色土で埋没する。12世紀

までの遺物が出土している。

1935K044 (Fig.13) 

調査区の北辺中央で検出された。長さ 1.1m、幅 1.0m、深さ O.lmを測る。茶褐色土で埋没する。

SK046を切る。12世紀中頃までの遺物が出土している。

1935K046 (Fig.13) 

調査区の北辺中央で検出された。長さ 0.6m、幅 0.6m、深さ O.lmを測る。茶灰色土で埋没する。

SK044に切られる。12世紀中頃までの遺物が出土している。

43.965 56.946 

45.0m 

一亡二二丈一=

。
m
 

Fig.13 1935K008・015・021・025・043・044・046・065・073a.b遺構図(1/40)

-18- -19-



1935K059 

調査区の北部やや東よりで検出された。長さ l目Om、幅 0.4m、深さ 0.14mを測る。埋土は明灰色土。

1935K038 (12世紀中頃~後半)に切られる。12世紀後半までの遺物が出土している。

1935K065 (Fig.13) 

調査区の北辺で検出された。長さ 2.7m、幅 2.4m、深さ 0.5mを測る。真中が深いすり鉢状を呈する。

12世紀中頃までの遺物が出土している。

1935K073 (Fig.13) 

調査区の南東で検出された。aは長さ 0.8m、幅 0.4m、深さ O.4mを測る。bは長さ 0.7m、幅 0.6m、

深さ 0.2mを測る。明茶色土で埋没する。12世紀後半までの造物が出土している。

1935K077 (Fig.14) 

調査区の南側東寄りで検出された。長さ 1.8m、幅 1.lm、深さ 0.2mを測る。灰黄色ブロック土で

埋められている。平面形は方形を呈する。13世紀後半までの遺物が出土している。

1935K079 (Fig.14) 

調査区の南側中央付近で検出された。長さ 1.1m、幅 0.6m、深さ 0.3mを測る。暗茶色土で埋没する。

平面形は楕円形を呈する。近世までの遺物が出土している。

1935K088 (Fig.14) 

調査区の南側東寄りで検出された。長さ 1.6m、幅0.4m、深さ 0.3mを測る。明茶色土で埋没している。

平面形は溝状を呈する。

1935K098 (Fig.14) 

調査区の中央で検出された。長さ 1.1m、幅 1.0m、深さ 0.3mを測る。下層は茶灰色士、上層は淡

茶黄色の埋土である。平面形は方形を呈する。14世紀前半までの遺物がまとまって出土している。掘

立柱建物 SB100はこの遺構を切って形成される。

1935K 1 04 (Fig.14) 

調査区の中央で検出された。長さ 1.8m、幅 0.9m、深さ 0.3mを測る。長楕円形を呈する。13世紀

中頃までの遺物が出土している。

1935K128 (Fig.14) 

調査区の北西で検出された。長さ 1.0m、幅 0.9m、深さ O目2mを測る。茶褐色の埋土である。掘立

柱建物 SB080はこの遺構を切って形成される。

1935K137 (Fig.14) 

調査区の北西で検出された。長さ 1.2m、幅 1.0m、深さ 0.3mを測る。埋土は暗灰茶色土である。

13世紀中頃までの遺物が出土している。

1935K186 (Fig.14) 

調査区の北西で検出された。長さ 1.0m、幅 O目9m、深さ 0.5mを測る。埋土は茶色土である。13世

紀前後~前半の造物が出土している。

1935K227 

調査区南東部で検出された。1935X220の下層にあたる。遺構のプランは調査区外に延びる。長さ

3.3m、幅 0.95m、深さ 0.32mを測る。埋土はパサパサした明赤灰色土混じりの暗黒色粘質土。出土

遺物は、 12世紀前半~中頃までの造物が出土している。
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その他の遺構

1935X002 

調査区中央東側にある小穴群。埋土は茶灰色土。鉱津が出土している。出土遺物から 12世紀代以降

の埋没。 1935K008(13世紀代埋没)を切っているため、埋没時期は 13世紀以降と考えられる。

1935X006 (Fig.15) 

調査区の中央を東西に渡る溝状を呈す遺構で、検出長 14.5m、幅 0.8~ 0.6m、深さ 0.2~ 0.4m、

振れが N_IO 0' 40" -Eを測る。黄色土ブロックが入る灰褐色土の人為的埋士で、 0.4~ 1.0m程度

の不統ーな間隔で 15~ 20cmの太さの杭状の柱が建てられている。芯柱を持つ築地遺構と考えられる。

埋土から 14世紀後半までの遺物が出土している。土地区画や建物配置にとって重要な構造物である。

1935X007 

調査区北部やや東よりに位置する小穴群。小穴の 1つは 1935B080の柱穴と推定している。出土遺

物から埋没時期は 12世紀以降と考えられる。

1935X011 

調査区北東部にある小穴群。埋士は茶灰色土。出土遺物から埋没は 12世紀以降と考えられる。

1935X014 

調査区北東部にある小穴。埋土は赤褐色土。釘の破片が出土している。

1935X016 

調査区北東部にある小穴群。埋土は淡黄茶色土。1935X020を切る。出土遺物から埋没時期は 13

世紀中頃以降。

1935X020 (Fig.15) 

調査区北東にある長さ 6m、幅 2.2m深さ0.3mを測る溜まり状、ないしは整地遺構である。埋土は、

黒色粘質土→黒色土→褐色土→炭層 (193SX023)の順番で堆積している。埋土からは 13世紀後半ま

での遺物が出土している。陶磁器区分では F期。SB080に先行する遺構である。

1935X023 

調査区北東部に位置する東西方向の溝状のたま り。1935X005に切られている。埋土は炭混じりの

暗黒色土。出土遺物から 13世紀後半以降の埋没と考えられる。

1935X027 

調査区北部東よりに位置する小穴群。出土遺物から 12世紀以降に埋没している。

1935X035 (Fig.16) 

調査区南端いっぱいにある東西方向の段落ちで、茶色土が堆積し、 16世紀までの遺物が出土している。

この南側は現在でも段差のある土地境となっている。

1935X036、037、068、086(Fig.16) 

調査区南東にある長さ9m、幅 1.5mに亘って連続して形成された溝状、土坑状の遺構で、それぞれ

の深さ0.2~ 0.3mを測る。13世紀前半までの遺物が出土している。西の SX068、036のラインに

はと ころどころ杭の痕跡が重複してお り、これも築地状の遺構の基礎部分の可能性もある。南から北

に至る遺跡内での動線に関する遺構と考えられる。掘立柱建物 SBI00に先行して存在する。築地遺構

SX006や掘立柱建物 SB080との関係が想定される。

1935X038 (Fig.15) 

調査区北東にある長さ 1.8m、幅 1.lm深さ O.lmを測る溜まり状で、 12世紀中頃までの遺物が出

土している。
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1935X040 (Fig.15) 

調査区北西にある長さ 10m、幅 4m深さ 0.3mを測る南北に長い帯状の整地で、 13世紀中頃までの

遺物が出土している。掘立柱建物 SB080の南西側を埋める ような形で存在する。

1935X042 

調査区北部中央に位置する小穴群。埋土は淡茶色土。出土遺物から埋没時期は 12世紀中頃以降と考

えられる。

1935X047 (Fig.15) 

調査区北東にある長さ 1.8m、幅 1.1m深さ 0.1mを測る溜まり状で、炭混じりの暗茶色土で埋没する。

13世紀までの遺物が出土している。

1935X048 

調査区北部中央に位置する確認 (試掘)調査時の南北方向の トレンチ。

1935X049 

調査区北部に位置する小穴群。49a、49b、49cそれぞれは柱穴と認定され、 1935B080に編入した。

出土造物から 12世紀以降に埋没したと考えられる。

1935X052 (Fig. 16) 

調査区北東にある長さ 5.0m、幅 0.6m深さ 0.2mを測る東西に長い帯状の溜まり遺構で、下層は灰

色粘質土、上層は暗茶色土で埋没し 12世紀までの遺物が出土している。

1935X053 

調査区北部東よりに位置する小穴群。埋土は茶色土。出土遺物から 12世紀以降に埋没したと考えら

れる。

1935X057 

調査区中央部東よ りに位置する小穴群。 埋土は明茶色土。出土遺物から 12世紀中頃以降に埋没した

と考えられる。

1935X060 (Fig. 17) 

調査区北東にある長さ 0.8m、幅 0.1m深さ 0.3mを測る溜まり状で、 灰色土で埋没し 12世紀まで

の遺物が出土している。

1935X061 (Fig. 1 7) 

調査区南東にある長さ 4.5m、幅 1.5mの3条からなる溝群で、深さは 0.1mを測り、 茶灰色土で埋

没している。鋤による耕作痕跡と考えられる。建物遺構廃絶後に形成されたもので、近世遺構の所産と

考えられる。

1935X067 

調査区南東部に位置する小穴。長さ0.6m、0.45m、深さ 0.24mを測る。滑石製石鍋片が出土している。

1935X069 

調査区中央部に位置する小穴群。一部、1935B080の柱穴に編入する。埋土は茶色土。出土遺物か

ら 12世紀前半以降に埋没したと考えられる。

1935X071 

調査区南東部に位置する東西溝状のたまり遺構。埋土は茶色土。長さ 1.53m、幅 0.3m、深さ 0.32m

を測る。出土遺物から 12世紀以降の埋没と考えられる。鉄釘が出土している。

1935X081 

調査区中央部に位置する小穴群。埋土は茶色土。出土遺物から埋没は 13世紀中頃以降と考えられる。
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1935X087 

調査区南部やや西よりに位置する溜まり状遺構。東西 3.3m、南北 4.9mを測る。埋土は黒色土。

1935B050や 1935D086に切られる。出土遺物から 13世紀後半以降に埋没したと考えられる。

1935X091 

調査区北部中央に位置する小穴群。埋土は茶色土。出土遺物から 13世紀中頃以降には埋没したと考

えられる。

1935X093 

調査区北部中央に位置する小穴群。埋土は茶色土。出土遺物から 12世紀以降に埋没したこと考えら

れる。

1935X093a 

調査区北部中央に位置する小穴。埋土は茶色土。直径 0.4m、深さ 0.24mを測る。穴の東壁に沿っ

て平たい石が検出されている。出土遺物から 12世紀以降に埋没したと考えられる。

1935X096 

調査区南部西側に位置する溜まり状遺構。調査区外に延びている。埋土は茶色土。南北長 3.6m、東

西長 l目9mを測る。平面形は北東から南西方向に延びる溝状態を呈している。

1935X106、111、112(Fig.17) 

調査区中央東寄りにある長さ 6.0m、幅 2.5mの範囲に 3つの南北に長い帯状の溜まり遺構が重複

する形で検出された。112を 106と 111が切って形成される。深さ O.lm前後のごく浅いもので、

SXI06は黒茶色土、 SX111は灰色土、 SX112は淡茶色土が埋没する。12世紀までの遺物が出土し

ている。SXl12の近世の遺物はトレンチが重複することによる混入か。

1935X108 

調査区南部中央に位置する小穴群。1935D055を切っている。出土遺物から 13世紀中頃以降に埋

没したと考えられ、切られている方の 1935D055の出土遺物傾向(15世紀までの遺物群)を見ると、

15世紀以降に埋没したと考えたい。

1935X113 

調査区中央部西側に位置する小穴群。埋土は淡茶色土。出土遺物から 12世紀以降に埋没したと考え

られる。

1935X114 

調査区中央部に位置するた まり状遺構。長さ 3m、幅 O目83m、深さ 0.06mを測る。埋土は茶色土。

出土造物から 13世紀中頃以降に埋没したと考えられる。

1935X118 

調査区中央部西側に位置する小穴群。埋土は灰色土。出土遺物から埋没時期は 12世紀以降と考えら

れる。

1935X136 

調査区北部中央に位置する小穴群。埋土は茶灰色土。出土遺物から埋没は 13世紀前半以降と考えら

れる。

1935X138 

調査区中央南部に位置する小穴。埋士は黄茶色土。 1935K65に切られる。出土遺物より 12世紀以

降に埋没したと考えられる。
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1935X149 

調査区中央西部に位置する小穴群。1935X151を切る。出土遺物より 13世紀代に埋没したと考え

られる。

1935X151 

調査区中央部西部に位置するたまり状遺構。1935X149に切られる。出土遺物より 13世紀代に埋

没したと考えられる。

1935X152 

調査区北部面側に位置する小穴。1935D055を切る。埋土は茶色土。 出土遺物よ り12世紀以降に

埋没したと想定でき、遺構の切り合い関係上で切られている 1935D055が 15世紀代に埋没している

ため、この小穴もそれ以降に埋没したものと考えられる。

1935X161 (Fig.17) 

調査区中央やや東よりに位置する東西方向に長いたまり状の遺構。S-62、97に切られている。長さ

1.3 m、幅 0.55m、深さ 0.43mを測る。埋土は淡灰色土。出土遺物より 14世紀前後の遺物が出土

している。

1935X167 

調査区中央に位置する小穴群。出土遺物から 12世紀以降に埋没したものと考えられる。鉱津が出土

している。

1935X169 

調査区北部西側に位置する小穴。直径 0.35m、深さ0.18mを測る。1935D055の溝の底から検出

された。出土遺物が小片のため埋没時期は不明だが、遺構の切り合い関係から 15世紀以前と考えられる。

1935X173 

調査区中央部に位置する小穴群。出土遺物から 13世紀以降に埋没したと考えられる。

1935X178 

調査区南部に位置する小穴。1935D055の溝底より検出した。南北長0.5m、東西長0.4m、深さ 0.07m

を測る。出土造物より 12世紀以降に埋没したと考えられる。

1935X188 

調査区北部中央に位置する小穴。 S-211を切る。出土造物から 12世紀以降に埋没したと考えられる。

1935X192 

調査区北部中央に位置する小穴。1935X091に切られる。1935B080の柱穴 080cにあたると考え

ている。出土遺物から 12世紀以降に埋没したと考えられる。

1935X193 

調査区北部中央に位置する小穴。 出土遺物より埋没時期は 12世紀以降と考えられる。

1935X196 

調査区北部西側に位置する整地状遺構。埋土は淡灰色土。出土遺物から埋没時期は 13世紀後半と考

えている。

1935X197 

調査区南部東側に位置する整地状遺構。埋土は茶色土。プランは調査区外に延びる。出土遺物から埋

没時期は 14世紀以降である。

1935X 198 (Fig.18) 

調査区南東に位置するたまり状、もしくは整地の遺構。SK02503世紀後半以降埋没)と、SX197(14 
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45.0m 

1閉黄色土 (SX198埋土)-，

2日月茶色土 (赤色土含む) I SX198 
3.茶色土 (土器片少量含む)_j

4茶灰色土(強粘質)

5問褐色土 (円礁と炭化物含む)

6.5炎茶渇色土 (赤色粘土まじる)

7暗茶色粘質土 (強粘質)-，
ISX202 

8.黄茶色土 J 

9奈黄色土 (灰黄色土若干含む)

10 淡黄灰色土 (砂粒土器片若干含む)

56，948 

45.0m 

。

1935X225 

。ω⑦島
ωω

一包主5-て主主工966.6

1碕茶色土

2暗茶色粘質土

1935X218 1935X218b 

45.2m 45.2m 

ωー 斗ァ
1赤褐色粘質土(柱痕)

2暗茶色土

1.赤褐色粘質土(柱痕)

2黄灰茶色土 (淡黄色土il'lまじり)

。
m
 

11得茶色土 (赤茶色粘土含む)

12暗茶褐色土

13赤茶色粘土

14.問茶褐色土

15暗茶色土

16暗茶色土 (炭化物盆む) -， 

SX227 17淡黄赤色土 (粒子粗い) I SX220 

18淡黄赤色土 (土器片多く含む)_j

19暗青黒色砂質土 (2面ベース土)

20.暗青黒色砂質土 (強粘質)

1935X217 ωド
α-何
寸
l

45.0m 

。
m
 

Fig目 18 1935X198・202・217・218a・218b.220・225.227遺構図(198・202・220・227は1/80、他は1/40)
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世紀以降埋没)の遺構に切られる。埋土は明茶色土。

1935X202 (Fig.18) 

調査区南部東側に広がる整地状遺構。1935K227の上層にあたる。埋土は淡茶褐色土。 出土遺物は

13 世紀後半~ 14世紀前半までのものが出土している。

1935X204 

調査区北部西側に位置する整地状遺構o S-206の上層で、 1935X040の下層にあたる。土色は灰青褐

色土。

1935X205・

調査区北部西側に位置する小穴。1935K040に切られる。鉄釘が出土している。

1935X212 

調査区南部中央に位置するたまり状遺構。1935D055を掘り下げると、溝底で検出された遺構。埋

土は茶色土。出土遺物から 13世紀以降に埋没したと考えられる。

1935X214 

調査区北部中央に位置するたまり状遺構。1935X060を切っている。 埋土は暗茶色土。出土遺物は

少なく時期を積極的に認定できないが、切り合い関係から考えると遺構の埋没は、 12世紀以降と考え

られる。

1935X215 (Fig.19) 

調査区南部東側に位置するたまり状遺構。調査面としては 2面目となる。赤褐色土のベース面に切

ハUη
ζ
 

門
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」

R
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1
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つJQ
U
 

1
 

56，948 

ωωα-的
寸
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44.5m 

..---__fて二孟二--
。 2m 

Fig.19 1935X215・220遺構図 (1/80)
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り込み、長さ 4m、幅 1.2m、深さ 0.15mを測る。埋土は明茶色士。出土遺物から 13世紀後半以降に

埋没したと考えられる。

1935X216 

調査区南部中央に位置する整地状遺構。1935X224と同じ範囲にあたるため、下層の遺構の落ち込

み土の可能性もある。埋土は褐色土。出土造物から埋没は 13世紀前半以降と考えられる。

1935X217 (Fig.18) 

調査区南部中央に位置するたまり状もしくは溝状遺構。埋土は黄色土。1935X231に切られる。出

土遺物から 12世紀中頃以降に埋没したと考えられる。

1935X218a . 218b (Fig.18) 

調査区中央部に位置する小穴群。掘立柱建物の柱穴となる可能性もある。埋土は aが赤色土、 bが茶

色土であった。ともに出土遺物量が少なく時期は不明。

1935X220 (Fig目 19)

調査区南部東側に位置するたまり状遺構もしくは溝状遺構。第2遺構面。長さ 6m以上、幅 1.2m以上、

深さ 0.23mを測る。これは全面を掘っていないので検出した範囲での数値である。東側の壁に石が列

状に検出されたが、この遺構に伴うものかは判断できなかった。埋土は暗茶色土。 出土遺物から 13世

紀中頃から 14世紀初頭以降に埋没している。

1935X221 

調査区南部に位置する整地遺構。南端の段落ちを埋めており、 1935X035の下層にあたる。埋土は

茶色土。出土遺物より 13世紀後半以降に埋没している。

1935X224 (Fig.20、Pla.1-2)

調査区南部中央に位置する倉庫基礎もしくは、仏堂等の基壇跡と考えている。平面形はおおよそ方形

で、北西隅がすこし突出している形をしている。東西長 3.8m、南北長 4.0m、高さ 0.6mを測る。東

南西の3方向に平べったい縦0.4mX横 0.3mX厚さ0.2m程度の大きさの石を積み並べ土留めとして、

その内部に疎混じりの土を敷き詰めて、 上面にも礁を並べている。中央に南北方向の確認トレンチを入

れて土層を確認したところ、北から南へ傾斜堆積をしている土層が 3層確認できた。おそら く、この

ように牒混じり土を敷くことによって、建物の基礎地業と しているのだろう。出土造物から 13世紀前

半以降に構築されて、 13 世紀後半~ 14世紀初頭以降に埋没していると考えている。

1935X225 (Fig.18) 

調査区南部東側に位置する石組み遺構。前述の 1935X220を掘り下げたときに底面で検出された。

長さ 1.2m、幅0.4m、深さ O.lmの溝状の堀方に、平坦な石を3つ南北方向に並べている。石の大きさは、

長さ 0.4m、幅 0.3m、厚さ 0.22m程度のものである。部分的掘り下げの範囲で検出されたものであ り、

遺構の性格については不明でらある。出土遺物からは 12世紀以降に埋没したと推定される。

1935X227 (Fig.18) 

調査区南部東端に堆積する土層を SX227として取 り上げた。 1935X202の下層にあたる。ばさばき

した明赤灰色土混じり の黒茶色粘質土。鉄釘が出土している。

1935X228 

調査区南部中央に位置する土層を SX228として取り上げている。1935X224の南部断ち割り時の

土層。滑石製石鍋の破片が出土している。

1935X229 

調査区南部に位置する 1935X224の東側を検出したときの土層。整地か。埋土は黄色土。出土遺物
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から 12世紀以降に埋没したと考えられる。

1935X231 

調査区南部に位置する SX216に切られるたまり状遺構。埋土は黄灰色土。出土遺物から 12世紀中

頃以降に埋没したと考えられる。

印
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切
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eω
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H
N

1935X232 

調査区南部に位置する 1935X224の東側を検出したときの土層。整地か。埋土は黒色土。出土造物

から 13世紀中頃に埋没したと考えられる。

1935X237 

調査区南部東側に位置する小穴。遺構面は 2面目。1935X215に切られる。長さ0.8m、幅0.65mm、

深さ 0.18mを測る。埋土は淡灰色土。出土遺物から 13世紀前半以降に埋没したと考えられる。

13世紀中頃

1935X238 

調査区南部東側に位置する小穴群。遺構面は 2面目。埋土は淡灰色土。出土遺物から、

以降に埋没したと考えられる。

土層

間黄灰色

l面白の遺構面のベース土の上層。出土遺物は 13世紀中頃を中心としている。

暗灰色土

l面目の遺構面ベース土の下層。出土遺物は 13世紀中頃を中心としている。

茶色土

l面目遺構の検出面での人工層位。出土遺物は弥生時代から明治時代まで及ぶ。

(4)出土遺物
第 1遺構面出土遺物
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1935X224 

建物出土遺物

1935B010a黄茶色土出土遺物 (Fig.21)

復元口径 8.4cm、器高 1.lcm、復元底径 6.4cm。底部切り離し技法は回転ヘラ切り。

1935B010b出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 b(2) 復元口径 7.2cm、器高 2.15cm、底径 3.2cm。底部切り離し技法は器壁摩耗のため不明。

坪 b (3 ~ 6) 3は口縁部を欠損する。器高 2.6+ cm、底径 4.9cm。底部切り離し技法は回転糸

切り。4は復元口径 13.4cm、器高 3.4cm、底径 5.4cm。底部切り離しは回転糸切り。5は復元口径

12.8cm、器高 3.85cm、底径 5.4cm。底部切り離しは回転糸切り。内面見込み部分に穴を開けようと

したのか、 3~4mm の範囲の窪みが4 カ所確認できる 。 6 は口縁部を欠損。器高 3.0 + cm、底径6.4cm。

底部切り離し技法は回転糸切り 。 3~6 いずれも色調は淡暗樺色。

1935B010c暗灰茶色粘出土遺物 (Fig.21)

44.6m 

m
 

小破片。器高 1.3+cm。底部切り離し技法は回転糸切り。(7) 

土師器

小皿 a1

1.;炎黄灰色土(花開岩風化士、整地土)

2暗茶灰色土(土器細片多く含む)

3暗茶色土 (土器細片多く含む)

4.淡灰茶色土(砂粒多く含む)

5黄褐色シル卜

6暗茶黒粘質土

44.5m 

一 33-

1935X224遺構図 (1/40)
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から 12世紀以降に埋没したと考えられる。

調査区南部に位置する SX216に切られるたまり状遺構。埋土は黄灰色土。出土遺物から12世紀中

頃以降に埋没したと考えられる。

1935X232 

調査区南部に位置する 1935X224の東側を検出したときの土層。整地か。埋士は黒色土。出土遺物

から 13世紀中頃に埋没したと考えられる。

1935X237 

調査区南部東側に位置する小穴。遺構面は2面目。1935X215に切られる。長さ0.8m、l隔0.65mm、

深さ 0.18mを測る。埋士は淡灰色土。出土遺物から 13世紀前半以降に埋没したと考えられる。

13世紀中頃

1935X238 

調査区南部東側に位置する小穴群。遺構面は 2面目。埋土は淡灰色土。出土遺物から、

以降に埋没したと考えられる。

土層

明黄灰色

l面白の遺構面のベース土の上層。出土遺物は 13世紀中頃を中心としている。

暗灰色土

l面目の遺構面ベース土の下層。出土遺物は 13世紀中頃を中心としている。

茶色土

l面白遺構の検出面での人工層位。出土遺物は弥生時代から明治時代まで及ぶ。

(4)出土遺物
第 1遺構面出土遺物

建物出土遺物

1935B010a黄茶色土出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 a1 復元口径 8.4cm、器高 1.lcm、復元底径 6.4cm。底部切り離し技法は回転へラ切り。)
 

唱

'
aA(

 
1935B010b出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 b(2) 復元口径 7.2cm、器高 2.15cm、底径 3.2cm。底部切り離し技法は器壁摩耗のため不明。

坪b (3 ~ 6) 3は口縁部を欠損する。器高 2.6十 cm、底径 4.9cm。底部切り 離し技法は回転糸

切り。4は復元口径 13.4cm、器高 3.4cm、底径 5.4cm。底部切り離しは回転糸切り。5は復元口径

12.8cm、器高 3.85cm、底径 5.4cm。底部切り離しは回転糸切り。内面見込み部分に穴を開けようと

したのか、 3~4mm の範囲の窪みが4 カ所確認できる 。 6 は 口縁部を欠損。 器高 3.0 + cm、底径6.4cm。

底部切り離し技法は回転糸切り 。 3~6 いずれも色調は淡暗檀色。

1935B010c暗灰茶色粘出土遺物 (Fig.211

小破片。器高 1.3+cm。底部切り離し技法は回転糸切り。(7) 

土師器

小皿 al

1. j炎貧灰色土 (花商岩風化土、整地土)

2暗茶灰色土 (土器細片多く含む)

3.暗茶色土 (土器細片多く含む)

4淡灰茶色土 (砂申立多く含む)

5黄渇色シル卜

6.暗奈黒粘質土

44.5m 
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(1/40) 1935X224遺構図
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193SB010a 

¥ー」ミヨ1935B010d暗黄茶色土出土遺物 (Fig.21)

土師器

坪 b (8) 口縁部を欠損する。器高 1.8+cm、復元底径 5.6cm。底部切り離し技法は回転糸切り。

坪 b (9) 復元口径 12目4cm、器高 3.1cm、底径 5.9cm。底部切り離し技法は回転糸切り。通常の

坪 bの器形からすると、器高が低いため坪aに近い器形である。

1935B050出土遺物 (Fig.21)

石製品

不明製品(1.. ()) 工具による加工痕跡が部分的にあり、図上下部は平滑な加工をほどされている。滑

石製石鍋の二次利用製品の一部か。

1935B050茶褐色土出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 a1 (11) 復元口径 9cm、器高 1.2cm、復元底径 6.4cm。底部切り離し技法は回転糸切り。板

状圧痕あり。

須恵質土器

鉢(12、13) ともに握鉢の口縁破片。口縁端部外面に重ね焼き時の痕跡で、暗灰色~灰黒色に変

化しているのが確認できる。

瓦質土器

鉢(14) 小破片。口緑部を内側に屈曲させる。口縁部外面は重ね焼き時の痕跡で、 帯状に灰黒色変

化している。

瓦類

平瓦(15) 破片。凹面には布目痕。凸面には格子目叩き。端部をへラ切り調整。

石製品

石鍋 (16、17) 滑石製石鍋の破片。16は底部破片。17は外面に煤が付着している。

1935B050j出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 a1 (18) 小破片。器高 1.2+cm。底部切り離し技法は回転糸切り。板状圧痕あり。

1935B080a出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 al (19) 復元口径 8.6cm、器高 1cm、復元底径 7.2cm。焼成不良。摩耗のため調整不明。

瓦質土器

鉢 (20) 口縁部の破片。

石製品

不明品 (21) 縦 2.45cm、横 1.5cm、厚さ0.9cm。滑石製。二次加工品と思われる。

1935B080e出土遺物 (Fig.21)

須恵質土器

鉢 (22) 口縁端部。

瓦質土器

椀 (23) 口縁部破片。内面はミガキ c、外面は口緑端部から 2cmほど下部までをミガキ cを施す。

口緑端部は内側に沈線が l条入る。

瓦類
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1935D055 
軒丸瓦 (24) 瓦当面の小破片。複弁。焼成は良好で須恵質。

土製品

瓦玉 (25) 縦 2目9cm、横 2.8cm、厚さ 2.2cm。焼成は良好。土師質。

1935B080g出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 a1 (26) 復元口径 9cm、器高 l.4cm、復元底径 7.2cm。底部切り離し技法は回転糸切り 。

杯 a(27) 復元口径 12.2cm、2.5cm、復元底径 7.2cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。板

状圧痕。口縁部はやや外反する。

小皿 cX椀 c(28) 底部破片。器高 1.7+cm、復元底径 5.2cm。内底面中央部に外面まで抜ける穿

孔がある。直径 4mm程度。

1935B080i出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 a1 (29) 復元口径 8.6cm、器高 1.2cm、復元底径 6.4cm。底部切り離し技法は回転糸切り。

石製品

石鍋 (30) 滑石製石鍋。外面の鍔部。二次加工されている。外面には使用時の煤が付着している。

1935B080j出土遺物 (Fig.2])

瓦質土器

鉢 (31) 口縁部破片。

1935B100ad出土遺物 (Fig.21)

耳類

平瓦 (32) 端部破片。凹面は細かな布目痕。凸面は格子目叩き。端部はへラ切り。焼成はやや良好。

瓦質。

1935B100ak出土遺物 (Fig.21)

土師器

小皿 a1 (33) 復元口径 8.4cm、器高 1.25cm、復元底径 6.8cm。底部切り離し技法は回転糸切り 。

1935B100ax出土遺物 (Fig.21)

石製品

不明製品 (34) 滑石製石鍋の破片。二次加工品か。

1935B100bg出土遺物 (Fig.21)

五類

平瓦 (35) 端部破片。凹面は布目痕がわずかに残る。凸面は格子目叩き後に、ナデを強く施す。焼

成はやや良好。土師質。端部は凹面側からも凸面側からもへラ切りされており 、このことから、この端

部は狭端部の可能性がある。表面が灰赤色を呈しており、 2次焼成を受けた可能性もある。
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1935D055出土遺物 (Fig.22)

土師器

坪 b (1 ~ 3) 1は復元口径 11.4cm、器高 2.7cm、底径 5.8cm。底部切り離し技法は回転糸切り 。

2は底部の破片。3は底部破片。内面見込み中央部に外面まで貫通する穿孔が施される。穿孔の直径は 10cm 。
3mm。

Fig.22 第 193次調査溝出土遺物実測図その 10/2、1/3)
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石製品

不明品 (4) 破片。滑石製石鍋の二次加工品か。

19350055閉茶色土出土遺物 (Fig.22、23)

土師器

小皿 b (5~10) 5は復元口径 6.6cm、器高 1.7cm、復元底径 5.2cm。口縁部が黒色化。灯明皿か。

6~9 は口縁部を欠損する破片。 10 は器壁が 2mm 程度の非常に薄いっくり 。 ロクロ挽き 。

坪 b 01 ~ 16) 11は復元口径 11.6cm、器高 3.05cm、復元底径 5.8cm。底部切り離し技法は回転

糸切り。口縁部は少し外反している。12は復元口径 12.2cm、3.55cm、復元底径 5.6cm。底部切り

離し技法は回転糸切り。口縁部は体部から直線的に伸びる。13~ 16は口縁部を欠損する破片。

須恵質土器

鉢(17， 18) 口縁部破片。東播系。

土師質土器

播り鉢(19~ 24) 19は口縁部~体部破片。復元口径 34cm、器高 11+cm。内面は細かい刷毛目

調整を施し、それをナデ消した後に 5本の播り目を施す。外面は指頭圧痕が目立つ。色調は内外面と

もに淡白樫色。焼成は良好。ただし、器壁はサンドイ ツチ状態で内部に黒灰色の塊が見える。このこと

からも瓦質土器の焼成不良の可能性も考えられる。20は底部破片。復元底径は 12.1cmo 播り 目が底

部と体部の接合付近から施されているのが観察できる。21、22、23は口縁部~体部破片。24は底部

破片。外面には指頭圧痕が残る。

耳質土器

火鉢 (25) 底部破片。 脚付き。内面は横ナデ。外面は縦方向の丁寧なミガキ c。脚は貼り付け。

龍泉窯系青磁

椀 (27) 復元口径 11.6cm、器高 3.9+cm。内面の口縁部側に文様を彫っている可能性あり 。未分類。

W類の系統か。

香炉 (26) 器高 2.45+cm。八卦文。脚付き。仏具。皿類系か。

染付

椀 (28) 口縁部の破片。青い呉須により、内外面に文様を付ける。内面は線。 外面は雷紋のような

記号が巡る。明染付か。

高麗青磁

椀 (29) 口縁部を欠損する底部破片。 器高 1.9+cm、底径 4.3cm。高台の畳付と内面の見込み部に

は乳白色の目跡が残る。紬はごくわずかに灰色がかった透明紬が内外面にかけられる。畳付部の軸は雑

に削り取られている。

土製品

焼土塊 (30、31、33) 一面ないし二面方向に平坦な面を持つ焼けた土の塊。平坦な面には藁の痕

跡が認められる。

炉壁 (32) 表面に黒灰色の鉱物が溶解して付着している。やや光沢があ りガラス質。それ以外の面

は灰色の器壁が露出している。

石製品

叩き石 (34) 縦 4.25cm、横 4.3cm、厚さ 3cm。表面は打痕が残る。

碁石 (35) 縦 2.25cm、横 2cm、厚き 1.15cm。色調は白色。石材は長石。全面をなめらかに研磨

して丸みを帯びている。

-39-



不明製品 (36) 滑石製石鍋の二次利用品か。

19350055灰茶色土出土遺物 (Fig.23)

土師器

坪 b (37) 口径 13cm、器高 3.65cm、底径 6.2cm。焼成は良好。色調は赤褐色。底部切り離し技

法は回転糸切り 。

土師質土器

播鉢 (38、39) 38は口縁部から体部の破片。復元口径 32.4cm、器高 10.8+ cm。内面は横ナデ

後に細かな刷毛目調整。その後に、 6条の揺り目を、間隔を開けて刻む。色調は内外面ともに淡白樫色。

焼成はやや不良で、、器壁断面を観察すると中心部に帯状に灰色を呈す生焼け部がある。39は底部の破

片。器高 1.5+ cm、復元底径 15.1cm。見込み部から体部の立ち上がりに播り目を施している。見込

み部には揺り目を施していない。焼成はやや不良。器壁断面には生焼け部がサンドイ ツチ状になってお

り、灰黒色を呈す。底面は一定方向の刷毛目調整をして平滑に仕上げている。

国産陶器

卸皿 (40) 底部破片。内面に格子状の卸目を施す。底部外面は回転糸切り。色調は淡黄褐白色。瀬

戸美濃産か。

石製品

石鍋 (41) 口縁部破片。滑石製。断面三角形鍔。

19350078出土遺物 (Fig.23)

青磁

小皿 c(42) 復元口径 6.2cm、器高 1.7cm、復元底径 2.5cm。内外面に蓮華文を彫る。未分類。

土製品

土玉 (43) 縦 2.4cm、横 2.05cm、厚さ 2.1cm。全面をナデ調整して丸みを帯びている。

19350086出土遺物 (Fig.23)

土師器

小皿 a1(44) 口径 8.1cm、器高 0.75cm、底径 7cm。底部切り離し技法は回転糸切り 。

須恵質土器

鉢 (45) 底部破片。器高 2+cm、復元底径 10cm。内面は使用により摩滅している。担鉢か。

石製品

不明製品 (46) 縦 3.1cm、横 5.1cm、厚さ 2.1cmo 滑石石鍋の二次利用品。内側に枠を作るよう

に溝を彫り、やや丸みを帯びた平坦面を作り出している。

井戸出土遺物

1935E030茶褐色土出土遺物 (Fig.24)

瓦質土器

鉢(1) 口縁部破片。

瓦類

平瓦 (2) 端部破片。凹面には布目痕。凸面には格子目叩き。端部は半分まではへラ切りしているが、

残りは分割した後、未調整である。

1935E030黄色土出土遺物 (Fig.24)

須恵器

-40-

蓋 (3~7) 3~5は蓋a。 口縁部の返りの位置が多様だが、時期差と考えられる 。 6は蓋30 7は蓋

4。須恵器蓋の時期としては7世紀末から8世紀後半まで存在する型式である。井戸自体は共伴遺物から

もっと新しい段階に構築されたものであるため、この須恵器群は周辺に存在してたであろう遺跡からの

混入と考えられる。

土師器

蓋 3 (8) 口縁部から体部の破片。復元口径 15.6cm、器高 2.55+ cm。口縁端部に沈線状の溝が

施される。焼成は不良。器形が特殊なため皿の可能性も残る。

小皿 b (9) 口径 7cm、器高 1.75cm、底径 4.6cm。底部切り離し技法は回転糸切り。

瓦

平瓦(10) 破片。凹面は摩滅が激しく不明。凸面は縄目叩き。指頭圧痕に よる窪みがある。端部調

整はへラ切り 。焼成は良好で瓦質。
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Fig.24 第 193次調査井戸出土遺物実測図その 1(1/2、1/3)
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口縁部破片。色調は淡灰褐色。石材は砂岩。

小破片。色調は暗灰褐色~暗茶褐色。

胎土の基本的な色調は淡樟褐色だが、内面は灰色に変化している。外面には藁などの痕

石製品

石鍋(11)

金属製品

鉱浮 (12)

土製品

炉壁 (13)

跡がみえる。

焼土塊(14) 小破片。内外面とも藁の痕跡が認められる。

1935E030出土遺物 (Fig.25)

ロ=・・

Jilllj 木製品

井戸枠材(1~ 6) 縦板。 5は破片。縦 33.9cm、横 6.9cm、厚み1.5cm。横方向の両端部は切断

して、縦方向の平面は若干加工をして平坦にしている。縦方向の下部は斜めに切断して突出させている。

全体として縦は 64.6cm~ 76cm。長横幅は 5~ 7cm弱で5両面を鋭利な器具で、切断している。下部は

斜めに切り落として鋭く加工している。こちらが井戸枠の底部に突き刺す側と考えられる。12は小破片。

縦 13.7cm、横 5.1cm、厚み 1.4cm。両端は加工されている。

板材 (7、8) 7は縦 36.5cm、横 4.3cm、厚さ 0.6cm。中央部と上部に穿孔が認められる。ほかの

井戸枠に比べると厚さが薄し、。8は片側が割れた破片。横方向の端部は切断して加工されている。縦

1...7 

33cm、横 4.3cm、厚き 1.4cm。

横桟 (9、10) 9は、縦 22.1cm、横 3.4cm、厚み 2.6cm。両端は加工している。板材ではなく丸

木を加工している。横桟か。 10は小破片。横桟か。

蓋 (13， 14) 13は縦 14.0cm、横 7.2cm、厚み 0.7cm。本来円形だが現状は 1/2014は縦

13.55cm、縦6.9cm、厚き 1.05cm。中央から外側に近い部位に穴が開けられている。穴の直径は 1.6cm。

]3と同じく残存率は半分。13と 14は接合しない。

土坑出土遺物

1935K008出土遺物 (Fig.26)

。。

器高 3.5+cm。内面は器壁が還元化しており、青灰色を呈し焼締まっている。胎土の色調

土製品

取瓶 (1)

は明灰色。

ごこ二コ 8

亡二コ

亡二コ

1935K021出土遺物 (Fig.26)

底部~体部の破片。器高 2.0+cm、底径 6.1cm。色調は淡紅灰色。底部切り離し技法は回

土師器

杯 b(2) 

転糸切 り。

1935K025出土遺物 (Fig.26)
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土師器

小皿 a1(3、4) 3は復元口径 8.7cm、器高 1.2cm、復元底径 6.8cmo 色調は黄灰色。底部切 り離

し技法は、回転糸切り 。器形はやや歪んで、いる。 4は器高 1.0+cmo 色調は赤褐色。底部切り離し技法

11ー四=

は回転糸切り 。

杯 a(5、6) 5は口径 13.7cm、器高 2.8cm、底径 9.4cm。底部切り離しは回転糸切り 。黄灰色。

6は復元口径 13.7cm、器高 3.2cm、底径 8.8cm。底部切り離し技法は回転糸切り。色調は茶褐色。器

30cm 

亡二二コ 12

。

仁二コ
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第 193次調査井戸出土遺物実測図その 2 (1/6) 
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Fig.26 第 193次調査土坑出土遺物実測図その 1(1/2、1/3)
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形から杯 bの可能性もある。

耳質土器

火鉢 (7) 底部破片。器高 5.7+cm、復元底径27.2cm。台形の脚が付く 。底部は未調整で粗い砂目となっ

ている。焼成はやや不良。器壁断面がサンドイ ツチ状になって、中央部が灰黒色を呈す。外面にわずか

に瓦質化しており、 薄黒色をしている。

石製品

滑石製石鍋 (8、9) 8は縦 6.0+cm、横 7.4+cm、厚 1.2cm。外面に縦方向の細かい単位での撃削

り痕跡あり。9は縦 2.75+cm、横 6目 5+cm、厚 1.1cm。

1935K043出土遺物 (Fig.26)

須恵質土器

鉢 (10) 器高 5.3+cm。焼成はやや不良。 色調は明茶褐色。

1935K044出土遺物 (Fig.26)

土師器

小皿 a1(11) 復元口径 9.4cm、器高 1.25cm、復元底径 6.9cm。色調は褐黒色。底部切り離し技

法は回転糸切り 。

杯 a (12) 復元口径 13.6cm、器高 3.0cm、復元底径 9.1cm。色調は黄灰色。底部切り離し技法は

回転糸切りか。

国産悶器

壷 (13) 底部破片。器高 7.0+cm、復元底部径 11.6cm。内外面に青灰色の柚垂れが認められる。

底部外面の外側に、離れ砂的な帯が円形に認められる。底部外面から内面に向かつておされて、わずか

に上げ底状態になっている。

1935K046出土遺物 (Fig.26)

耳質土器

担鉢 (14) 口縁部破片。器高 2.7+cm。焼成はやや不良。

1935K059出土遺物 (Fig.26)

土師器

小皿 a1 (15) 破片。口径復元 9.0cm、器高 1目 1cm、復元底径 7.4cm。色調は黄灰色。底部切 り離

し技法は回転糸切り 。XVI期。

1935K065淡灰色土出土遺物 (Fig.26)

土師器

小皿 b (16) 復元口径 6.1cm、器高 1.25cm、復元底径 4.6cm。色調は黄灰色。底部切り離し技法

は回転糸切り。

瓦質土器

土鍋 (17) 口縁部破片。器高2.4+cm。焼成はやや不良。色調は赤黄灰色~薄黒灰色。口縁部上部

に、左三つ巴文が連続スタンプされている。

1935K065閉茶色土出土遺物 (Fig.26)

鉄製品

鉄津 (18、19) 18は縦 3.3cm、横 3.5cm、厚 1.6cmo 19は縦 3.0cm、横 4.0cm、厚 1.5cm。

1935K079出土遺物 (Fig.26)

石製品
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剥片 (20) 縦1.8cm、横 1.9

cm、厚 0.5cmo 石材は黒曜石。

1935K098淡茶黄色土出土遺

物 (Fig.26)

土師器
10cm 

杯 8 (21、 22，23) 21は復

元口径 11.65cm、器高 2.45cm、

底径 7.65cmo 22は 口 径 11.9

cm、器高 2.85cm、底径 8.0cm。

21.22は共に底部切り離し技法

は回転糸切り。23は復元口径

13.0 cm、器高 3.05cm、復元底

径 8.0cm。底部の残存が少なく

底部切り離し技法は不明。

1935K137出土遺物 (Fig.26)

土師器

小皿 81 (24， 25) 24は復

元口径 8.0cm、器高 1.25cm、復

元底径 5.9cm。色調は黄灰色。

底部切り離し技法は回転糸切り。

25は復元口径 8.4cm、器高 1.3

cm、復元底径 6.0cm。底部切り

離し技法は風化のため不明。

杯 8 (26、27) 26は復元口

径 12.0cm、器 高 2.5cm、 復 元

底径 7.5cm。色調は黄灰色だが、

一部淡赤灰色を呈す。底部切り離

し技法は回転糸切り。その後に板

状圧痕。27は復元口径 12.6cm、

器高 2.55cm、復元底径 8.4cm。

底部切り離し技法は回転糸切り。

その後に板状圧痕。

須恵質土器

裡鉢 (28、29) 28は口縁端

部破片。器高 2.0+cm。東播系。

29は口縁部から体部の破片。復

元口径 27.8cm、器高 6.5+cm。

東播系。

1935K186出土遺物 (Fig.27)

土師器

。

杯8(1) 復元口径 15.5cm、器高3.2cm、復元底径9.5cm。底部切り離しは回転糸切り、後に板状圧痕。

色調は黄灰色。

1935K227出土遺物 (Fig.27)

土師器

小皿 8 (2) 復元口径 8.4cm、器高 1.5cm、復元底径 3.1cm。底部切り離しは回転糸切り。

小杯 8 (3) 復元口径 10.4cm、器高 2.3cm、復元底径 6.4cm。底部切り離しは回転糸切り。

杯 8 (4、5) 4は復元口径 13.2cm、器高 2.55cm、復元底径 8.0cm。底部切り離しは回転糸切り 。

5は復元口径 13.7cm、器高 2.9cm、底径 8.8cm。底部切り離しは回転糸切り。板状圧痕あり。XVII期。

須恵質土器

担鉢 (6) 口縁部破片。器高 2目5+cm。

E質土器

鉢 (7) 底部破片。器高 2.1cm。焼成はやや不良。瓦質。底部に並行のカキメ調整。

聾 (8) 器高 6.6cm。口縁部破片。焼成は不良。

E類

平瓦 (9~ 11) 9は縦 12.7+cm、横 11.1+cm、厚 2.1cm。焼成はやや不良で瓦質。凹面は布目

痕跡をナデ消している。凹面は格子叩き目痕跡。端部はへラ切り、広端部の可能性が高い。10は縦

10.9+ cm、横 9.6+cm、厚 2.6+cm。焼成はやや良好。瓦質。凹面は布目痕跡、凸面は格子目叩き調整。

端部はへラ調整。11は縦 9.7cm、横 13.8cm、厚 2.6cm。焼成はやや良好。画質。淡黄灰色。凹面は

ナデ調整。凸面は工具をつかったナデ調整。側端部はヘラで切れ目をいれたあと折っている。端部はヘ

ラ調整。凹面側の端部縁をへラで、調整している。端部に二条の刻線がはし、る。

石製品

滑石製石鍋(12) 底部破片。器高 3.0cm。二次利用をしようと底面を上下方向から切っていること

が断面で確認できる。最後はへし折ったようだ。底部から体部にかけては煤が器壁にしみこんでおり、

鍋を火にかけたこ とがわかる。

その他の遺構出土遺物

1935X002出土遺物 (Fig.28)

金属製品

鉱津(1) 縦3.8cm、横4.7cm、厚 1.15cm。片側の面に土師質の器壁のようなものが残存しているので、

そちら側が炉に接していたと考えられる。

1935X006出土遺物 (Fig.28)

土師器

小皿 8 (2、3) 2は復元口径 8.6cm、器高 1.1cm、復元底径 6.8cm。底部切り離し技法は回転糸切

り。3は復元口径 8.8cm、器高 1.2cm、復元底径 7.0cm。

国産陶器

鉢 (4) 底部破片。器高 2.2+cm。上げ底状の底部。内面は器壁が摩滅して平滑になっている。

石製品

滑石製品 (5) 縦 2.1cm、横 1.6cm、厚 0.8cm。外径 5mm、内径 2mmの穴が穿たれている。再利

用品か。

1935X007出土遺物 (Fig.28)
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(6) 復元口径 9.7cm、器高 0.9cm、復元底径 7.7cm。摩耗のため調整不明。

復元口径 11.2cm、器高 2.4cm、復元底径 8.0cm。摩耗のため調整不明。
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8は口縁部破片。器高2.3cm。焼成は不良。9は口縁部破片。器高2.4cm。焼成は不

土師器

小皿 a1

杯 a(7) 

瓦質土器

担鉢 (8、9)

良。色調は明灰色。

1935X016出土遺物 (Fig.28)

5cm 

石製品

滑石製石鍋(10) 破片。縦 2.85cm、横 4.6cm。

1935X020出土遺物 (Fig.28)
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復元口径 9.3cm、器高 1.35cm、復元底径 7.4cm。底部切り離し技法は不明。板状)
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土師器

小皿 a1

圧痕あり 。

杯 a(2) 復元口径 12.2cm、器高 2.55cm、復元底径 8.6cm。色調は黄灰色。底部切り離し技法
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て
は回転糸切り。

1935X020褐色土出土遺物 (Fig.28)

14は器高3.1+cmo 15は口縁部破片だが、端部を欠く 。器高3.2+cmo 16は器高

2.8+cmo 14~16は担鉢の口縁部。東播系か。

国産陶器

聾 (17)

\ト~

ムこプと6て

復元口径 9.4cm、器高 1.3cm、復元底径 7.4cm。胎土は 2mm以下の黄金色雲母片

を大量に含む。色調は赤褐色。底部切り離し技法は回転糸切り 。

杯 a (22) 復元口径 13.0cm、器高 2.45cm、復元底径 8.8cm。色調は赤褐色。底部切り離し技法

土師器

小皿 a1 (21) 

ー三ェL乙

Fig.28 

-48-

弥生土器

壷(13) 口縁部破片。器高 2.5+cm。色調は黄赤色。

須恵質土器

鉢(l 4~16)

て

口縁部破片。器高 3.2+cm。常滑産か。

中国悶器

鉢(18、19) 18は口縁部破片。復元口径24.9cm、器高3.7+cm。鉢 1-1ao 19は復元口径24.4

cm、器高11.1cm、復元底径8.6cm。内面に6条の摺目を施す。鉢II-1.a類。

石製品

紡錘車 (20) 破片。縦 5.9+cm、横 2.4+cm、厚さ 1.5cm。底面は平坦に仕上げて、 上部はやや丸

昧を帯びている。中央に直径 1cm以上の穴を穿っている。色調は暗灰色。石材は滑石。

1935X020黒色土出土遺物 (Fig.28)

は回転糸切り。

杯 c (23) 高台部の破片。器高 2.2+cm、高台径 6.0cm。貼り付け高台。

須恵質土器

鉢 (24) 器高 3.3cmo 

1935X020黒色粘出土遺物 (Fig.28)

須恵器
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蓋 3 (25) 口縁部破片。器高 1.3+cm。口緑端部をやや外につまむ。

杯 a (26 ~ 29) 26は復元口径 10.6cm、器高 2.15cm、復元底径 7.0cm。色調は灰白色。底部切

り離し技法は回転糸切り。器壁がやや薄手。27は復元口径 12.4cm、器高 2.55cm、底径 7.3cm。底

部切り離し技法は回転糸切り。胎土は、 1mm以下の金色雲母を少量含む。28は完形。ただし、 器形

は歪んでいる。口径 12.8cm、器高 2.95cm、底径 8.6cm。底部切り離し技法は回転糸切り。29は復

元口径 12.2cm、器高 2.55cm、復元底径 8.6cm。色調は淡褐灰色。底部切り離し技法は回転糸切り。

小皿 al (30) 口径 8.4cm、器高 1.0cm、底径 7.0cm。底部切り離し技法は回転糸切り。その後に板

状圧痕を施す0.

須恵質土器

鉢 (31)

1935X038 む-愈8-
口縁部外側に強いナデが入って屈曲している。

石製品

滑石製石鍋 (32、33) 32は体部の破片。器高 5.1+cm、厚さ 1.3cmo 33は鍔部の破片。器高 5.05

cm、復元鍔部最大径 27.1cmo 32.33ともに外面に煤が付着している。

1935X023出土遺物 (Fig.29) ふ
川u

10cm 。

丈己二b~9

:三二20

て己ニゴ.::-r==::::グ

10cm 

亡二 |肝Fヲ
10cm 

E類

1/4) 1/3、{1/2、第 193次調査その他の遺構出土遺物実測図その 2
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口縁部破片。器高 3.7+cm。

一パ
比
υ

土師器

小皿 a1 (1、 2) 1は復元口径 9.0cm、器高 l.3cm、復元底径 7.2cm。底部切り離し技法は不明。

板状圧痕が確認できる。2は復元口径 9.5cm、器高 1.35cm、復元底径 7.4cm。底部切り離しは不明瞭。

杯 a (3) 復元口径 14.2cm、器高 2.2cm、復元底径 9.2cm。底部切り離し技法は回転糸切り。

1935X027出土遺物 (Fig.29)
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瓦類

丸瓦 (7) 縦 11.6+cm、横 10.6+cm、厚さ2.7cm。玉縁部の破片。凹面は布目痕、凸面は格子目叩き。

焼成はやや良好で瓦質。側端部はへラ切り調整。

平瓦 (8、9) 8は縦 12.0+cm、横 7.6+cm、厚さ2.2cm。焼成はやや不良で瓦質。凹面は布目痕、

凸面は格子目叩き。側端部はへラ切り調整。9は縦 8.65+cm、横 7.7+cm、厚さ 2.2cm。凹面は布目痕、

凸面は格子叩き目。焼成は良好で、須恵質。

金属製品

鉱津(10、11) 

1935X038出土遺物 (Fig.29)

Fig.29 

縦 7.2cm、横 6.6cm、厚き 1.4~ 1.6 cm。焼成は良好で須恵質。側端部は半分へラ切

-50-

で二二三一」
口縁部破片。器高 1.3+cm。

国産陶器

鉢 (6) 底部破片。器高6.3+cm、復元底径10.4cm。内面は強い回転ナデ調整。外面は叩き調整の

跡、刷毛目調整をして最後にナデ調整をしている。焼成は良好。色調は明赤褐色~黒褐色。常滑産。

須恵器

杯身 (4)

緑柚陶器

杯 cX皿 c (5) 器高l.2+cm、復元高台径 6.0cm。硬質。貼り付け高台。高台畳付まで施刺するが、

外面高台内部は露胎しており、 漬け掛けと思われる。見込みのへラミガキ単位は太い。内面見込みにト

チンのような痕跡がある。胎土の色調は青灰色。軸調は濃緑色。東海産か。

1935X035出土遺物 (Fig.29)

10は縦 3.15cm、横 2.6cm、厚さ 1.8cmo 11は縦 4.4cm、横 3.8cm、厚さ 2.7cm。

丸瓦(12)



1935X060出土遺物 (Fig.30)りの後に折る。

1935X040暗茶色土出土遺物 (Fig.29) 土師器

小皿 a1 (6) 復元口径 9.0cm、器高 0.8cm、復元底径 7.2cm。色調は黄灰色。底部切り離しは回転

糸切り後に、板状圧痕。

回転

平瓦 (8) 厚さ 2.3cm。焼成はやや不良。土師質。色調は黄灰色。凹面は布目痕跡、凸面は格子目

叩き。記号として格子目内に IX Jが確認できる。側端部はへラ切り 。

1935X067出土遺物 (Fig.30)

縦 2.8+cm、横 6.7+cm、暑さ 1.2cm。外面は炭素が吸着している。煮炊きの痕跡

石製品

滑石製石鍋 (9)

と考えられる。

1935X069出土遺物 (Fig.30)

18は復元口径 7.8cm、器高 1.25cm、復元底径 6.1cmo 19は復元口径 8.9cm、

19共に底部切り離し技法は回転糸切り 。19は切り離し後に板状

土師器

小皿 a1 08、19)

器高 1.4cm、復元底径 7.0cmo 18、

圧痕を施す。

石製品1935X047出土遺物 (Fig.29)

10cm 

縦 5.7cm、横 6.3cm、暑さ 2.1cm。楕円形を呈す。石鍋の二次加工品。

口縁部破片。器高 1.2+cm。焼成は不良。瓦質。

1935X053出土遺物 (Fig.30)

瓦質土器

片口鉢(1)

10cm 

10cm 。

縦 3.1cm、横 1.65cm、厚さ 1.0cmo 4面が使用痕により平滑になっている。

1935X057出土遺物 (Fig.30)

石製品

砥石 (3)

復元口径 7.2cm、器高 1.2cm、復元底径 5.4cm。色調は黄白色。底部切り離しは回転(4) 

糸切り技法。

金属製品

鉱浮 (5)

1/3、1/4)第 193次調査その他の遺構出土遺物実測図その 3 0/2、

53 

土師器

小皿 a1

口径 13.0cm、器高 2.55cm、底径 8.8cm。色調は淡赤褐色。底部切り離し技法は、杯 a(7) 

糸切り技法。

五類

(3)復元口径 9.0cm、器高 1.4cm、復元底径 6.6cm。底部切り離し技法は不明。

須恵質土器

担鉢 04~16) 14~16 は口縁部破片。 すべて東播系と考えられる 。 14 は器高 2.2+ cmo 15は

器高 2.8+cmo 16は復元口径 27.7cm、器高 4.3+cm。

石製品

滑石製石鍋 (7) 縦 3.1cm、横 11.5cm、厚さ 1.5cm。石鍋の再加工品ではあるが、利用目的は不明。

1935X042出土遺物 (Fig.29)
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1935X067 

復元口径 8.2cm、器高l.1cm、復元底径 6.3+cm。色調は赤褐色。底部切り離しは回

転糸切り技法。

1935X056出土遺物 (Fig.30)

土師器

小皿 a1

10 

Fig.30 

縦4.6cm、横3.5cm、暑さ2.6cm。表面が金属質でなめらかな面と、土師質の部位が存在する。

52 

1-M-m 

(2) 

土師器

小皿 a1

滑石製加工品(10)

~.マ一、さ71-

器高 2目9+cm。底部切り離し技法は回転糸切り 。焼成は良好。

底部から体部の破片。器高 9.5+cm、復元底径 12.5cmo 焼成は不良で瓦質。

1935X048出土遺物 (Fig.29)

輸入陶器

鉢 (22)

石製品

滑石製石鍋 (23) 底部破片。器高4.3+cm、復元底径14.0cm程度か。内面は使用痕が多く残っている。

1935X052出土遺物 (Fig.30l

土師器

坪 b (20) 

須恵質土器

提鉢 (21)

復元口径 25.0cm、器高 4.7+cmo 1ト 1a類。
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Fig.31 第 193次調査その他の遺構出土造物実測図その 4 (1/2、1/3、1/4)
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10cm 

10cm 

1935X087出土遺物 (Fig.31)

土師器

小皿 a1 (1) 復元口径 8.0cm、器高1.2cm、復元底径 6.1cm。底部切り離しは回転糸切り 。

坪 a (2 ~ 5) 2は復元口径 12.2cm、器高 2.5cm、復元底径 8.0cm。底部切り離しは回転糸切り 。

板状圧痕あり。色調は黄灰色。3は復元口径 12.4cm、器高 2.6cm、復元底径 7.6cm。底部切り離しは

回転糸切り。板状圧痕あり 。色調は黄灰色。 4は復元口径 12.5cm、器高 2.8cm、復元底径 8.6cm。底

部切り離しは回転糸切り。色調は黄灰色。 5は、復元底径 13.0cm、器高 2.7cm、復元底径 8.6cm。

底部切り離しは不明。板状圧痕あり 。色調は淡赤灰色。

土師質土器

羽釜 (7) 鍔部の破片。器高 4.7+cm。焼成は良好。色調は赤褐色。外面に煤が付着する。

瓦質土器

羽釜 (6) 鍔部の破片。器高 5.6+cm。焼成は良好。色調は灰色~濃黒色。外面の前面にわたって煤

が吸着している。

瓦器

椀 c (8) 器高1.3+cm。貼り付け高台。内面は灰白色で瓦質化していない。

耳類

丸瓦 (9) 縦 19.2cm、横 11.1cm、厚 き2.5cm。玉縁部の破片。焼成はやや不良。色調は黄白色。

胎土は 3mm以下の白色粒子を少量含む。端部はへラ切り 。側縁部はヘラ切り後に凹面側をへラに より

調整している。凹面は布目痕、凸面は格子目。二重格子である。凸面方向から、瓦の中央に直径 2.2cm

の孔を穿っている。

石製品

滑石製石鍋(10~12) 10は器高3.1+cm、厚さ 1.3cmo 11は器高3.3cm、厚 さ1.7cm、鍔部厚 さ2.8

cm。鍔部の破片。色調は茶褐色。 12は厚さ 1.0cm。外面は煤が付着している。

1935X088出土遺物 (Fig.31)

土師器

小皿 a1(13) 復元口径 8.0cm、器高 1.0cm、復元底径 6.6cm。底部切り離しは回転糸切り。

土製品

鋳型(14) 縦4.9+cm、横5.1+cm、厚さ5.1+cm。平坦面と斜面によ って構成されている鋳型。 色調

は、灰白色。鋳型面のクロミは残存している。鍋か。

1935X091出土遺物 (Fig.31)

石製品

滑石製石鍋(15、16) 15は口縁部の破片。器高 0.9+cmo 16は体部の小片。

1935X093出土遺物 (Fig.31)

土師器

小皿 a1 (17) 復元口径 8.9cm、器高 1.3cm、復元底径 6.4cm。底部切 り離しは回転糸切り。 胎土

に 1mm以下の金色雲母を多量に含む。

須恵質土器

鉢 (18) 口縁部破片。焼成は良好。

瓦類

軒丸瓦(19) 瓦当面の破片。縦 5.4+cm、厚さ 2.05cm。焼成は不良。瓦質。 蓮弁と珠文を部分的
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に確認できる。

丸瓦 (20) 縦 26.4cm、横 15.5cm、厚さ 2.3cm。焼成は良好。須恵質。色調は褐灰色。胎土は

5mm以下の白色粒子を多量に含む。端部はへラ切り 。側縁部は半分へラ切りの後に破断して未調整。

凹面は布目圧痕と吊り紐痕跡あり。凸面は格子叩目調整。 叩き 目には、記号が 2種類確認できる。器

形は歪んでいる。

土製品

瓦玉 (21) 縦 3.15cm、横 3.0cm、厚さ 2.0cm。色調は暗黒色。

石製品

滑石製石鍋 (22) 体部の破片。厚さ 1.2cm。

1935X096出土遺物 (Fig.32)

須恵器

蓋(1) 器高 1.5+cm。天井部へラ削り 。線刻の記号あり。焼成はやや良好。色調は暗灰赤色。

聾 (2) 器高 2.4+cm。口縁部破片。

1935X106出土遺物 (Fig.32)

土製品

土壁 (3~9) それぞれ、色調は赤褐色を呈す。萌を含んでいた痕跡が残る。平らな面をもっ個体

は、壁の面に使われていたと考えられる。3は縦5.0+cm、横4.4+cm、厚さ3.7cmo 4は縦2.6+cm、横

3.5+cm、厚さ1.9+cmo 5は縦2.6+cm、横2.5+cm、厚き2.0+cmo 6は縦4.1+cm、横4.0+cm、厚さ2.3+

cmo 7は縦5.7+cm、横4.9+cm、厚さ3.4+cmo 8は縦2.3+cm、横1.7+cm、厚さ1.4+cmo 9は縦2.7+cm、

横4.6+cm、厚さ 1.3+cmo 10は縦3.8+cm、横5.6+cm、厚さ4目 l+cm。

1935X111出土遺物 (Fig.32)

瓦類

平瓦(11) 縦9.2+cm、横14.2+cm、厚さ2.2+cm。側端部は一部にへラ切りで分割ラインをいれ

て、あとは割ってそのままの状態。端部は凹面に面取り状にへラ調整をしている。凹面は布目痕跡をナ

デ消している。凸面は格子目叩き調整。焼成はやや不良。瓦質。

1935X112出土遺物 (Fig.32)

石製品

不明製品(12) 縦 2.3+cm、横1.25cm、厚さ0.8+cm。滑石製石鍋の再利用品か。

1935X113出土遺物 (Fig.32)

土師器

椀 c (13) 器高 2.25+cm、復元高台径 7.4cm。

1935X114出土遺物 (Fig.32)

土師器

小皿 a1 (14) 復元口径 8.2cm、器高1.05cm、復元底径 5.8cm。底部切り離しは回転糸切り 。焼

成は良好。色調は赤褐色。

須恵質土器

こね鉢(15) 口縁部破片。器高 3.0+cm。東播系。

1935X118出土遺物 (Fig.32)

土師器

鉢(16) 口縁部破片。器高4.9+cm。口縁部端部を内側に傾斜させる。外面の前面に煤が付着 して

いる。
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1935X128出土遺物 (Fig.32)

土師器

小皿 a1 (17) 復元口径 8.6cm、器高 0.85cm、復元底径 7.0cm。底部切り 離 しは回転糸切り。そ

の後に板状圧痕を施す。

須恵器

鉢(18) 器高 2.1+cm。口縁部破片。東播系。

1935X136出土遺物 (Fig.32)

瓦質土器・

鉢(19) 器高 3.4+cm。口縁部破片。焼成は不良。 色調は灰白色。

1935X138出土遺物 (Fig.32)

土師質土器

鍋 (20) 口縁部破片。器高 2.2+cm。口縁部は L字型で横方向に水辺に延びている。外面には煤が

吸着 している。焼成は良好。

耳類

丸瓦 (21) 縦 8.6cm、横 8.3cm、厚 さ 2.5cm。玉縁部が剥離している。凹面はナデ調整。凸面は

格子目叩き調整。 格子目の聞に IX J字あり 。側端部はへラ切り 。

1935X149出土遺物 (Fig.32)

土師質土器

鉢 (22) 口縁部破片。器高 3.2+cm。焼成はやや不良。色調は淡赤色。

1935X151出土遺物 (Fig.32)

中国陶器

壷 (23) 器高5.2+cm。口縁部破片。大きく内湾する口縁 と考える。口縁部外面に小さい突帯を持

つ。焼成は良好。外面は焼締まっているが、 器壁の内面は灰白色でサンドイ ツチ状となっている。

1935X152出土遺物 (Fig.32)

土師質土器

片口鉢 (24) 器高 3.0cm。口縁部片口部の破片。焼成はやや良好。色調は黄灰色。

1935X161出土遺物 (Fig.32)

土師器

小皿 a1 (25) 復元口径 7.9cm、器高 1.35cm、復元底径 6.0cm。底部切り 離 しは回転糸切 り。色

調は明赤褐色。XIX期。

施軸陶器

鉢 (26) 器高2.9+cm。体部破片。内外面に施柚あり 。2次焼成をうけてお り、表面の柚の残存が

悪い。

1935X167出土遺物 (Fig.32)

土製品

瓦玉 (27) 縦 2.5cm、横 2.2cm、厚き1.9cm。色調は灰白色~淡黄灰色。

金属製品

鉱津 (28) 縦 2.2cm、横 2.1cm、厚さ 1.0cm。色調は暗灰色。

石製品

滑石製品 (29) 破片。縦 0.7+cm、横 2.2+cm、厚さ 1.05+cm。
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1935X169出土遺物 (Fig.32)

中国陶器

聾 (30) 器高 2目5+cmo C群。

1935X173出土遺物 (Fig.32)

中国陶器

壷 (31) 体部から頚部の破片。3.2+cm。外面はへラ削り。 内面はロクロナデ。A群。

1935X178出土遺物 (Fig.32)

中国陶器

鉢 (32) 口縁部破片。器高 4.7+cmo I -lb類。

1935X188出土遺物 (Fig.32)

須恵質土器

鉢 (33) 口縁部破片。 器高 2.1+cm。

1935X192出土遺物 (Fig.33)

耳類

平瓦 (1) 縦 15.5+cm、横 5.5+cm、厚さ 2.4cm。焼成は良好。瓦質。胎土は 5mm以下の白色粒

子を少量含む。凹面は布目痕、凸面は格子目叩き。

1935X193出土遺物 (Fig.33)

土師器

坪 a (2) 復元口径 14.8+cm、器高 2.8+cm、復元底径 10.6cm。焼成は良好。色調は灰黄色。底部

は回転糸切り調整。

1935X196出土遺物 (Fig.33)

土師器

坪 a (3 ~ 7) 3は復元口径 11.3cm、器高 2.2cm、復元底径 7.4cm。色調は灰黄色。調整は不明。

4は復元口径 13.6cm、器高 2.3cm、復元底径 10.0cm。色調は灰黄色。調整は不明。5は口縁部を欠

く破片。復元口径 13.7cm、復元器高 2.8cm、復元底径 8.4cm。底部切り 離しは回転糸切りの後に板

状圧痕。 6は口縁部の破片。器高 1.8+cm。焼成は不良。色調は灰黄色。7は器高 2.3+cm。色調は灰

黄色。表面が風化しており調整は不明。

坪 c (8) 器高 1.6+cm、復元高台径 4.6cm。貼付高台。焼成は良好。小椀の可能性もある。高台の

断面は逆三角形。

須恵質土器

片口鉢 (9) 口縁部の破片。片口部。復元口径 25.2cm、器高 5.4+cm。焼成はやや不良。瓦質化し

ている。口縁部外面は帯状に黒色化している。

瓦質土器

鉢 (10) 口縁部の破片。器高 3.9+cm。焼成はやや不良。色調は灰白色~淡黒灰色。内外面は刷毛

目調整。口縁部は肥厚させて横ナデ調整。

石製品

滑石製石鍋(11) 底面から立ち上がりの破片。最大幅 4.8cm。外面は縦方向の削り 。直径 5mmの

穴が底面を貫いている。二次加工品。

1935X197出土遺物 (Fig.33)

須恵質土器

鉢(12) 口総部の破片。器高 4.5+cm。口縁部をやや肥厚させる。
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石製品

滑石製石鍋(13) 縦l.8cm、横 3.7cm、厚さ 1.1cm。外面に炭素が吸着している。煤と思われる。

1935X198出土遺物 (Fig.33)

金属製品

鉱津(14) 縦 2.0cm、横 2.8cm、厚さ 1.1cm。

1935X198茶色土出土遺物 (Fig.33)

土師器

小皿 a1 (5) 復元口径 8.3cm、器高 0.8cm、復元底径 6.4cm。色調は灰黄色。底部は回転糸切り 。

小坪 aX小皿 b (16) 復元口径 9.1cm、器高 1.6cm、復元底径 7.6cm。底部回転糸切り 。

瓦質土器

鉢×火鉢 (7) 底部の破片。器高 7.2cm。内面の調整は不明瞭ながら横方向のナデ調整か。外面

は丁寧な削り調整と考えられるが、不明瞭なため推測にとどめておく 。

瓦類

軒丸瓦 (18) 瓦頭面の破片。残存高2.5cm。珠文と唐草文の一部も確認できる。焼成は良好。須恵質。

1935X199茶色土出土遺物 (Fig.33)

土師器

小皿 a1 (9) 復元口径 9.0cm、器高 1.1cm、復元底径 7.4cm。色調は淡赤黄色。底部回転糸切り 。

石製品

滑石製石鍋 (20) 縦l.4cm、横 4.4cm、厚さ 2.5cm。二次利用をした際にでた破片か。

1935X202出土遺物 (Fig.33、34)

土師器

小皿 a1 (21、22) 21はほぼ完形。復元口径 8.0cm、器高l.3cm、復元底径 6.0cm。色調は灰黄色。

底部は回転糸切り 。22は復元口径 8.6cm、器高 1.1cm、復元底径 7.0cm。色調は赤褐色。底部切り離

しは、回転糸切り 。

坪 a (23) 復元口径 15.8cm、器高 3.1cm、復元底径 10.0cm。表面が風化しており、調整は不明。

須恵質土器

鉢 (24) 器高 2.1+cm。東播系。

瓦質土器

火鉢 (25) 口縁部破片。器高 3.3+cm。焼成はやや不良。そのためやや土師質化している。色調は

黄灰色~灰白色。強く内湾した口縁部。口縁端部は内面に向かつて緩い三角状を呈す。

瓦器

椀 (26、27) 26は口縁部破片。器高 2.3+cm。外面の回転ナデ調整が強い。27は口縁部破片。器

高 1.7+cm。口縁端部が黒色化している。

椀 c(28) 高台破片。器高 1.3+cm、復元高台径8.6cm。貼付高台。高台の断面形は丸みを帯びた方形。

中国陶器

鉢 (29) 口縁部破片。復元口径 22.4cm、器高 4.3+cm。内面に摺目。口緑端部に黒色紬が掛かっ

ている。鉢 II-la類。

聾 (30) 口縁部破片。器高 4.2+cm。聾田類。

盤 (31) 口縁部破片。器高 1.5+cm。盤H類か。

中国陶器の年代観としては、 13 世紀~ 14世紀前半と考えられる。
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国産陶器

鉢 (32、33) 32は底部破片。器高 5.7+cm。焼成はやや不良。色調は黄赤灰色。内面は横ナデ。

外面は刷毛目調整。33は底部の破片。器高 3.8cm、復元底径 12.5cm。外底面から押し上げられたよ

うに外底面中央部が底面から浮いている。色調は明赤褐色。胎土は 2mm以下の白色粒子を多量に含む。

外底部の端から 2cm程度が盛り上がり高台状になっている。内面見込み部に強い回転ナデ。

こ二二ゴ

土製品

(34、35) 34は縦 4.3cm、横 4.5cm、厚さ2.6cm。焼成は良好。やや還元炎焼成。須恵質。

35は縦 2.8c泊、横 2.7cm、厚さ 1.3cm。焼成は良好。須恵質。

瓦玉

10cm 

1935X212 

77玄:玄云一
. ， 

41 

は不明。

1935X204出土遺物 (Fig.34)

石製品

滑石製石鍋 (42)

= て.Z::;}二
復元口径 18.1cm、器高 6.3+cm。鍔の先端が若干下がっている。外面は多方向

の削り調整、内面は使用によって平滑になっている。

1935X212出土遺物 (Fig.34)
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。

土師質土器

播鉢 (43) 口縁部破片。器高 3，1+cm。焼成はやや不良。器壁の断面を観察すると、中心に黒い焼

成不良を挟んでサンドイツチ状になっている。

鍋 (44) 口縁部破片。器高1.6+cm。口縁部上面に巴紋のようなスタンプを施す。色調は赤褐色。

1935X214出土遺物 (Fig， 34)

1935X215 
雰-アで---ーーーー-()4~ 

。
¥ L_:::2， 復元口径 11.8cm、器高 2，4cm、復元底径 8，3cm。底部切 り離しは不明。

土師器

杯 a (45) 

土製品

焼土塊 (46)

-0 
破片。縦 3，9cm、横 4，7cm、厚き1.9cm。平坦面が l箇所ある。平坦面の裏面は、

スサ混じりのため、平坦面が表側と推測できる。色調は暗褐色~赤褐色。

縦 2，7cm、横 2，4cm、厚さ 1.95cm。色調は淡灰白色~淡黒色。かな り丸く なっている。

1935X215出土遺物 (Fig.34)

(47) 瓦玉

5cm ζ二ミ
須恵器

坪 a(48、49) 48は復元口径 12.2cm、器高 2.6cm、復元底径 9.0cm。色調は暗灰色。底部切り

離しは回転糸切り。その後に板状圧痕。内面に黒灰色の有機質が付着している。49は底部破片。器高

1.3+ cm、復元底径 8.2cm。色調は明赤褐色。底部切り離し技法は、回転糸切り。後に板状圧痕。
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鉱津 (36) 縦 4.4cm、横 5.3cm、厚さ 2.3cm。炉壁の可能性もある。

焼土塊 (37) 縦 2.9cm、横 3.5cm、厚さ2.1c加。淡赤灰色の土師器片を含む。

炉壁 (38) 体部の破片か。縦 5.9cm、横 9.4cm、厚さ 2.9cm。内面に灰白色~黒色の鉱津がべっ

たりと付着している。器壁は熱により内側が暗茶褐色、外側は明茶色に変化している。胎土は 5mm以

下の白色粒子を大量に含む。

石製品

滑石製石鍋 (39~ 41) 39は小破片。縦 2.9cm、横 5.6cm、厚さ 1.0cm。割れ口を丁寧に加工し

ていることから石鍋の再利用品と考えられる。40は体部の破片。縦 5.2cm、横 6.6cm、厚さ 1.7cm。

金鋸のようなものでの切断の傷が残っている。再利用品を切り取ったあとの資料か。41は破片。縦 6.4

cm、横 12.6cm、厚さ 1.1cm。外面は縦方向の細かい削り調整。内面は横方向の削りのあとに平滑に仕

上げている。割ったあとにきちんと断面を加工していることから、石鍋の再利用品と考えられる。用途



小皿 a1 (50~52) 50は口径 7.8cm、器高 1.3cm、底径 6.4cm。色調は黄灰色。底部は回転糸切

り後に板状圧痕。51は復元口径 8.5cm、器高 1.0cm、復元底径 6.6cm。色調は黄灰色。底部は回転糸

切りの後に板状圧痕。52は復元口径 9.5cm、器高 1.1cm、復元底径 8.2cmo 色調は黄灰色。底部切り

離し技法は不明。

須恵質土器

鉢 (53) 口縁部破片。器高 2.4+cm。焼成は良好。還元炎焼成。色調は淡青灰色。東播系。

耳質土器

火鉢 (54) ・口縁部の破片。器高 4.2+cm。口縁部は輸花形となっている。焼成はやや良好。色調は

外面が灰黒色、内面が灰白色。胎土は 1mm以下の白色粒子を少量含む。

土製品

瓦玉 (55) 縦 2.4cm、横 2.5cm、厚さ 1.6cm。瓦の平坦面が確認できる。

1935X219出土遺物 (Fig.34)

E器

椀 c(56) 高台片。器高 1.6+cm、復元底径 6.1cm。貼り付け高台。 焼成はやや不良。色調は暗灰

色~灰白色。器壁表面の風化が激しくて調整は不明。

1935X220暗茶色土出土遺物 (Fig.35、36)

土師器

小皿 a1 (1 ~ 25) 小皿 a1の色調は茶褐色系か黄灰色系の大きく 2つに分かれる。茶褐色系は、 2、

6~8、 11 、 17 ~ 19. 23 ~ 25。 黄灰色系は、 l 、 3~5、 9、 10、 1 2 ~ 16、20~ 22。それぞれ

の比率はおおよそ 5:5である。底部切り離し技法はすべて回転糸切り技法。板状圧痕がある個体とな

し、個体がある。 (Tab.3-2，3-3参照)

lは口径 7.7cm、器高 1.2cm、底径 5.6cmo 2は復元口径 8.1cm、器高 1.5cm、復元底径 6.3cm。

3は口径 8.2cm、器高 0.95cm、底径 6.3cmo 4は口径 8.2cm、器高 1.25cm、底径 6.6cmo 5は口径

8.3 cm、器高 1.0cm、底径 6.1cmo 6は口径 9.0cm、器高 1.0cm、復元底径 7.4cmo 7は口径 8.5cm、

器高 1.0cm、底径 5.8cmo 8は口径 8.5cm、器高 1.0cm、底径 7.3cmo 9は復元口径 8.6cm、器高 1.0cm、

復元底径 6.3cmo 10は復元口径 8.6cm、器高 0.9cm、復元底径 7.4cmo 11は復元口径 8.1cm、器高

1.15 cm、復元底径 6.3cmo 12は復元口径 9目4cm、器高 1.2cm、復元底径 7.2cmo 13は復元口径 8.8cm、

器高 1.2cm、復元底径 7.7cmo 14は口径 9.0cm、器高 1.0cm、底径 6.4cmo 15は口径 9.0cm、器高

0.9 cm、底径 7.0cmo 16は復元口径 9.0cm、器高 0.9cm、復元底径 7.0cmo 17は口径 9.0cm、器高 0.9

cm、底径 7.0cmo 18は復元口径 9.0cm、器高 1.2cm、復元底径 7.2cmo 19は復元口径 9.0cm、器高 0.9

cm、復元底径 7.6cmo 20は口径 9.1cm、器高 1.1cm、底径 7.2cmo 21は復元口径 9.2cm、器高 1.3cm、

復元底径 7.0cmo 22は復元口径 9.2cm、器高 l.0cm、復元底径 7.6cmo 23は復元口径 9.4cm、器高

1.2 cm、復元底径 7.2cmo 24は復元口径 9.4cm、器高 1.0cm、復元底径 7.0cmo 25は器高 0.85+cm、

復元底径 8.0cm。

坪 a(26 ~ 40) 26は、復元口径 12.2cm、器高 2.25cm、復元底径 8.6cm。色調は黄灰色。底部

切り離しは底部回転糸切り 。27は口縁部の破片。復元口径 12.4cm、器高 2.3cm、復元底径 8.6cm。

色調は黄灰色。底部切り離しは回転糸切り 。28は復元口径 12.6cm、器高 2.2cm、復元底径 8.6cm。

色調は黄灰色。底部回転糸切り、後に板状圧痕。29は復元口径 12.8cm、器高 3.2cm、復元底径 9.4

cm。焼成は良好。色調は赤褐色。胎土は 3mm以下の白色粒子を多く含む。底部は回転糸切り 。内面見

込み部分が黒色変している。30は復元口径 12.9cm、器高 2.4cm、復元底径 8.7cm。色調は淡赤褐色。
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底部は回転糸切り後に板状圧痕。胎土は 1mm以下の白色粒子を極少量含む。黒色雲母片を極少量含む。

31は口径 13.0cm、器高 2.2cm、底径 7.9cm。色調は赤褐色。底部回転糸切り。 32は復元口径 13.2cm、

器高 2.2cm、復元底径 8.2cm。色調は黄灰色。底部は底部回転糸切り 。33は復元口径 13.2cm、器高

2.25 cm、復元底径 9.2cm。焼成は良好。色調は黄灰色。底部は底部回転糸切 りの後に板状圧痕。 34

は口径 13.3cm、器高 2.15cm、底径 9.1cm。色調は淡赤褐色。底部は底部回転糸切りの後に板状圧痕。

35は復元口径 13.2cm、器高 2.2cm、復元底径 8.2cm。色調は赤褐色。底部切り離しは回転糸切り技法。

36は復元口径 13.6cm、器高 2.2cm、復元底径 7.8cm。焼成はやや不良。色調は淡赤灰色。底部外面

は回転糸切り 。37は復元口径 13.6cm、器高 2.3cm、復元底径 9.1cm。色調は明赤灰色。底部切 り離

しは底部回転糸切り。38は復元口径 13.8cm、器高 2.25cm、復元底径 8.4cm。焼成は良好。色調は

明黄灰色。底部切り離しは底部回転糸切り。 39は底部から体部の破片。器高 1.9+cm。復元底径 8.4cm。

色調は黄灰色。底部切り離しは底部回転糸切り。40は破片資料。器高 2.1+cm。色調は黄灰色。底部

切り離しは底部回転糸切り。

小皿 c(41) 復元口径 9.1cm、器高 1.9cm、高台径 6.9cm。焼成は良好。 色調は暗赤褐色。胎土は

1mm以下の白色粒子を少量含む。金色雲母を極少量含む。

土師質土器

鍋 (42) 復元口径 34.0cm、器高 7.9+cm。焼成は良好。色調は黄灰色~淡黒灰色。外面は横ナデ調整。

内面は使用により調整は不明瞭。外面には黒色の炭化物が吸着している。

須恵質土器

こね鉢 (43~ 47) 43 ~ 45は口縁部破片。すべて東播系の担鉢と考えられる。焼成良好で、還元炎。

43は器高 4.3+cmo 44は器高 5.2+cmo 45は 5.4+cmo 46は底部破片。器高 2.3+cm。内面は使用

のため表面が摩滅している。47は底部破片。焼成は不良。瓦質化している。器高 3.7+cm、復元底径

11.6 cm。外面は縦方向の刷毛目調整。外面底部に板状圧痕。

中国陶器

壷 (48) 器高2.9+cm。不明破片。焼成良好。色調は赤褐色。胎土3mm以下の白色粒子を多量に含む。

外面にわずかに褐色系の紬が付着している。口縁部内面下に強いナデ調整が入る。外面にも二重の刻線

が巡る。

瓦類

平瓦 (49) 縦 7.2+cm、横 8.6+cm、厚さ2.2cm。色調はやや不良。瓦質。色調は明灰色。内面は

布目痕をナデ調整。外面は格子目叩き。凹面の端部にへラ削り を施している。こちらが狭端面の可能性

がある。

土製品

焼土塊 (50) 縦 4.7cm、横 6.7cm、厚さ2.5cm。色調は明赤灰色~淡茶色。胎土は 4mm以下の白

色粒子を少量含む。

石製品

滑石製石鍋 (51) 口緑部から鍔部までの破片。復元口径 33.0cm、器高 7.9+cm。鍔断面形は台形で、

先端がやや下がっている。

滑石製加工品 (52) 石鍋の破片。縦 2.5+cm、横 9.6+cm、厚さ 1.6cm。

1935X221出土遺物 (Fig.36)

土師器

小皿a1(53) 復元口径8.9cm、器高0.95cm、復元底径6.6cm。焼成はやや不良。底部切 り離し技法は、
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回転糸切り 。その後に板状圧痕。

1935X224出土遺物 (Fig.16) 

土師器

小杯 b (54) 復元口径 9.4cm、器高 2.5cm、復元底径 5.2cm。色調は茶褐色。底部回転糸切り。

小皿 a1 (55) 復元口径 8.7cm、器高 1.15cm、復元底径 6.2cm。色調は赤褐色。底部回転糸切り

後に板状圧痕。

須恵質土器

杯 (56) 高台部の破片。器高 1.4+cm。底部平底で糸切り 。内面は平滑。

土製品

土壁 (57) 縦 3.4cm、横 4.2cm、厚さ 2.1cm。断面にスサの痕跡がある。

1935X224茶色土出土遺物 (Fig.36)

土師器

小皿 a1 (58) 復元口径 8.7cm、器高 1.15cm、復元底径 6.2cm。

土製品

土壁 (59) 縦3.6+cm、横4.6+cm、厚さ 2.9+cm。一面に平坦な面がある。こちらが表側と考えられる。

1935X224暗茶色土出土遺物 (Fig.36)

須恵器

杯身 (60) 口縁部の破片。器高 2.0+cm。焼成は良好。色調は晴灰色。外面底部側にカキ目痕あり。

土師器

小皿 a (61) 復元口径 9.0cm、器高 0.9cm、復元底径 7.6叩。底部回転糸切り。

杯 a (62) 復元口径 13.3cm、器高 2.4cm、復元底径 8.8cm。色調は灰黄色。体部の器壁が薄い。底

部回転糸切り後に板状圧痕。

須恵質土器

鉢 (63、64) 共に口縁部の破片。東播系担鉢。63は器高 2.3+cmo 64は器高 2.5+cm。

土製品

瓦玉 (65) 縦 2.9cm、横 2.4cm、厚さ 2.25cm。焼成は不良。瓦質。

石製品

滑石製品 (66) 縦 4.0cm、横 2.4+cm、厚さ l.2cm。硯のように中央を凹ませている。周辺部は椅

麗に加工している。二次加工品。

1935X224東土層 閉黄灰色土出土遺物 (Fig.36) 

土師器

杯 a (67) 口径 11.9cm、器高 2.6c畑、底径 7.7cm。色調は黄灰色。底部回転糸切り後に板状圧痕。

1935X224西土層 暗黒茶色土出土遺物 (Fig.16) 

土師器

杯 a (68) 復元口径 13.5cm、器高 2.7cm、復元底径 9.0cm。表面の風化により調整不明。

1935X225出土遺物 (Fig.36)

土師器

小皿a1(69) 口径8.4cm、器高0.9cm、底径6.0cm。底部回転糸切り。その後に板状圧痕。器壁が薄い。

1935X228出土遺物 (Fig.36)

石製品

滑石製石鍋 (70) 破片。縦 5.7cm、横 5.5cm、厚さ 1.45cmo 2次加工品か。
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1935X229出土遺物 (Fig.36)

土師器

杯 a (71) 復元口径 12.3cm、器高 2.8cm、復元底径 8.0cm。色調は黄灰色。 底部回転糸切。

1935X231出土遺物 (Fig.36)

土師器

小皿 a1(72) 復元口径 9.9cm、器高 1.2cm、復元底径 8.0cm。底部回転糸切り。

1935X232出土遺物 (Fig.36)

小皿 a1 (73) 復元口径 6.6cm、器高 1.1cm、復元底径 4.6cm。底部回転糸切り。

1935X237出土遺物 (Fig.36)

土師器

小皿a(74 ~ 78) すべて底部切り離しは回転糸切り技法を使い、その後に板状圧痕が施されている。

色調は黄灰色を呈す。74は口径 8.35cm、器高 1.35cm、底径 6.5cmo 75は復元口径 8.4cm、器高 0.95

cm、復元底径 7.0cmo 76は口径 8.7cm、器高 1.2cm、底径 6.4cmo 77は口径 8.7cm、器高 1.25cm、

底径 6.4cmo 78は復元口径 8.8cm、器高 0.9cm、復元底径 7.1cm。

杯 a (79 ~ 85) 底部切り離しは回転糸切り技法で、その後にほとんどの個体は板状圧痕を施して

いる。例外としては、 83が施されていないのと、 81は表面が溶けており調整は確認できない。色調は

82と83が赤褐色で、他は黄灰色である。79は口径 12.25cm、器高 2.6cm、底径 7.1cmo 80は復

元口径 12.4cm、器高 2.45cm、復元底径 8.0cmo 81は口径 12.6cm、器高 2.7cm、底径 8.3cmo 82 

は復元口径 13.2cm、器高 2.6cm、底径 9.2cmo 83は復元口径 13.3cm、器高 2.05cm、復元底径 9.2cm。

84は復元口径 13.3cm、器高 1.7cm、復元底径 10.0cmo 85は復元口径 14.4cm、器高 2.3cm、復元

底径 10.4cm。

1935X238出土遺物 (Fig.37)

土師器

小皿 a1(1 ~21) すべて底部切り離しは回転糸切り技法が使われている。板状圧痕を施される固

体が多い。色調は黄灰色系と(1~ 3、 5~7、 12 、 1 4) と赤褐色系 (4、 8 ~ 11 、 13、 15~21 )

の2つに分けられる。割合もおおよそ 1: 1である。傾向としては、黄灰色系のグループが、 口径が小

さいことを指摘できる。

出土金属製品

1935X005出土遺物 (Fig.38)

金属製品

釘(1) 縦4.3+cm、横 0.95cm、厚さ0.75cm。

1935X006出土遺物 (Fig.38)

金属製品

釘 (2) 縦 2.65+cmと2.3+cmが残存する。横 1.1cm、厚さ 0.65cm。

用途不明 (3) 縦 2.3+cm、横 3.7cm、厚さ0.7cm。

1935X011出土遺物 (Fig.38)

盆属製品

釘 (4) 縦 2.65+cm、横 0.5cm、厚さ 1.7cm。

1935X014出土遺物 (Fig.38)
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土出土遺物 (Fig.38)

金属製品

釘 (7~ 9) 

縦 1.95+cm、2.1+

7は

ミーェJ
CIーィ

1.25 cmが残存cm、

¥二二E二ど

ミー___j:r::=::::グ11

γ 「一一一ク12

する。横 0.8cm。厚
10cm 

さは基部付近で 0.8

cm程度、先端部付近

では 0.3cm程度である。8は縦 3.0+cm、横 0.8cm、厚さ 0.6cmで、ある。9は縦 4.05cm、横 1.65cm、

Fig.37第 193次調査その他の遺構出土遺物実測図その 10 (1/3) 

厚さ 1.5cm。
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10cm 。。34

口32
17は縦 2.4+cm、横 1.1cm、厚さ 1.0cmo 18は縦 2.3+cm、横 O目 75cm、厚さ 0.55

cmo 19は縦 2.6+cmと2.2+cmが残存する。横 0.8cm、厚き 1.0cmo 20は縦 1.9+cm、横 0.7cm、厚

さ0.6cmo 21は縦 2.6+cm、横 1.0cm、厚さ 0.8cm。

金属製品

釘(1 7~21)

(1/2) 

物 (Fig.38)

金属製品

不明製品 (6)

横 1.3cm、

厚さ 1.0cm。釘か。

1935X020褐色

縦

0.7 cm。~ーィ

~ユJ
て-ーレ-え。

丈一一片ーイ1

。

1935X020黒色土出土遺物 (Fig.38)

(10) 縦 4.0+cm、横 l目 55cm、厚さ 0.9cm。轡か。

縦 5.4cm、横 1.1cm、厚さ 0.9cm。

1935K021出土遺物 (Fig.38)

金属製品

不明製品(12)

93SD055閉茶色土

日
。33

1935X052 

Fig.38第 193次調査その他の遺構出土金属器実測図その 1
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正三三三フ10

て¥

縦 1.9+cm、横 0.8cm、厚さ 0.6cm。釘か。

1935X023出土遺物 (Fig.38)

金属製品

不明製品

釘(11)

13は縦 6.4+cm、横 1.05cm、厚さ 1.0cmo 15は縦 3.15+cm、横 1.0cm、厚さ 0.8cm。

(14) 縦 2目 7+cm、横 4.2+cm、厚さ 0.4cm。

1935X027出土遺物 (Fig.38)

縦 2.7+C川、横 0.7cm、厚さ 0.7cm。

1935E030黄色土出土遺物 (Fig.38)

金属製品

釘(13、15)

不明製品

金属製品

釘(16)
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不明製品 (22) 縦 1.2+cm、横 0.95cm、厚さ 0.65cm。

1935X035出土遺物 (Fig.38)

縦 l目6+cm、横 1.7cm、厚さ0.7cm。万子か。

"25は縦 12.1+cm、横 1.6cm。厚さ 1.2cmo 26は縦 4.5+cm、横1.25cm、厚さ0.9

cmo 27は縦 1.6+cm、横 0.8cm。

1935X038出土遺物 (Fig.38)

~- ~ 
0 16 

旬…一一章一一
l

山

富-B-@一色

。15

08 

~~ -~ 
014 

。7

縦 4.3cm、横 1.2cm、厚き 1.3cm。

1935X049出土遺物 (Fig.38)

金属製品

釘 (28)

1935X108 
縦 3.8cm、横 0.85cm、厚さ 0.8cm。

1935B050出土遺物 (Fig.38)

金属製品

釘 (29)

30は縦 2.3+cm、横 1.0cm、厚さ0.8cmo 31は縦 2.4十 cm、横 0.75cm、厚さ 1.2cm。

1935X052出土遺物 (Fig.38)

盆属製品

釘 (30、31)

。20

0 

X224西土層暗黒茶色土

~~~-， 
023 

cコ18

fV 
022 

0 

013 縦 5.6cm、横 0.7cm、厚さ0.45cm。

19350055閉茶色土出土遺物 (Fig.38)

金属製品

釘 (32)

~~--~ 
33は縦 2.8+cm、横 0.6cm、厚さ 0.6cmo 34は縦 4.8+cm、横 1.5cm、厚さ 1.4cmo 

35は縦 2.6+cm、横 2.4cm、厚さ 1.1cmo 36は縦 4.9+cm、横 1.5cm、厚さ 1.4cm。

19350055灰茶色土出土遺物 (Fig.38)

金属製品

釘 (33~ 36) 

⑬ 25 

0 

日ー
ロB4 

Q 28 

-w-~ 
綱
川
wv

。
!
問
削

W

金属製品

釘 (37， 38) 37は縦 1.7cm、横 0.9cm、厚さ0.6cmo 38は縦 1.2cm、横 0.6cm、厚さ 1.5cm。

1935X071出土遺物 (Fig.39)

縦 2.4+cm、横 1.1cm、厚さ 1.0cm。

1935X081出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘(1)

憲一色

ca 30 

。
川
O

ー仇

ψ
l
ω

1935X231 

2
 

qv 

-
--
口

l

o

金属製品

釘 (4~ 7) 
10cm 。

Cコ33

4は縦 2.0cm、横 0.6cm、厚さ 0.55cmo 5は縦 2.2cm、幅 2.2cm残存する。横 0.7cm、

(1/2) Fig.39第 193次調査その他の遺構出土金属器実測図その 2
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(23) 

縦 2.6+cm、横 1.2cm、厚さ 0.95cm。

1935X037出土遺物 (Fig.38)

金属製品

釘 (25~ 27) 

1935K227 

-72-

金属製品

不明製品

釘 (24)

縦 4.1+cm、横 1.2cm、厚さ 1.0cm。

19350086出土遺物 (Fig.39)

縦1.15+cm、横 0.85cm、厚さ0.5cm。

1935X087出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘 (2)

金属製品

釘 (3)



厚さ 0.8cmo 6は縦 2.8+cm、横 0.9cm、厚さ 0.6cmo 7は縦 5.1cm、横 1.25cm、厚き 1.0cm。

1935X096出土遺物 (Fig.39)

盆属製品

釘(8 ~10) 8は縦 4.9+cm、横 1.3cm、厚さ 1.2cmo 9は縦 2.9+cm、横 0.9cm、厚さ0.8cm。

10は縦 2.1+cm、横l.3cm、厚さ 1.3cm。

1935K104出土遺物 (Fig目39)

金属製品

釘(11、12) 11は縦 3.1+ cm、横 1.0cm、厚さ0.9cmo 12は縦 4.8+cm、横 1.2cm、厚さ 1.6cm。

1935X108出土遺物 (Fig.39)

盆属製品

釘(13) 縦 4.5+cm、横 0.7cm、厚さ 0.75cm。

19358100出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘(14) 縦 3.4+cm、横 0.6cm、厚さ0.6cm。

1935K128出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘(15) 縦 1.3+cm、横 0.75cm、厚さ 0.75cm。

1935X136出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘(16) 縦 1.5+cm、横 0.7cm、厚さ 0.5cm。

1935K186出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘(17) 縦 3.0cm、横 1.0cm、厚さ1.0cm。

1935X205出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘(18) 縦 2.5+cm、横 1.1cm、厚さ 1.0cm。

1935X216出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘(19，20) 19は縦 2.5+cm、横 2.2cm、厚さ 1.2cmo 20は縦 5.9+cm、横 1.6cm、厚さ 1.5cm。

1935X220暗茶色土出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘 (21) 縦 2.3+cm、横 0.7cm、厚さ0.8cm。

1935X221出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘 (22) 縦 3.7+cm、横 1.4cm、厚さ 1.5cm。

1935X224西土層暗黒茶色土出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘 (23、24) 23は縦 6.6+cm、横 1.3cm、厚さ 1.6cmo 24は縦 4.0+cm、横 1.0cm、厚さ0.9cm。

1935X224茶色土出土遺物 (Fig.39)

金属製品

-74-

釘 (25、26) 25は縦 5.9+cm、横 1.1cm、厚さ 1.2cmo 26は縦 3.4+cm、横 1.0cm、厚さl.2cm。

1935X224暗茶色土出土遺物 (Fig.39)

金属製品

釘 (27~ 31) 27は縦 1.9+cm、横 0.8cm、厚さ 0.7cmo 28は縦 1.8+cm、横 0.9~ 1.2 cm、厚

さ0.9cmo 29は縦 2.4cm、横 1.7cm、厚さ 0.7cmo 30は縦 1.4+cm、横 O.7 ~ 1.6 cm、厚さ 0.8cm。

31は縦 4.9+cm、横 1.3cm、厚さ 1.3cm。

1935K227出土遺物 (Fig.39， 40) 

金属製品

釘 (32) 縦 5.65cm、横 025~ 0.9 cm、厚き0.1~ 0.9 cm。

鉄浮(1)縦 10.5cm、横 11.6cm、厚さ3.9cmを測る。重さ 1.447kg。

1935K231出土遺物 (Fig.39)

金属製品

用途不明 (33) 縦 5.3+cm、横 0.5~ 1.6 cm、厚さ0.7cm。

193暗灰色土出土遺物 (Fig.40)

金属製品

用途不明 (2) 縦 4.4+cm、横 1.9~ 2.4 cm、厚さ1.55cm。

193茶色土出土遺物 (Fig.40)

盆属製品

用途不明 (3~ 16)それぞれ小破片のため用途は不明。鉄で作られた製品の破片である。

193出土銭貨

1935X020褐色土出土遺物 (Fig.40)

金属製品

元柿通費 (17) 書体は行書。背の下部左側にノ字形の突起が確認できる。北宋、初鋳 1086年。銭

径 (A)24.78mm。銭径(8)24.57mm、内径 (C)20.94mm、内径(0)20.23mm、銭厚 1.44~ 1.64mm。

量目 2.8gを計る。

寛永通費 (18) 字体から新寛永と判別される。寛永通費の分類に よれば、 2期以降の所産となる。

また、 背に「文」の字がないため、こ の銭は 3期と推定される。3期は各地で増産されてお り、時期

的には元禄 10年(1697)~天明元年(1 781)頃と考えられている。銭径 (A)23目45mm。銭径(8)

23.55mm、内径 (C) 18.67mm、内径 (D) 18.65mm、銭厚 0.95~ 0.98mm。量目 2.6gを計る。

1935X050茶褐色土出土遺物 (Fig.40)

金属製品

口聖元賀 (9) 書体は豪書。 破片資料。銭径不明、銭径内径も不明、銭厚 1.23~ 1.51mm、量目 1.lg

を計る。銭文の上を 1字欠 くが、おそらくは 「天Jの字があてはまり、天聖元賓でよいと考えられる。

天聖元買であれば、北宋、初鋳 1023年である。中央の四角の穴がずれて見かけ上菱形になっている。

19358100出土遺物 (Fig.40)

金属製品

聖宋元賀 (20) 銅書体 は行書。表 はかなり摩滅している。銭経 (A)24.78mm。銭径(8)

24.86mm、内径 (C)18.14mm、内径(0)17 . 70mm、銭厚 1.14~ 1. 29mm。量目 3. 1 g を計る。北宋、

初鋳 1101年。

1935X202出土遺物 (Fig.40)

75-



復元口径8.8cm、器高 1.3cm、底径 7.2cm。底部切り離しは回転糸切り 。色調は黄灰色。

金属製品

不明 (22) 破片のため銭種は不明。量目 0.4g。

193閉黄灰色土出土遺物 (Fig.41)

土師器

小皿a1(1) 

黒色土器

椀 c(2) 

A
W
V
l
O
 

193茶色土

C二二コ 3

-F 

æm-島-~
v 0 12 

底部の破片。貼り付け高台。器高 1.3cm、底径 7.2cmo B類。

須恵質土器

聾 (3) 口縁部破片。焼成は不良。やや瓦質。色調は灰白色~濃黒灰色。外面は細かい格子目叩き。

内面は剥離がひどく不明。軟質系の聾か。

耳類

品ー&
一

平瓦 (4) 縦 10.5+cm、横 10.2+cm、厚 さ2，7cm。焼成は良好で須恵質。凹面は縦方向に模骨の

痕跡が確認できる。凸面は縄目。側端部、端部ともにへラ切り調整。

石製品

滑石製石鍋 (5) 復元口径 19.0cm、器高 3，9+cm。

193暗灰色土出土遺物 (Fig.4l)

口径的にはやや小ぶりの印象がある。

優I-V5-運雪
、-06

。2

土師器

小皿 a1(6 ~ 9) 6は復元口径 8.0cm、器高 1.2cm、復元底径 6.2cm。底部切 り離しは回転糸切 り。

色調は黄灰色。7は復元口径 8.2cm、器高 1.2cm、復元底径 5.0cm。底部切り 離 しは回転糸切 り。色

調は淡赤褐色。8は復元口径 8.8cm、器高 1.0cm、復元底径 6.2cm。底部切 り離しは回転糸切り。板

状圧痕あり。色調は黄灰色。焼成は良好。9は復元口径 8.9cm、器高 1.3cm、復元底径 6.7cm。底部

切り離しは回転糸切り。板状圧痕あり 。色調は黄灰色。

坪a(1 0 ~ 13) 10は口縁部破片。器高 2，15+cm。口総端部内側に沈線が巡る。11は復元口径

10，9c m、器高 2.65cm、復元底径 7.8cm。底部切り離しは回転糸切り 。板状圧痕あり。 色調は淡赤褐色。

12は復元口径 12.5cm、器高 2.5cm、復元底径 7.6cm。底部切り離しは回転糸切り。板状圧痕あ り。

色調は明灰黄色。13は口径 12.7cm、器高 2.3cm、底径 9.6cm。底部切り離しは回転糸切り。その後

10cm 

-O，~ 

。11

。

に板状圧痕。色調は黄灰色。

大皿 cX大杯 c(14) 高台部の破片。器高 1.9+cm、底径 10.8m。内面に煤が付いている。

須恵質土器

担鉢(15)

もP QdJ19

193茶色土

笹野 匂野22

底部破片。 器高 2.6+cm。復元底径 9.8cm。底部切り離しは回転糸切り 。焼成はやや良

好。色調は淡灰色。内面は使用痕跡のために摩滅。

土師質土器

提鉢(16) 口縁部の片口部の破片。内面は刷毛目調整。外面はナデ調整。

瓦質土器

担鉢(17)

第 193次調査その他の遺構出土金属器実測図その 3 (1/2) Fig.40 

底部破片。器高 4.9+cm、復元底径 12.2cm。内面は使用痕で、平滑になっている。

中国陶器

鉢(18)

金属製品

開元通費 (21) 銅銭。出土状態から 2枚重なっており、表側が開元通賓となるが、 裏は不明。銭が

脆弱た、ったため剥離はせずに保存処理をしている。銭径 (A) 23，96mm。銭径(8) 24.33mm、内径 1 -2類。口縁部破片。器高 2.9+cm。

瓦類

軒丸瓦(19~ 20) 19は複弁。中房の蓮子は 2個確認できる。焼成は良好。やや須恵質。20は複弁。

それぞれ近接している。焼成はやや不良。

77-
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2枚重なった状態での数値)、(ただし、18，80mm、内径 (D) 19，84mm、銭厚 2.52~ 2.84mm 

量目 5.5g(2枚重なった状態での数値)を計る。

(C) 

中房の蓮子が2個確認でき、

ム- ~

間-G母

組-U8む

193出土銭貨

1935X020渇色土

ゆ 17 
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193茶色土出土遺物 (Fig.40)

命



193問責灰色土
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道具瓦 (21) 左巴紋の一部。裏が平坦な点と、中央に 0.5cmの穴を貫通させていることから、道

具瓦の一種と判断した。

平瓦 (22) 狭端部の破片。焼成は良好。狭端部凹面端に幅 1.8cmのへラ調整を行い、傾斜をつけ

ている。側端部はヘラ切り。凹面は丁寧なナデ調整。凸面は部分的にヘラ削り。

石製品

滑石製製品 (23、25) 23は滑石製石鍋の体部の破片。体部を切断して、切断面は加工している。

いわゆる 2次利用品と考えられるが、目的は不明。25は縦 5.2+cm、幅 3.1+cm、厚み 1.9cm。直径

1.2cmの穴が穿たれ貫通している。

硯 (24)縦 8.7+cm、幅 7.4cm、厚み 2.2十cm。底面は剥離している。陸の部分は使用痕による平

滑になっている。色調は明茶赤色。石材は泥岩。

193暗灰色土出土遺物 (Fig.42)

中国陶器

緑柚陶器盤(1) 復元口径 32.4cm、器高 8.3cm、復元底経 28.5cmを測る。未分類。口縁部は玉

縁状でやや外反する。胴部はやや外側に張っており、底部は平底を呈す。底面を除く全面に緑紬を施す。

底部はへラ削りにより軸を削りとっている。体部外面下部はヘラ削り調整、上部は回転ナデ。内面も回

転ナデを施す。紬色は明緑色~暗深緑色を呈す。外面の中央部で柏調が変わっており、上部は軸薬を重

ねていると思われる。紬の表面は滑らかではなく、部分的に貫入が入っている。胎土の色調は淡灰黄色。

胎土はやや密。淡茶色、白色の微細な粒子を含む。内底面に線刻で草花文のような絵柄を刻んでいる。

193茶色土出土遺物 (Fig.43)

須恵器

葦 1 (1、 2) 1は口縁部の破片。器高 1.6+cm。焼成は良好。2は口縁部の破片。 器高 1.0+cm。

器壁がやや薄い。

土師器

小皿 1(3 ~ 6) 3は口緑部を一部欠損する破片。口径 8.0cm、器高 1.2cm、底径 6.1cmo 色調

は、赤褐色。底部切り離し

は回転糸切り、後に板状圧

痕が施される。4は復元口径

8.3cm、器高 0.9cm、復元

If! 

: 

底径 6.1cm。色調は黄灰色。

底部は回転糸切りの後に板状

圧痕。5は口径 8.6cm、器

高 1.0cm、底径 6.0cm。色

調は黄灰色。底部切り離しは

回転糸切り。その後、板状圧

痕。6は口径 8.6cm、器高

1.0cm、底径 6.2cm。色調

は黄灰色。器形は歪んで、いる。

底部切り離しは回転糸切り。

その後に板状圧痕。

坪 a (7 ~ 10) 7は復元

Fig.41第 193次調査土層出土遺物実測図その 1(1/2、1/3、1/4)

一 78-

193暗灰色土
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Fig.42第 193次調査土層出土遺物実測図その 2 (1/3) 
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Fig.43第 193次調査土層出土遺物実測図その 3 (1/2、1/3、1/4)

f z ミ

c__一一_]28 

10cm 

口径 11.6cm、器高 2.3cm、復元底径 8.4cm。色調は灰白色。底部回転糸切 り。 8はほぼ完形。口径

12.0cm、器高 2.6cm、底径 8，6cm。底部切り離しが回転糸切りで、その後に板状圧痕。9は復元口

径 13.2cm、器高 2.9cm、底径 8.6cm。色調は黄灰色。底部回転糸切りの後に、板状圧痕。10は復元

口径 12.2cm、器高 2.5cm、復元底径 8.4cm。色調は赤褐色。2mm以下の白色粒子をやや大量に含む。

底部は回転糸切りの後に板状庄痕。

坪 b (11) 底部の破片。器高 1.95+cm、底径 5.8cm。色調は明黄灰色。底部は回転糸切り。

聾(12) 取手部の破片。取手は台形を呈し貼り付けている。焼成は良好。色調は茶色~暗褐色。

瓦器

椀 c(3) 高台部の破片。高台は貼り付け高台。器高 1.2+cm、復元底径 7.2cm。色調は明灰色。

内面の器壁は平滑なため、ミガキが施しである可能性が高い。

土師質土器

鍋(14) 復元口径 32.2cm、器高 13.1+cm、復元底径 22.8cm。口縁部は外反しながら立ち上がり、

端部を内側に傾斜させている。焼成は良好。色調は黒褐色~明茶色。胎土は 4mm以下の白色粒子を多

く含む。外面は縦刷毛調整、内面は横ナデ調整。 外面に使用時に付着したと思われる炭化物が大量に付

着する。

須恵質土器

こね鉢 05~ 16) 15は口縁部の破片。器高3.9cm。東播系。17は口縁部破片。 器高3.9+cm東播系。

瓦質土器

鉢(17~ 19) 3点とも東播系こね鉢の模様をした瓦質土器と考えられる。色調は灰白色だが、肥

厚した口縁部外面を中心に、口縁部外面に淡黒色変が認められる。重ね焼き時の痕跡か。17は口縁部

の破片。器高 4.6+cmo 18は口縁部の破片。器高 3.9+cmo 19は口縁部の破片。 器高 1.3+cm。焼成

はやや不良。

火鉢 (20) 20は口縁部破片。器高 3.4+cm。焼成はやや不良。色調は暗灰色。外面に菱形のスタ

ンプ文を巡らす。内面は回転ナデ調整。口径が小さいようなので手熔りの可能性もある。

耳類

軒丸瓦 (21) 瓦当面の破片。複弁。焼成は良好。須恵質。

軒平瓦 (22、23)22は小破片。外区の鋸歯文と、唐草文が確認できる。焼成は良好で、須恵質。

23も22と同様の特長を持っている。共に九州歴史資料館分類の 604と思われる。

土製品

焼土塊 (24~ 26) 24は縦 4.4+cm、横 5.3+cm、厚さ 2.2+cmo 25は縦 5.2+cm、横 4.9+cm

厚き 3.3十cmo 26は縦 3.6+cm、横 5.2+cm、厚き l.4+cm。共に色調は灰黄色~淡赤灰色。スサ痕

跡が認められるので、土壁の一部と考えられる。

瓦玉 (27) 縦 3.0cm、横 3.0cm、厚さ 1.6cm。色調は灰白色。

石製品

砥石 (28) 縦 9.2+cm、横 4.9cm、厚さ 1.lcm。表面は砥石として使われて平滑になっている。

裏面は割れて剥離面となっている。表面側には長軸に対して直交する細かい傷が多い。下部の割れ口以

外の 3辺は、砥石として使っていた可能性がある。片岩製。

193茶色土出土遺物 (Fig.44)

石製品

滑石製石鍋 (29，30) 29は口縁部の破片。復元口径 19.2cm、器高 3.1+cm。鍔部は断面三角形
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Fig.44第 193次調査土層出土遺物実測図その 4 (1/2、1/3)
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を呈すが、尖端部は丸みを帯び、る。30は鍔部の破片。器高 2.6+cm。

不明製品 (31~ 33) 31は涙滴型をしており、錘もしくは装飾品か。縦 4.95cm、横 3.0cm、厚

さ 1.25cm。上部に直径 4mmの貫通した穿孔がみられる。その 7mm下に同じように直径 7mmの楕

円形の穴が確認できるが、これは貫通していない。滑石製。32は砥石か。縦 6.0cm、横 4.0cm、厚

さ0.8cm。頁岩製。33は、縦 4.9cm、横 4.1cm、厚さ 1.8cm。色調は赤褐色。表面に丸い窪みが点

在する。尖端部を丸めるための砥石か。

193表土出土遺物 (Fig.44)

石製品

滑石製石鍋 (34) 復元口径 23.4cm、器高 6.7+cm。色調は淡赤褐色。鍔は口縁部下部にあり、断

面形は三角形。たた、し、 三角形の頂点にあたる場所は面取りして平坦に仕上げている。

黒色土器

椀 (35) 口縁部破片。器高 1.7+cm。口縁部は外反している。B類。

龍泉窯系青磁

鉢 (36) 口縁部の破片。器高 3.8+cm。口縁端部を肥厚させて外反させる。内面には幅 3mmの縦

方向の凹面の削りをいれる。未分類だが、 N類に近いと思われる。

(5) 小結

193次調査の遺構変遷

今回の調査で、は部分的に 2面まで、の遺構確認が出来た程度で、 SE030壁面での土層観察から最大で

7面におよぶ面的な重層が予測されているため、限定的な情報と言わざるを得ない。検出された遺構は

正方位を意識して配置されたもので、切り合い関係と出土した遺物からおおまかに 3つの時期に分け

て考える必要がある。

a. 1期 鎌倉後期の様相 03世紀代)

調査区北にあり東西に長い掘立柱建物 1935B080を中心とし、その中央問の南延長上にある動線に

かかわると思われる 1935X036、037、068、086、柵 1935A034と 1935X111，112、掘立柱建物

1935BOIO、調査区南にある岡の基壇と考えられる 1935X224とその東の壁建ちの建物 1935B050

で、土坑 1935K065などである。井戸 1935E030はそれに少し遅れて穿たれるものか。 1935B080

と 1935B010は位置的に近接するため同時に存在したかは不明で、ある。掘立柱建物は 1935B080に

は柱基礎に礎盤となる花陶岩が敷かれ 1935B010にはないことなど、建物仕様上の差も認められる。

出土遺物は中国陶磁器では龍泉窯系青磁 IIT類までが出土し、香炉も含まれることから持仏堂や居宅

内での礼拝空間があったと考えられる。1935X224は嗣の基壇と考えられ、これが宗教的な施設の中

枢になっていた可能性もある。1935B080は東西棟で検出された中では動線施設を伴う主殿的な建物

といえる。井戸や土坑の存在から居宅的な生活空間としての土地利用が考えられる。この時期の遺物

を持つ説明しきれていないピット群が多数存在し、小規模な塀などの施設がまだ復元可能である。ま

た、 1935B050は桁方向で半分残存している程度と思われ、南側は 16世紀の遺物が含まれる段落ち

1935X035に切られていることから、当該期のステージ面はさらに南側に数メートルあったものと考

えられる。

b. 2期 室町前期の様相 (14世紀後半から 15世紀代)

15世紀までの遺物が出土している南北溝 SD055と 14世紀後半までの造物が出土した築地基礎と

思われる東西溝状の 1935X006が相当する。この遺構以外での当該時期の造物の出土はほとんどなし、。
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広い空閑地に土地をレイアウトする溝と築地が整然と存在していた景観が想定される。

c. 3期 室町後期の様相 05世紀代以降)

調査区南側の東西棟 1935B100とその南側の段落ち 1935X035がそれに当たる。1935B100は柱

穴に礎盤があり、庇を持つ構造から居館の主屋か仏殿のような性格が考えられる。この土地の字が 「例

制寺 (ぶっしょうじ)Jであることから寺院関連の遺構である可能性を指摘したい。これ以外の遺構は

基本的になく、広い空閑地の段造成の際に堂が l宇建っていた姿が想像される。

1期
(13世紀代)

1935E030 

奇心11935X037 

1935X068 

1935A034 

3期

( 15世紀代以降)

1935X035 

Fig.45 第 193次調査主要遺構変遷図

2期
(14世紀後半から 15世紀代)

1935X006 
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Tab.1-1 大宰府条坊跡第 193次調査 遺構番号台帳(1)

※『適例而jで末記入のものは l面目および温側面不明のものを合む。

S 番号 適例措号 種別 構考 埋上状況(占→新) 遺構間切合(占「斬) 遺恨面 時期 地区番号

11、ノz 胤色 t 14 

2 1 93SX002 来灰色上 8→ 2 12c-- 14 

3 上坑 捷茶色t 中世 14 

4 小穴群 淡茶色土 6→ 4 13c憧半~ 14-14 

5 1935X005 小穴群 5.のみ S8080に編入 謹賀茶色 i→ 20→ 5 12c- L3.4 -M3 

6 1935X口06 構 × 喧 満の底に小八が連続する。土壁か。 捜黄茶色上 6→ 4 14c 憧学~ 14-18 

7 1935X口口7 小穴群 lつの小穴は 19358080に嗣入 12c- K4 

8 1935K008 r湾状xtJ:λ 8→ 2 13c- 14 

9 小穴群 茶色上 14→ 9 12c中頃~ K3-4 

10 1935801O 姻立柱建物 損茶色 t 13c極半~ 14-K4 

11 1 93SXO 1 1 小穴群 茶灰色上 12c -- L3. L4 

12 小八群 藁灰色士 L4.5 

13 4ずt K3 

14 1935XOl4 11、.7( 品同色土 14→ 9 K4 

15 1935KOl5 上坑 世歯灰色上 H5 

16 1935XOl6 小穴群 揖蝿茶色t 20→ 16 13c中頃~ M4 

17 小穴 出賀来色上 20→ 17 M4 

18 19358080 小穴群 18b，cが S8080に緬入 曲賞茶色 l 13c中頃~ M3-M4 

19 小穴酔 12c中頃 H5 

20 1935X020 唖地×糟 艶地と思われる 暗同色t: 20→ 5.16.17.23.54 13c桂三幹~ L3-L5 

21 1935K021 土坑 13c憧半~ H5 

22 潤 25.197→ 22 F5-G5 

23 1935X023 たまり拭適例 炭坦じり 暗1M色土 20→ 23 13c 極半~ L3. L4 

24 上t五 貨茶色j 13c 中噸~ M3 

25 1935K025 土坑 胤茶色土→褐色土 25→ 22 13c撞半~ G5 

26 小穴群 柵列の可能性あり 茶色上 N3-N4 

27 1935X027 小穴群 38. 47→ 27 N4 

28 19358080 茶色上 N3 

29 たまり状遺構 38→ 29 N4 

30 1935E030 井戸 1 93S8080を切っている 尚色土→黄色土→来同色土→貰茶色土 80→ 30 13c中頃~ M7 

31 小穴 茶色上 N3 

32 小穴僻 N3 

33 調tJ: 間茶色上 33→ 39 N3-N4 

34 1 93SA034 柵卵l C6-E6 

35 1 93SX035 たまり状置網 段落ち 茶色上 16c- C6-C9 

36 1935X036 たまり状適例 SX068とセットで区画施設か 茶色土 E6 

37 1 93SX037 H時j!xたまりj!盟締 整地土の落ち込みの聞か 68→ 37 06-E6 

38 1935X038 たまり杭遺構 39→ 38 12c中頃-12c!量半 N4 

39 たまり状遭梅 33→ 39 12c中頃~ N3'N4 

40 1935X040 轄地 13c中頃~ 18-M8 

41 小穴群 棋策色土 15-K5 

42 I 93SX042 小穴群 世茶色上 12c中頃~ N5 

43 1935K043 上坑 禁色土 12c- N5 

44 1935K044 u正 茶褐色上 46→ 44 12c中頃~ N5 

45 土坑 来色土 45→ 56 12c- H6 

46 1935K046 上坑 茶灰色上 46→ 44 13c- N5 

47 1 93SX047 たまり状遇制‘ 炭混じり 晴茶色土 47→ 27 13c- N4 

48 1935X048 試掘穴埋 k 鼠細時のトレンチ向埋 tである 脅茶色 t L5 

49 1935X049 小穴酢 49a，b，cが S8080に細入 12c-- L5 

50 1 93S8050 壁立ち建物 側溝向に住を立てている 茶褐色上 50~87' 1 09 13c中頃~ 09-011 

51 たまり状土坑 炭揖じり 暗茶色上 51→ 26.53 12c -- N4 

52 1935X052 たまり状遺構 灰色七 49~52 12c -- L5 

53 1935X053 小穴群 茶色上 51→ 53→ 17 12c- M5 

54 たまり状遺何時 茶色土 M5 

55 19350055 糟 明茶色上 55→ 100 15c -- 08 

56 1935X056 小穴酔 茶色土 45~56 H6 

57 1935X057 小穴群 明来色上 12c中頃~ 15 

58 土坑 茶灰色土 M5 

59 1935K059 土坑 明灰色土 59→ 38 12c- N4 

60 1 93SX060 たまり拭適例 灰色粘 12c -- M5 

61 1935X061 掛焼跡 茶灰色上 F6-G6 

62 土坑 捜黄条色土 62→ 61 12c- G6 

63 19358100 小穴酔 /，¥1色 t 63→ 104 12c中頃~ G6-H6 

64 小穴群 捜革色土 H6 

65 1 93SK065 t焼 65→ 100i 12c中頃~ F8 

66 小穴酔 茶色 t 12c中頃~ C.07 

67 1 93SX067 68→ 67 C'D7 

68 1935X068 たまり状適例 SX036とセットで慌画施設か 68→ 63.67 06 

69 1 93SX069 小穴酔 掴立住建物に閲悟する 茶色上 12世紀前半~ 16-K6 

70 民量

71 1935X071 たまり状t坑 家色上 12c- C7 

72 小穴 茶色土 E7 

73 1935K073 土坑酔 明茶色上 73→ 36 12c- E6 7 

74 19358100 小穴酔 F7 

75 19358100 小穴 19358100へ編入 G7 

76 19358100 たまり状遺構 76aを 10口hにする 茶色土 12c""" E7. F7 

77 1935K077 土坑 77aを 105kにする 灰歯色プロック 13c中頃~ F6 

78 19350078 柵 茶色上 13c中頃~ F7 

79 1 93SK079 上坑 晴茶色上 近世~ F7 

80 1 93SB080 礎石建物 49a.49b.49c.4ge.5a.18b.18c 13c- K4-M7 
153.126a.124a.124b.28.12 

4a.168.192.128下層 193.69.18Ic
を S-80へ変更
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Tab目 1-2 大宰府条坊跡第 193次調査 遺構番号台帳 (2) Tab.1-3 大宰府条坊跡第 193次調査 遺構番号台帳 (3)

米「遺構面j でぷ記入のものは、 l面Hおよび週側面不時!のものを含む。 ※ f温情面Jで本記入のものは、 l副Mおよび置術面不明のものを合む。

5-酔骨 遺構骨骨 種別 醐 考 樫上状況(占→新) 遺構間切合(占→新} 遺構面 時 期 地区骨吟 S-番号 適例措-q 慣別 備考 埋士状出 (li→新) 遺精間切合(市→新) 温lI'Il血 時期 地区暗号

81 1 935X08 1 小穴群 来色」 13c中頃~ 16 160 欠轟

自2 iM 16 161 1935XI61 たまり状適例 淡民色上 161→ 97.62 12c -- G6.7 

83 小穴酔 茶灰色 i K6 -L6 162 d、穴 162→ l口8 E8 

84 Ij¥i.， 来脱色上 L6 163 満状たまり 07 

85 1935日!日06h 礎石建物 5-85d.850を変更 来色上 H7 164 小八 E6 

86 1935D086 構 茶色ト 13c前半~ 011-12 165 欠前

87 1935X087 たまり状温情 m色土 88→ 50 13d査半~ DIO 166 1935BI006j 小パ瞳恒石 F6 

88 1935K088 上坑 明茶色 t 88→ 100 EIO 167 1935XI67 小穴僻 12 c- K. L6 

89 小穴 明茶色上 EIO 168 1935XI68 住穴 13c中国~ L6 

90 169 1935XI69 ノト.1¥ 169→ 55 K9 

91 1935X091 ゆ穴群 革色 i 192→ 91 13c中頃~ N6 170 欠置

92 小膚 灰色 t N6 171 小八酔 灰茶色士 12c -- J9 

93 1 935X093 小穴群 茶色土 N6 172 たまり状適偶 茶灰色土 12c -- L6 

94 小満 灰色上 M6 173 1935XI73 11¥)"¥群 13c -- H7 

95 j情状たまり 灰色粘 L5.6 174 小穴 106→ 174? K5 

96 1935X096 たまり状温情 茶色土 12世紀~ EII 175 欠愚

97 小穴酔 明茶色上 G7 176 小穴 176→ 55 G8 

98 1 935K098 I:J.凡(腫土) 茶灰色上 98→ 100 H7 177 小穴 13c rtl頃~ F9 

土器多〈出 i 178 1935XI78 小穴 178→ 55 12c - E8 

99 上jJt Xp 来庇色 i H7 179 小?'- 12c rll頃~ N7-8 

100 1935BI00 樹立柱建物 73.a.b.c.d.eJ.g.h 77.8 141 15世紀~ E6-G9 180 虫歯

6.b 117b.c 166.63.850 181 小i"¥. 6.b L7 
d 123.1176.139.6.756.b 76.6 
154a.b.c.e.dを5-100に変更

101 小穴 防1茶色上 12c ，..._ 17 

102 小穴群 茶色上 H7 

182 小穴 172→ 181 L6 

183 小八百 13c中頃~ L7 

184 小穴石 L9 

103 IJ¥)'¥酔 17 

104 1935KI04 u正 13c 中頃~ H6 

185 欠冊

186 1935KI86 土坑 茶色土 186→ 40，55 13c前櫨~前半 K8 

105 100と同 遺構と判断した F8 
187 小穴 J8 

ため l口口で再貰蹄した 188 1935XI88 211→ 188 12c ，..，_， M4 

106 1935XI06 たまり状遺構 以茶色上 6→ 106 12c -- J. K5 189 小穴群 87.216→ 189 E9 

107 士lJt 107→ 104→ 68 H6 190 気:番

108 1935XI08 小穴群 13c中頃~ E8 191 小穴 M5 

109 ttjl 011 192 1 93SB080 小7、 192→ 91 M6 

110 欠昏 193 1935XI93 '1、3司 193→ 127 M6 

111 1935XIII たまり状遺構 灰色上 112→ 111 12c- J6 194 小穴群 茶色土 194→ 55 J9 

112 1935XI12 糟状たまり 決策色 i 6→ 112 近世~ J5-K6 195 欠番

113 1935XI13 小穴酔 淡茶色土 12 c- J7 196 1935XI96 整地 淡灰色上 196→ 193 13c憧半~ J8-W8 

114 1935XI14 たまり状遺構 来色t 114→ 6→ 111 13c中頃~ 16 197 1935XI97 整地 茶色 t 198→ 197 14c -- E5 

115 欠酢 G8 198 1935XI98 聖地 明黄色上 13c中頃~ F5 

116 上坑状 来灰色士 G8 199 1935XI99 tJ:瓦 晴茶色 t K8 

117 1935BI00 小穴 晴茶色上 G8 200 欠番

118 1935XI18 小パ群 灰色士 18 201 聖地 晴茶色 t K8 

119 小穴 茶邑上 H8 202 1935X202 鴨地 決茶禍色上 13c桂半~ E6-G5 

120 五:揖 203 たまり状温情 品色粘間七 K8 

121 19350121 溝 H8-17 204 1935X204 聖地 灰宵褐色上 K8 

122 17 205 1935X205 L8 

123 1935BI口口 小穴 来色上 98→ 123 H7 206 暫地 同茶灰色 tアロックまじり K8 

124 1935B080 小穴群 来色上 13c前半~ L7 207 小穴 茶色士 207→ 191 M5 

125 究苗 208 '1、Ti. M5 

126 1935B080 小穴酔 茶色土 126→ 30 13c中頃~ M7 209 小穴 茶巴上 13c前半~ M5 

127 構 灰色士 12c巾頃~ M6 210 火冊 M5 

128 1935KI28 土坑 命保褐色上 128→ 80 K7 211 小穴 211→ 188 M4 

129 J;J:立 18 212 1935X212 豊地 xt坑 茶色土 13c -- 08 

130 'J(曹 213 たまり状遭情 暗茶色上 13c中頃~ 08 

131 '1、，1'¥ 18 214 たまり状遺構 暗茶色 t S-60→ 214 2 M5 

132 小穴併 茶色土 13c前半~ E8 215 1935XI95 たまり状上M: 明茶色 1: 220→ 215 2 13c憧半~ G5-

133 小7、 奈色 t 12c -- F9 216 1935X216 車地 同色土 331→216→ 189 13c 前半~ 09 

134 上坑 来色土 F9 217 1935X217 整地 X揖 前色上 12c 中頃~ 09 

135 主:番 218 1935X218 小穴酢 6.b 事、色茶色 15.6 

136 1935XI36 小穴酔 茶灰色土 12c憧学~ N7 219 1935X219 整地 xU瓦 茶色 t 219→ 35 C9 

137 1935KI37 上坑 晴氏茶色上 13c中断~ N7 220 1935X220 たまり状温情× 暗茶色 t 2 G6 

138 1935XI38 小穴 賀来色 t 138→ 65 12c- F8 調

139 1935BI00 小穴群 G9 221 1935X221 車地 茶色上 221→35 13c撞半~ C8 

140 欠置 222 畳地 談員灰色上 C7 

141 1935BI00 細立柱建物 G9 223 畳地 淡茶色 t 09 

142 小穴 華色上 L8 224 1935X224 倉庫 x星壇 茶色土 12c憧学~ 08 

143 19350143 精 灰茶色上 40→ 143 13c 中頃~ M8 225 1935X225 石組週柵 晴茶色砂 S-225→ S-220 F6 

144 たまり状直線 茶色土 M8 226 土坑 茶色上 C8 

145 虫歯 227 1935K227 1:1立 SX202の下圃にあたる パサパサした明赤灰色上世じりの晴J!I色 227→ 202 13c憧半~ F5-G5 

146 小.?i.僻 捜茶色土 S-55→ 12c 1量半~ H8-Z9 
帖買上

147 上坑×たまり状 明茶色 1: 12c極半~ F9 
228 1935X228 t色 断割時に出土 C9 

遺構
S-224南部断捌土層HLt

148 tt1l群 灰茶色士 H9 
229 1935X229 聖地 前巴上 09 

149 1935XI49 小穴群 151→ 149 H9 
230 欠番

150 五:罰 231 1935X231 整地 黄灰色 t 12c中頃~ 09 

151 1935XI51 たまりt( 151→ 149 13c -- 19 
232 1 93SX232 里地 蝋色土 13c中頃~ 09 

152 1935XI52 '1、ノ、 茶色土 169→ 55→ 152 12c - K9 
233 小穴×たまり拭 暗脱茶色上 2 H5 

153 1935日080 小穴 明黄色上 M5 
遺構

154 1975BI00 小穴 154→ 65 F7 
234 小人 灰色 t 2 G5 

155 究居
235 先番

156 たまり状遺構 晴莱巴土 157→ 156 J5 
236 灰色砂世 t 2 G6 

157 小穴群 157→ 156 J5 
237 1935X237 IWぇ 決灰色上 2 13c憧半~ G5 

158 小穴併 K5 
238 1935X238 小穴僻 決灰巴上 2 G5 

159 たまり状遺憾 G5 

88 89 



Tab.2-1 大宰府条坊跡第 193次調査 出土造物一覧表(1)

聾口縁高台

皿，破片(11

常剤費(1-4型式1(11 
鉱搾

S-3 

ほ磁器

川ニ師暗号

ト瓦貿土器

回
厄
日
仲

破片

摺鉢

平瓦(瓦賀、 格子) 平(瓦賀、縄問 破片

杯 o(イト) 腕 c(底部中央に干υ 小阻(イト)

椀，破片(11
椀 :V-VIII(21 

S-6 

須恵器 議 f

土師器 珂'0(イト} 破片

瓦部 倒

越州窯系背磁 郎:1 (21 (未分類)

飽呆窯系背磁 椀 :1(11 11(11 111(1) 上回日XC(1) 破片 付)

同安窯系背磁 椀:1-1 (4) I-Ib (1) I-Ic (1) 

国産陶器 メイピン(1)

椀 :V-4XVIIト1.3(1) 破片 (1)

円磁 llIl:V(I) V-VIII(I) VIII(I) IX(lI 破片(1)

他 1 蛮 111(3) 

中国陶鴇
鉢 :1(1) 1(1) (未分頬)

他 :C群 (3)

瓦類 平瓦(瓦質、絹子)

石製品 滑石再利朗l日摺鉢

巨堕 l破片

磁
一

一

腎
一

一

系
一

一

器
一
窯
一

一

M
一師
一
泉
一類
一

日
一
士
一
随
一
瓦
一 )

 
子格

)
一首

日
一帥

品
一土i
 

一a
一斗
瓦

五時
一椀
一平

S-6N 

巨重量 l小皿o(イト) 墾

S-60 

E亙登 1* 0 (イト)

S-6U 

巨童壁 トィa
 

阻

S-7 

土師器 杯 a 小皿a 高台破片

同安窯系背磁 椀:I-Ib (1) 

須思質土器 現

瓦質 上硲 こね鉢

白磁 椀 :V-loXVIII-2 (2) VIII (1) VIII-4 (1) 破片(1)

中国陶器
壷，破片 B(1) 

他，讃×水注 A(I)

瓦類 破片(土師質)

S-8 

龍泉~系背磁 椀:II-b (1) 

同安窯系背磁 椀，破片(1)

須恵貿土栂 11 こね鉢

>'1白磁 合 r(1) 

中国陶鵠 壷，破片B(1) 

瓦類 破片(瓦質、緒子)

土製品 炉壁

小11110 

椀，浅型椀卜1(1) 

廻

滑石再利用品

山
園
田
一

5・100 附茶色土

巨Miil!l

上一色一尚一黄一ω
一堕

引
一
土
一

5 100 暗茶褐色土

|土師鴫

|白磁

l土製品

S-IO b 

U須忠探

IJ:師{f.{

金属製品

探一

C
一雌

一醐一

A
U
一
向

w
一
時
間
一

日
一土
一
中
一

再}干

l破片

l破片

小皿o(イト)

嶺 :111(11

Jl:破片つ(1)

破片

れ誼片

|壷 111(1)

卜焼土塊

l費
卜lfa 珂くo(イ卜)

川tI宰

出2破片つ(1)

5・10c 茶褐色土

|上師栂 |破片

S-IOc晴灰茶色粘

|須恵器 |破片

|上師紹 |小皿o(イト)

S-IOd 

巨画

S-IOd 賛茶色上

川首品!.i器系脅磁

l瓦煩

士一色一茶一暗一1
一器一

以
一師
一

」
一士一

cd
一一
一

上一色一茶一前一附
一

品
一

1
一端
一

一製
一

以
一師
一
磁
一属
一

剖
一土
一
白
一
金
一

s-Ior 

巨重空

日融一
S-14 

巨量宣

巨通量

-90-

IIf 0 (イト) 破片

l腕 II-b(1) 

| 破片リ

l破片須習慣、格子)

伊示示

同 aイ卜 費

れ皿 IX-I(1) 

卜鉱1宰

a
 

M
川

ー

製耳宮

杯 a

他，緑柏盤 (1)(末分類)

>1' 

持o(イト)

]破片

l破片

刊一畑一一一一一向一審一

A
二部

一
樹
一

器
一
土
一陶
一

7
一
師
一
色
一国
一

引
沼
市

E

七師官官

Tab.2-2 大宰府条坊跡第 193次調査

破片

椀:11-c (1)破片 (却破片つ(1)

破片

費

皿1:IX-I (11 

他 τ蛍 BII)

滑石製石鍋

逸脱一一戸「一捌

F 
益c

h干a 商i7

腕

椀，ト2(11 II-b (1) 

皿 :1(1)

聾こね鉢破片

軒丸瓦(須忠質)

上五

EE 
巨盈

S-19 

τM 
越州窯系;'1磁
同安窯系i1磁
須恵質土器

白磁

中国陶器

瓦類

障端弘子)

l破片破片 (煮沸具)

珂'0(イト) 椀c
椀，小椀 1(1) II-b (1) 

皿，破片(1)

破片

椀 ，破片(1)

他 ，盤 1(1)

平瓦(土師質)

S-20 褐色t
百 石 一
瓦掛

間泉窯系占磁

亦 o(イH 珂~cX 椀 c 小皿o(イ付

椀

憐:1-60 (1) II-b 1印 111(1) 破片(1)

他，郎日1-3b(2)破片(川) (11破片 (2)

同安~系肖磁

土師質土器

主i恵質土保

瓦白土器

国産陶掛

白磁

中国陶器

瓦類

金属製品

石製品

椀:I-Ib (2) 破片 (4)

皿，破片(11

こね鉢

聾こね鉢

こね鉢

聾 (常滑)

椀:IV(I) IX (1) 

皿:IX (3) IX-2 (3) 

他，蓋つ(1) 蛍 (3)

者，破片A(I) 破片 B(1) 

他，盤 1-2b(1) 破片1(1)1未分類)

平瓦(須恵賀、楠 f)

鉱搾

滑石製石鍋孔仮

S-20 m色土

耳石一
越州窯系白磁

向安窯系背磁

高麗肯磁

郎 o(イ卜) 郎 cX腕 c 小皿 o(イト) 費

椀:1 (2) 11 (1) 11-0121 II-b (2) 

皿，破片 (1)

自磁

椀 :1(1)

中国陶掛

瓦類

椀:VXVIII (1) V-4XVIIト1.3(1) VIII (3) 

皿 :11 (1) IX (1) IX-1 b (1) 破片(11

他 ，盛 (3) 盛 1(1) 虚 111(1) 破片(1)

他，緑勅杯 (1) (半分類) 本注X(1) 

丸瓦(若i忠質、無文) 平瓦(瓦質 、格子)

-91-

S-20 m色粘

互恵喜一

間泉~系背

同安2捜系"1磁

須忠質土器

瓦質土器

国産陶器

自磁

中国陶機

瓦類

S-21 

上師器

飽泉窯系青磁

国産陶器

白磁

中国陶総

S-22 

巨恒

器

開
一
川

瓦器

間泉窯系宵磁

同安窯系背磁

国産陶器

白磁

q-l国陶鰭

瓦類

S-24 -須恵骨量

土師掛

飽品l~系fl陸

自磁

瓦類

S-25 -須忠告世

上師稽

龍泉窯系背磁

同安窯系背磁

須恵質土器

瓦質土樹

白磁

中国陶器

石製品

S-25 黒茶色

五福
上師器

瓦輩1
土製品

品旦
S-27 

ヨ向
上師器

瓦類



Tab.2-3 大宰府条坊跡第 193次調査 出土造物一覧表 (3)

E量 能
5-29 

1土師器 |師(イト)

|須恵質上部 |破片

S-30 茶褐色上

須恵器 益 3 耳、c 狸

土師器 蓋c Jf 0 (イト) 郎 c 小田10

m色土器A 舷片
. 

越州~系背磁 腕;1-2 7 (1) 

飽来~系背磁
椀;II-b (2) 

皿，破片(1)

同安窯系青磁
椀，舷片(1)

皿，破片 (1)

須恵質土器 こね鉢

国産陶掛 費(産地不明) (1) 

内磁
椀 ;V-IXVIII-2(1) V-4XVIII-1.3 (1) 

IIll;1I1 (1) VII-I.(1) 

瓦額
栴干瓦(軍v!.1質) 平JiC&質、無文)

平瓦(須J!I質、縄問 平瓦(瓦筒、格子 f平m
金属製品 鉱1宰

S-30 黄色 1:一 一 一 一 一

須恵器 葦 3 蓬 01 持 c 聾

仁師部 小皿o(イト)鉢高台把下破片

飽*~管系).!Í'磁
椀;1 (1) 1-2 (1) II-b (1) 川(1) 破片 (2)

IIll;破片(1)

同安~系)~f磁 椀 ;I-lb (4) 破片 (2)

椀 ;11(1) V-VIII(I) V.・2XVIII-4(1) VIlI (2) 

白磁 IX-20 (1) 破片(1)

日11;VxVI(1) IX-l (1) 

壷，破片つ(1)

中国陶器 鉢 ;1(1)

他，傑 c(1)盤 1-1(1)般J¥"B (1) 

瓦頬 平瓦(土師賞、網目) 平瓦(t師賀、緒子)

金属製品 鉱I事、銅滞

石製品 行鍋

土製品 土壁

S-30 褐色士

須恵器 破片

土師鰭 小皿o(イト) 荷台

間泉窯系青磁 椀，破片 (2)

同安窯系尚磁
椀 ;1(1)

他，破片 (2)

瓦質士協 火鉢

白磁 皿 ;IX(I)

瓦類 丸瓦(J:師賀、無文) 破片(瓦賀、佑子)

破片

杯 o(ヘラ)

破片

S-32 

破片

郎 a

破片

破片

S-33 lh破片附小川ト)

5・34

|土師様 |破片

S-35 

上師栂 Jfo (イト) 托つ

越州窯系1ft磁 他?蛍×本注(1)

椀;1 (2) 11 (2) 111 (1) 仁州島111(1) 舷片 (2)

ffil*;1i系，7磁 山 ，破片(1)

他，坪 (車分矧) 仮(1)

向麗)'1磁 象阪 ?悔瓶(1)

須思質土器 こね鉢 こね鉢(東矯系)

国産陶器 費(1) 鉢(常滑っ) (1) 

椀 ;VIlI-I(1) 

白磁 血 ;IX(1) lXーId(1) 森回 E(1) 破片(1)

他，破片(1)

'1'同陶槻 他 1盛×水注目(1)

辛朝l 雑制陶出品，杯(1) 陶器f;~X 徳利 (1)

瓦鎖 平瓦(瓦賀、精子、文宇) 丸瓦(瓦賀、梢 f) 破片

金属製品 鉱F事

石製品 滑6製石鍋

小皿

聞I;VIII-).(1)

破片(須忠質)

器一

路

一陶
一

7
-
師

一雌
一

UME直 出

Ffo(イト) 小IIIlo(イト)

破片

椀 ;1-2 (1) 

腕，卜lb(1) 

平瓦(茸i恵質、無文)

上壁

破片

愛

椀;V-laxVIII-2 (1) VIII (1) 

{出 ;111 (1) 

、l'瓦ほiX!.1賀、 M文)

S-40 aff茶色上

須恵器 破片

上師掛 小皿 a(イト)

椀;1 (1) 1-4 (1) 11 II-a (1) II-b (2) 破片 (2)

龍泉;1i系l白磁 1m;破片 (1)

他，蛮つ(1)

同安当官系¥'1磁 椀 ;I-Ib (1) 破片 (2)

jj"IJ!l貿土紛 こね鉢 こね鉢Ol!婦系)

国産陶船 費(常滑っ) (1) 費(産地不明) (1) 

腕 ;V4XV11卜1.3(1) 破片(1)

白磁 皿 ;IX(1) 

他，壷 111(1) 破片 (3)

壷，耳蛍 B(l) 破片 D(1)

中国陶掛 鉢 ;IV-I(1) 

他，盤 1(1) 

行製品 滑石滑石製行鮒

S-41 

S-41 b 

中間陶器 墾，破片D(1)

S-41c 

11iI産陶探

破片

11L破片 D(1)

破片

-92-

S-42 

Tab.2-4 大宰府条坊跡第 193次調査 出土遺物一覧表 (4)

須恵器 費

土師器 杯 a(イト) 小皿a(イト)

間泉;1i系背磁 腕 ;1(1)

同安;1i系宇t磁
椀 ;l-Ib (1) 破片(1)

皿 ，破片(1)

瓦質土器 費

国産陶据 費 (備前日つ) (1) 

白磁 他 ，合子(1) 破片 (1)

瓦類 軒平瓦 (瓦質、無文)

金属製品 鉱I宰

郎 a(イト) 椀 c 小山a(イト)

こね鉢

他，合子(1)

時o(へラ、イト) 椀 c 小皿a(イト)

椀 ;I-lb (1) 破片 (1)

蜜，耳蜜 B(1) 

軒丸瓦(須恵質)

滑石

Ffa(イト) 小皿a(イト)

椀c

平瓦(上師質、純白)

小皿a(イ卜)

椀 ;I-Ib (2) 

こね鉢

鉱1事

S-47 

須恵器 好、x椀口緑型 破片

土師梯 跨 a(イト) 椀 c

瓦官官 口縁

同安窯系背磁 倒;I-Ib (3) 破片(1)

瓦質土器 鉢

白磁
腕 ;VII

他 1破片 (3)

S-48 

土師器 杯 o(イト)

関泉;1i系背磁 腕，ト2(1)ト4b(1) 

岡安窯系青磁 椀 1 卜lb(4) 

肥前系陶磁総 破片

国産磁樹 肥前系染('t;郎つ(1)

腕 ;IV(1) 破片(1)

白磁 IIll; IX (2) lX-l (1) IX-2 (1) 

他，破片(1)

中国陶器
壷，破片A(1)

現 ，破片 D(2) 

瓦類 平瓦(瓦質、縄目) 平瓦 (上師質、精子)

石製品 滑石緑色片岩滑石製石鍋

小皿a(イ卜) 破片

椀;II-b (1) 

こね鉢

郎 a(イト) 小IDla(イト) 破片

合子(1)

滑石製石鍋

S-50 

須恵栂 費

土師器 小皿 a(イト)

瓦器 破片

組泉窯系背磁
椀 ;1(1)ト6a(1) 11 (1) II-b (1) )11 (1) 

他，小椀 I-Ib?(1) 

椀，破片(1)

白磁 皿 ;VXVI(1) VII-Ib (1) 

他，破片(1)

中国陶器 壷，破片A-2(1) 

瓦類 平瓦(土師質、無文)

石製品 滑石製
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F干

破片

こね鉢

平瓦(揮iI.!l質、格下)

滑石製石鍋

S-50a 

小山 a(イト)

壷，破片 B(1) 

郎 a(イト) 小][a (イト)

墾(産地不明)

S-52 

瓦質 t探 片口鍋

S-53 

|上師器 |坪a(イト) 小IIlla(イト)

S-54 

t師鴻

S-55 

須忠世世 1直

土師協 珂;a (イト) 孔あり

飽泉~系宵磁 椀 ;1(1) ト1(1) I-Ia (1) 11 (1) II-b (1) 

同安窯系肯磁 椀 1 破片 (1)

上師質土器 指鉢

白磁 椀 ;V-2xVIII-4(1) VIlI-I (1) 

中国陶器 壷，破片目(1)

瓦類 平瓦(瓦賀、格子)

石製品 滑石石鍋

S-55 IVl茶色上

須恵様 蓋 3 聾

土師器 杯 b(イト) 鉢 c

擁 ;1-2 (1) II-a (1) II-b (3) II-b? (1) 舷片 (1)

間}止;1i系青盛
皿，破片(1)

他，香炉 111(1) 大皿(1) 肝、 IV(1) (未分頬)

浅形憐 1-2(1) 破片(1)

椀;I-Ib (1) I-Ic (2) 破片 (2)

仏1安~系.n磁 皿1;破片(1)

他，破片(1)

高麗肖磁 象阪，椀(1)

上師質上部 摘鉢

須恵質土器 こね鉢 こね鉢 (東矯系)

瓦賀土器 火鉢

肥古iI系陶磁器 染付(まじり)

同産陶器 費 (常滑)

椀 ;V(I) VIII (1) 破片(1)

(1磁 皿 ;111(1) 111・1(1) VI-Ia (1) IX (1) 破片(1)

他，僧日 (1) 噸 111(1) 破片 (1)

-rt白磁 小盈(1) 盛 (1)

染付 (輸入) 椀 (明東付)(1) 

巾国陶器
壷 1 破片 B(1) 

他 1 鍵 I-b(1) 

李朝 青磁椀(1)

瓦類
平瓦(須恵質、無文) 平瓦 (茸i恵質、格 f)

丸瓦(須J!I賀、格子)

金属製鼠 鉱I宰

石製1ft! 玉石

士製品 壁土



5-55 灰茶色 1:

Tab.2-5 大宰府条坊跡第 193次調査 出土造物一覧表 (5)

須!l¥器 革 3

l二師探 Ifつ Ifa (イ卜) 何、 b(イ卜)

飽泉~系〕・7滋 腕;II-b (1) 破片(1)

l，il'U~系内磁 腕，トIb(1)舷)'，-(1)

上師質 t掛 術鉢

瀬ド おろし皿

国産陶樹 建(産地不明) (1) 

椀;V-2XVIII-4 (1) 

白磁 皿;IX (2) 

他，合千(1) 破片(1)

肯白磁 合子(1)

中岡陶器 1:!;破片 面(2)

瓦類 平且:(且;質側If)

金属製品 鉱I宰

行製I日 滑fi製il鍋

温
直
圃

酔片

小皿a(イト)

椀，ト2(1) 

椀;V-4xVIII-1.3 (1) 

鉢 3破片つC-I(1) 

鉱沖f

E聖 世ii

小nua (イト)

破片

椀 ;V-4XVIIト1.3(1) 

If 

Lf a (イト) 小Ima(イ卜) 費

椀，トIb(1)破)¥"(1)

平瓦(瓦賀、絡下、文字 rXj

壁t

5-61 

画 l破片(脚質)

軍空
属 会( 1)

通塑 同干a

|椀 -2 日

い華 i破片 B(1) 

同加害一
ゆ4
川皿aイH

H由破片(1)

5-65 IYI茶色卜

1:師器 野a(イト)

龍泉:'ll系~f磁 椀;1 (1) I卜a(1) 

I，~安窯系背磁 l皿，破片(1)

li磁 椀 ;V-4XVII卜1.3(1) VIIト1(1) 破片付)

中l司陶部 蛍，破片A-2(1) 

瓦類 平瓦(瓦賀、格下)

金属製品 鉱I宰

5-65 淡灰色十

須恵器 鉢

1二師綿 If a (イト) 小皿a(イ卜)

同安~系i・7磁
腕，破片(1)

皿，破片(1)

瓦質上保 破片

(1磁 IIU;破片 (1)

1i類 軒事瓦(瓦賀、巴文) 破片(!i質)

E量

間一官官一
山
圏
直

巨重量

5-73d 

巨盈

山
圏
直

巨量塑

巨重量
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破片

聾

平瓦(瓦質、柿 f) 、l'瓦(須Il¥質)

破片

腕 ;II-b (1) 

丸瓦 (瓦質、無文)

国弘行鍋

破片

般!i

皿 ;IV(I)

盛、破片目(1)

費舷片

小illla(イト)

破片

椀 ;V-Cつ(1)

滑石

小皿a(イト)

丸瓦 (瓦質、格 子) 舷片 (須恵質、格子)

破片

舷J'，

他，合子(1)

平瓦(瓦質、精子)

H班片

卜椀 !日日

いI~瓦jj'j忠賀、絡子)

同三日1-1(1 

l厳J:

)
 

ト，4ι (
 a

 
u
 

H
 、

l
 
p
 

]
 

博(周)

l破片

破片

倒 ;0頬(1) 破片(1)

壷，破片つ(1)

l破片

小皿a(イ卜)

椀;1-2 (1) 

他，破片 111(1)

椀 ;1(1)

鉱搾

S-77 

Tab.2-6 大宰府条坊跡第 193次調査 出土遺物一覧表 (6)

S-87 

須恵掃 坪身

飽』止窯系内磁 椀 ;1(1)

同安窯系~1磁 椀 ;1(1)

li儲
椀，破片 (1)

阻;IX (1) 舷片 (1)

中国陶樹 世 i 破片B(1) 

瓦類 平瓦(須忠質、柑子) 瓦玉

巨事磁 祉担(1，)

破片

1lI1;III(I) (未分頬)

上玉

5-79 

須恵摺 要

上師器 珂 a(イト)

m色土器A 破片

組泉ヨE系苛磁 皿，破片(1)

同安~系背磁 倒ー破片(1)

国産陶封書 舷r.-(l)

白磁 他，破片(1)

石製品 黒曜石

5-81 

須恵器 至理

土師部 小皿 a(イ卜) 破片

施泉窯系1'r磁 椀;II-b (1) 

須止l質士協 こね鉢

国産陶器 費(常滑り(1)

中国陶器 壷 τ破片 B(1) 

瓦矧 平瓦(須恵質、柑子)

小皿a(イト)

腕×跨染付!凹1(1)

椀，破片(1)

時小皿(イN

費

他，舷片(1)

壷，破片A-2(1) 破片 C-I(1) 

平瓦(須l!.¥質、瓦質)

S-83a 

巨重量 l破片

置也 院

巨重量 l破片

S-86 

土師器 小1111a (イ卜)

飽泉黛系1'1磁 腕;II-a (1) 

同安若者系-，!f磁 椀，破片(1)

須恵質土器 こね鯨

白磁 椀 ;V-4XVIII-1.3(1) 

中間陶弼 他，倒(褐柏、産地不明)(1) 

日E製品 滑行製石鍋再利用品

-95-

iJ'I恵糊 益 3 費量鉢c

瓦器 椀 c

龍)il~系)'i磁
椀;I-Ib (1) 1-2 (1) 1-4 (1) II-a (1) II-b (7) 川ー2(4) 

他，小隊 111(1)(半分知) 破片 (2)

瓦質 t部 羽釜

椀 ;V-4XVIIト1.3(1) VIII (1) 破片 (4)

向磁 国1;IX (1) 

他;"" 111 (3) 破片 (2)

-~i円磁 椀つ(1)

表，舷J:-B (3) 

中国陶器 聾守磁片 D(1) 

他，都トb(1) 破片B(1) 

瓦類 九li:(1ニ師質、柿 「、孔あり) 、1'1i(土刷費、制111

金凶製品 鉱搾(椀}島)

伝製品 滑石製石鍋

椀 ;IV(I)

鋳型。

軍空 l破片

S-91 

上師器 小皿 a(イト)

簡泉~系ltj-磁 椀;II-b (1) 

同安~系)11磁
椀;I-Ib (1) 

Illl;I-1 (1) 

国産陶器 塑

白磁 皿 ;11(1)

-，ti白磁 椀つ(1)

中国陶器 他，破片 C(1) 

瓦類 丸瓦 (瓦質、精子) 平瓦(瓦賀、情 f) 破片(須忠質)

石製品 滑石

S-91a 

|同安窯制磁 |皿，ト1(1) 

S-92 

|土師器 |珂a(イト)

壷底部

小Ima(イ卜) 聾

鉢

，，; A-2 
軒丸瓦 (瓦質) 瓦E

滑石製石鍋

椀;I-Ib (1) 

丸瓦(須恵賀、柿 f)

破片

破片

破片

郎 c 小皿a(イト)

椀 ;II-b (1) 

肌，破片 (1)

5-95b 

!須恵器

I t師端 舷片

S-96 

須恵鴇 京(ヘラ) 費

上師器 小皿 a(イ卜)

同安:需系宵磁 倒 ;1ーIb(1) 

須恵質上関 鉢

1'1磁 椀，破片(1)

中凶陶紹 他 ;A-2水注つ (1) C-2 (1) 

土製品 士五



Tab.2-7 大宰府条坊跡第 193次調査 出土遺物一覧表 (7)

部一

器
一陶
一

げ
一師
一
国
一

回
一
上
一
中
一 院 C-I(1) 

郎a(イト) 小皿a(イ卜)

平瓦(須恵賀、縄問

土錘

5-98 淡茶黄色t

|上師器 |跨a(イト) 小皿a(イト)

!
 
t
 

，4
-1
 

au
一

皿一1
 
1
 
1
 

1
 
E
 
，AI
-

-au
一

坪一

ト
L

一
一

色
一
一

灰
一
一

茶一
l
r

一

一様一

B
一部一

日
直

S-99 

|土師器 |郎a(イト)

5101 

|上師鱒 Ilfa付N 小皿a(イトJ

S-102 

l須恵掛

l土師器

け車産陶掛

亦 a(イト)

血，ト1(1) 

費

平瓦(須;lJ.~賀、格子)

小皿a(イト)

腕;II-b (1) 破片(1)

他，小椀 1(1)

他，合子蓋(1) 蜜 111(1) 

丸瓦{須恵賀、格子)

益 3

持 a(イト) 小皿a(イト)

破片

他，破片(1)

平瓦{瓦賀、絡子)

規土塊{上塑つ)

S-107 

皿，破片(1)

S-108 

破片

破片

皿 ;IX(I)

鉢，鉢つ'AI!f.(1) (未分頬)

5・108

上師橋

小皿1a (イト)

平瓦(瓦質、格子)

鉱I宰

S-112 

土師熔 郎 a(イト) 小山la(イト) 破片(点沸具) 破片

間泉窯系青磁 椀 ;I(l) ト2(1) II-b (2) 破片(1)

瓦賃上部 破片

緑軸陶器 腕(洛北)

肥前系陶磁掛 広東椀丸腕皿

同産磁器 鳩樋不明(1)

倒 ;VII卜1(1) 

白磁 sIl; IX-a (1) IX-b (1) 

他，礎(1)

巾国陶様 他 ;C鮮(1)

瓦頗 平瓦(瓦賀、精子) 破片()i質)

金属製品 鉱津

石製品 市石

S-ll3 

けニ師器

IlIIl泉窯系青磁
川I磁

|破片

卜椀 ! 日

|皿般片(1)

小皿 a(イト) 破片(:1;沸具)

椀;II-b (1) 

皿 ;1(1)

他;J;干 III-b?(1) 

椀;I-lb (2) 

他，載っC群(1)

破片

S-l16 

国産陶器

S-ll7c 

|上師憐 |破片

S-117 

杯a 土鍋

椀;1-4 (1) 

S-119 

破片

椀小1m.

椀;I-Ib 

他，鍛つC群(l)

S-121 

|土師器 |破片

S-122 

|上師掛 |小lIIla(イト) 破片

S-123 

|上師稽 !破片

S-l24 

上師器 破片

瓦器 破片

飽泉賢官系VI磁 他，壷つ(1)

須恵質土器 鉢

向磁
皿 ;111-1(1) 

他，破片(1)

脅白磁 皿(1)

石製品 滑石

破片

坪a小皿(イト)

椀;II-b (1) 

小皿a

鍋

皿;IX(l)

滑石

小皿.(イ卜)

椀;1-2 (1) 

椀，トlc(1) 

破片(須恵質)

S-128 

士師器 小皿.(イ卜)

瓦器 破片

越州窯系青磁 他，破片 1(1)

同安熊系青磁 椀 ;1・lc(2) 

須恵質土器 こね鉢

中国陶樹 他，盤C静(1)

瓦類 破片(瓦質)

土製品 焼上塊

-96-

Tab.2-8 大宰府条坊跡第 193次調査 出土遺物一覧表 (8)

直訴 匝E

巨F器 国主

S-132 

U須恵器

l土師器

川官泉窯系青磁

|破片

|破片

噸;l-2 (1) II-a (1) 

郎a(イ卜) 小皿.(イト)

現

平瓦(須恵賀、無文) 平瓦(須恵賀、格子)

日
判
官
閣
一

峨片

|皿 111-1つ(1)

|黛噌石

S-136 

須恵器 破片

上師器 曹色

J品色土器B 破片

同安窯系脅磁 椀，破片(l)

瓦質土器 こね鉢破片

白磁 椀;V-4xVIII-l3 (l) VIII-I (1) 

瓦類 出1手(塑恵質、無文) 平瓦(瓦質、縄目)

S-l37 

土師探 杯 a(イト) 小皿 a(イト)

稲泉~系Vl磁 椀;1-2 (1) II-b (1) 111-2 (l) 

須慈賞土器 こね鉢 (東婿系) 破片

白磁
椀，破片(1)

皿;IX-I (1) 

中国陶器
蛮 ;A群(1)

鉢 ;IV-I(1) 

瓦頬 平瓦(土師賀、精子)

杯鍋

椀;I-lc (1) 

丸瓦(瓦賀、精子)

S-l39 

匡亙 l平瓦(瓦質、格子)

S-139a 

E重量 l破片

S-141 

1土師器

ト金属製品

ド石製品 警
S-14lb 

匡画 l破片

破片

亦 a(ヘラ)

椀，破片(1)

皿.飽×同(1)

他.日群(1)

磁一背一系一

泊
一器

一熊
一

必
一師

一泉
一

引
一土
一組一 匝1)

巨 出F(l)

山四一一服一 )
 

子格
υ一

軒
H

f
ι
-
w
必

弁
一筋!
 

i

，
一瓦

町内
一他

一平
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磁一宵
一

系
一
品
一

i
-窯
一
製
一

副
一安
一
属
一

剖
軍
軍

時I-Ib(1) 

小皿a(イト)

破片

皿 1 飽×同 (1)

S-l48 

げ 1恵嬬

いや国陶明

卜瓦類

l蓋3

H也 DI拝日

ド平瓦瓦賀、嫡子)

私一 出鉢

郎 a(イト)

片口

破片 (瓦質)

鉄釘

E量 ド費

IJ午a イ.)

ト椀 V-4XVIII-l3 (1) 

出
判
明 博一

温醐一 同一同

巨亙 l破片

温四一 出a刷

破片

型

倒 ;V-IXVlIl-2(1) 

他，破片A群 (1)

平瓦 (土師質、格子)

山帯一 民 (イト}

l土師栂

1 磁 博之lX明日 (l)

S-159 

l土師棉

いf国陶器

1.瓦類

十郎aイ.) 破Jt

H曲盤 U

川直片 ヨ
杯 a(イト) 小皿a付N

他 ;C群(1)

平瓦 (瓦質、帽子)

辺
川
町
一 除;選ず
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区画 l破片

巨豆 l椀 ;V(I)

S-166 

巨重量 l破片

…一世間

聾

破片

椀;I-Ib (1) 

皿;IX(1) 

5-169 

1上師協 |破片

Jf8 小皿8(イ卜)

他，盤(1)

平瓦 (瓦質、無文)

持 8(イト) 小皿 8(イト)

椀 ，舷片 (1)

皿 ，破片 (3)

他，破片(1)

他，傑 1-1(1) 

磁片

山時一 齢制群 2(1) 

S-174 

巨画翌 l他 ;C群 (1)

S-176 

巨画 l破片

川
面
一
直 間(1)

|土師掛

川有国陶器 世2j

破片

他 ，破)¥'(1)

椀;I-Ib (1) 

破片

S-179b 

|土師器 |破片

小JJll8(イト)

椀，トIb(1) 

S-17ge 

|土師器 |破片

S-1818 

|士側器 |破片

|時

S-182 

土師器

山
直
直 出IX(1) 

郎

大鉢×

杯 a 破片

破片

椀;11-8 (1) 

平瓦(上師賀、縄問)

山
幅
一
四 博片

判
明
匡 臨時)

小田18(イ卜) 破片

こね鉢

破片

山事一 知器質)

山昆 陣詰無文)

小皿 8(イト)

丸瓦(須忠賀、絡子) 平瓦(瓦賀、格子)

画盟 出(1)

S-194 

巨画室 l聾 ;0群(1)

S-196 

t師端 停 8(イト) 椀 c

瓦官官 腕血l

前泉窯系n磁 椀 ;1(1)

同安~系肯磁 肌;I-Ib (1) 

須恵質土器 こね鉢(JI!摘系)

瓦質土掛 片u
l量産陶器 聾(常滑) 蛍×費

白磁
椀 ;V-4XVIII-I.3(1) 

皿 ;VXVI(1) 

中国陶器 他，熊(1)

瓦類 平瓦 (JL賀、費It文)

S-197 

須)!(器 聾

上師摺 汗

龍泉窯系#磁 焼，上回 0-1(1) 

同安~系白磁 椀 ;I-Ib (1) 

須恵質上器 こね鉢

瓦類 平瓦(上師賀、無文)

石製品 滑石

S-198 

上師協 跨 8(イト) 小山18

飽泉窯系青磁 椀 .II-b(2) 

上師質仁樹 火鉢

白磁
椀 ;IV(I)

JJll.II1つ(1) IX-I (1) 破片(1)

'1'同陶器
建 ;B群(1)

他 ;A俳(1) B I拝(2)

瓦類 車f平瓦(Jii思質)

金属製品 鉱It
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小山 8(イト) 破片 (煮沸民)

椀 ;1(1)

腕 ;V-2c(1) 

舷)T(須恵質)

四
四
四
一

陸型
S-201 

須恵器 持 c

土師熔 小血 8(イト)

越州:r.系下・7磁 椀 ;1(1)

他県熊系，'1磁 椀;2 b (1) 

同安吉宮系青磁 椀，トIb(1) 

巾国陶器 費 ;B類 (2)

瓦類 平瓦(瓦筒、網目)

S-202 

須，¥l¥器 益 3 珂'c

土師根 生干8 Jifcx椀 c 小皿 8(イト)

瓦器 椀c

越州:曹系11磁 椀;1 (1) 1-2 (1) 

椀;1(1) II-b (1) 

館泉窯系背磁 岨，破片(1)

他，椀×杯 111(1) 奇(1) 破片(1)

同安窯系青磁 他，破片 (1)

士師質土器 火鉢

須恵質t樹 こね鉢 (束摘系)

録制陶器 資{周防)

国産陶総 費盛つ

腕 ;IV(3) VーIXVIII-1.3(3) V-3 (1) 破)¥， (3) 

白磁 皿 ;VXVI(1) 

他，壷(1) 壷 111(3) 破片 (5)

背白磁 椀合子議

壷，日群(1)

中国陶裕 鉢;11-18 (1) VI (1) 

聾 ;0-11拝(3)同一個体か 111(1) 

瓦類
平瓦(須恵質、桁子) 平瓦(瓦質、栴子)

九瓦 (須恵賀、無文) 瓦玉

金属製品 鉱F事

石製品 滑石製石鍋

土製品 炉'I!焼土塊

破片

平瓦(瓦質、格子)

ift行製イ1掛

S-207 

[}師掛 |破片

S-208 

破片

こね鉢

鉢 ;1-1(1) 

平瓦(瓦賀、桁!')

J品同盤石

破片

破片

椀;1(1) II-b (1) 

小田l

破片 (JL質)

S-212 

須恵機 郎 c 型

t師器 好 8(イト) 小皿 81イト) 費

龍泉窯系~I磁 椀;I (1) II-b (1) 

土脚質t機 鍋帰鉢

白磁 他，蜜 111(1) 破片(1)

瓦類
丸瓦(瓦賀、輯i口) 平瓦(瓦賀、無文)

平瓦(瓦質、駒内

L盟主一 緑色片岩
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破片付ト)

腕;2 b (1) 11ト2c(1) 

椀 ;1(1)

椀;IV(I)

遺
品

官(1)

S-212 

須恵鴻 聾

t師由時 昨 8(イト) 小皿a

百H品!:r.系ずt磁 椀;1-1 (1) I-b (1) II-b (2) 破片(1)

I司安~系肯磁
椀;I-Ib (1) 

阻;1-18 (1) 

須恵質上器 こね鉢 (東播系)

瓦質土器 火鉢(輸花型)

白磁
椀 ;V-IXVIII-2(1) 破片(1)

他，本注(1) 壷 111(1)

中国陶穏 他，小盤 1(1) 舷片 C群 (2)

瓦類
丸瓦(須志賀、無文) 平瓦 (瓦質、絡i')

平瓦(須恵質、格子) 瓦玉

S-216 

須恵摺 係 c 費

土師椴 封、a

稲泉窯系背磁 椀 ;1トb(1) 

同安当官系背磁 皿;1-2b (1) 

内磁 腕，破片(1)

中国陶掛 鉢;I-Ib (1) 

瓦類 平瓦(瓦質、格子)

壷

鉢 a鉢(1) (未分類)

椀;1-2 (1) 

平瓦(土師質、創刊 丸瓦(須恵質、無文)

S-2188 

E盈 l破片

S-218b 

日両 出竺

費

椀c
椀，破片(1)

皿 1 舷片(1)

鉱禅

S-220 

t師椴 杯 81イト) 椀 c 小皿81イト)

龍呆:r.系青磁
腕;I-Ic (1) ト2(4) II-b (3) 111-1 (1) 

皿，皿×機(1)

同安:r.系~Ì"磁
椀;I-Ib (6) I-Ic (1) 破片 (5)

皿 ;1-1(1)トb(1) 

上師質上総 鍋

須!.!.(質 上端 こね鉢

緑柚陶器 椀(東海)(1) 

国産陶親 費 (2)

椀;IV (1) V (1) V-4xVIII-1.3 (2) VII (1) IX (2) 

白磁 破片 (5)

他，破片 11(1)

背1'1磁 肌(1) 大肌つ (1)

僅;IV (1) A-I [2] A-2 (1) A併 (5) A僻盛つ (2)

CI伴(J)

中国陶:m
鉢;IV? (1) 

費 ;0群 [2l

他，小盤 1-2'(1) 樫 1(3) 盤 1-1'8 (3)同じ個体つ

盤 1-2(1) C群 (1)

瓦類
平瓦(須恵質、縄口) 平瓦 (土師質、無文)

平瓦(須思質、絡子)

行製品 滑石製石鍋

上製品 焼上塊
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S-227 

須恵封書 聾

土師器 J;fa (不明) 小皿 a(イト)

越州窯系背磁 皿;II-Ia (1) 

飽泉窯系青磁 他!破片(1)

土師質上端 摺鉢

須恵質土樹 こね鉢

白磁
椀 ;11-1(1) 

他 I 破片 (2)

中国陶器 他，破片C群(1)

瓦類
丸瓦(瓦賀、不明) 丸瓦(須恵質、無文)

丸瓦(土師賀、格子) 平瓦(瓦質、格子)

出
判
明
匡

巴
F

盟
四
一
世 院(瓦質無文)

S-224 

須恵器 破片

土師器 珂'b(イト)

飽泉~系背磁 樹 ;1(1) 破片(1)

同安窯系背磁 皿，破片(1)

瓦質土器 摘鉢

縁軸陶栂 皿(滑北つ) (1) 

白磁 他，破片 (2)

瓦類 平瓦(須恵賀、縄目)

金属製品 鉱浮

土製品 焼土塊

椀;II-b (1) 

皿，簡×同(1)

m; I-Ia (1)卜Ib(1) 

聾

丸瓦(瓦質、無文)

S-224 晴茶色土

須恵器 坪 身 杯c 壷

同安~系青磁
椀，破片(1)

{出，破片(1)

須恵質土器 こね鉢

白隠 椀，破片

中国陶器 盛 ;B群(1)

石製品 滑石製石鍋再利用品

5224 東土層 明黄灰色土

|土師器 |郎a(イH
l瓦類 |平瓦(須恵質、格子)

土
一
I

l
a
-

勲
一
杯
一
費

胤一

一

一

時
一
一

一

層
一
一

一

社
一
一
樹
一

E
一
一

土一

L
一器
一
質
一

山
一
一
帥

一恵一

日
一
生
直
」

破片

小皿 a(イ卜) 破片付ト)

椀，破片(1)

破片(瓦貿)

土師器 郎 a(イト) 小皿 a(イト) 高台

黒色土器A 破片

県色土締 B 椀

龍泉窯系青磁 椀 ;1(1)ト2(1) 1-6b (1) II-b (3) 

同安窯系背磁
椀;I-Ib (1)トIc(1) 

皿;1-1 (2) 

須恵質土器 こね鉢

瓦質土器 費

国産陶器 型(常滑 l型式) (1) 

椀 ;11(1) IV(I) V(I) VーIXVIII-2(2) 

白磁
V-2XVI-VIII-4 (1) VIII-I (1) 破片 (2)

皿!日1-1(1) 舷片 (3)

他，破片 (8)

中国陶器
{由，盤?(1) A群(1) A群蛍(1) A-2壷つ(1) A-2鉢(1)

B群(1) 0群費(1)

瓦類 平瓦(瓦賀、格子) 平瓦(土脚質、縄目)

金属製品 鉄塊

石製品 滑石製石鍋

綿，破片(1)

平瓦(須恵質、格子)

滑石製不明品

品加一醐一
lJ;fc 

川 aイ刊

は草色 T岩

S-231 

須恵器 脚部蓋つまみ部 W~/状)

土師器 破片(煮沸具) 破片

瓦器 破片

龍泉吉宮系背磁
椀;1-2 (1) 

皿 ;1(1)

同産陶器 常滑費6型式

腕 ;11(1)

白磁 皿 ;VI-Ib(1) 破片(1)

{出 ，破片 (1)

中国陶器 他 ;A(I) 破片A-2(1) 

瓦類 平瓦(瓦質、格子)

破片

小田 a(イ卜)

椀 ;V(I)

皿;IX-I(1) 

S-233 

巨重量 l破片

巨重量 I破片付N

S-236 

巨重量 皿

)
一l-

hu-
-
-

)
一
一

ト
一
一

l
『
)
-

ty-
-戸

a
一a
一

肌
一
ル
一

、一

i

一

-

一

一

)

F
F

一

-

一

l

一
)
一
(

一

l
『

)一

(

E

ト一

-
T

u
n
-
M一一合

a
-
1
一
'

郎
一
椀
一
環

S-238 

|土師総 |杯 a(イ卜) 小lllla(イH

費

郎a 小l目a

椀 ，トIb(1) 破片(1)

椀(1)

費 ;IV(I)

一 100

茶色 t
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灰色 l二

須恵器 策郎蓋 3 J;f珂、c 高杯郎蓋11ミ質壷

土師器 郎 a(イト) 商肝小皿a(イト) 把手破};(1!;沸f!)

黒色土様 A 破片

黒色土器 B 椀

瓦器 椀

越州~系首磁 鉢;Jj(注(1)

椀 ;1つ(1) 1 (16) ト2(10)ト4(4) ト6b(1) 11 (1) 

II-a (9) II-b (45) 川之細 (2) 111-2太 (2) 111 (12) 

III-IX壷(1) 111-2 (5) 小椀つ(1) 小椀 1-3(1) 

能泉窯系i'i'磁
小椀 II-b(1) 小椀 111(1) 椀×蛮(1)

椀ワ(内面型文織あり) (未分類)

llIl;大皿(1) 1 (5) 

他，珂につ(1) 何日卜Ib(1) 阿 川一2X3(1) 壷つ (2)

水注つ(1)破片(1)

椀;1 (6) ト1(1)トla(1)トIb(33) 1ーIc(12) 111 (4) 

同安窯系背磁
III-lc (1) III-a (1) 破片(13)

皿;1 (7) トb(1) 卜Ib(1)ト2b(3) 皿I?(1) 

他，同つ破片(1)

商麗青磁 車H世1 破片(1)

土師質土器 椀(鮎り付け荷台) 嬬鉢鍋羽釜

須恵質土器 こね鉢

瓦質土器 費(大型)火鉢羽釜破片

録制陶器 椀(治北) 破片

瀬戸 f世瓶

肥前系陶磁器
染付椀外面青磁染付椀染付椀 (n/")明治~

破片

椀(山茶椀) 椀(高取) 皿 01草津) 聾(常滑)

国産陶器 誕(近代-) 費 (2) 大費(常滑賓) 讃×費(1)

鉢すり鉢こね鉢(常滑)

国産磁器 椀破片つ破片

椀;11 (3) IV (15) IV-Ia (3) IVーIb(1) V (4) VXVI (1) 

V-IXVIIト2(10) V-2XVI-VII卜4(7) V-2c (1) 

V-2XVIII-4 (1) V-4XVIII-1.3 (15) V-VII (2) 

VII-b (1) VIII-I (4) VIIト2(1) VIIト4(2) 

VIII-4つ(1) IX (4) 椀つ(1) 椀×皿 (2) 破片 (30)

白1滋
1111; 111-1 (2) IV-I (1) IV? (1) VI-VIII (1) VIII-2cつ(1)

IX (2) IX-I (1) IX-Ib (5) IX-Ic (2) IX-2b (2) 

IX-2c (1) IX-a (3) IX-b (5) IX-c (1) 白つ皿(1)

破片(10)

他，珂'(森田 D群) 磁 (5) 盛つ (4) 盛引1(1) 壷川 (5)

合子董 (3) 合子(身) (1)水注杷手(1) 破片(18)

破片 11(2) 

脅白磁 椀 (3) 1皿つ(1)

染付(輸入) 明県つ椀×皿(1)

盛;IV (3) A-2 (2) A群(13) 日群 (5) C群 (3) 小壷か(1)

壷つ日群 (3)

中国陶樹 鉢 ;1(1) トIb(1) 11 (1) 111 (1)帰鉢

llLA併(1) 0群(1)

他，小盤 1-2(1) 盤 1(3) 盤ト2b(1) 盤 111 A群 (2)

B群(1) C群 (3)

須恵器(輸入) 朝鮮系無制陶骨量壷 (2)

李朝l 雑軸陶器椀(1)

弥生仁搭 現底部

丸瓦(土師質) 丸瓦(瓦質) 平瓦(瓦質) 平瓦(須恵質)

瓦類 平瓦(縄目) 平瓦(絡子) 平瓦(t師賀 、二重格子)

平瓦(純白) 軒平瓦) 燃し瓦

金属製品 銅浮鉄製品

石製品 滑石製石鍋不明品低石黒曜石(1)

土製品 瓦玉上壁

晴灰色上

須lt¥器 蓋 3 杯

土師器 郎 a(イト) 大郎 cX大Dllc 小皿 a(イト)

龍泉窯系宵磁 椀;II-a (11 II-b (4) 111-1 (1) 

同安窯系青磁 腕 ;1ーIb(1) 1ーIc(1) 

須J.!.~質士罷 こね鉢 こね鉢(東燭系) 聾

瓦質士器 片口こね鉢鉢つ

白磁 IllL VXVI (1) IX (2) IX-2 (1) 

他，宣 111(1) 破片(1)

鉢 ;1(1)

中間陶様 他，盤(録制) (2) (未分類) 盤 IーIb(4) 盤 c-I(1) 壷 B(3) 

破片白 (2)

瓦類 、l'瓦(瓦賀、精子) 平瓦(瓦賀、縄目) 軒丸瓦道具瓦

石製品 滑石製石鍋一次利用品硯
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須恵器 聾

且l色士協 B 高台

椀;I-Ia (1) 1-2 (1) 1-4 (1) II-b (2) 111-2 (2) 

飽泉窯系背磁 皿，破片(1)

他，郎(1)

間安窯系背磁 倒;I-Ib (1) I-Ic (1) 

須恵質土器 こね鉢(東婚系)

瓦質土器 鍋

!E前系陶磁器 染付，丸椀(1) 端反椀(1) 椀つ(1) 破片(1)

国産陶器 現(東海) (1) 鉢(近世-) (3) 破片

椀 ;V-IXVIII-2(2) 破片 (2)

白磁 IlU;IX(1) 

他，合子(1) 破片 (3)

青白磁 壷(1)

中国陶器 他，蝿 I-b(2) 盤 c-I(1) 

金属製品 鉱I宰

|主坦 瓦玉炉壁

明黄灰色土

須恵器 費藷b

土師器 郎 a(イト) 小Dlla (イト)

銅色土器 B 倒

飽泉~系青磁 椀;1 (2) 1-2 (3) II-b (2) III-IB (1) 111-2 (2) 破片(1)

同安窯系宵磁 椀;I-Ib (2) 破片 (2)

須恵質土器 こね鉢(東福系)

瓦質土器 雪量

国産陶栂 現

樹 ;V-lxVIII-2(1) V-2XVII卜4(1) V-4XVIIト1.3(11

白磁
VIII (2) VIII-I (2) XI (1) 破片 0-1(2) 

皿 ;111(1) IX(I) 

他，壷川 (2)

壷，破片A-2(1) 破片 B(3) 

中国陶器
聾，破片 0-1(2) 破片 0-1(1) (未分頬)

他，盤 1-2(2) 盤 11(1)盤 c-I(5) 盤つ(1)費 0-1(1) 

鉢 IV・1(1)

瓦類 平瓦(須恵質、格子) 平瓦(須恵賀、縄目)

石製品 滑石製石鍋砥石

土製品 加工土椋(1)

表土

土師器 杯 a 小皿 a

県色土器 B 破片

越州窯系背磁 椀;1-2イ(11 I-b (11 

椀;1 (11 I-Ia (11 1-2 (21 1-3 (11 1同 (21 II-b (11 

飽泉窯系青磁
破片(11

皿;1-2 (11 破片(1)

他，破片(11

同安窯系育磁
椀;1 (11 1-1 (11 I-Ib (21 II-b (31 

他;J;flll(ll 鉢(11(未分頬)

肥前系陶磁器 東付，丸椀 (21

椀;11 (11 V (21 V-I XVIII-4 (11 V-2XVIII-4 (11 

白磁
V-VII (11 VIII-I (1) VIII-2 (11 破片 (31

肌 ;VIII-la(11 IX (11 

他，者 111(21 舷片(11

中国陶器 壷，耳壷 B(11 

瓦矧 平瓦(瓦質、情子)

金属製品 鉱浮

石製品 滑石製石鍋



Tab.3-1 大宰府条坊跡 第 193次出土遺物計測表

器檀

小皿aーアィト

樹園

宗青アー「へラ
n怪 | 器商 | 底佳

18.41 I 1.1 俗印

A 内底ナデ日恒状庄司fl

盟国

坪身 """"'F

S.30黄色上

種別 器圃 遺物揖号 口径 器商 底世 A 日

董 .1 R.OOI 114.51 2.2+α 

蓋 .1 R-002 1.2+日

須恵掃 小蓋3 R-003 0.9+也

蓋 2 R-007 1.4+α 

董 cl R-008 1.4+白

小皿b イト R-006 7.0 1.75 4.6 。x 
土師掛

車 R-004 115.61 2.55+α 

盟慢

小皿.1ー「 イト

器檀

耳 bーで ィト

S-55明茶色t
団日l 盟国 週明番号 日程 樹高 底荏 A B 

小皿b R-005 16.61 1.7 15.21 

小皿b R.007 16.61 1.1 4.2 

小皿b イト R-015 1.5+白 14.01 × × 

小皿b " R-018 1.5+α 14.21 

小皿b W R-019 1.2+α 3.6 × 

小皿b H R-024 1.3+α 3.5 
土獅器

坪 b H R-OOI 2.0+α 5.6 × 

坪 b " R-002 1.6+白 5.8 × 

耳 b H R-003 111.61 3.05 15.81 × 

坪 b H R.004 112.21 3.55 15.61 × 

坪 b? R-023 1.4+α 

岬 b イト R-025 2.2+α 5.6 X × 

器極

小HJl.1 ナイトか

-102-

Tab.3-2 大宰府条坊跡 第 193次出土遺物計測表

器開

小HJlbー「 ィト

器開 ||i置物酎号|| 口佳 || 樹高

皿。 R-002 I I 2.9+α 

部蝿
i| iER明∞揖l号|| 口佳 | | 

小皿~ イト

士師器 | 小皿.1 | 

器掴 ii物酷号| 口径 | 糊 [j佳 [TIIJ S-50j 

器開

| 小皿.1 | イト

器掴 S-50 J匹同色上

耳 .x岬 b イト | ltL l 小皿f|種イト

S-18 

樹園 lrl口径 lzi底笹川 E醐

器園

小皿aー ア ィト

掛極

小肌.1ーア ィト

問
川
市
一

樹園

量「
l遺物骨骨| 口径 | 樹高 | 底符 I A I B I 

|R-Oω | ー I1.5+α I - I - I- I 

S-98 

団別 摺瞳 遺物揖号 口任 樹高 底径 A 日

耳 a イト M-OOI 112.21 2.7 17.41 。。
持 a M-002 112.81 2.8 18.41 
時 a イト M-003 113.21 2.6 18.01 0. ×つ

.tf. M-004 11.6 2.8 8.4 。
持 a イト M-005 112.01 2.6 7.8 。。
師a M-006 112.4) 2.6 18.81 。。
肝a M-007 112.21 2.6 18.21 。。
岬 a イ卜 M-008 11.4 2.7 6.8 

上倒器
耳 a H M-009 112.8) 2.9 7.4 。。
杯 a H M-OIO 112.01 3.0 8.3 。。
Jf. イトワ M心 II 11.9 2.7-3.0 8.2 。。
耳 a イト M-012 112.81 2.5 8.0 。。
坪 a H M-013 112.01 2.5 7.9 。。
坪 a H M・014 112.21 2.4 -3.1 18.01 。。
坪 a H M-015 112.01 2.6 7.5 。
師a H M-016 日5.41 3.5 10.4 。。

S-98某灰色t
圃別 器障 遺物番号 口径 樹高 底径 A 日

小皿a イト M-OOI 11.6 2.1-2.6 8.6 。。
小皿白 H M-004 16.61 1.6 4.6 

耳 a H M-002 11.7 2.8 7.6 。。
時 a H M-003 111.91 2.6-3.1 7.4 

坪 a H M-005 111.81 2.7 7.8 。。
.tf. M-006 112.11 3.0 7.9 。O? 
岬 a イト M-007 112.41 3.0 9.0 。

t師器
時 a H M-008 116.01 3.2 111.01 。。
岬 a H M-009 112.21 2.7 18.11 。。
岬 a " M-OIO 11.8 2.4 -2.9 7.8 。。
.tf. H M-OII 11.8 3.0 6.8 。
.tf. H M-012 11.4 2.85 8.4 。。
耳 a H M-013 12.0 2.85 8.0 。。
坪 a " M-014 12.0 2.8 7.4 。

拙縄

小皿.1ーアィト

週明番号

R-OOI 
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A 内底ナデ 8 甑状1王痕

骨量 極

小皿 .1 戸

S-196 

種別 器櫨 遺物番号 口健 器商 底桂 A 日

坪 a へフ ワ R-OOI 111.31 2.2 17.41 0. 
坪 a R-002 113.61 2.3 110.01 O? 

1師器 持 a ヘラつ R-003 2.3 

時 a R-004 1.8+α 

時 a へフ R-008 113.71 12.81 18.41 。。
E質土器

時量 R-009 1.6 

坪 c R-OJO 1.6+α 14.61 

樹園
腕c==戸

S-220晴茶色十

睡別 協同 遺物番号 日桂 掛向 底i手 A B 
小皿a イト R-OOI 19.21 1.0 7.6 。。
小皿a H R口02 19.41 1.2 17.21 。。
小皿a H R-003 18.61 1.0 16.31 。× 

小皿a " R-005 19.01 0.9 17.01 。× 

小illla H R-006 1901 0.9 17.61 。× 

小皿a R-007 19.21 1.3 17.01 。
t師抽出

小皿a イト R-008 19.41 1.0 17.01 。。
小町la H R-009 0.85+α 18.01 。。
小皿a H R-OIO 18.6) 0.9 17.4) 。。
小皿a H R-014 8.3 1.0 6.1 。。
小皿al H R-021 18.8) 1.0 16.3) 。。
小皿al W R-022 19.01 1.2 17.21 。
小皿al " R-023 8.5 1.0 5.8 。。
小皿al H R-024 8.2 0.95 6.3 。



Tab.3-3 大宰府条坊跡 第 193次出土造物計測表 Tab.3-4 大宰府条坊跡 第 193次出土遺物計測表

A 内底ナデ B 恒状圧痕
A 向底ナデ日恒状圧痕

5-220暗策色 k 5-237 来色上

慣別 端檀 週明罰時 11怪 器商 底1査 A B 圃別 器櫨 直物冊号 日佳 樹高 底控 A B 檀別 官官 9・ 週明暗号 11筏 栂商 底径 A B 
小皿.1 イト R-031 18.1) 1.15 16.31 。。
小山白l R-032 18.81 1.2 17.71 。。 >f. イト R-006 02.41 2.45 (8.01 。× 

坪 a H R-007 13.2 2.6 9.2 。。 軍1!!.¥器
岬証 R-002 1.6+α 

呼量a R-014 1.0+α 
小皿.1 イト R-033 7.7 1.2 5.6 。。 師 a H R-008 12.6 2.7 8.3 。。

小皿a イト R-OOI 8.0 1.2 6.1 。。
小皿.1 " R-034 18.71 1.25 6.5 。。
小皿.1 " R-035 8.2 1.25 6.6 。。 上師器 >f. H R-009 12.25 2.6 7.1 。。

耳 a M 民010 03.31 2.05 9.2 。x 
樹開

小皿 .1ーナヘラ
小皿a H R-021 8.6 1.0 6.0 。。
小皿a H 再022 8.6 1.0 6.2 。

小皿.1 " R-036 8.5 1.0 7.3 。。 坪 a H R-OII 04.4) 2.3 00.4) 。。
'1、皿1. H R-023 (8.31 0.9 (6.1) 。。

小皿.1 " R-037 9.0 0.9 7.0 。。 時 a M R-012 03.31 1.7 (10.01 。。
土師時 時a H R-OII 03.21 2.9 18.61 。。

小皿.1 " R.038 19.01 1.05 (661 。。 岬 a H R-012 02.21 2.5 (8.41 。。
小皿.1 " R-039 9.1 1.1 7.2 。。 5-238 時a H 民013 12.0 2.6 8.6 
小阻.1 " R-040 9.0 1.0 6.4 。。 園日l 器種 遡物暗号 口径 樹高 民世 A 日 >f. H R-029 01.6) 2.3 (8.41 。
小町1.1 M R-041 18.41 1.0 (7.41 。。 小皿a イト R-OOI 9.2 1.3 7.15 。。

坪 b H R・010 1.95+α 5.8 × 

小皿c R-042 (9.11 1.9 6.9 。 小皿a " R-002 8.65 1.25 6.6 。。
瓦描 同c R-020 1.2+α (7.21 

時a イト R-004 02.4) 2.3 (8.61 小皿a H R-003 8.3 0.8 7.0 。。
t師器 岬 a H R-OII 2.1 小皿a H R-004 (8.81 0.9 7.0 。。

耳 a M R-012 03.81 2.25 (8.41 。。 小皿a " R-005 8.65 0.8 7.2 。。
時 a " R-013 03.6) 2.2 (7.81 小皿a H R-006 (9.01 1.0 6.4 。。
耳 a M R-015 13.0 2.2 7.9 。X 小皿a H R-007 8.7 1.0 7.2 。。
耳 a H R-016 03.21 2.2 (8.2) 。 小皿a W R-008 8.7 1.1 6.7 。。
>f. H R・017 03.4) 2.25 (9.01 。。 小田a H R-009 9.0 1.2 6.35 。。 晴灰色上

耳 a H R-018 13.3 2.15 9.1 。。 小皿a H R-OJO 9.0 0.95 7.1 。。 閣制 崩檀 遺物置時 11径 樹高 底樫 A B 

時 a H R-025 02.21 2.25 (8.61 。。 小皿a " R-OII 9.0 1.0 6.7 。。 小皿a イト R-口02 (8.81 1.0 (6.21 。。
坪 a " R-026 03.61 2.3 (9.11 。。 小皿a H R-012 8.8 0.9 6.6 。 小皿a H R-015 (8.01 1.2 16.21 。
時 a M R-027 02.61 2.2 (8.61 。。 小皿a H R-013 (8.8) 0.8 7.1 小皿.1 H R-016 (8.21 1.2 (5.01 。
持 a H R-028 J.9+a 18.41 。。 小皿a " R-014 8.55 1.05 6.2 。。 小00.1 H R・017 18.91 1.3 (6.71 。。
持 a M R-029 02.81 3.2 (9.4) 。 小皿a H R-015 8.8 0.95 7.2 。。 上師拙 杯 H R-008 2.15+也

主干a H R-043 03.21 2.25 19.21 。。 小皿a " R-OJ6 8.4 1.05 6.7 。。 時a H R-OOI 12.7 2.3 8.6 。。
坪 a イト 9 R-044 (12.91 2.4 (8.71 。 小皿a H R-017 8.8 1.1 6.6 。× 耳 a " R-014 (10.91 2.65 (7.81 。。

小皿a " R-OI日 8.6 1.1 6.9 。。 岬 a " R-018 02.51 2.5 (7.61 。。
小皿a H R-019 8.6 1.0 7.0 。。 坪 cX醐 c R-019 1.9+α 00.81 1 0 1 -

小皿a H R-020 9.2 1.1 6.9 。
小皿白 " R-021 8.9 1.3 7.0 。。
小皿a " M-OOI 8.8 1.1 6.6 。
'1、sna " M-002 8.8 1.1 6.4 。。
小皿a H M-003 9.0 1.1 6.8 。。
小皿a " M口04 9.0 1.2 7.0 。。
'1'皿1. H M・005 8.9 1.1 7.3 。。
小皿a " M-006 8.9 1.5 

上師器
小皿a " M口07 9.0 1.1 7.0 。。
小町1. " M-008 8.8 1.0 6.8 。。
小山1. " M-009 8.6 1.1 6.6 。。
小皿a " M-OIO 8.8 1.0 6.8 。。
小皿a H M-OII 8.4 1.0 6.4 。。
'1、llil. H M-012 8.6 0.9 6.6 。
小皿a H M-013 9.0 1.1 7.2 。。
小皿a H M-014 9.0 1.2 6.2 。。
小皿a " M-015 9.0 1.15 6.4 。。
小皿a M M-016 8.8 0.9 7.0 。
4、皿1. " M-017 8.8 0.9 7.0 。。
小阻a H M-018 8.8 1.0 6.4 。。

遺物冊丹| 口径 | 器商 | 底佳 I A I B 小皿a H M-019 9.0 0.9 6.0 。。
R-OOI 1 03日 1 2.7 1ωω1010  小皿a H M-020 9.0 1.2 6.2 。。

小田a " M-021 8.6 1.0 6.6 。。
'1、皿1. " M-022 9.0 1.2 7.2 。。
小皿a " M-023 8.7 1.1 6.7 。。
小田1. H M-024 8.6 1.2 6.8 。。
小皿a " M-口25 8.6 1.1 6.6 。。
小皿a " M-026 8.9 1.2 6.8 。。

器園 時 a " R-023 14.2 2.4 9.45 。。
小00.1ア ィ ト 珂a " R-024 13.3 2.75 8.3 。。

耳 a " R-025 13.4 3.3 7.2 。
>f. H R-026 13.1 3.0 8.25 。。
時a " R・027 13.6 2.85 9.4 。。
耳 a " R-028 13.2 2.55 7.9 。× 

持 b H R-022 (13.61 2.85 18.61 。

-104- -105-
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Fig.48 第 210次調査遺構図 (1/250)
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2.大宰府条坊跡第 210次調査

(1)調査に至る経過
調査地は、太宰府市観世音寺 5丁目 870、867-1外に所在する。立地は、四王寺山から南に派生し

突出した正陵の突端にあたる。丘陵の先端からは東西方向に尾根が短 く続く 。北側の四王寺山方向へは、

馬ノ背状に丘陵が存在していたと推定できるが、 調査以前に大規模に土取りをされており、丘陵を切 り

とおして確保した平坦面には、花関酒造という会社の建物があり、調査直前まで営業をしていた。この

建物には、東の御所ノ内から白}11へ向かう 南北道路から、西方向の斜面をあがる急な坂道が接続してい

た。当該地において、正陵を掘削して団地を造営したいという申し出があった。遺構の有無を確認する

ために、平成 11年 12月(1999) に確認調査を狭川真ーが行った。調査結果として花関酒造の跡地

は完全に丘陵のカット面で遺構が存在しないことと、南側に残存していた正陵部では、正陵を切った堀

切のようなものと丘陵頂部に墓の存在を確認した。そのため工事が行われる前に埋蔵文化財の発掘調査

を行うことになった。開発対象面積は 10，324m'、調査面積は 3，793m'。調査期間は平成 12年 (2000)

4月 17日から平成 13年 (2001) 3月9日。調査は高橋学が担当した。

(2) 基本層位
調査地は正陵のため堆積層自体は薄く、表面に表土(腐葉土)が全面に 0.3mほど堆積していた。こ

の表土を除去すると、調査区全面に茶色土が 0.2mほどの厚さで展開しており、これを遺構検出土とし

て設定した。この茶色土を除去すると遺構が検出される。

調査地を便宜的に地形から大きく 3つの地区に分けた。lつは丘陵の尾根の部分。ここには尾根を切

りとおした堀が平面逆U字型に尾根に沿って掘られている。また、 丘陵の頂部には高まり があ り、 ここ

に墓が構築されていた。2つ目は尾根からやや下がった西側の平坦面。 ここには溝や墓。そして、 lつ

目と同じく東西方向の堀が掘られている。3つ目は丘陵から南側に降りたところにある谷部である。こ

こには土坑が集中していた。

また、花関酒造の建物があった尾根掘削地帯を越えた北側のE陵斜面に トレンチを a~f の 8 箇所

入れて確認調査をした。現況地形としては北から南、そして東から西へ傾斜しているが、 トレンチ調査

によって旧来の地層堆積の変遷を追った。

(3)検出遺構

溝

210SD005 (Fig.58) 

調査区北部中央に位置する南北方向の溝。210ST010の東側に位置し、この墓に伴うものと考えて

いる。幅 1.5m、長さ 5.3m、深さ 1.1mを測る。埋土観察では西側の墓の高まりから土砂が流入して

いるのが確認された。出土遺物から 12世紀に埋没した可能性が考えられる。

210SD039 (Fig.50) 

調査区西部中央部に位置する溝。北から南方向へ下がった後、西へ折れ曲がった平面プランを呈す。

長軸長 5m、短軸長 4m、溝の幅は0.3~ 1.2m、深さは 0.02~ 0.08m。溝の深さが極端に浅いた

め削平された可能性が考えられる。埋土は茶褐色土で花両岩の風化土を大量に含む。西側に近接した
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210ST040の墓を取り囲むようにこの溝は展開していることから、丘陵の上部からの雨水が墓にかか

るのを防ぐため掘られた排水用の溝と考えている。遺物が出土していないため、時期は不明だが、遺構

の立地から 210ST040と同一時期に掘削されたものと考えておく 。

210SD045 (Fig.50) 

調査区西部西側に位置する溝。長軸長 17m、幅 0.3~ 1m、深さ 0.1~ 0.8mを測る。中ほどでや

や西に振ってまた東へ戻っている。周辺の中世墓を壊して構築されている。検出した溝の中央付近の土

層断面図をみると、東側、つまり丘陵側に板状のものを数回にわかつて差し込んで、いるような土層が確

認されている。これが何を示すのかは現状では判断できないが、土留めの板た、ったとも推測される。出

土遺物から 12世紀前半以降に埋没したことが考えられる。

土坑

210SK003 (Fig. 51) 

調査区北部東側に位置する土坑。平面プランは隅丸長方形。210SX001の埋土を除去後の床面検出

段階で検出された。長軸長 1.lm、短軸長 0.55m、深さ 0.8mo 210SX001の北側掘方を垂直に掘り

下げて L字型にしている。遺物は検出されていない。

210SK004 (Fig. 51) 

調査区北部東側に位置する土坑。平面プランは隅丸長方形。210SK004の南側に隣接する。

210SK003と同様に、210SX001の床面で検出されている。長軸長 1.9m、短軸長0.75m、深さ 0.75m。

土層は水平堆積。SK003とSK004は近接しており、配置からは逆Tの字型であることがわかる。相

互に関係する遺構である可能性も考えておきたい。

210SK006 (Fig.51) 

調査区北部東側に位置する土坑。210SX001の埋土を除去後の床面検出段階で検出された。長軸長

1.5m、短軸長 0.6m、深さ 0.65m。平面プランは隅丸長方形。平面検出時は掘立柱建物の柱痕と想定

したが、断面断ち割りをして土層を確認すると、柱痕ではない浅い窪み堆積だと判断した。出土遺物か

ら 12世紀前半以降に埋没したものと考えられる。

210SK007 (Fig.51) 

調査区北部東側に位置する土坑。210SK006の南東方向へ2.1m離れた箇所に位置する。SK006と

同様、 210SX001の埋土を除去した床面から検出された。平面プランは隅丸方形。長軸長 1.8m、短

軸長 0.5m、深さ 0.8m。

21 OSKO 13 (Fig. 51) 

調査区南部東側に位置する土坑。長軸長 1.6m、短軸長 1m、深さ 1.6m。北側の斜面側を切り込んで、

南側に開放される。底面は平坦だが中央にわずかに窪みがある。土層は水平堆積後に表面を上部から流

れた士で覆われている。

210SK020 (Fig.52) 

調査区南部中央に位置する土坑。長軸長3.5m、短軸長3m、深さ 0.5m。谷部中央の谷筋に沿っている。

北に 1.3mほど掘方が延びるが、平面は楕円形のプランを呈す。堆積土層中位、特に赤茶色土層に礁と

炭が多量に交じっていた。礁は谷筋に沿って配置していることからも何らかの意図を持って並べられて

いる可能性が高い。炭が混じった層が醸の上層にあたるため、礁の上で何かを焼いてそのまま炭ごと埋

め戻している可能性が考えられる。出土遺物は古墳時代の須恵器から、 8世紀代の須恵器葦、 9世紀代

の黒色土器A類椀等、時期差がある造物が出土しているが、谷筋の遺構のため周辺からの造物混入が多
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--，..全司 ア つ 問責革色土

Y=-44030.0 Y=-44020.0 o 1m 

Fig.50 210SD039、045遺構図 (1/200、土層図は 1/40)
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210 SK003 . 004 3K013 _j ， 
に:5

172 
10 
10 

1 淡茶褐色土 |ヨ

2 白灰色土(花岡岩風化土)+灰草色土

3 やや暗い淡革褐色土

4暗革褐色土(革灰色土白灰色土

(花岡岩風化土)が仏、置理じる)

5 藁灰色土(暗茶褐色土白灰色土

(花岡岩風化土}力(1'.混伊る)

6 やや淡い莱褐色土

7. II革褐色土 (臼灰色土

(花胸岩風化土)が世量書む)

210SK013 

1 革灰色土(表土)

2 聞東亦色土(やや粘賞、白灰色色土

(花岡岩風化土)が多量に:1じる)

3 やや暗い灰茶色土

4 摘草原色土(革褐色土ブロッヲ少量吉む)

5 朗仮茶色土(白灰色土(花岡岩風化土)

閉淡赤褐色土が多量に理じる

6 やや明るい草灰色土

7 やや暗い草灰色土

210SK004 

1 茶赤色土(赤褐色粘質土をやや

多量に富む)

2 やや暗い草灰色土

3 革褐色土

4 やや朗るい淡軍灰色土

210SK007 

1 葺草色土(車褐色粘質土在世量含む)

2 やや暗い草灰色土

3 やや暗い軍部色土

4 革灰色土

61.20m 

210SK006.007 

_({(] )(， QjJ)-'=-
¥ 

210SK006 

1 反白色土(花園岩風化土)+潰赤褐色粘質土(柱痕か)

62.50m 2 赤褐色土(やや粘質)(鱈方か)

3 やや漕い赤灰色土

4 やや暗い赤軍色土 (柱痕)

5 赤軍色土(揺方)

6. :提赤軍色土

7 浪部灰色土

日調赤軍色土

9 赤灰色土

10 灰草色土

11 灰革色土

210SK町¥

。 10m 

Fig.51 210SK003・004・006・007・013遺構図 (1/40)
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210SK020 

&~~ 
l 伊~~σ 、場

おさふ守

、判、

昌之旦I!Lー

53.70m 

.p 

Fig目52 210SK020遺構図 (1/40)

210SK020 

1 革帯色土

2 反軍色砂置土

3 法華草色土

4 灰褐色土 (やや粘菌、 世置の灰赤粘置土を富む)

5 赤軍色土 (多量の慣と暗帯褐色士ブロッフをやや

少量富む)焼土ブロッヲ力、

巴 医草色土 (ごく少量の慣を富む)

7 崎華掲赤色土(軍鼎色土ブロッヲを少量嵩む)

B 閉灰草色土(軍用色土ブロッヲを多量に書む)

9 瞳軍帽色土(革鼎色土ブロyヲを多量に書む)

10 やや暗い;型車帯色土

。
m
 

かったと考えられる。出土遺物の下限は粉青細器の椀と考えられるため、埋没の下限は 14~ 15世紀

と推測しておく 。

210SK022 (Fig.53) 

調査区北部中央に位置する土坑。210SX001の埋土を除去後の床面検出段階で検出された。長軸長

2mx短軸長 2m、深さ 1.lm。楕円形の平面プランを呈す。土坑内の北西部に、長軸長 1.1m、短軸長

O.7m、深さ O.7mの平面プランが方形の土坑が切り合っていた。その土坑内は水平堆積しており、埋

め戻し行為と考えている。その土坑の東側には O.2m四方の方形の切り込みがあ り、深さ O.lmと非常

に浅い単一土層で埋まった穴がある。東西方向の土層を観察すると、切り合いの土坑以外の埋土は土層

をみると細かく 分けて埋めてあり、きちんと埋め戻して突き固めている。

210SK023 (Fig.53) 

調査区北部中央に位置する土坑。 210SX001の掘方に切り込んでいる。長軸長 1.2m、短軸長 O.8m、
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210SK025 

63.20m 

/ 

四
ω
N
D
ヨ

210SK022 

55.90m 

63.20m 

55.90m 
21OSK022 (南北方向土居)

1 革栂色土

2 やや暗い草禍色土

3 淡華褐色土

4 暗革灰色土

5 閉革褐色土 (淡灰草色土+自灰色土 (花閥岩風化土)を多量に書む)

6 調革褐色土(硬貨)

7 陽東褐色土 (硬貨)

210SK022b 
63.00m 

~OSK023 

210SK025 

1 茶色土

2 淡茶色土 (ノTサパサしている)

3 閉茶色土

4. 13と同居相

5 暗掲色土

6 掲色土

7 楢茶色土 (やや粘質が強い)

B 淡茶色粘質土

9 掲茶色土

10 質茶色土

11 暗茶褐色土

12 灰茶色土(灰色砂粒を多く書む、黄色粘土を少置書む)

13. 9と問膚相 (赤色粘土を含む)

14 暗茶赤色土 (陪赤色粘土ブロッヲを少量吉む)

15 閉灰茶色土 (灰色砂土を多く含む)

16. 14と同居相 (黄色粘土をプロッヲ状に，毘在)

o 1m 

1m 

可立二了

1 革灰色土

(白灰色土(花岡岩風化土}を

多量に富む

。

65.20m 

21OSK023 

1 藁褐色土

2 革禍事色土

65.20m 

(1/40) 210SK025遺構図
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Fig.54 210SK022・023遺構図 (1/40)
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210SK025 

F コ¥
一←手コ』

52.50m 

210SK025 51.50m 

1 賞灰色土(硬貨土)

2 茶赤色土

J く工二二二ァー3 やや暗い茶褐色土

4 茶褐色土+臼灰色土(花閤岩風化土)

5 策灰色土
51.50m 

6 灰築色土

----<c戸~一一ー

210SK027 

~ 

210SK027 

1 問責茶色土

52.50m 

210SK029 

1 淡茶渇色土 (硬貨土)

2 やや暗い茶褐色土 (少量の

51.80m 白灰色土(花岡岩風化土)が混じる

一一一一一一 3 やや朗るい茶褐色土

51.80m 

4 奈褐色土

5 暗茶褐色土

210SK029 

Fig.55 210SK026・027・028・029遺構図 (1/40)

深さ 1.05mを測る。北側の斜面側を掘り窪めて南側は開放している。

210SK025 (Fig.54) 

。

53.50m 

53.50m 

1m 

調査区南部中央に位置する土坑。谷堆積の一部とも考えられる。平面プランは、半円形で東西長 5.5m、

南北長 2.3m、深さ 0.20mを測る。出土遺物が少なく埋没次期は明確ではないが、少なくとも古代以

降に埋没したと考えられる。

210SK026 (Fig.55) 

調査区北部西側に位置する土坑。210SX001の床面から検出された。平面プランは楕円形。長軸長
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1.7m、短軸長 0.95m、深さ0.95mを測る。遺物としては土製品の土壁が出土している。

210SK027 (Fig.55) 

調査区北部西側に位置する土坑。210SX001の床面から検出された。平面プランは楕円形。長軸長

1.2m、短軸長 0.68m、深さ0.63mを測る。埋土は明黄茶色土。遺物は土師器の破片が出土している。

210SK028 (Fig.55) 

調査区北部西側に位置する土坑。210SX001の床面から検出 された。平面プランは隅丸方形だが東

側は不整形。 長軸長 1.05m、短軸長 0.6m、深さ0.16mを測る。埋土は暗淡茶赤色土で、 木の葉を少

量含む。造物は検出されていない。

210SK029 (Fig.55) 

調査区北部中央に位置する土坑。210SX001の床面から検出された。210SK022を切る。平面プラ

ンは長方形。長軸長 2.5m、短軸長 0.45m、深さ0.55mを測る。底面に小穴状の窪みが2つ検出され

ている。遺物は検出されていない。

210SK032 (Fig.56) 

調査区西部中央に位置する土坑。平面プランは隅丸方形。南北長 1.6m、東西長 1.65m、深さ 1.22m

を測る。掘 り方は二段になっており、 下のプランは東西方向に長い楕円形を呈す。土層は、最下層に

40cmほど、茶灰色土が溜まった後に自然堆積をしている。遺物は出土していない。

210SK033 (Fig.56) 

調査区北部西側に位置する土坑。平面プランは方形。南北長 1.45cm、東西長 1.7m、深さ0.30m

を測る。土層の堆積は、中央部に南北長 0.5m、東西長 0.3mの楕円形の円形たま りがあった。土色は

淡茶黄色土で堅くしまっていた。土層断面で確認したが柱穴ではないと思われる。遺物は出土していない。

210SK034 (Fig.56) 

調査区西部北側に位置する土坑。平面形は楕円形。南北長 1.8cm、東西長 1.13m、深さO.4mを測る。

遺物は出土していない。

210SK036 (Fig.56) 

調査区西部中央に位置する土坑。平面プランは方形。南北長 2目25m、東西長 2.30m、深さ 1.59m

を測る。遺物として、 黒曜石のフレークが l点出土している。

210SK037 (Fig.57) 

調査区西部中央に位置する士坑。平面プランは東西方向に細長い溝状。南北長0.75m、東西長2.45m、

深さ0.73mを測る。

210SK038 (Fig.57) 

調査区西部中央に位置する土坑。平面プランは楕円形。南北長 2.3m、東西長 1.5m、深さ0.62m

を測る。出土遺物は土師器の破片、 平瓦等である。

210SK041 (Fig.57) 

調査区西部南側に位置する土坑。210SX035の底面から検出された。平面プランは南北に長い溝状。

210SK042と切り合いがあり、切っている。210SX035の底面から立ち上がりにかけて掘られており、

210SX035とは直交している。南北長2.3m、東西長0.87m、深さ0.5mを測る。遺物は出土していない。

210SK042 (Fig.57) 

調査区西部南側に位置する土坑。210SX035の底面から検出された。平面プランは長方形。南北長

0.95m、東西長 0.75m、深さ0.70mを測る。埋土は上下 2層に大別でき、 下層は砂質土傾向にある。
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210 SK032 

210SK033 

64.50m 

64.50m 

62.00m 

62.00m 

210SK032 

1 やや暗い茶褐色土 (やや粘質)

2 閉茶灰色土 (やや粘質)

3 暗茶褐色土(粘質)

、ヘ

4 やや暗い来灰色土 (やや粘質)

5 暗濃茶掲色土 (粘質)

6 茶灰色土+茶褐色土 (茶灰色土の方が多い)

7 淡茶褐色土

8 濃茶褐色土

9 やや明るい奈褐色土 (少量の白灰色土

(花岡岩風化土)が混じる)

10 やや閉るい茶灰色土 (仏軍の自民色土

(花陶岩風化土)が混じる)

11 茶灰色土

¥ 

210SK034 

、ι吋~

64.60m 

64.60m 

210SK034 

1 暗茶褐色土 (硬貨)

2 暗茶灰色土

3 やや暗い茶灰色土
〉 同膚の可能性がある

210SK036 

ハ。

63.00m 
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210SK033 

1 淡茶黄色土 (硬貨)

2 やや暗い策褐色土

3 やや暗い茶灰色土 (少量の白灰色土

(花岡岩風化土)を含む)

4 陪茶褐色土(少置の白灰色土

(花岡岩風化土)を含む)

5 淡茶灰色土(少量の臼灰色土

(花間岩風化土)を書む)
。

m
 

Fig.56 210SK032・033・034・036遺構図 (1/40)

210SK037 

60.00m 

210SK037 6 やや暗い茶灰色土

1 淡茶赤色土(硬貨) 7 陪茶褐色土

2 茶褐色土 B やや暗い淡茶赤色土(やや粘質とやや硬貨混在)

3 やや暗い茶褐色土 9 碕;長茶赤色土

4 茶灰色土 10 暗淡茶赤色土 (やや粘質)

5 やや暗い淡茶褐色土 11 暗茶灰色土

210SK041 

-←斗と』

5 

56.20m 

210SK041 
1 茶褐色土 (暗茶色粘土プロックを多く含む)

2 赤茶色粘質土

3 茶灰色土

4 やや暗い奈褐色土

(多置の自灰色土(花開岩風化土)を吉む)

5 やや暗い灰茶色土

(多量の白灰色土(花開岩風化土)を含む)

6 閉茶褐色土(やや粘質)

7. .在赤色土 (やや粘質)

B 閉奈灰色土 (多量の白灰色土

(花岡岩風化土)を書む)

9 やや悶るい茶灰色土

10 明灰茶色土 (少量の自灰色土 (花倒岩風化土)

を書む)(やや砂質)

11 やや暗い茶灰色土

12 陪茶灰色土

13 暗策褐色土

14 茶色土

15 灰茶色土 (多量の白灰色土

(花間岩風化土)を含む)

16 淡灰茶色土

17 やや暗い淡灰茶色土(多置の

白灰色土(花間岩風化土)を吉む)

18 靖奈色土

19 淡茶色土

20 やや暗い茶色土 。 1m 

/ 
210SK038 

60.30m 

210SK038 

1 灰茶色土

2 褐茶色土

3 朗茶色土

4 茶色土

5 暗茶色土

60.30m 

R 手斗~

56.00m 

14 16 

56.00m 

， ， ， 

Fig.57 210SK037・038. 041 . 042遺構図 0/40)
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21QSKQ42 

1 議色土

2 家原色土

3 泌策色土

4. .来色土

5 やや暗い茶色コt(やや硬貨)

6 やや・い漆豪色土

7 やや観るい東側.色土

8 問調E・色土

9 反薫色土

(多・の白反色土

{花凶温風化土}を倉む)

10， j・阪奈色土{少量の臼灰色土

{花凶"".化土}を含む)

11 漢反褐色土{少量の自阪色土

{花削岩風化土) 赤来色粘土を含む)

12泌fH'色土

13 やや崎い反蒸色土

14やや朗るいfJ;褐色土

(多量の自阪色ゴば花削漕風化土会を含む}

15 朗灰薫色土

16やや随い漢民夜色土
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パー
1
4
1蓋子

平面図

草文双鵬鎖

立面図

210ST010 

5-5唯柵土

5-51桂禍土

2105D005 . 5T010 
1 黒灰色土 (木の根の痕跡)

2 黒茶色土 (表土)
3 やや暗い茶赤褐色土
4 灰褐色土+赤系色土
5 茶赤褐色土
6 濃灰褐色土+赤茶色土
7 やや暗い茶褐色土
8 賞灰褐色土
9 やや暗い茶褐色土
10 やや暗い茶灰色土

11 茶褐色土
12 茶褐赤色土
13 やや淡い暗茶色土
14 暗奈褐色土
15 やや淡い暗茶褐色土
16 やや暗い茶灰褐色土
17 濃茶灰色土
18 やや暗い淡茶灰色土(少量の赤茶色土ブロッヲを富む)

19 やや明るい茶褐色土
20 白灰色土(花商岩風化土)+淡茶赤色土

21 やや暗い淡茶赤色土
22 悶茶灰白色土

23 淡茶赤色土
24 やや明るい淡茶赤色土
25 漫赤茶色土
26 淡茶黄褐色土
27 やや暗い濃茶褐色土

28 濃主主赤色土
29 やや閉るい濃茶掲色土

30 赤茶褐色土
31 濃茶褐色土
32 淡茶赤褐色土 (白茶色土を少置含む)

33 やや暗い茶黄白色土
34 淡奈白色土

35 暗赤茶色土
36 淡赤白色土

X=57060.0 

X=57055.0 
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210ST010・210SD005

⑦
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67.50m 
10cm 。

210ST010遺物出土状況図 (1/4)Fig.59 

遺物は出土していない。

21 OSTO 10 (Fig.58、59、60)

調査区北部やや東によ った頂部で検出された墓。墓墳が検出された高まりは、 調査以前に北部は酒造

工場の建築のために掘削されており、当初の姿は不明である。旧地形図をみると、四王寺山方向から延

びてきた丘陵の突端にあたると考えられる。また、発掘調査のための確認 (試掘)調査により西半分は

掘削されており、全容の把握が難しくなっている。現状では東西長 4m、南北長 4m、

高まりが確認された。東側には 210SD005とした溝が南北方向に巡っている。

高さ 0.65mの

墓

210ST010 

この墓に伴う

ものと考えている。墓墳のプランとして確認されたのは、東西長 1.7m、南北長 1.85m、深さ 0.67m

である。ただし、南側、西側については削平されており、 平面プランは不明である。北東部の隅と他の

辺の比率からいって、方形もしくは正方形に近いものであった可能性がある。210SX012とした遺構

に切られているが、この遺構は墓の可能性があり、丘陵端部で墓が切り合っていた可能性が残る。

墓横内の北西部に白磁の皿が、北部端中央にはまとまって鏡、万子、鉄釘、和銀、青白磁の合子が検

出された。鏡は紐を下にしており、鏡面に織った布と思われる付着物があるため、鏡は布に包まれてい

たことが想定できる。鉄釘はこの鏡周辺にしか検出されていない。南北方向の土層を立ち割って確認し

たが、棺が据えられた痕跡は検出されてなかった。これらのことから、この墓は直葬であ り、副葬品を

納める釘をつかった小さな箱状のものがあった可能性がある。出土遺物から遺構の年代は 12世紀代と

これは、
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210ST030 (Fig.61) 

調査区西部で検出された石組み墓の一群。南北長 5目5m、東西長 1.7m。南より、a、b、c、dと4

つの個別の墓に分かれる。それぞれの墓には、緑色片岩の自然石を葺いている。この緑色片岩を除去す

ると、個別の墓のプランが明確になった。またそれぞれの埋土からは焼骨の破片が確認されている。
守
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条 210次 

$-10淡茶土 20000801 (処理前) 

h 

鎗維が最も良く

残る部分

縫維の残欠が散

在する部分 

¥r.-

緑青の塊 
パリが 0.05"，程度はみ出している
繊維の可能性あり

Fig.60 210ST010出土鏡保存処理前状況 
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2105T030a 
1 朗赤褐色土(粘質が強い)

2 赤褐色粘質土

3 陪灰褐色土

4. 1と同膚相

5. 1と同膚相
6 茶黒色土 (1畏まじり)

7. 6と同眉梱
8 暗黒色土(木灰)

59.60m 

? 

PEE -干
ノ マ 今 吉 赤 色 土 ( 粘 闘い)

1 淡赤褐色土

2 淡灰色土
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0 1m 

(1/60) 210ST030遺構図
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2105T030d 
1 黄灰色土 (5-30cの掘方埋土)

2 淡黄色土(やや粘質が強い)
3 茶黄色土(粘貨が強い)

4 茶灰色土
5 問赤褐色土(真砂土まじり)石組みの石と

共通の花開岩が2点落ちこんでいる

6 淡赤褐色土(灰色系の砂を吉む)

d C a 

完掘状況

印
由
目
。
ョ

N-oma「
O
ω
D
H圃
図

-

別

制

伯
仲

M

g
却
益
岡山
H
汁

ω

別
道
陣
H
汁

h
H

割
高
田
いけ

印

M
H
川
周
知
伯
仲
(
ユ
ヰ
ユ
ヰ
「
パ

τ刷
)

由

U
H
都
世
田
伯
仲
(
e
J
U
F
H士
)

可
道
部
品
田
U
汁

(

茸

副

社
内
山
酷

τ)

田
部
割
高
伯
仲

Fig.61 



210ST040 

『ゴー→-

51.20m 

内，

51.20m 

E
D
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2105T040 
1 暗淡灰茶色土(赤茶色粘土ブロックを多く嵩む、硬貨土)

2 閉淡茶桃色土
3 灰茶色土(少量の赤茶色粘土プロッ?を含む)
4 明茶灰色土(多量の赤茶色粘土ブロックを富む)

5 暗茶色土
6 やや暗い淡灰茶色土(赤茶色粘土ブロックを多量に含む、

白灰色土(花削岩風化土)を少置含む)
7 やや暗い茶灰色土(赤茶粘土ブロッヲを多量に書む)

日 やや暗い茶桃色土
9 問桃茶色土(臼灰色土(花崎岩風化土)を多置含む)

10 悶茶桃色粘質土(古置の灰茶色土を富む)
11 茶桃色土(少量の暗灰茶色土を吉む)
12 問茶桃色土(少量の白灰色土(花商岩風化土)を含む)

13. 閉淡灰茶色土(赤茶色粘土ブロックを多量に含む、

少量の臼灰色土(花商岩風化土)を吉む)
14 やや暗い淡茶桃色土(土師器小皿、瓦器坪、鉄釘を含む。やや少量に炭をきむ)

15 やや暗い淡茶灰色土(多量の白灰色土(花筒岩風化土)を含む)

15 やや明るい茶色土(多量の白灰色土(花商岩風化土)を含む)

17 やや明るい茶桃色土(鉄釘出土)
18 やや暗い灰茶色土(やや硬貨)

19 淡茶赤色土(粘質土)
20 奈灰色土
21 暗茶灰色土
22 やや暗い茶色土(少量の白灰色土(花陶岩風化土)を含む ) 22.24 
23 系色土(1;量の白灰色土(花岡岩風化土)を含む) 同膚の可能性あり
24 朗灰茶色土(多量の白灰色土(花削岩風化土)を含む)

210ST050 

KRごミ ¥ 

59. 20m 

2105T050 
1 陪奈褐色土
2 やや暗い茶色土
3 陪茶色土+陪茶灰色土
4 灰茶色土+少量の臼灰色土

5 茶色土
6 朋茶色土
7 問茶灰色土
B 灰褐茶色土

9 やや暗い茶褐色土
10 淡茶灰色土(少量の白灰色土(花商岩風化土)を書む)

2.5棺の木材痕跡の可能性あり

。 1m 

Fig.62 210ST040・050遺構図 (1/40)
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の遺構周辺には軒丸瓦や平瓦が点在している。

a. aの平面プランは楕円形で、南北長 1.5m、東西長 1.0cm、深さ 0.53mを計る。土坑の底に 0.25

XO.35mXO.10m程度の平たい石があり、その上面に 3cmばかりの炭層が広がっていた。炭層の上面

に釘や土師器皿が点在しており、周辺を囲むように石が配置されている。土師器皿は南に 2枚、北に

2~3枚の重なりが確認できた。 床面の底石を木棺安定用の石と仮定すれば、釘が打たれた木棺を野焼

きして、その後に土をかけて盛り土した後、石を配して区画した墓と考えられる。

b. bはaの北側に位置している。Aとの境界に東西方向の石列が確認された。cとの区画の聞を占

有すると思われるが、東西方向の石列がなく東西の長さは不明。南北長は 1.0m、深さは石列の頂部か

ら0.4mを計る。

c. 平面の形は、方形で南北長 1.1m、東西長 1.2m、深さ 0.43mを測る。地山を0.25mほど掘り

窪めた後に、中央部に白磁の四耳壷を据える。この四耳壷は口を上にして正立させている。四耳壷の口

縁部は打ち欠いており、検出時には口をふさぐように平坦な石で蓋をしていた。四耳壷の中には火葬さ

れた骨が詰まっていた。火葬骨は打ち欠いた口から 10cm程度下まで堆積しており、中央が盛り上がっ

て端に行くにしたがって空間が空いていた。この四耳壷内から火葬骨以外は出土していない。

遺構の時期は骨蔵器に転用された白磁四耳壷が 12世紀代のため、それ以降と考えられる。

d. Cの北に位置する。土層断面観察によれば、cのほうが切り合い的に勝っている。平面は石によっ

て固まれた方形となっている。中央部に上面が平らな石が配されているが、 周辺に焼土などはない。緑

色片岩で葺かれた状態で、平坦な石に載せていたのが西側にずれた状態で、五輪塔地輸が確認できた。

墓の上部施設として使われていたものか。

210ST040 (Fig.62) 

調査区西部中央に位置する木棺墓。東から南にかけて逆Lに曲がる溝を伴う。平面プランは長方形で、

南北長 2.38m、東西長 0.95m、深さ O目68mを測る。造物は北側に集中している。土器類は土層 14

からまと まって出土している。断割した土層断面を観察すると、このまとま った土器は北側から中央に

向かつて斜めに傾斜してなだれ込んでいる状態が確認できた。これは木棺の蓋の上に置かれた土器群が、

蓋が腐って埋没したことに伴って傾斜堆積したものと理解できる。同じく土層 14からは炭が検出され

ている。土層 17からは釘が4点出土しており、それぞれ木質が残存しているため木棺に使われていた

と考えられる。土層 17からは金属製品の万子もl点検出されており、これは出土した位置と深さから

棺内品と推測され、副葬品と考えられる。出土造物の土師器杯aの底部がへラ切 りで、小皿aの底部

切り離し技法が糸切りと混在していることから、この墓の構築年代は太宰府土器編年 XN期前後、12

世紀中頃と考えられる。

210ST050 (Fig.62) 

調査区西部西側に位置する墓。平面プランは長方形と思われるが、南東部を 210SD045によって切

られているため確定ではない。長軸長 2.2m、短軸長 l目 15m、深さ 0.50mを測る。埋土は、明茶灰色

土を除いた上層が墓に関係する土層と考えている。北側に長方形の石が 0.2xO.2m程度の花闘岩が l

点検出された。中央から北側の 3ヶ所で、骨の破片を検出した。出土遺物は土師器破片と須恵質土器破

片のため時期の推測は難しい。切り合い関係にある 210SD045の埋没が 12世紀前半以降の埋没のた

め、それ以前に構築されたと考えられる。

その他の遺構

210SX001 (Fig.63) 

調査区南西~中央~南東部で検出された平面プランは溝が半円状に続く堀状遺構。谷地形から正陵部
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210SX001 

Y=-44000.0 

SXOOl 南側

A一一一一一一一

SXOOl 中央部

D 一一一一

210SX001中央部

1 灰黒色土(恨)

2 黒茶色土(表土)

3 淡茶赤色土

13 

4 茶赤色土+白灰色土(花削岩風化土)
5 暗茶褐色土(少量の黒茶色土混じり)

6 淡茶褐色土

7 茶灰色土

8 やや暗い茶褐色土

9 濃茶色土

15 

Y=-43990.0 Y=-43980.0 Y=-43970.0 

SXOOl 東側
62.50m 

10 濃茶褐色土
11 やや淡い茶褐色土

B 

210SX001 南側

1 赤褐色土

2 間赤褐色土

3. 1と同居相 (やや粘質)

4 閉茶色土

5 茶色土
6 褐赤色土

7 茶褐色土 15 
8. 2と同膚相
9 暗褐茶色土(有機物を富む) 堀の廃絶つ

10 赤褐灰色土遺物が多く出土

11 黄茶色土 (粘質強い)

12 灰黄褐色土 織機能時に堆積したものか

65.40m 

C 

12 灰茶色土(所々に淡灰黒色土が混じる)

13 やや崎い濃茶褐色土

14 朋茶色土
15 明灰黄色土(少量の花開岩風化土(白灰色土)が混じる) 地山に近い土

16 暗茶色土(遺物包含膚)平安・瓦などを含む S-1以前に堆積したもの

17 赤色土(地山)

/Aト

，、
、、
‘、、

/ 、、¥
p 、

X=57050 0 

可~ ) X=57040.0 

。

~ ， 

、、

X=57030.0 

62.50m 

E 

210SX001東側

10m 

1 黒灰色土+濃茶掲色土(表土)

2 濃策褐色土

3 やや暗い茶褐色土

4 陪茶褐色土

5 朗茶渇色土

6 明淡策褐色土 (やや砂質土)

7 暗濃茶褐色土

自 やや濃い茶褐色土
9 淡茶桃色土+白灰色土(花開岩風化土)

10 淡茶桃色土

11 奈桃色土

12 悶策桃色土(少量の白灰色土

(花岡岩風化土)が混じる)

13 淡茶褐色土(少量の白灰色土
(花閥岩風化土)力、混じる)

14 淡茶赤色土
15 茶赤色土

16 茶灰色土+茶褐色土+白灰色土

(花間岩風化土)

o 1m 

回ーーー誼ーーー

Fig.63 21 OSXOO 1遺構図 (1/400、土層図は 1/80)
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に接続したあたりで、正陵に沿うように断面U字型で長大に掘削されている。堀上部の幅は 5~ 7m、

深さは検出面から2~ 2.3mを測る。堀に対して直交するように土層の断面を南西部、中央部、南東

部で確認したが、その結果、堀内部の堆積土はほぼ水平に堆積をしている箇所が多かった。おそらく堀

を構築して使用していた時期がすぎると、そのまま放置され埋まっていったと考えてられる。発掘調査

時の安全上の問題から、調査区外に延びる堀の南西部と南東部については完掘しておらず、この堀がど

のように斜面につながっていったのかは不明である。出土遺物の中で、時期の同定しやすい土器の出土

が少ない点で時期の推定は厳しいが、土師器の坪 a をみると、大宰府土器編年xvn期~XVUJ期以降(1 3

世紀前半~中頃)に埋没したと考えられる。ほかには阿蘇凝灰岩製五輪塔の火輸の一部が出土している。

また、小型の角がとれた川原石が 3点出土しているが、これは飛醸の可能性もある。特殊造物である

Fig.74-12の瓦質土器乗燭の存在や、瓦類がある程度出土していることからも、この堀状の遺構の上

部にそれらの供給先が考えられる。

210SX002 (Fig.48) 

調査区北部北東部に位置する確認調査時の トレンチ。210ST010の西側を掘削しており、

210SX012も切っている。 トレンチ内埋土掘 り出し段階で土師器皿と白磁椀IV-2a類が出土している

ことから、本来は 210SX012に伴っていた可能性がある。

210SX012 (Fig.64) 

調査区北部北東に位置する。210ST010を切っている。東西方向のプランと思われるが、南と西に

関しては削平されており元々の寸法は不明。南北長 O.65m、東西長 l.4m、深さ O.45mが確認された。

土層を検討すると、底面は掘り すぎて しまっていることがわかった。土層 1.2までが本遺構に伴うも

のである。 出土遺物としては、堀方の東端から完形の土師器皿aの上に、白磁椀を重ねた状態で出土

している。 これを副葬品とすると、この遺構は墓であると考えられる。白磁椀はII類。大宰府陶磁器区

分 C期。 12世紀以降のものか。そうすると 210ST010との時期差はなく、 210ST010が構築されて

あまり時聞をおかずにこの遺構がつくられたことになる。

210SX035 (Fig.64、Pla.3-2)

調査区西部南端に位置する東西方向の堀状遺構。東と西側は調査区外に伸びるため、東西長 13.4m、

南北長 8.0m、深さ3.0mを測る。現況で堀は埋まっていたが浅くぼみが続いており堀状に見えていた。

埋土堆積は 1.7mである。断面形は緩やかなV字型を呈している。埋土は自然、堆積と思われる。土層

NO.5 ~ 11を取り上げ時は淡茶色士としてとりあげている。遺物の多くはこの淡茶色士から出土して

し、る。出土遺物の特徴として、瓦類が豊富に出土していることがある。特に完形の丸瓦や完形に近い平

瓦が多くでている。これは、調査区西側、この 210SX035より北側に瓦を伴う構造物があった可能性

を指摘できる 。 堀の埋没は、出土した土師器小皿 b の編年観から XIX 期~XX 期 (1 4 世紀前半) 以降

の埋没と考えている。

210SX043 (Fig.65) 

調査区西部西側に位置するたま り状遺構。遺構の切り合い関係では 210SD045に切られる。南北長

1.5m、東西長 O.85m、深さ O.28mを測る。 北側に 0.2m程度の礁が4点集中している。

210SX044 (Fig.65) 

調査区西部西側に位置するたまり状遺構。遺構の切り合い関係では 210ST030に切られる。出土造

物は、白磁椀H類。大宰府陶磁器区分 C期。これにより遺構の埋没は 12世紀以降と考える。

210SX046 (Fig.65) 

調査区西部のさらに西側下場に位置する五輪塔群。丘陵の西斜面と宅地造営地の聞の 1.6mの幅に存
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在していた。周辺に確認のトレンチを 3箇所にわたっていれたところ、やはり周辺に遺構は確認されず、

近年の宅地造営に伴って移動されたものと考えられる。

210SX055 (Fig.66J 

調査区北部中央に位置する埋納遺構。210SXOOlの埋土を掘 り下げて、 床面が検出された段階で、

北側の壁面で確認された。平面プランは半円形で、南側が切られたよう に直線になっている。東西長

0.2m、南北長 O.llm、深さ0.18mを測る。現況では堀の斜面に棚状に掘られているが、元々は円形

の小穴だった可能性もある。埋土は、上層が明茶灰色土でパサパサしてお り、下層が暗灰褐色土でやや

粘質だった。下層の埋土を除去すると、東西方向に 3列、出土銭が検出された。それぞれ手前から A列、

B列、 C列として取り上げており、その組成は表 Tab.4-1、4-2を参照して頂きたい。注目されるのは

それぞれの銅銭が 100枚単位でまとまっており、いわゆる絹銭と呼称されるものがそのまま埋納され

ている状況であった。この埋納遺構は、210SXOOlの堀が埋まってし、く過程で構築されたと考えている。

X=57010.0 

---------------ーーオ
¥〆___________-. 1 

210SX035 

C 

SX002で取り上げた
ピ白磁備の位置

¥ 3 

210SX012 

D 

li b/白磁椀

67.50m 

試掘坑

トレンチの位置関係は、 Fig.67を参照して頂きたい。主に工場建造段階で掘削されていない北斜面

の埋没状況と、南側では斜面の状況を把握する目的でトレンチをいれた。

210北地区トレンチ a(Fig.67J 

東西方向に 5mの長さで設定した。表土下、すぐ地山となり、それ以上はさげなかった。出土遺物なし。

210北地区トレンチ b(Fig.67J 

東西方向に 9.7mの長さで設定した。北壁の土層観察により 、土層 1~ 7までは昭和 20年代に埋め

られたものであることがわかった。それより下層は、東側から西側へ傾斜堆積をしている。出土造物は

古代から中世にわたる 。 注目 されるものは、 7 世紀末~8 世紀初頭に位置づけられる須恵器蓋の返り付

き口縁端部である。須恵器坪 cの高台も外側に張るタイプで古い様相をも っている。

5m 

210SX035東壁

1 茶黒色土(腐葉土)

2 茶褐色土
3 やや暗い茶褐色土

4 やや明るい茶褐色土

5 淡茶褐色土

6 茶灰色土(少量の花商岩風化土在意む)

7 やや暗い淡茶褐色土 (少量の灰黒色土を吉む)

8 やや明るい淡茶褐色土

9 明淡茶褐色土

10 灰茶色土(少置の花間岩風化土を富む)

11 やや暗い灰茶色土 (多量の閉淡茶褐色土を含む)

。
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210SX012 
1 淡茶黒色土 lSX012
2 濃茶褐色土 j

3 濃茶白色土 1ST010 
4 楕茶褐色土J東壁土層210SX035 

A 

210北地区トレンチ c(Fig.67J 

南北方向に 5.2mの長さで設定した。東面の土層を観察した。土層 17.暗茶黒色土 (ごく 少量に明

灰茶色土が混じっている)が旧表土である。よって土層 1~ 16までは昭和20年代の埋土と考えられる。

210北地区トレンチ d (Fig.67J 

南北方向に4.7mの長さで設定した。

210北地区トレンチ e(Fig.67J 

南北方向に 3mの長さで設定した。古代から中世の遺物は小量出土したが遺構は確認できなかった。

トレンチ cと同じく近現代の堆積層を確認した。
58.60m 

c 

210SX035 西壁土層

210北地区卜レンチf(Fig.68J 

北地区の一番西側に設定したトレンチ。南北方向と東西方向で設定した。後に調査をした大宰府条坊

跡第 210-2次調査に隣接している。隣の土地とのつなが りを調べておきたかったので拡張して調査を

このトレンチからは遺物が多く出土している。特に注目されるのは、阿蘇凝灰岩製の五輪塔や瓦

質土器の瓦灯、そして瓦経の破片である。瓦経の福岡県での出土例は福岡市飯盛山出土のものが著名で

ある。近隣の出土例としては、観世音寺北側の日吉神社境内や、観世音寺境内からの出土が知られてい

した。

これらの小規模な瓦経の出土については、 付近に瓦経を埋納した経塚の存在を指摘されている。

吉神社が所在する丘陵は、 この条坊跡第 210次調査と同じく四王寺山の南端裾である。そのため同じ

ような経塚が点在している可能性は高い。

210北地区トレンチ9(Fig.68J 

東西方向に4mの長さで設定を した。北地区での一番東側のトレンチ。現況地形はなだらかに傾斜して

旧地形は途中段を持ちながらも西から東へ急激に落ち込む。 トレンチ内でも比高差は 2.4mと

日る。

210SX035西壁

1 明褐茶色土

2 黄茶色土

3 淡褐茶色土

4 暗赤褐色土

5 暗茶色土 (5cm程度の嫌が混じる)

6 茶色土

7 茶赤褐色土

B 暗茶灰砂質土
9 褐茶色土 (炭化物を若干含む)

10 問責灰色土

11 暗茶色粘質土

D 

1m 
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し、るカ1、

210SX012・035遺構図 (1/40、210SX35平面図は 1/200、土層図は 1/60J
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210SX046 卜レンチa西壁

1 茶黒色土(腐葉土)
2. ;虫茶黒色土(:瓦を含む)

3 茶慢色土(少量の灰茶色土を書む、瓦を含む)

4 茶灰色土
5 暗茶黒色土(瓦を富む)

6 やや暗い淡茶掲色土(やや多量に白灰色土

(花開岩風化土)が混じる)

210SX046 トレンチ b北壁

1 奈嬬色土(腐葉土)

2 茶褐色土
3 楢茶灰色土

4 暗淡策褐色土(赤茶色粘土を含む)

5 淡茶褐色土 (トレンチaと同居と考える)

卜レンチ bの 1.2層は卜レンチaの 1-5と同膚である

出 06'09

20cm 

210SX055遺構図(1/4)Fig.66 

210SX046 卜レンチc東壁

1 茶黒灰色土(腐葉土 ) l 
2 茶燈色土(多量の灰茶色土を含む) I 

トレンチaの3と同層の可能性あり |腐葉土

暗淡茶灰色土 | 

板碑は~2 の土にのっている | 

やや暗い淡茶灰色土 ノ

策色土(やや赤昧がかっている)

やや暗い茶褐色土
踏褐色土

やや閉るい策褐色土

濃茶褐色土

暗灰茶色土
やや暗い策色土

巳三 。
3 

ハν
'h・

4
5
6
7
8
9
1
1
 

51.00m 
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。 1m

210SX043・044・046遺構図 (1/40、046は 1/60)
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210北地区卜レンチ配置図
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210北地区卜レンチb北壁

1 茶黒色土(表土)
2 茶褐色土+灰茶色土 (100-5 00大の茶色土ブロッヲ、桃色土プロック、赤褐色土プロッヲを多轟に富む)
3 やや暗い桃褐色土(1叩-500大の茶色土ブロック、赤褐色土ブロックをやや多く含む)
4 やや暗い灰白茶色土 (100-500大の桃色土ブ口、ノク、赤褐色土ブロッヲをやや少なめに含む)

5 淡桃色土 (1明大程度の赤褐色土プロッヲを少量吉む)

6 灰白茶色土(淡桃色土をわずかに富む)

7. B音桃褐色土
白 黒茶色土(旧表土)

9 茶灰色土
10 濃策褐色土
11 やや明るい漕茶褐色土(楓の痕跡か)
12 淡茶褐色土

13 茶褐色土
14 閉淡赤色土+鯖茶赤色土

15 暗茶褐色土 」皇型旦210北地区卜レンチ B北壁

210北地区卜レンチC東壁

17 

210北地区卜レンチC

1 茶黒色土(表土)
2 淡灰桃色土 (100-5聞大程度の赤褐色粘土プ口、ノヲ、茶褐色粘土プロックを多置に嵩む)
3 淡灰茶色土 (100大程度の赤褐色粘土ブロック、茶褐色粘土ブロ yクを少量含む)

4 灰茶色土(花岡岩風化土を少温室む)
5 灰茶白色土(花削岩風化土を多量に吉む)
6 暗灰茶色土 (1叩-2明大程度の赤褐色粘土ブロック、茶褐色粘土ブ口ツヲ、

花間岩風化土ブロックを多量に含む)

7 濃茶灰色土 (100-15叩大の茶褐色粘土ブロック、赤褐色粘土ブロックを多量に含む)
B 灰桃色土(1叩-10聞大の茶掲色粘土ブロックを多量に含む)

9 やや淡い灰茶色土 (100-10明大の茶褐色粘土ブロックを少量吉む)
10 暗茶灰色土 (100-25 00大の茶褐色粘土ブロック、赤褐色粘土ブロッヲが多量に吉まれる)
11 灰褐茶色土(100-1000大の策褐色粘土ブロック、赤褐色粘土ブロックを多置に含む)

12 やや暗い灰茶色土 (100-1000大の茶褐色粘土ブロッヲ、赤褐色粘土プロッ?を少軍書む)
(少量の県掲色土混じる)

13 やや閉るい灰茶色土 (100-5 00大の茶褐色粘土ブロック、赤褐色粘土ブロツ?を少量書む)

14 やや暗い茶灰色土(少量の黒褐色土が混じる)

15 閉灰茶色土
16 赤褐色粘質土
17 暗茶黒色土(ごく少量閉灰茶色土が混じる)旧表土(腐値土)

18 やや暗い茶褐灰色土

。 1m 

Fig.67 第 210次調査北区地区 トレンチ配置図 (1/200)、北地区トレンチ b、トレンチ c土層図 (1/80)
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210北地区トレンチg南壁 210南地区卜レンチ b

55.170m -
( X=57027.529 

J210-4j 
1 y=・43972.692

↓ 
3-壬
4-斗

6---1 

爾地区トレノチb 東量
1 鳳業色土+貸家褐色土(ぺツトの.)

2 凧夜色コt+賀来色土(竹のll!)
3 賞驚褐色土(薫鳳色ゴヒが多置に混じる}
4 貨調度色土

5 貸家白色土
6 貸費廃刊.色土
7 やや瞳い貧茶色土

取り上げ土色{貧奈色士)

8 やや眠るい貧叢色土

9 やや・い奈貧色土

1m 

l'開

10 やや限るい質事長縄色土
11 問責策色土

12 貧臼色土φ自銚色土
13 策賞褐色土

(少.，こ自機色土が混じる)
14 やや闘るい議質調.色主

(少・に自信健色土が混じる}
慰り上げ土色(寮費褐色主)

15 ・策灰色土(..土)
16 やや崎い来賓褐色企+

{少量に白倹色土が混じる}

取り上げ土色(夜色土}

210北地区道路拡張部卜レンチf北壁

13 

立し↓:

210北地区道路拡張部卜レンチf西壁

北地区トレンチf
1 家鳳色土(腐ヨ富士)11土
2. 拠蕉色土(議色給土プロック、灰色給土を多.に含む)
3 瞳阪凋色土(木のll!)
4 阪.色土 (11土だった土)

5 ・策白色土

6. 11夜色土 i 
7 混褐茶色土 l少.の週初を含む
8 やや暗い綱奈色土 I 
9 .褐蕉色土 J 
10 ・温調・3震色主(少量の週初を含む)
H やや値い溜褐策色土

12 決"・奈色コt(臼灰色土{花削岩風化土)を少・含む)
13 やや暗いi襲褐蕉色土(白灰色土(花岡・8風化土)を少量倉む)

14 寮灰色土(平らな否、陶属、土師砲、際、・・専を少量に禽む)
15 浪費廃灰色土(ごく少量の院を曾む)
16 酬洩京阪色主(少Eの遺物を禽む)

17 やや悶るい泊覧表灰色土{少・の温"を含む)

18. .叢灰色土(少量の白反色土{花尚樹畠化土)を禽む)
19 やや随い汲議灰色土(少・の温掬を含む)
20 やや暗い夜色土

21 やや明るい浪来得色土(少・の温"を倉む) 1111・m
22 やや崎い浪費医縄色土(少量の遡"を含む)
23 来樋灰色主(少.の週初を倉心、やや多量の自灰色土(花剛皆風化土)を含む}
24 周演茶綱色土(赤隊を郁びている)
25 やや閉るい2提案色土

26 悶淡茶赤色土(硬貨)

27 月後素質色土
28 湯茶色土(硬貨)
29 やや賜るい溜蕉褐色土{硬貨}

30 間減反実際渇色土(硬貨}

31 酒業褐色土{硬貨 )(粕筒)
32 明演蕪貧色土(硬貨)
33 やや閉るい濁来褐色土(硬貨)

34 反白色土(硬貨)

35 温凝灰褐色土{硬貨)
36 灰褐白色土(湯茶色土プロ}ノクを多.に禽む)(複鍵)
37 費夜白色土(硬貨)

38 湖奈.色土(硬貨+結質)

39 ・i奥灰策色コヒ(少・の週砲を倉む)
40 灰綱茶色土{少畳の週初を禽む)

41 閉波灰色土(少置の赤来色結土プロックを曾むX硬貨+給貨)
42 淡蕪称色土(硬貨+粕質)

43 閉業赤色土(硬貨+鮎貿)
44 やや暗い灰褐色土(硬貨+給貨)

45 ・灰褐色土(梗賞+結健}
46 やや閤るい叢灰色土(少Eの遺物を禽む}

47 やや暗い泌尿策色土

48 やや闘るい'"反叢色土(少・の遺捕を倉む)
49. j覧灰蒸色土(少量の温術院を含む)

50 ・灰綱茶色土(少・の週初慢を含む)
51 やや・い蕪灰色土(少・の遺物肢を含む)
52 問機灰議芭土

53 洩鳳灰色主(腹膚 )(やや・い講座灰色土を少置倉む}

54 泌鳳灰色ゴヒ{殴鯛 )(少量の;Jj9Z褐色土を含む}
55 演網灰色主(少量の汲幌色給企プロックを倉む}
56 やや暗い潰褐灰色土{少・の遭舗を含む)
57 やや明るい淡褐医色土(汲幌色給土プロyクを含む)

58 ・j提褐灰色土{来赤色結土プロック、奈凋色給主プロックを多量に禽む}
59 やや踊い灰縄色土(後赤色粘土プロック、叢褐色粘土プロックを多量に禽む)

60 やや賜るい凋茶色土{叢赤色粘土プロック 茶褐色粘土プロックを多量に禽む}

61 やや賜るい浪褐茶色土{多・の豪称結土プロックを含む)
62 周波反凋叢色土(硬貨)
63 朗決来賓色土(粕貨X硬貨)

64 波赤来色コt(少量の"'.色絡土を含む)(硬貨+粕質}
65 赤夜色土+自灰色土(花剛曹風化土)
66. ~拠薫灰褐色コt( 少置の適切、際線療色給土プロックを曾む )
67 やや朗るい潰来週灰色土(少量の肢を倉む}

68 やや憎い波茶褐灰色土{少畳の週吻を倉む)

69 洩皮蕉貨色土(少量の遺物院を;tむ)

70 悶淡茶褐灰色土(少・の渇"を倉じ}
71 やや・い淡灰褐色土{砂貿)

72 鴎淡凝灰綱色土

73 決反凋色土(少.の週初を倉む}
74 決茶灰貿色土
75 浪灰凋覇権色土

76 ・灰色土
77 ・樋凝灰色土(少量の叢赤色結土ブロックを含む)
78 淡灰色土
79 汲灰綱色砂蝿土+潟東貫色粕髄土ブロック

80 反褐色土
81 治機策色土(硬貨)
82 自民議赤褐色土{硬貨)
83 温策赤褐色土{硬貨)

84. ~・策銚色土{硬貨 )
85 ・赤蕉色土(硬貨+粕質)
86 捜部茶色土
87. ~奥灰凋白色土

11.'軍

50.00m 

IV.t  

210北地区道路拡張部卜レンチf南壁
51.00m 

2 

VIIII惨

210北地区トレノチg 爾題
1 鳳奈色土(廊薫土)褒土

2 医業色土

3 やや・い灰姦色土
4 やや櫨い蕪灰色土

5 白後色土(花陶磁風化土ー7・と同居の可能性あり)

6 来灰色主
7 自信亀色土+淡仮調廃白色土-5置と同居の可縦性あり)
8 淡灰茶色土。自幌色土

9 壊家赤色土
10 反白色土
11 減反貧色土(少・の砂鍋土が濁じる}

12 反貧白色土{少・の機白色主が混じる}
13 やや・い灰慣白色土{少置の線白色土が混じる)

0--74 
76 
79 

80 

~ 

。 1m 

Fig.68 第 210次調査北地区 トレンチ g、北地区道路拡張部トレンチ、南地区トレンチ b土層図 0/80)
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なる。土層の堆積は水平堆積の箇所が多いので近現代の埋め土の可能性が高い。

210北地区トレンチ h (Fig.67) 

南北方向に 2.3mの長さで設定をした。土師器坪aが出土した。北から南への堆積だが、遺構は確

認されなかった。

210北地区道路拡張トレンチ (Fig.68)

北地区のトレンチ fを拡張する意味で設定したトレンチ。遺構は検出きれなかったが、北壁、 西壁、

南壁と土層の確認をした。確認された土層を群として分けてそれぞれの特徴を記載する。 I層群は、 I 

層を表土層と考えている。2層は大量の土、淡茶色土が確認でき整地層と考えている。これらは比較的

新しい近現代の堆積と考られる。時期的に工場建築の際の廃土かもしれない。日層群は4層を表土と

して考え、 5~9 層が整地層と考えられる 。 整地層は全体的に見て褐茶色土を呈している 。 皿層群は、

14層から骨、 緑色片岩、陶器片、土師器皿がまとまって出土したので墓があった可能性が考えられる。

12 ~ 20層を表土面として、 21~ 27層が整地層と推定できる。また 10、11層は遺構内埋土の可能

性がある。土色は全般的に茶色土である。W層群は、 28~ 38層が竪 くしまっており、 全体的にみて

少し赤みを帯びた茶色土である。この層から 39~ 41層へ続いているので、この層群が生活面を示し

ているのは不明である。ただし、暗い灰色を帯びた土色の共通点を重要視して同じ層群とした。V層群

は53.54層(炭層)が遺構である可能性に注目して、層位を検討してみた。全体的にみて 55~ 65は

少し赤みを帯びた暗灰茶色。81~ 85層は赤茶色土、 66~ 67層は暗灰茶色となっている。

210南地区卜レンチ b(Fig.68) 

調査の表土めくりの前に、調査区から外にのびる南側の斜面にトレンチ a~e の 5 本のトレンチを

入れて掘削の範囲を決定した。明確な遺構は確認できなかったが、遺物の出土があったため調査範囲に

いれた。 トレンチ bは210SK015の存在している平坦面から 210SK025の平坦面への土層の堆積を

表している。

(4) 出土遺物
溝出土遺物

210S0005出土遺物 (Fig.69)

瓦器

椀 c(1) 復元口径 18cm、器高 5.5cm、底径 6.3cm。

貼り付け高台。

白磁

皿 (2) 器高 1.5+cm、復元底径 4.2cm。皿m-1類。

210S0008出土遺物 (Fig.69)

土師質土器

火鉢 (3) 器高 2.7+cm

210S0045粘質土出土遺物 (Fig.69)

土師器

杯 a(4) 器高 0.9+ cm。

黒色土器

杯 (5) 器高 1.6+cm、復元底径 6.2cm。

瓦類

平瓦縦 6.8+cm、横 7.0+、厚さ 1.7cm。

宅三ヨ三
210S0008 

。

一一「

一J

L

J
 

…一一」
ミ二度弓

o 10cm 

Fig.69 第 210次調査溝出土遺物実測図

(1/3、1/4)
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土坑出土遺物

210SK006出土遺物 (Fig.70)

土師器

坪 aX小皿 a(1) 底部破片。器高 1.4+cm、底径 8.0cm。底部切り離し技法は回転イト切りか。

わずかに板状圧痕が確認できる。色調は檀褐色。外面調整は摩滅が激しく不明。

210SK015赤茶色土出土遺物 (Fig.70)

土師器

取手 (2) 破片。縦 7.0+cm、横 7.1+cm、厚さ4目4cm。色調は淡樫褐色。調整はナデ調整だがや

や荒く施してあり、部分的に成形段階の工具痕跡が確認できる。

210SK020明奈土出土遺物 (Fig.70)

須恵器

蓋 (3) 復元口径 13.4cm、器高 4.4+cm。

黒色土器

椀 c(4) 器高 1.95+cm、復元底径 7.0cmo A類。

磁器

椀 c(5)器高4.8+cm、底径 6.6cm。

210SK020赤褐色土出土遺物 (Fig.70)

須恵器

蓋 3 (6、7) 6は復元口径 14.6cm、器高 1.2+cm。天井部は回転へラ削りを施す。色調は灰白色

~灰黄色。7は口縁端部の破片。 器高 0.9+cm。色調は暗灰色。

土師器

'

1

 一一
つ〆
』
‘
、
‘

210SK020日月茶色土 210SK020赤得色土

f下ヘ ご三竺ー"I~二国竺E一、 :::~二二
210SK015赤茶色土

¥、_-Jτマイ

十。。2

。 10cm 

210SK026 

一遇。曾
くこ〉

。 5cm 

Fig.70 第 210次調査土坑出土遺物実測図(1/2、1/3)
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取手 (8) 破片。縦 7目5+cm、横 7.7cm、厚さ 3.0cm。体部に取手を貼り付けた際の指頭圧痕が残る。

色調は淡樟茶褐色。調整はナデ調整。取手上部はやや平坦に仕上げている。

陶器

椀 (9) 口縁部破片。復元口径 12.6cm、器高 3.5+cm。

椀 c (10) 器高 3.4+cm、復元高台径 6.6cm。

210SK026出土遺物 (Fig.70)

土製品

土壁(11) 縦 4.9+cm、横 6.0+cm、厚み l目8+cm。

210SK036出土遺物 (Fig.70)

石製品

剥片(12) 縦 2.1cm、横 1.2cm、厚み 0.55cm。黒曜石製。

墓出土遺物

210ST010出土遺物 (Fig.71)

白磁

皿(1) ほぽ完形。口径 10.8cm、器高 2.55cm、底径 3.4cm。皿VI-1 b類。

青白磁

合子(蓋・身) (2) 蓋は口径 3.8cm、器高1.3cm。外面に薄い青白色の透明感がある紬を施す。内

側は露胎。身は口径 3.0cm、器高 1.8cm、底径 3.2cm。外面体部に蓋と同じく薄い青白色の透明感が

ある粕を施す。内部と、体部下部から底部に掛けては、柚を掛けていない。

金属製品

釘 (3) 縦 5.0+cm、横 0.35~ 0.9 cm、厚さ 0.6cm。釘先端を欠く 。頂部近くに木質 (横方向の木

目が確認可能)が残存している。

210ST010淡茶色土出土遺物 (Fig.71、Pla.4-1) 

白磁

皿 (4) 口縁部破片。復元口径 10.2cm、器高 1.7+cm。皿VI-1 a類。

金属製品

万子×和銀 (5) 縦 0.9cm、横 2.7+cm、厚さ 0.3cm。刃部の一部だが、 11の和銀と比較すると、

非常に近いサイズと形状をしている。和銀の一部という可能性も提示しておきたい。

草文双鳥鏡 (6) 縦 8.3cm、横 8.3cm、厚さ 0.45cmを測る円鏡である。鏡背を観察すると、紐は

組座を持たない素紐で界圏を巡らさず、周縁の断面はややつぶれた三角形を呈す。紐を中心にして鳥文

を対照に配置しており、鳥文の対角には草花文を配置する。宋鏡式と呼ばれる和鏡の祖型の 1つである。

三重県多度神社経塚出土例の花枝散蝶烏鏡に文様構成が類似する。出土した段階で、は紐の穴に組の痕跡

が確認できた。また、鏡面には縦糸と横糸が確認できる布のようなもの数カ所付着しており、鏡が布に

包まれていたことが推定できる。

釘 (7、8、9) 7は縦 3.4+cm、横 0.25~ 1.15 cm、厚さ 0.3cm。頭部と先端を欠く 。8は縦 4.2+

cm、横 0.8~ 1.5cm、厚さ 1.6c加。先端を欠く 。木質は横方向の木目を確認。9は縦 5.3cm、横 0.25

~ 1.6 cm、厚さ 0.6cm。先端を若干欠く 。頭部近くでは横方向の木目をもっ木質が残存している。

210ST010b出土遺物 (Fig.71)

金属製品
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釘(10) 縦 2.05+cm、横 4.0cm、厚さ 0.4cmo L型を呈す。

210ST010c出土遺物 (Fig.71)

金属製品

和銀(11) 縦 9.7cm、横 0.2~ 1.4cm、厚さ 0.3cm。本来、刃が付いた U字型をしているが、片

刃しか残存していなかった。軸部がやや曲がり始めているのがU字型の根本にあたるためだろう。刃

の尖端は欠けている。

210ST010e出土遺物 (Fig.71)

金属製品

釘(12) 縦 2.6+cm、横 0.5cm、厚さ 0.4cm。頭部と先端を欠く 。

21 OST01 Oi出土遺物 (Fig.71) 

金属製品

釘(13) 縦 5.9cm、横 0.3~ 0.95 cm、厚さ 0.2~ 0.7 cm。

210ST030茶色土出土遺物 (Fig.71)

土師器

小皿a1(14) 口縁部破片。復元口径 8.2cm、器高 1.1cm、復元底径6.8cm。底部糸切り。焼成は良好。

色調は灰赤黄色。

中国陶器

壷(15) 口縁部破片。器高 2.15+cmo 壷W。

水注 (16、17) 16は口縁部破片。復元口径 6.2cm、器高 4.3+cmo 17は取手の破片。最大残存高

8.3 cm、取手部幅 2.2cmを測る。水注VIII類。

金属製品

用途不明品(18) 縦 5.4cm、横 3.5+cm、厚さ 0.7cm。中央部が窪む。

210ST030a出土遺物 (Fig.71、72)

土師器

杯 a(19) 器高 2.1+cm、復元底径 8.5cm。底部切り離しは糸切りのち板状圧痕。色調は暗黄灰色。

①出土。

小皿 a1(20、21) 20は復元口径 8.2cm、器高 1.1cm、復元底径 6.8cm。口縁部破片。底部糸切りか。

③出土。 21は口径 8.3cm、器高 1.05cm、底径 6.0cm。色調は暗褐色~明黄色。底部糸切り調整のち

板状圧痕。XVIII類。④出土。

小皿 a(22) 口径 8.45cm、器高 1.6cm、底径 6.0cm。焼成はやや不良。色調は黄褐色。胎土は赤

色粒子を含む。 X咽~X医類。 ⑤出土。

金属製品

釘 (23~ 36) 

23から 36は鉄製の釘である。23は縦 7.2cm、横 0.2~ 1.15cm、厚さ 1.2cm。頭部は折れ開く 。

24は縦 5.5+cm、横 0.4~ 0.75 cm、厚さ0.8cmo 25は縦 5.8+cm、横 0.4~ 0.8 cm、厚さ 0.7cm。

先端を欠く 。26は縦 4.9+cm、横 0.6~ 1.1 cm、厚さ 1.3cm。頭部が平たく開いている。先端を欠く 。

27は縦 3.9+cm、横 0.5~ 1.0 cm、厚さl.3cm。頭部は折れ曲がる。先端を欠く 。28は縦 5.1+ cm、

横 0.5~ 0.9 cm、厚さ 0.7cm。完形に近いが先端を少し欠く 。29は縦 5.0+cm、横 0.8cm、厚さ0.7

cmo 30は縦 3.6+cm、横 1.0cm、厚さ 1.0cmo 先端を欠く 。31は縦 3.55+cm、横 0.9c畑、 厚さ0.9

cm。先端を欠く 。32は縦 3.0+ cm、横 0.5~ 1.0 cm、厚さ0.7cm。先端を欠く 。33は縦 3.2+cm、
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横 0.4~ 0.8 cm、厚さ 0.7cm。頭部はつぶれて、先端を欠く 。34は縦 3.4+cm、横 0.8cm、厚さ0.7cm。

31と同一個体の可能性がある。35は縦 3.4+cm、横 0.4~ 1.3 cm、厚さ 0.9cm。先端を欠 く。頭部

は折れ曲がっている。中位には横方向の残存部がl吸着している。36は縦 2.9+cm、横 0.4cm、厚さ0.5

m。頭部を欠く 。

2105T030d出土遺物 (Fig目 72)

土師器

小皿 a(37) 底部破片。器高 1.05+cm、復元底径 6.8cm。色調は灰黄色。底部回転糸切り。

白磁

四耳壷 (38) 器高 21.8+cm、胴部最大径 19.8cm、高台径 8.1cm。口縁部頚部は打ち欠いている。

内部には火葬骨が詰まっており、蔵骨器として転用して使われていた。

耳類

平瓦 (39，40) 39は側端部の破片。縦 5.8cm、横 7.6cm、厚さl.9cm。焼成は良好。還元炎焼

成。凹面は布目痕跡。凸面は格子日叩き。側端部はヘラで分割線を入れたあとに、割ってお り、未調

整。40は広端部の破片。 縦 13.1cm、横 15.5cm、厚さ2.0cm。焼成は良好。須恵質。色調は淡青灰色。

胎土は 5mm以下の白色粒子を大量に含む。側端部、広端部ともにへラ切 り調整。 凹面凸面ともに仕上

げは器具を使ったナデ調整を施す。

2105T030周辺出土遺物 (Fig.72、73)

瓦類

軒丸瓦 (41~43) 41 ~43 は、巴紋。三つ巴でそれぞれ左巴である 。 41 は瓦頭径 1 5.0cm、厚 さ 1 .85

cm。焼成はやや良好。瓦質。42は瓦頭径 11.5+cm、厚さ 1.8cm。珠文は 9つ。焼成はやや良好。瓦質。

43は瓦頭径 8.4cm、厚さ2.0cm。焼成はやや良好。瓦質。

丸瓦 (44~ 49) 44は玉緑部をもつ破片。 長さ 9.7+cm、高き6.3+cm、厚さ2.7cm。焼成はやや良好。

嬬し状態になっており瓦質。色調は淡暗黒灰色。胎土は 2mm以下の白色粒子を少量含む。凸面調整は

器具をつかったナデ調整。凹面は布目痕が残り、端部はへラ切り後にヘラ調整をしている。45は広端

部の破片。長さ 7.8+cm、幅 10.75cm、厚さ 1.7cm。凹面には布目痕が残 り、 端部をへラ切り後にヘ

ラで調整している。凹面広端部には 3.5cmほどの幅でへラ調整を施している。46は玉縁部をもっ破片。

長さ9.7+cm、高さ6.3+cm、厚さ2.7cm。焼成は良好。焼し状態になってお り瓦質。色調は暗黒灰色。

胎土は 3mm以下の白色粒子を少量含む。凸面調整は器具をつかったナデ調整。 凹面は布目痕が残 り、

端部はへラ切り後にへラ調整をしている。長さ 18.3cm、高さ7.0cm、厚さ 1.7cmo 47は長さ 18.1cm 

高さ6.7cm、厚さ 1.8cmo 48は長さ 14目 7+cm、高さ 6.7cm、厚さ 1.7cmo 49は長さ 9.7+cm、高さ

5.5 cm、厚さ l.9cm。

平瓦 (50、51、52) 50は縦 14.1+cm、横 12.0cm、厚き 1.7cmo 51は縦 10.5+cm、横 10.4+cm、

厚さl.9cmo52は縦 10.3+cm、横 10.2+cm、厚さ 1.9cm。

2105T040出土遺物 (Fig.73)

土師器

小皿 a1 (53 ~ 63) 53は復元口径 8.5cm、器高 1.05cm、底径 5.3cmo 54は口径 8.65cm、器高

1.05 cm、底径 6.0cmo色調は黄灰色。底部糸切り 後、板状圧痕。55は口径 8.9cm、器高 l.1cm、底

径 5.6cm。色調は黄灰色。内面見込みに一定方向のナデ調整を施す。底部糸切り 後、板状圧痕。 56は

復元口径 9.0cm、器高 1.15cm、底径 6.6cm。色調は黄灰色。底部糸切り 。57は復元口径 9.0cm、器

高 1.15cm、底径 6.0cmo 58は復元口径 9.1cm、器高 1.15cm、底径 5.0cm。色調は黄灰色。底部糸
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切り後、板状圧痕。59は復元口径 9，1crn、器高1.45crn、復元底径 6，0cm。色調は黄灰色。底部糸切

り後、板状圧痕。60は口径 9，2crn、器高1.5cm、底径 6，1crn。色調は黄灰色。見込み部には不定方向

のナデ調整。底部糸切り後、板状圧痕。61は口径 9.4crn、器高 1.15crn、底径 6.5cm。色調は黄灰色。

底部糸切り後、板状圧痕。 62は復元口径 9.6crn、器高1.3 crn、復元底径 5.3cm。色調は黄灰色。底部

糸切り後、板状圧痕。63は復元口径 9.6cm、器高 1.1cm、底径 5.5cm。色調は黄灰色。底部糸切り後、

板状圧痕。XN期前後か。

杯 a(64) 口径 15.6crn、器高 2.95cm、底径 11.lcrn。焼成はやや良好。色調は褐茶色。胎土は

2mm以下の白色粒子を少量含む。内外面、回転ナデ調整。底部切り離し技法はへラ切り。XN期。

金属製品

釘 (65~ 68) 65から 68はすべて鉄製の角釘である。65は縦 8.4cm、横 1.7crn、厚さ 2.3crn。

木質が釘全体に付着している。木目は縦方向。釘の頭部は折れ曲がっている。66は縦 8.2+crn、横1.8

crn、厚さ 1.3crn。頭部は広がっており、先端はわずかに欠く。釘の頭部に近い部位には木質が確認で

き横方向である。67は縦 7.0+cm、横 1.3cm、厚き1.2cm。先端をわずかに欠く 。頭部近くに付着し

ている木質は横方向の木目が確認できる。68は縦 6.9+crn、横1.2 crn、厚さ 1.1cm。頭部と先端を欠く 。

木質が全面に吸着しており、木目は縦方向に確認できる。

万子 (69) 全長 18.9crn、刃部長 15.1crn、刃部最大幅 2.8crn、厚さ 0.6crn。枝の部分に木質が残

存している。

その他の遺構出土遺物

210SX001出土遺物 (Fig.74)

須恵器

小査(1) 口縁部の破片。器高 1.1+cm。

土師器

杯 a(2) 器高 3.1+cm。色調は淡灰黄色。器壁が風化して調整は不明。

石製品

滑石製石鍋 (3、4) 3は器高 1.8+crno 4は器高 4.8+cmo 2点とも滑石製石鍋の破片である。積極

的な転用の跡は見られない。

玉石 (5~ 7) 5 ~ 7、すべて表面は滑らかである。5は縦 4.4crn、横 3.2crn、厚さ 1.25crno 6は

縦 2，8crn、横 3.8crn、厚さ 2.1crno 7は縦 3.4crn、横 4.0crn、厚さ 2.0crn。

五輪塔

火輪 (8) 火輸の破片。縦 19，2+cm、横 20.0+cm、厚さ 10，8+cm。阿蘇凝灰岩製。

210SX001閉茶色土出土遺物 (Fig.74、75、Pla.4-2)

土師器

小皿 a1 (9) 器高 0.7+cm。底径 3.4cm。焼成は不良。色調は茶灰色。

杯 a (10) 口径 12，5cm、器高 2.55cm、底径 8.8crn。底部切り離しは回転糸切り、その後に板状圧痕。

xvn~xvnr期。

須恵器

取手 (11) 縦 4.2+cm、横 5.3+cm、厚さ 2.7crn。焼成は良好。還元炎焼成。色調は青灰色。胎土

は 1mm以下の白色粒子が極少量含まれる。取手の下部に 3本の線刻が入る。

土師器
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グ27

20cm 

乗燭(12) 器高 12.2+cm、復元底部径 12.5cm。焼成は良好だが、器壁には中央に黒色変化して

サンドイツチ状に焼き上がっている。色調は明灰黄色。胎士は 2mm以下の白色粒子をごく少量含む。

高台は台形をしたものが2つ残存しており、欠損部との位置関係を考えると本来は 3脚と考えてよ い。

円形の台座の上面にスタンプによる波文様が巡る。その上には簡略化した蓮華紋をスタンプしている。

体部は円柱状をしており、そこにも方形が連なるスタンプを押す。体部上位に軒のように張り出し部が

あり、張り出し部の下部に、線刻による蓮華紋を施す。張り 出し部は欠損しているため形はわからない

が、横方向と上方向にのびるものと考えられる。上にのびている部位は、ぐるりと円形に巡ると考えら

れる。張り出し部の上部中央には、小さい椀状のものに円錐形の脚が付いてお り、器台に似ている。そ

の脚部には直径 5mmの穿孔が貫通して対角線上に 2つ開けられている。特殊な形をしており、仏具関

係と考えられる。

耳類

軒平瓦(13) 軒部破片。縦 4.3+cm、横 4.0cm、厚さ 1.9cm。焼成はやや良好。色調は黄灰色。胎

土は 3mm以下の白色粒子を少量含む。

平瓦(14~ 26) 14は破片。縦 6.1+cm、横 7.9+cm、厚さ 2.3cm。焼成は良好。色調は暗灰色。

凹面に格子叩き。凸面には布目痕。 15は破片。 縦 8.3+cm、横 4.7+ cm、厚き 2.5cm。焼成はやや良

好。色調は淡赤黄色。凹面に格子叩き。16は広端部の破片。縦 20.7+cm、横 25.6+cm、厚さ 2.0cm。

焼成はやや不良。色調は灰黄色。胎土は 3mm以下の白色粒子を多量に含む。器壁が風化してお り調製

は不明。側端部はヘラ切り。17は挟端部の破片。縦 12.4+cm、横 13.3+cm、厚さ2.1cm。焼成は良

好。色調は淡黄灰色。胎土は 3mm以下の白色粒子を少量含む。凹面凸面ともにナデ調製。側端部はへ

ラ切り。凹面挟端部には幅 2.8cm程度の範囲を帯状にへラ調整をしている。18は広端部の破片。縦

15.8+ cm、横 10.8+cm、厚さ2.3cm。焼成は良好。色調は晴灰色。胎土は 2mm以下の白色粒子を少

量含む。端部はへラ切り 。19は広端部破片。縦 19.3+cm、横 10.9+cm、厚さ 1.9cmo 20は広端部破片。

縦 14.7+cm、横 14.2+cm、厚さ 1.7cmo 19と20は接合して lつの破片と なる。同じ破片として詳

細を記載する。焼成はやや良好。色調は黄灰色。胎土は、 5mm以下の白色粒子を少量含む。凹面凸面

ともにナデ調整。側端部はへラで垂直に切り落とし。21は挟端部破片。縦 7.6+cm、横 8.8+cm、厚

き2.6cm。焼成は良好。色調は灰黄褐色。胎土は 3mm以下の白色粒子を少量含む。側端部はへラ切り。

凹面はナデ調整。凸面は表面剥離のため不明。挟端面凹面には|隔3cmほどの帯状へラ削り調整を挟端

面端部に向かつて斜めに行っている。22は端部の 2方向が確認できる破片。縦 15.5+cm、横 13.5+

cm、厚さ 2.4cm。焼成は良好。やや須恵質。色調、灰白色~暗灰色。4mm以下の白色粒子を少量含む。

lmm程度の黒色粒子を多く含む。凹面布目痕、凸面は縄目。端部切り落としはへラで内側に向かつて

切られている。端部の凹面側はへラケズリ調整を施している。23は端部 3方向が確認できる破片。縦

32.2 cm、横 16.4+cm、厚さ 1.9cm。焼成は不良。色調は黄灰色。 胎士は 7mm以下の白色粒子を多く

含む。狭端部凹面に 2.2cm程度の帯状の削りを挟端面端部に向かつておこなう。24は端部が 2方向

確認できる破片。縦 10.1+cm、横 14.1+cm、厚さ 1.8cm。焼成はやや良好。色調は黄灰色。3mm以

下の白色粒子を多量に含む。1mm程度の金色雲母をごく少量含む。側端部はへラ切り。推定広端部は

ヘラ削り調整。25は端部の 2方向が確認できる破片。縦 17.7+cm、横 15.0+cm、厚さ 1.7cm。焼成

は良好。須恵質。色調は灰青色。胎土は 5mm以下の白色粒子を大量に含む。凹面凸面ともにナデ調整。

挟端面凹面には幅 2.5cmほどの帯状へラ削り調整を挟端面端部に向かつて斜めに行っている。全体的

に歪んでいる。26は2方向の端部が確認できる破片。縦 24.8+cm、横 18.5+cm、厚さ 1.9cm。焼成

はやや不良。色調は明黄灰色。 胎土は 6mm以下の白色粒子を多量に含む。表面が風化しており調整は
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不明。

丸瓦 (27， 28) 27は側縁部が 1方向確認できる破片。縦 19.5+cm、横 4.2+cm、厚さ 1.4cm。焼

成はやや不良。瓦質。断面の色調が焼成不良のためサンドイ ツチ状に黄色に挟まれた黒色部が存在して

し、る。色調は暗黒灰色~黄灰色。胎土は、 4mm以下の白色粒子を多量に含む。凹面の調整は摩耗によ

り不明。白面は縄目叩き。28は側縁部と広端部が確認できる破片。縦 23.2+cm、横 14.2+cm、厚さ 2.3

cm。焼成は良好。還元炎焼成でよく焼き締まっている。須恵質。色調は、明青灰色。胎土は5mm程度

の白色粒子を少量含む。凹面には布筒と模骨痕跡が確認できる。側縁部と広端部はへラ切りしたあとに

へラで、調整をしている。凸面は縄目叩きの後、工具をつかったナデ調整が行われている。

210SX002出土遺物 (Fig.76)

ヌ
7f 

、、、

210SX012濃茶褐色土
「一一一一一一 一一_____， /J 

"¥". __._-........_ I 〆〆

γ一一ートー~ I 4 

lは復元口径8.6cm、器高 l.4cm、復元底径6.8cmo2は復元口径8.9cm、器高1.1

IV -2a類。

土師器

小皿al (1、 2)

cm、底径7.0cm。

白磁

椀 (3)口径 15.8cm、器高 6.1cm、高台径 5.8cm。

210SX012濃茶褐色土出土遺物 (Fig.76)
fι でラ¥三

1 

、
、、、、

竺ヨミ'

口径 15.5cm、器高 6.2cm、高台径 5.4cmo11類。

210SX024出土遺物 (Fig.76)

白磁

椀 (4)♂
 

モミ
土師器

小皿al (5) 復元口径9.9cm、器高1.1cm、復元底径7.5cm。

210SX035淡茶色土出土遺物 (Fig.76 ~ 86) 

復元口径 6.7cm、器高 1.8cm、底径 4.4cm。

椀c (7)器高1.85+cm、復元高台径6.7cm。

椀 (8、9) 8は器高 1.6+cm、復元底径 8.6cmo 9は器高 2.1+cm、復元底径 1l.0cm。

護(10) 推定器高 10.8+cm、復元底径 12.2cm。

黒色土器 (B類)

椀(11) 復元口径 13.8cm、器高 3.6+cmo 

E質土器

聾 (12) 器高 3.5+cm。口縁部破片。口縁部は外反している。焼成は不良。胎土は0.5~ 0.3mm 

の白色粒子を多く含む。内外面の調整は、器壁の摩滅により不明瞭。

E類

軒平瓦(13~16) 13は縦 5.5+cm、横 9.4+cm、厚さ3.0cmo 14は縦 6.2cm、横 10.1cm、厚さ2.8

cmo 15は縦 6.0cm、7.8+cm、厚さ 2.5cmo 16は縦 4.5cm、横 11.5cm、厚さ2.5cm。

丸瓦(17~ 24) 17は玉縁部を欠損するが、わずかに凸面狭端縁連結面が残る。広端面と側面が残

存している破片。凸面は布目の叩き痕跡が残るが、長軸に対して平行な強いナデ調整を施す。広端面、

挟端面に近い箇所は横方向のへラ削りを施す。凹面には布目痕跡が残存し、吊り紐痕も確認できる。端

部はへラ削りにより調整している。色調は灰白色。焼成はやや良好で、須恵質。胎土は 3mm程度の白

色粒子を多く含む。1cmほどの長石縦 30.6cm、横 8.6+cm、厚さ2.4cmo 18は長さ 13.15+cm、幅

13.4 cm、厚さ 1.65cmo19は縦 13.0+cm、横 10.5+cm、厚さ2.1cmo 20は広端面と側面の 2面が

土師器

小皿 b (6) 

21 

10cm 

ζ三三〉一日
一

17 

。

「
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残る破片。縦 4.7cm、横 11.3cm、厚さ 1.8cm。調整は、 17と同じで端面を丁寧にへラ削り調整をし

ている。側面から広端面に接するコーナーは他の半分程度の厚みに削って調整している。焼成はやや良

好で、還元炎焼成。色調は淡赤灰色。21は長さ 6.5cm、幅 10.0+cm、厚さ 2.2cmo 22はほぼ完形。

縦 36.3cm、横 14.5cm、厚さ 2.1cm。焼成は良好。色調は黄灰色~灰青色。胎土は 7mm以下の白色

粒子を大量に含む。凹面には布目痕が残り、 3箇所ほど吊り紐痕跡も確認できる。端部はすべてヘラ切

り後にへラ削り調整を行っている。また凹面の側端部側は 2~ 2.5cmの|隔でヘラ削りによって形を整

えている。また凹面の広端部は端部から 5cmほどの範囲をへラで削りとり薄く仕上げている。凸面は

縄目叩きの後に、~具をつかったナデ調整を長軸方向にそろえて施すことでナデ消している 。 23 は一

部を欠くがほぼ完形。全体的に 22と同じ成形・調整である。縦 35.9cm、横 14.5cm、厚さ2.4cm。

焼成は良好。22に比べると還元炎焼成。色調は明灰青色~暗青色。24は玉縁部をもっ丸瓦。22と同

様の成形・調整である。縦 36.9cm、横 7.4cm、厚さ 2.3cm。焼成はやや良好。色調は灰黄色。胎土

は6mm以下の白色粒子を大量に含む。

平瓦 (25~ 75) 25はほぼ完形。縦 34.2cm、横 23.8cm、厚さ 1.9cm。焼成はやや良好。色調は

淡赤褐色~暗灰色。胎土は 5mm以下の白色粒子を大量に含む。 側端部はへラ切り。凹面狭端部は 1.2cm

の帯状にへラ調整を行っている。表面は風化が進んでいるが、残存部から判断するとナデ調整を施して

いる。 26は端部が 2方向確認できる破片。縦 7.8+cm、横 8.1+ cm、厚さ 2.2cm。焼成は不良。色調

は灰白色。胎土は 2mm以下の白色粒子を大量に含む。表面が風化して調整は不明。27は広端部破片。

縦 11.2+cm、横 10.0+cm、厚さ 1.8cm。焼成は良好。色調は淡赤青色。 胎土は 4mm以下の白色粒子

を大量に含む。端部はへラ切り。凹面凸面ともにナデ調整。28は狭端部の破片。縦 12.7+cm、横 9.7+

cm、厚さ 2.3cm。焼成は良好。色調は淡赤灰色。胎土は 5mm以下の白色粒子を大量に含む。側端部は

ヘラ切り。凹面狭端部にl隔1.5cmのへラ調整を行う。29は端部が3方向確認できる破片。縦 28.7+cm、

横 24.7+cm、厚さ 2.5cm。焼成はやや良好。色調は暗黒灰色~灰黄色。挟端部側がややいぶし気味に

暗黒灰色を呈す。胎土は 5mm以下の白色粒子を多量に含む。側縁部は垂直に切り落とされており、へ

ラ削り調整を行っている。調整はナデ調整。30は l方向の側縁部が確認できる破片。縦 9.0+cm、横 7.9

cm、厚さ 1.8cm。焼成はやや不良。色調は灰黄色。胎土は 3mm以下の白色粒子を多量に含む。表面の

摩耗のため調整は不明。側縁部は垂直に切り落としされ、調整はへラで行われている。31は端部 3方

向が確認できる破片である。縦 30.5cm横 24.5+cm、厚さ 2.2cm。焼成はやや不良。表面に重ね焼き

の痕跡か、暗灰色の箇所と明赤茶色の箇所が存在している。暗灰色の筒所は焼き締ま っているので、明

赤茶色部分が重ねられた箇所か。色調は暗灰色~明赤茶色。胎土は 10mm以下の白色粒子を多量に含む。

調整はナデ調整。側縁調整はへラ削り調整。挟端面凹面には幅 2cmほどの帯状へラ調整を挟端面端部

に向かつて斜めに行っている。32は挟端面近くの破片。縦 14.5+cm、横 9.7+cm、厚さ 1.8cmo 焼

成はやや不良。色調は灰黄色。胎土は 5mm以下の白色粒子を多量に含む。表面の調整はナデ調整。凹

面挟端部には、 1.3~1 .8mm の幅でへラ調整が帯状に行われている 。 33 は端部が2方向確認できる

破片。縦 16.3+cm、横 16.7+cm、厚さ2.4cm。焼成はやや不良。瓦質。胎土は 3mm以下の白色粒子

を少量含む。摩耗のため調整は不明。側縁部は垂直に切り落とされている。34は欠けてはいるが、全

体の寸法が復元できる個体である。縦 34.1cm、横 24.1cm、厚さ 1.8cm。焼成は良好。やや還元炎焼

成。胎土は 1~ 7mm程度の白色粒子を多量に含む。側縁部は垂直に切り落とされている。側縁調整は

へラ削り調整。挟端面凹面には幅 2.5cmほどの帯状に、挟端面端部に向かつて斜めにへラ調整を行っ

ている。35は2方向確認できる破片。焼成は良好。やや還元炎焼成。胎土は 3~ 10mm程度の白色

粒子を多量に含む。色調は淡黄灰色。凹面凸面ともに一定方向のナデ調整を施されている。広端面凹面
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Fig.78 第 210次調査その他の遺構出土遺物実測図その 5(1/4) 
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Fig.79 第 210次調査その他の遺構出土遺物実測図その 6(1/4) 
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Fig.81 第 210次調査その他の遺構出土造物実測図その 7(1/4) 
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Fig.82 第 210次調査その他の遺構出土遺物実測図その 9(1/4) 
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Fig.84 第 210次調査その他の遺構出土遺物実測図その 11 (1/4) 
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Fig.86 第 210次調査その他の遺構出土遺物実測図その 13 (1/2、1/3、1/4)

側にわずかだが、粘土切り離しのため糸で引し、た痕跡が認められる。側縁部は垂直に切り落とされてい

る。側縁調整はへラ削り調整。縦 32.4+cm、横 11.5+cm、厚さ 2.1cmo 36は端部 2方向が確認でき

る破片。縦 15.7cm、横 13.2+cm、厚さ 2.0cm。焼成は不良。1~ 5mm程度の白色粒子を多量に含む。

色調は明黄灰色。凹面の調整はナデ調整。凸面は表面の剥離により調整は不明。37は端部の 2方向が

確認できる破片。縦 7.6+cm、横 8.1+ cm、厚さ 2.35cm。焼成は不良。色調は灰黄色。器壁の摩耗で

調整は不明瞭。凹面に 2.5cmほど斜めにへラ調整を行っているため、こちら側が挟端面だと理解できる。

端部は垂直に切り落とし、へラ削り調整を行っている。38は端部 2方向が確認できる破片。縦 10.7+

cm、横 12.4+cm、厚き 2.3cm。焼成は不良。 1~ 5mm程度の白色粒子を多量に含む。色調は明黄灰

色。端部の一部は明灰色。凹面の調整は一定方向のナデ調整。凸面は表面の剥離により調整は不明。側

縁部は垂直に切り落とされている。側緑調整はへラ削り調整。39は端部の 2方向が確認できる破片。

縦 14.7+cm、横 13.7+cm、厚さ 2.1cm。焼成は不良。器壁は摩滅して調整は不明。40は端部が 3方

向確認できる破片。縦 35.2+cm、横 20.2+cm、厚さ 2.15cm。焼成はやや不良。瓦質。色調は暗灰色。

胎土は 5mm以下の白色粒子を多く含む。調整はナデ調整。側締部は直線的にへラ切りしている。挟端

部凹面側に、幅 3.0cmほどの帯状に、端部に向かうヘラ調整を行っている。41は4方向の端部がわ

かる破片。縦 35.8cm、横 25.2cm、厚さ 2.0cm。焼成はやや不良。色調は淡茶灰色。胎土は 3mm以

下の白色粒子を少量含む。凹面挟端部に幅 2.0cmほどのへラ調整が構状に施される端部はヘラ切り調

整。42はおそらく広端部破片。縦 16.95+cm、横 26.1+cm、厚さ 2.0cm。焼成は良好。やや還元炎焼成。

色調は、赤灰色~薄青灰色。胎土は 1mm~ 7mmまでの白色粒子を多量に含む。表面調整はナデ調整。

側端部はへラ切り落とし後、端部を少し丸く調整している。広端部はへラ削り調整。43は端部が 3方

向確認できる破片。縦 24.4+cm、横 25.5cm、厚さ 2.1cm。焼成は不良。色調は黄灰色。胎土は 4mm

以下の白色粒子を多量に含む。端部はへラ切り。器壁の調整は表面の風化により判別ができない。44

は端部が 2方向確認できる破片。縦 12.0+cm、横 8.7+cm、厚さ 2.2cm。焼成はやや不良。色調は黄
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灰色。摩耗のため調整は不明。端部はへラ切り の可能性が高い。 44は端部が2方向確認できる破片。

縦 8.8+cm、横 8.1+cm、厚さ2.1cm。焼成はやや良好。色調は灰黄色。やや暗灰色を呈す箇所あ り。

胎土は 10mm以下の白色粒子を大量に含む。側縁部はへラ切り。45は縦 8.3+cm、横 8.0+cm、厚さ

1. 7 cmo 46は一部を欠損するが復元するとほぼ元の寸法がわかる個体である。縦 34.4cm、横 24.8+

cm、厚さ 2.0cm。焼成はやや不良。色調は灰白色~淡茶灰色。胎土は 3mm以下の白色粒子を多量に含

む。側端部 ・挟端部・ 広端部ともにへラ切り調整。凹面挟端部には帯状に幅 2.0cmのへラ調整が行わ

れている。凹面凸面ともに器壁の風化が激しく 調整は不明瞭。47はほぼ完形の個体である。縦 35.2cm、

横 25.4cm、厚さ 2.2cm。焼成はやや不良。色調は黄灰色~淡紅灰色。胎土は 4mm以下の向色粒子を

多量に含む。凹面凸面ともに器壁の風化が激しく、調整は不明。挟端部にも帯状のへラ調整が行われて

し、るように見えるが不明瞭である。48は狭端部と広端部と側端部が確認できる破片である。縦 35.7+

cm、横 20.2cm、厚さ 2.4cm。焼成はやや不良。断面では不完全燃焼でサンドイツチ状態に内部が焼け残っ

ている。色調は褐灰色。端部はへラ切り落とし。凹面狭端部には幅2cmほどの帯状ヘラ調整が施される。

表面が風化しており調整が不明瞭。49は狭端部と側端部が確認できる破片。縦 32.6+cm、横 19.8cm、

厚さ 1.9cm。焼成はやや不良。色調は暗灰色。端部はへラ切り落と し。凹面狭端部には幅 1.6cmほど

の帯状へラ調整が施される。表面が風化しており調整が不明瞭。50は端部の 2方向が確認できる破片。

縦 13.2+cm、横 9.1+cm、厚さ2.2cm。焼成はやや不良。色調は黄灰色。胎土は 3mm以下の白色粒

子を大量に含む。端部はへラ切り。調整は表面が風化しており不明。 51は狭端部の破片。縦 1l.8+cm、

横 11.7cm、厚さ 2.2cm。焼成は不良。色調は黄灰色。胎土は 7mm以下の白色粒子を大量に含む。全

体的に表面が風化しており調整が不明瞭。凹面の狭端部には幅 2.0cmで帯状にへラ調整を行っている。

52は広端部と側縁部 2方向が確認できる破片。縦 20.8cm、横 25.3+cm、厚さ2.4cm。焼成はやや良

好。色調は淡赤灰色。胎土は 5mm以下の白色粒子を少量含む。凹面凸面ともに器具をつかったナデ調

整。側端部・広端部はへラ切り。 53は一部を欠く が復元できる個体である。縦 26.8+cm、横 25.0+cm、

厚さ 2.3cm。焼成はやや不良。色調は淡茶灰色~黄灰色。胎土は 2mm以下の白色粒子を大量に含む。

端部はヘラ切り。凹面狭端部に 2.7cmの幅でへラ調整を施している。ほかの平瓦より長さが短い。 54

は狭端部と側端部の破片。縦 11.6+cm、横 23.5+cm、厚さ 2.4cm。焼成は良好。須恵質。色調は灰青

色。胎土は 2mm以下の白色粒子を大量に含む。端部はへラ切 り。凹面狭端部には 2.5~ 2.8cm I隔の

へラ調整が施されている。凹面凸面ともに工具をつかったナデ調整を施している。55は挟端部と側縁

部 2方向が確認できる破片。縦 31.6+cm、横 30.7+cm、厚さ2.5cm。焼成はやや不良。色調は灰白

色。胎土は 4mm以下の白色粒子を多量に含む。凹面挟端部は幅 3.0cm程度の帯状にへラ調整している。

凹面凸面ともにナデ調整か。56は狭端部と側端部の破片。縦 34.8cm、横 24.0cm、厚さ2.1cm。焼

成は不良。色調は淡灰色~褐灰色。胎土は 2mm以下の白色粒子を大量に含む。側端部はへラ切 り。凹

面狭端部には幅 2cmほどのへラ調整が施されている。57は端部が 2方向確認できる破片。縦 22.7+

cm、横 14.2+cm、厚さ2.2cm。焼成は不良。色調は黄灰色。胎土は 5mm以下の白色粒子を大量に含

む。摩耗のため調整痕跡は不明瞭だが、表面はナデ調整と思われる。凸面に器壁が生乾きの際にへラで

傷をつけたような線が 2箇所見られる。長辺軸にむかつて 19cmほど延びている。58は端部の 2方向

確認できる破片。縦 20.3+cm、横 14.7+cm、厚さ2.3cm。焼成は不良。色調は黄灰色。 胎土は 4mm

以下の白色粒子を多量に含む。表面が摩耗しており、 調整は不明。 側縁部はへラ切り。 59は端部が 2

方向確認できる破片。縦 22.4+cm、横 12.7+cm、厚さ 2.2cm。焼成は不良。胎土は4mm以下の白色

粒子を多量に含む。器壁は摩滅して調整は不明。側縁部はへラ切 りで調整されている。60は挟端部が

確認できる破片。縦 19.8+cm、横 13.0+cm、厚さ 1.8cm。焼成はやや良好。色調は淡灰色~薄赤灰
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色。胎土は 2mm以下の白色粒子を少量含む。調整はナデ調整。側縁部はヘラ切り調整。挟端部凹面側

に、 l隔2.6cmほどの帯状に、端部に向かうへラ調整を行っている。凹面挟端部近くに 3.7cm ~ 5.5cm 

の範囲に銅を含むスサのようなものが付着している。61は端部が 2方向確認できる破片。縦 21.7+

cm、横 19.6+cm、厚さ 1.7cmo他の個体と比べて、 厚みが薄い。焼成は不良。色調は黄灰色。胎土は

1mm ~ 12mmの白色粒子を多量に含む。摩耗のため調整は不明。62は縦 19.1+cm、横 14.9cm、厚

さ1.9cmo63は縦 17.8+cm、横 18.75cm、厚さ 1.6cmo64は縦 20.6+cm、横 14.6cm、厚さ 1.8cm。

65は縦 11.9+cm、横 10.3+cm、厚さ 1.7cmo 66は縦 7.3+cm、横 14.8+cm、厚き 2.2cmo 67は端

部の 2方向が確認できる破片。縦 15.3+cm、横 15.0+cm、厚さ 1.8cm。焼成はやや不良。色調は黄

灰色。胎土は 5mm以下の白色粒子を少量含む。表面の摩耗が激しくて表面の調整は不明。68は挟端

部と側端部の破片。縦 14.7+cm、横 12.3+cm、厚き 2.7cm。焼成は良好。色調は明黄灰色~白灰色。

胎土は 4mm以下の白色粒子を少量含む。側端部はへラ切り。凹面は一定方向の器具をつかったナデ調

整。凹面挟端部には 2.5cmの帯状の幅で、へラ調整を施す。69は挟端部と側縁部の破片。縦 12.7+cm、

横 16.7+cm、厚さ 1.9cmo焼成はやや不良。色調は灰白色。胎土は 4mm以下の白色粒子を多く含む。

凹面挟端部には、 2cmの幅で帯状にへラ調整を行っている。側端部はへラ切りか。表面が風化してお

り調整は不明瞭。70は端部が 2方向確認できる破片。縦 13.2+cm、横 14.0+cm、厚さ 1.9cm。焼成

は不良。色調は淡赤灰色。胎土は 3mm以下の白色粒子を少量含む。側端部はヘラ切りか。表面の調整

は風化により不明。71は端部が 2方向確認できる破片。縦 17.5+cm、横 13.6+cm、厚さ 2.0cm。焼

成は不良。色調は黄灰色。胎土は 3mm以下の白色粒子を多少含む。側端部はへラ切り。凹面凸面の調

整は表面の風化により不明。 72は挟端部と側端部の破片。縦 21.1+cm、横 12.05+cm、厚さ 2.05cm。

焼成は良好。瓦質。色調は明黒青色~灰白色。胎土は 4mm以下の白色粒子を多く含む。側端部はへラ

切り。凹面挟端部にはl隔3cmで帯状にヘラ調整を施している。凹面凸面ともにナデ調整。73は挟端部

と側縁部の破片。縦 17.2+cm、横 11.9+cm、厚さ 2.15cm。焼成はやや不良。色調は灰白色。胎土は

3mm以下の白色粒子を多く含む。凹面挟端部には、 2.5cmの|隔で帯状にへラナデを行っている。側端

部はへラ切りか。表面が風化しており調整は不明瞭。74は挟端部と側端部の破片。縦 22.5+cm、横

13.55+ cm、厚さ 2.2cm。焼成はやや不良。色調は黄灰色。胎土は 5mm以下の白色粒子を大量に含む。

側端部はへラ切り。凹面挟端部には 2.5cmほどの帯状にへラ調整を行う。凹面凸面ともに表面はナデ

調整。75は挟端面近くの破片。縦 14.7+cm、横 9.4+cm、厚さ 2.05cm。焼成はやや不良。色調は黄

灰色。胎土は 3mm以下の白色粒子を少量含む。摩耗のため表面の調整は不明瞭だが、ナデ調整か。挟

端面凹面には、幅 2cmほどの帯状に端部に向かつてへラ調整を行っている。側縁部は三角状に 2方向

からへラにより調整されている。

210SX035淡茶褐色土出土遺物 (Fig.85)

瓦類

平瓦 (76、77) 76は端部が 2方向確認できる破片。縦 9.2+cm、横 8.4+cm、厚さ 1.9cm。焼成

はやや不良。色調は明赤黄色。胎土は 0.1~ 0.7mm程度の白色粒子を多量に含む。白色の雲母片を少

量含む。摩耗のため調整は不明。側縁部はへラ切りで切り 落とされているが、垂直ではなくゆるい三角

状に仕上げている。77はほぼ完形。縦 35.8+cm、横 24.8+cm、厚さ 2.3cm。焼成は良好。やや還元

炎焼成。 胎土は 3~ 5mm程度の白色粒子を多量に含む。色調は淡黄灰色。凹面凸面ともに一定方向の

ナデ調整を施されている。凸面の一部にナデ調整がされてない箇所の観察では、器具をつかったナデが

縦方向に施されている。挟端面凹面には幅 1.6~ 2.9cmほどの範囲を、挟端面端部に向かつて斜めに

帯状にへラ調整を行っている。側縁部は垂直に切り 落とされている。側縁調整はへラ削り調整。
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210SX035淡茶色土出土遺物 (Fig.86)

石製品

五輪塔 (78) 水輸の破片。 高さ 19.1cm、復元最大径 24.0cm、復元差し込み口径は、上方 13.8cm 

下方 11.7cmを測る。阿蘇凝灰岩製。

滑石製石鍋 (79・80) 79は口縁部の破片。器高 4.7+cm。内面は丁寧な削 り調整で滑らか、 外面

はやや荒い削り調整。色調はやや赤色が混じる明灰色。転用材か。80は体部の破片。

不明製品 (81)肩平な石。縦 4.4cm、横 3.8cm、厚さ 1.6cm。白い長石で表面が研磨されたかの

ように平滑である。

210SX044出土遺物 (Fig.86)

国産陶器

椀 (82)器高は 2.5+cm、復元高台径 6.2cm。高台外面に墨書がある。

210SX055出土遺物 (Fig.87~ 91、Tab.5-1~ 6) 

金属製品

銅銭(1 ~ 100) それぞれの詳細なデータは、別表にそれぞれまとめている。たとえば、通貨の種

類については、 Tab田4-1に 300枚の内訳を記載している。Tab.4-2では手前から (南から北へ)A列、

B列、 C列とわけで、それぞれの銭の種類と東方向からみた銭の裏表についてまと めている。Fig.87

~ 91には銭の裏表の拓本を載せている。Tab.5-1では個々の銭についての測定値を表にしている。

さて、この銭が出土した穴の検出状況から考えると、この3絹以外に絹銭が存在した可能性は否定で

きない。ただ、周辺からも全く銭は出土しておらず、現場の廃土からも銭が見つかつてないことから、

ここでは300枚の銅銭が3絹の状態で、出土したと理解している。他の出土例との比較 (1)によっていろ

んなことが判ってくると考えるが、現時点では判っている点について以下に箇条書きで記す。

注

特徴

・銭 100枚を lつの単位として絹をつくっている。これにより丁百法が採用されていることがわかる 0

・絹銭は東西方向にそろえて据えであり、 位置は乱れていない。

・絹銭の 1つの単位内の銭についてのデータとしては、 Tab.4-1~ 3にまとめているが、この表を

元に分析すると、絹銭内で特定の銭を揃えたり、銭の裏表を揃えたりしている状態は確認できない0

・300枚の内、 l枚しかでていないが、最新銭は景定元費 (初鋳 1260年)である。

. Tab4-1の分析によれば、銭種の割合で 10%を超えて他の銭に対して、優位と判断されるものは、

開元通賀、 J開寧元費、元豊通賓があげられる。

jJJ471112;2222ぷは大宰府条坊跡第 83次抽出土例がある。I-H典は 「条妨 83次備蓄銭一覧Jr遺跡だよ り』第 28号
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Tab.4-1 第 210次調査 SX055出土銭貨分類表 Tab.4-2 第 210次調査 SX055出土銭貨分 類表 (銭の表裏は*から兄た際のものである)

束力事ら A 種類A 字体 B 積如、 B 'F体 C 種類C 字体

No. 銭貨名 国名 初鋳年 枚数 出土割合 No. 銭貨名 国名 初鋳年 枚数 出土割合
!i! 天料通貨 m 開冗迎賓 表 冗主主迎賓 1"1 

2 E話 政相1迎賓 分栴 表 7C符迎賓 室長 衷 冗符通貨 f'r 
かいげんつうほ賀う じへいっうほう
開元通 1斉 621 31 10.33% 19 i合平通費 北米 1064 0.33% 

3 袈 設徳元1'f D 袈 Jじ~通貨 f-i 戸 -&. 7C也通貨 f 白丁

4 衷 虫宋i虚1'f 3車 3見 × 3豆 天塑冗i'I 工i
5 衷 l聴$冗費 室主 E延 冗型通貨 fj F災 大観通貨

6 衷 !開寧冗費 ヨ産 衷 嘉結通貨 2表 主主 聖宋Je資 主義
そ宋うつうげん11ぅ きねいげんI!う

2 通元賓 北宋 960 0.33% 20 !聴寧元資 北米 1068 35 11.67% 
7 衷 天型yじl't 家;1j 表 祥符冗費 真 哀 ム!開寧冗貸 真

8 衷 天型冗1'f 点在 J量 天融通貨 真 表 J膜寧ノじ資 真

9 哀 院j冗通貨 背 F月 衷 l聴寧冗費 .TI m 冗笠通貨 雪量

たいへいっうほう . げん11うつうほう 10 Z昆 祥符J己資 n 表 冗笠通貨 行 表 !開箪]I;1'f .TI 
3 太平通費 北宋 976 3 1.00% 21 元豊迎賓 北宋 1078 46 15.33% 11 m 政羽l通貨 ~ 表 皇宋通貨 ょ:1 表 冗祐通貨 ~ 

12 E註 政干1J通貨 雪急 表 至近冗1'f fI 占主 天型7ei聖 ヨE

淳じゅんかげんiErTぅ げ元んゅ祐うつ通うほ貨う
4 化元 北宋 990 2 0.67% 22 北宋 1086 21 7.00% 

13 E昆 天塑冗1'f 3表 表 聖宋花賞 rr 一日 』主 フじ盟通貨 fr 
14 表 冗符通貨 雪革 表 院i橋通費「ーJ 表 治斗Z元貸 ~ 
15 炎 口口冗費 × 話i J照寧冗費 真 -&. Je笠通貨 主在
16 表 7c笠通貨 行 表 冗桁迎賓 雪草 衷 冗盟通費 fJ → 

至しど道うげ元んぼ資う 紹しょう聖せいげん11っ
5 北宋 995 5 1.67% 23 元資 北宋 1094 8 2.67% 

17 袈 !興寧7e1'f ム雪量 表 開冗通1'f 袈 jじ笠通貨 室長ム

18 4ぇ IJ~I7ë迎賓 基i 日~l冗通貨 E話 皇宋迎賓 室長
19 袈 冗盟通貨(?刃銭) 1丁- 表 塑宋フE貸 ~ 袈 tZ桁冗費 ょ~

6 
か戚ん平ぺい元げんl資fう

北宋 998 6 2.00% 24 
元げん符ふつ通うほ費う

北宋 1098 9 3.00% 
20 裏 1字化7じ質 .TI 衷 祥符jel!f 表 1じ符通貨 i丁-
21 表 !開寧苅貸 兵 表 宣布l通貨 3産 主主 !照寧冗費 3京
22 表 京祐Jじ貸 どL 表 開冗通貨 11' 表 聖宋元貸 室長

23 衷 l興寧元資 主主 衷 冗祐通貨 f1' → 表 景徳冗費 真

景けい徳と〈、元げんl資rっ せいそ宋うげん11ぅ
7 北宋 1004 7 2.33% 25 聖元資 北宋 1101 13 4.33% 

24 Jミ 嘉祐通貨 室長 lA 皇宋通貨 3ま 表 JC笠通貨 行

25 表 皇宋迎賓 真 草i 祥符通1'f 真 哀 冗皇星通貨 行

26 表 冗盟通l.'1 h 衷 太平迎賓 袈 太平迎賓

祥しょ符うふげ元んi資rぅ だいかんつうほう
8 北宋 1009 4 l.33% 26 大観通費 北宋 1107 3 1.00% 

27 R 治半7cl望 主主 袈 奴材i冗貧 真 衷 成平元資 n 
28 表 II1!:寧]I;'t't 事E 主主 冗盟通貨 行 N 冗祐通貨 行

29 表 元型通貨 3在 褒 鮒型冗費 褒 開冗通貨

30 裏 口口冗1'f 裏 開冗通貨 衷 歪道冗貸 行
しょうふつうほう せいわっうほう

9 祥符通費 北宋 1009 8 2.67% 27 政和通費 ~t宋 1111 13 4.33% 
31 表 開冗通貨 衷 政和通貨 量E 裏 政和通貨 分析

32 裏 祥符通貨 主:1 ョ長 皇*通費 正4 表 政和1通費 分+皆
33 表 口口通貨 表 元笠通貨 宣車 裂 紹型冗費 行

て天ん稽きつ通うほ費う せんわっうほ蜜う
10 北宋 1017 4 1.33% 28 宣利通 北宋 1119 0.33% 

34 衷 治平迎賓 室主 裂 71:祐通't't f1' 衷 ノじ~通貨 3正
35 m J興寧元't't '$. 表 天型冗't't 行 表 皇:;fC通貨 3ま
36 表 絹型Jじ貨 fJ 義 天絡通貨 3耳 冗盟通貨 f1' 

てんせいげん11う 淳じゅんきげんぼう
11 天聖元資 北宋 1023 14 4.67% 29 J照元賓 南宋 1174 4 1.33% 

37 m 紹塑冗l'i 3華 裏 ムl興寧冗費 雪表 表 祥符元資 兵

38 裏 開冗迎賓 表 元術通費 行 裏 政相l通貨 家

39 主主 嘉泰通貨背文 r':::'J 裂 J聴寧冗主主 真 裂 冗段通貨 雪忌

40 表 冗鐙通貨 裏 冗符通貨 行 哀 至利l冗費 室長

12 
吋景い祐ゆうげ元んlErTぅ

北宋 1034 5 l.67% 30 
か嘉た泰いつ通うほ貨う

南宋 1201 0.33% 
41 表 !照寧J己資 n 衷 耳目筒通貨 署長 主主 総i塑Jl二岱 3車
42 m 院l冗迎1当 』主 l隈寧冗貸 11 衷 政利通貨 3在
43 iA 冗笠通貨 11' 主主 開元通貨 耳i 開冗通貨

13 
こ皇うそ宋うつ通うほ費う

北宋 1038 29 9.67% 31 
か開い稽きつ通うほ費う

南宋 1205 2 0.67% 

44 表 祥符7c貸 .TI 衷 f，t;祐通貨 量産 m 照司ff:nJ聖 真

45 表 7c祐通貨 ~ 表 皇宋通貨 家 裏 !照準元資 真

46 Z話 冗笠通貨 家 E見 *'通冗費 話』 冗符通貨 行

47 衷 最彼;冗質 五1 表 ム元符通貨 衷 冗主主通貨 雪量

しわげん元ぽ資う か嘉て定いつ通うほ費う
14 至和 北宋 1054 0.33% 32 南宋 1208 2 0.67% 

48 -&. 冗蛍迎賓 行 衷 成平元資 .TI 喪 JC符通貨 行

49 表 冗笠通貨 11' 表 皇宋通貨 主主 E草 天塑元資 室E
50 表 IJH冗通貨 11方上 rJlJ i，U 冗些迎賓 行 』主 f持lr巳通貨

しわっ通うほ費う 紹しよう定てい通つフ費ほう
15 至和 北宋 1054 0.33% 33 南宋 1228 0.33% 

51 』長 j開寧y己資 n 主主 !聴寧フじ資ム 3京 2退 冗盟通貨 rr 
52 衷 M桁冗貸 真 表 至道冗貸 11' 義 !苅7c通貨

53 喜主 阜宋通貨 n 裳 JC也通貨 行 裏 嘉定通貨 背文 「二J
54 表 淳!喫冗費 「背月見J真 主主 7c祐通費 ヨ長 裏 元祐通費 f ャ丁

か嘉ゅ祐うげ元んぼ費う けいていげんぽ資う
16 北宋 1056 3 1.00% 34 策定元 南宋 1260 0.33% 

55 裏 !開$]I;1't ム家 衷 祥符冗費 3耳 紹耳目7c費 室長 背文上

56 ~ 7ê~通費 ?刀銭 -&. 当E宋冗費 行 袈 院I冗迎賓

57 表 型宋通貨 fj 主主 冗祐通貨 1i E主 1m聴冗資 真 f'T?文

17 
か嘉ゅ祐うつ迎うほ賓う

北宋 1056 6 2.00% 35 判読不能 7 2.33% 
58 衷 IJH:iじ通貨 背上FI 友 天硲迎賓 真 衣 JC盟迎賓 き車

59 表 壁宋冗't't 2匠 m !隈寧冗貸 fι-了 袈 元箱通貨 行

60 表 冗笠通貨 11' 表 天聖冗箆 真 表 成平元資 真

61 表 県寧冗費 真 裏 皇宋通貨 量E 表 紹塑冗費 雪革
じへいげんぼう

18 治平元資 北宋 1064 2 0.67% 合計枚数 300 100.00% 62 表 開冗通貨 表 皇宋通貨 築ム 哀 天聖冗費 真

63 衷 豆i宋迎賓 n 衷 開冗通貨 表 皐宋迎賓 策

64 表 至逝7e:t空 平 m 五i宋迎賓 3長 裏 嘉祐迎賓 真

65 3話 IJHic迎賓 3話 l照箪冗費 11' E耳 フじ笠通貨 家
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Tab.4-3 第 210次調査 SX055出土銭貨分類表(銭の炎裂は束から見た際のものである)

66 衷 !照*5ertム 家 表 景徳冗費 真 主主 j事!興5et賢 11文 r:lLJ其

67 表 政和通貨 分宿 表 l烈箪元Z当 li 4え ム封筒冗資 3長
68 1，1! !開寧冗資 3長一 E詰 7C笠通貨 3正 表 冗盟通貨 jj 

@ 
69 』ま 政和通貨 分橋 ま主 祥符迎賓 ょ1 m 天型j己資 a 日7-1.0 87-1.b 87-2.0 87-2.b 87-3.0 87-3.b 87-4.0 87-4.b 87-5.0 日7-5.b

70 E耳 冗桁通貨 f つ J~ 草i 冗材l通貨 li m 祥符冗rt n 
71 E話 量M*冗費 ~ 夜 元盟通貨 ヨ在 N !興寧7c貸 3産
72 袈 冗鐙迎賓 3産 表 型宋冗費 ff 表 皇宋通貨 害民

73 Z昆 嘉祐通貨 署長 衷 開Jじ通貨 裂 皇宋通貨 呉

74 衷 大観迎賓 E主 開冗迎賓 m |刻冗通貨 背上月

75 草主 !興*冗費 3表 表 皇宋通貨 工工 衷 IJH5e通貨
76 裏 !興増7c費 A E昆 成平冗l'I t.1 表 !;<桁冗貧 ょZ
77 裏 天司E冗貸 衷 IJHn通貨 衷 l~宋通貨 五E

78 E皇 開冗通貨 表 至近冗費 a 袈 ヌじ桁迎賓 1産
79 裏 至和通貨 工1 表 祥符迎賓 夜 紹定通貨 背月文「四j

80 衷 至迫j1;j望 A 裏 大観通貨 炎 フE盟通貨 主E
81 裏 × 表 景祐冗l'I 家ム 衷 息宋通貨 l! 
82 m 天型元費 真 衷 開冗通貨 表 !聴寧冗費 工L

題強
87-6.0 87-6.b 87-7.0 87-7.b 87-8.0 87-8.b 87-9.0 87-9.b 87-10.0 87-10.b 

種参 母 G 窃 建設
87-11.0 87-11.b 87-12.0 87-12.b 87-13.0 87-13.b 87-14.0 日7-14.b 87-15.0 87-15.b 

感 命
83 表 t事化冗費 行 表 冗祐迎賓 ~ 』え 政相通貨 分借 87-16.0 87-16.b 87-17.0 87-17.b 87-18.0 87-18.b 日7-19.0 日7-19.b 日7-20.0 87-20.b 

84 袈 皇宋通貨 n 表 照箪冗1'I 主1 表 天司自冗費 ~ 
85 裂 嘉定迎賓 背つつ 主主 7C鑓通貨 1ιfi 表 祥符元1'I a 
86 E耳 翌宋冗費 li 表 皇宋通貨 ~ 主主 I事!照冗費

87 表 冗祐通貨 量産 裳 皇宋通貨 真 表 型宋JC貸 当証 愈 ⑬ 童夢 健診
88 表 照寧冗費ム 家 表 xx冗貸 表 景徳元費 工L 日7-21.0 日7-21.b 日7-22.0 87-22.b 87-23.0 自7-23.b 87-24.0 87-24.b 87-25.0 87-25.b 

89 E主 天塑冗費 真 表 ム冗祐通費 量産 表 皇米通貨 五E
90 表 景徳元貿 真 褒 聖宋)1:貸 行 表 開J1:通貨

91 m 阜宋迎賓 ~ 裂 冗笠通貨 行 表 冗~通貨 fj 

92 表 1m稽通貨 背冗 表 開冗通貨 裂 冗段通貨 行
毎号 争 館

93 表 皇宋通貨 其 袈 冗~迎賓 1i E草 冗桁通貨 h 
94 衷 政和通貨 分格 表 塑宋冗1空 行 表 f;l定ノ己資 背二

95 基i 紹型冗費 li 表 冗蛍通貨 li 表 成平元資 n 
96 衷 冗盟通貨 ~ 表 j興寧元資 行 表 :I;!徳、JCl苦 真

97 表 皇宋通費 真 表 太平通貨 表 冗祐通貨 主主

98 表 皇宋通貨 3長 夜 冗祐通貨 ヨ表 m 戚平元資 n 
99 m 政和通貨 分機 表 皇宋迎賓 量定 表 冗Ui通貨 1丁-

100 表 1m冗迎賓 衷 祥符通貨 4提 元符迎賓ム 3長

87-26.0 87-26.b 87-27.0 87-27.b 87-28.0 87-28.b 87-29.0 87-29.b 87-30.0 87-30.b 

電車 愈 愈
自7-31.0 日7-31.b 87-32.0 日7-32.b 87-33.0 87-33.b 87-34.0 87-34.b 87-35.0 87-35.b 。 命 母語 昏 命
自7-36.0 87-36.b 87-37.0 87-37.b 87-38.0 日7-38.b 日7-39.0 87-39.b 87-40.0 87-40.b 。 母島 。 。 母語
87-41.0 87-41.b 87-42.0 87-42.b 87-43.0 87-43.b 87-44.0 87-44.b 87-45.0 87-45.b 

窃 母窃 命 起訴 。
日7-46.0 87-46.b 87-47.0 日7-47.b 87-48.0 87-4自b 87-49.0 自7-49.b 87-50.0 87-50.b 。 。 φ を3《Eゆ

相、 ，，~，-;:;，

87-51.0 87-51.b 87-52.0 87-52.b 87-53.0 87-53.b 87-54.0 87-54.b 87-55.0 87-55.b 

⑬ 。 母奇襲 。
87-56.0 87-56.b 日7-57.0 87-57.b 87-58.0 87-58.b 87-59.0 87-59.b 87-60.0 87-60.b 

運勢 ⑨ 岱 護霊
87-61.0 87-61.b 87-62.0 87-62.b 87-63.0 87-63.b 87-64.0 日7-64.b 87-65.0 日7-65.b

ゆ @ 
87-66.0 87-66.b 87-67.0 目下67.b 87-68.0 87-68.b 87-69.0 87-69.b 87-70.0 87-70.b 

Fig.87 第 210次調査 SX055出土造物実測図その 1(1/2) 
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憲議 。 患議 伝説 @ @ @ 
89-141.3 89-141.b 89-142.3 88-71.3 88-71.b 88-72.3 88-72.b 88-73.3 88宇73.b 88-74.3 88-74.b 88-75.3 88-75.b 

日9-145.b

運勢 健診 選議 母 @ @ @ @ 
89-146.3 89-146.b 89-147.3 89-147.b 89-148.3 89-148.b 89-149.b 

日日ー76.3 88-76.b 88-77.3 88-77.b 88-78.3 88-78.b 88-79.3 88-79.b 88-80.3 88-80.b 89-149.3 89-150.3 89-150.b 

窃 命 母 @ @ ⑬ @ @ 
89-151.3 89-151.b 89-152.3 89-152.b 89-153.3 89・153.b 89-154.3 88-81.3 88-81.b 88-82.3 自8-82.b 88-83.3 88-83.b 88-84.3 88-84.b 88-85.3 88-85.b 89-154.b 89-155.3 

母 命 命 。 @ 。 @ @ ⑬ 
89-156.3 89-156.b 89-157.3 89-157b 89-158.3 89-158.b 89-160.b 

88-86.3 88-86.b 88-873 88-87b 88-88.3 88-88.b 88-89.3 88-89.b 88-90.3 88-90.b 89-159.3 89-159.b 89-160.3 

@ 建議 窃 ⑬ 窃 @ 。 @ @ 
89-161.3 89-161.b 89-162.3 89-162.b 89-163.3 89-163.b 89-164.3 89-164.b 89-165.3 89-165.b 

88-91.3 88-91.b 88-92.3 88-92.b 88-93.3 88-93.b 88-94.3 88-94.b 88-95.3 88-95.b 

o 。 @ ⑬ @ ⑪ G 。
89-166.3 89-166.b 89-167.3 89-167.b 89-168.3 89-168.b 89-169.3 89-169.b 89-170.3 89-170.b 88-96.3 88-96.b 88-97.3 88-97.b 自白-98.3 88-9白b 88-99.3 88-99.b 88-100.3 88-100.b 。 。 @ 題診 。

告製 窃 @ 
89-171.3 89-171.b 89-172.3 89-172.b 89-173.3 89-173.b 

89-174.3 89-174.b 89-175.3 89-175.b 

@ 告9 @ 連接 番勤88-101.3 88-101.b 88-102.3 88-102.b 自自ー103.3 88-103.b 88-104.3 88-104.b 88-105.3 88-105.b 

愈 @ 命 。 89-176.3 89-176.b 89-177.3 89-177.b 89-178.3 89-178.b 89-179.3 89-179.b 89-180.3 89-180.b 。 運診 ~ ⑬ @ 88-106.3 88-106.b 88-107.3 88-107.b 88-108.3 88-108.b 88-109.3 88-109.b 88-110.3 88-110.b 。 @ ⑪ 。 @ 
89-181.3 89-182.3 89-182.b 89-183.b 89-183.3 89-184.3 89-184.b 89-185.3 89-185.b 

~ @ 。 @ @ 88-111.3 88-111.b 88-112.3 88-112.b 88-113.3 88-113.b 88-114.3 88-114.b 88-115.3 88-115.b 

@ 母語 ⑮ @ ⑬ 
89-186.3 89-186.b 89-187.3 89-187.b 89-188.3 89-188.b 89-189.3 89-189.b 89-190.3 

題診 建議 経診 @ G 88-116.3 88-116.b 88-117.3 88-117.b 88-118.3 88-118.b 88-119.3 88-119.b 88-120.3 88-120.b 

⑮ @ @ 。 ⑮ 
89-191.3 89-191.b 89-192.3 89-192.b 89-193.3 89-193.b 89-194.3 89-194.b 89-195.3 89-195.b 。 命88-121.3 88-122.3 自8-122.b 88-123.3 88-123.b 88-124.3 88-124.b 88-125.3 88-125.b 

@ 命 @ @ @ 
89-196.3 89-196.b 

89-197.3 89-197.b 89-198.3 89-198.b 
89-199.3 自9-199.b 89-200.3 89-200.b 

88-126.3 88-126.b 88-127.3 88-127.b 88-128.3 88-128.b 88-129.3 88-129.b 日目 130.3 88-130.b 。 @ @ ⑮ @ 。 。窃 @ 8 @ 点P、~空設主器
88-131.3 88-131.b 88-133.b 88-134.3 89・201.3 89-201.b 89-202.3 89-202.b 89-203.3 89-203.b 89-204.3 89-204.b 89-205.3 

88-132.3 88-132.b 88-133.3 88-134.b 88-135.3 88-135.b 89-205.b 

⑪ φ 。 G @ @ 運島 母 ⑫ 。 @ @ 
88-136.3 88-136.b 88-137.3 88-137.b 88-138.3 88-138.b 8白-139.3 88-139.b 88-140.3 88-140.b 89-206.3 89-206.b 89-207.3 自9-207.b 89-208.3 89-208.b 89-209.3 89-209.b 自9-210.3 89-210.b 

Fig.88 第 210次調査 SX055出土遺物実測図その 2(1/2) Fig.89 第 210次調査 SX055出土遺物実測図その 3(1/2) 

一 170- -171-



電話 命 。 ⑬ @ 
90-211.a 90・211.b 90-212.a 90・212.b 90-213.a 90-213.b 90-214.a 90-214.b 90・215.b。 選議

91・286.b 91-287.a 91-287.b 91-288.b 91-289.a 91-289.b 91-290.b 

選議 ⑮ @ ⑬ 90-216.a 90-216.b 90-217.a 90-217.b 90-218.a 90・219.a 90・219.b 90-220.b 

選議 @ 母
91-291.b 91-292.a 91・292.b 91-293.b 91-294.a 91-294.b 91-295.b 。90-221.a 90-221.b 90-222.a 90-222.b 90-223.a 90-223.b 90-224.a 90・224.b 90-225.b 

命
91-296.a 91-296.b 91-297.a 91・297.b 91-298.a 91-298.b 91-299.a 91-299.b 91-300.a 91-300.b 

Fig.91 第 210次調査 SX055出土遺物実測図その 50/2) 

90-226.a 90-226.b 90-227.a 90-227.b 90-228.a 90-229.a 90-229.b 

毒事 @ 。
90-231.a 90-231.b 90-232.a 90-232.b 90-233.a 90-233.b 90・234.a 90-234.b 90-235.b 

短説 @ @ 
90・236.a 90-237.a 90-237.b 90-238.a 90-239.a 90-239.b 90-240.b 。 建3 穆 命
90-241.a 90-241.b 90-242.a 90-242.b 90・243.a 90-243.b 90-244.a 90-245.b 

錨 @ 魯 @ 
90-246.a 90-246.b 90-247.a 90-247.b 90-248.a 90-248.b 90-249.b 90-250.b 

窃 建議 連夢 争
90-251.a 90-251.b 90-252.a 90-252.b 90・253.a 90-253.b 90-254.a 90-254.b 90-255.b 

建器 建議 @ 
90-256.a 90-256.b 90-257.a 90-257.b 90-258.a 90-258.b 90-259.a 90-259.b 

G 。 命 。
90-261.a 90-261.b 90-262.a 90-262.b 90-263.a 90-263.b 90・264.a 90-264.b 

愈 @ @ @ 
90-266.a 90-266.b 90-267.a 90-267.b 90-268.a 90-268.b 90-269.a 90-270.b 

窃 曾
90・271.a 90-271.b 90-272.a 90-272.b 90-273.a 90-273.b 90-274.a 90-274.b 90-275.b 

宅設 程》 @ ⑬ 
90-276.a 90-276.b 90-277.a 90-278.a 90-278.b 90-279.a 90-279.b 

母 宅通 。
90-281.a 90-281.b 90-282.a 90-282.b 90-283.a 90-283.b 90-284.a 90-284.b 90-285.a 90-285.b 

Fig.90 第 210次調査 SX055出土造物実測図その 40/2) 
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Tab.5-1 第 210次調査 SX055出土銭貨計測値
Tab.5-2 第 210次調査 SX055出土銭貨計測値

)11] [条 210 SX-551 55 23.42 23.31 19.40 19.62 1. 17~ 1.60 3.4 055 56 21.55 21.35 18.89 18.63 l.00 ~ l.35 2.5 056 57 23.72 23.86 18.20 18.67 0.98 ~ l.37 3.3 表 057 58 24.96 24.97 20.99 20.64 l.20 ~ l.49 3.4 058 59 24.96 24.64 18.38 18.20 1.11 ~ l.34 3.9 表 059 60 24.34 24.58 19.32 19.34 1.18 ~ 1.48 3.5 表 060 61 24.64 24.62 19.23 19.13 1.04 ~ 1.35 3.3 表 061 62 23.23 23.32 19.65 19.37 1.10 ~ l.40 3.0 表 062 63 24.53 24.46 17.39 18.01 0.99 ~ 1.20 3.1 063 64 24.91 24.94 18.25 18.48 0.90 ~ 1.34 3.2 表 064 65 22.94 23.17 18.83 19.10 1.12 ~ 1.74 3.4 065 66 24.24 24.50 20.60 20.61 1.25 ~ 1.50 3.8 066 67 24.57 24.49 20.91 20.93 0.91 ~ 1.50 3.5 表 067 68 24.08 22.47+α 19.63 19.64 0.96 ~ l.08 2.5 068 69 24.41 24.49 20.33 20.94 1.00 ~ l.41 3.7 表 069 70 24.09 24.13 18.97 19.01 l.01 ~ l.55 3.2 070 71 23.92 24.17 19.23 19.07 1.23 ~ 1.70 4.1 071 72 24.44 24.53 20.54 19.79 l.22 ~ l.52 3.7 072 73 25.21 25.06 19.30 19.22 1.15 ~ l.31 3.7 073 74 24.30 24.21 20.92 21.51 1.12 ~ 1.50 3.3 074 75 24.81 24.99 19.94 20.61 0.95 ~ 1.22 3.0 075 76 24.18 23.91 20.75 20.74 l.34 ~ 1.52 3.8 076 77 24.76 24.48 20.39 20.02 1.27 ~ l.57 3.9 077 78 24.15 24.45 18.91 18.40 1.15 ~ l.51 3.8 078 79 24.77 24.86 18.64 18.64 l.06 ~ l.23 3.3 079 80 24.69 24.62 18.34 18.72 1.28 ~ 1.44 3.9 080 81 24.81 24.58 19.85 19.85 1.22 ~ 1.72 3.9 081 82 24.10 24.47 18.97 19.00 1.11 ~ l.45 3.3 082 83 24.20 24.38 18.32 18.21 1.32 ~ 1.90 3.9 表 083 84 25.24 (2l.55) 19.36 1.17 ~ l.67 3.6 084 85 24.01 24.10 20.63 20.32 1.18 ~ 1.45 3.4 085 86 23.57 23.42 18.38 18.07 1.26 ~ 1.35 3.6 086 87 24.22 24.49 20.56 20.37 1.01 ~ 1.16 2.8 表 087 88 24.52 23.77 20.53 20.l0 1.26 ~ 1.42 3.8 表 088 89 25.10 25.06 21.14 20.93 1.04 ~ 1.43 3.1 089 90 23.68 23.96 19.08 18.47 1.1 1 ~ 1.31 3.6 表 090 91 24.76 24.57 19.76 19.85 1.06 ~ 1.38 3.4 091 92 24.68 24.23 20.99 20.59 1.00 ~ 1.28 3.3 表 092 93 24.94 24.96 18.77 19.37 1.06 ~ 1.55 3.9 表 093 94 24.75 24.52 20.74 21.02 0.98 ~ 1.29 3.1 094 95 24.50 24.74 18.17 18.55 1.04 ~ 1.28 3.6 095 96 25.13 25.19 20.69 19.99 1.03 ~ 1.56 3.5 096 97 24.20 24.36 21.22 20.81 1.18 ~ 1.59 3.7 表 097 98 24.61 24.73 20.78 21.03 1.21 ~ 1.61 3.6 表 098 99 24.36 24.79 20.83 20.38 1.12 ~ 1.55 3.4 099 100 23.40 23.54 19.37 19.37 1.26 ~ 1.63 3.l 表 100 

番号 (A) 銭径 (mm) (8) (C) 内径 (mm) (0) 銭厚 (mm) hl円 (g) R番号

25.83 25.66 20.72 20.16 1.14 ~ 1.28 3.7 001 

2 24.48 24.84 21.10 21.01 1.12 ~ 1.43 3.9 002 

3 24.42 24.41 18.23 18.24 1.13 ~ 1.41 3.6 003 

4 24.88 24.84 19.73 19.27 1.05 ~ 1.22 3.6 004 

5 23.82 23.84 19.28 18.97 1.43 ~ 1.53 4.0 005 

6 24.89 24.77 20.59 19.81 1.08 ~ 1.25 2.9 006 

7 25.08 24.78 20.10 20.17 1.21 ~ 1.39 3.8 007 

8 24.66 24.69 17.90 17.73 1.05 ~ 1.15 3.3 008 

9 24.60 24.62 20.35 20.29 1.15 ~ 1.22 3.0 009 

10 25.02 24.93 18.20 17.51 0.96 ~ 1.08 3.0 010 

11 24.25 24.22 20.83 20.65 0.84 ~ 1.33 3.2 011 

12 24.08 22.53 19.74 18.18 1.05 ~ 1.43 2.8 012 

13 24.77 24.83 20.40 20.79 1. 1 3~ 1.33 3.6 013 

14 24.33 24.32 19.89 19.64 1.14 ~ 1.32 2.9 表 014 

15 23.56 23.56 19.58 19.71 1.26 ~ 1.38 3.4 表 015 

16 23.98 24.32 17.57 17.79 1.09 ~ 1.36 3.5 表 016 

17 24.61 24.38 21.08 21.69 1.18 ~ 1.50 3.5 017 

18 23.78 23.93 20.77 20.04 1.10 ~ 1.38 3.5 表 018 

19 21.84 22.04 17.66 18.29 1.27 ~ 1.40 2.9 019 

20 24.69 25.19 18.21 17.82 0.95 ~ 1.30 2.9 020 

21 24.68 24.61 20.46 20.80 1.21 ~ 1.43 3.8 表 021 

22 24.90 24.76 20.99 21.10 1.27 ~ 1.77 3.8 表 022 

23 24.05 24.02 20.10 20.23 1.41 ~ 1.49 4.0 表 023 

24 25.20 25.19 19.64 19.64 1.06 ~ 1.24 3.3 表 024 

25 24.19 24.10 18.20 18.78 1.35 ~ 1.46 3.8 表 025 

26 24.65 24.62 18.45 19.85 1.25 ~ 1.43 4.l 026 

27 23.57 23.49 19.61 19.23 1.46 ~ 1.71 3.7 表 027 

28 24.53 24.25 20.55 21.01 1.07 ~ 1.43 3.5 表 028 

29 24.01 24.08 19.41 19.09 1.19 ~ 1.42 3.6 表 029 

30 23.28 23.60 19.30 17.91 1.12 ~ 1.48 3.4 030 

31 24.41 24.44 21.11 19.84 1.05 ~ 1.12 3.2 表 031 

32 24.58 24.57 19.28 18.58 1.19 ~ 1.35 3.4 032 

33 23.93 24.33 19.12 19.31 1.08 ~ 1.38 3.6 表 033 

34 24.52 24.39 19.85 19.50 0.95 ~ 1.28 3.0 034 

35 23.84 24.08 19.07 18.83 1. 1 2~ 1.39 3.2 035 

36 24.25 24.35 20.07 20.34 1.17 ~ 1.44 3.2 表 036 

37 24.64 24.48 18.55 18.53 1.40 ~ 1.58 4.3 037 

38 24.00 23.88 19.99 20.25 0.88 ~ 1.16 2.7 038 

39 24.69 24.50 20.08 19.96 1.02 ~ 1.32 3.1 039 

40 24.03 23.78 17.86 18.58 1.23 ~ 1.38 3.6 表 040 

41 23.98 24.16 20.06 19.75 1.27 ~ 1.74 3.7 主主 041 

42 24.43 25.15 20.14 20.63 1.17 ~ 1.43 3.5 042 

43 24.55 24.26 19.42 19.26 1.25 ~ 1.77 3.6 表 043 

44 23.23 22.66 19.27 18.64 1.37 ~ 1.60 3.8 表 044 

45 24.30 24.35 17.35 17.55 1. 10 ~ 1.38 3.7 表 045 

46 24.14 24.07 18.32 18.72 1.19 ~ 1.41 3.5 046 

47 25.02 24.81 21.16 21.47 1.27 ~ 1.40 3.8 047 

48 23.71 23.95 17.80 17.67 1.02 ~ 1.16 3.1 表 048 

49 24.22 24.17 17.36 18.10 1.02 ~ 1.32 3.0 表 049 

50 24.61 24.72 20.08 20.69 1.25 ~ 1.39 3.3 表 050 

51 24.07 23.99 20.33 20.35 1.08 ~ 1.38 3.2 表 051 

52 23.74 23.60 18.02 18.64 1.20 ~ 1.54 3.6 052 

53 24.93 24.51 19.41 19.40 1.00 ~ 1.35 3.5 053 

54 25.09 24.85 19.81 19.32 1.12 ~ 1.90 3.6 表 054 
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Tab.5-3 第 210次調査 SX055出土銭貨計測値
Tab.5-4 第 210次調査 SX055出土銭貨計測値

ylJ [条 210 SX-55J 

番号 (A) 銭径 (mm) (8) (C) 内径 (mm) (0) 銭厚 (mm) hl円(g) R番号

23.86 23.78 19.78 20.04 0.95 ~ 1.28 2.3 101 

2 24.02 24.25 18.57 18.73 1.13 ~ 1.72 3.2 表 102 

3 24.61 24.67 19.07 18.54 1.17 ~ 1.44 3.7 103 

4 24.72 24.74 20.04 20.33 1.04 ~ 1.29 3.1 104 

5 25.28 25.21 18.56 18.84 1.20 ~ 1.60 4.0 105 

6 25.22 25.23 19.56 19.30 1.09 ~ 1.45 3.0 106 

7 25.45 25.09 17.99 18.65 0.98 ~ 1.42 3.2 表 107 

8 25.65 25.71 20.08 19.88 1.19 ~ 1.59 4.0 表 108 

9 23.75 23.57 19.44 18.47 1.22 ~ 1.75 3.9 109 

10 23.95 23.83 18.91 18.64 1.20 ~ 1.84 3.4 表 110 

11 24.48 24.73 19.24 19.64 1.11 ~ 1.47 3.7 表 111 

12 24.93 24.89 17.00 17.01 1. 15~ 1.39 3.9 表 112 

13 24.49 24.72 19.22 19.22 0.98 ~ 1.29 3.1 表 113 

14 24.28 24.26 20.66 20.28 1.11 ~ 1.38 3.7 表 114 

15 24.21 24.23 21.00 20.14 1.23 ~ 1.47 3.9 115 

16 24.32 24.56 19.68 19.39 1.21 ~ 1.53 3.7 表 116 

17 24.85 25.04 20.69 20.20 1.09 ~ 1.50 3.6 表 117 

18 23.83 23.91 20.38 19.77 0.90 ~ 1.07 2.6 118 

19 24.77 25.06 19.15 19.16 0.96 ~ 1.31 3.3 表 119 

20 24.91 24.63 18.29 18.17 0.96 ~ 1.28 3.0 120 

21 24.29 24.29 20.22 20.38 1.02 ~ 1.59 3.4 表 121 

22 24.76 24.89 20.56 20.24 1.07 ~ 1.37 3.0 表 122 

23 24.46 24.68 20.58 20.00 1.21 ~ 1.51 3.8 123 

24 23.92 24.10 20.40 20.49 1.22 ~ 1.48 3.7 表 124 

25 25.33 25.34 19.26 19.32 1.14 ~ 1.79 4.1 125 

26 24.06 24.14 19.15 19.26 1.02 ~ 1.21 2.9 126 

27 25.43 25.14 20.20 19.69 1.07 ~ 1.34 3.2 127 

28 24.34 23.85 18.10 17.24 1.12 ~ 1.65 3.7 表 128 

29 24.09 24.08 18.66 18.63 1.29 ~ 1.60 4.1 129 

30 24.52 24.56 20.98 20.82 0.78 ~ 1.38 3.0 130 

31 25.31 25.13 20.67 20.56 1.32 ~ 1.82 4.9 131 

32 24.44 24.31 19.50 19.64 1.09 ~ 1.58 3.5 表 132 

33 24.77 24.88 19.73 19.62 0.93 ~ 1.40 3.4 133 

34 24.91 24.76 20.19 19.85 1.08 ~ 1.52 3.8 134 

35 25.19 25.15 20.99 21.12 1.06 ~ 1.62 3.6 表 135 

36 23.82 23.81 20.55 19.56 1.21 ~ 1.34 3.1 表 136 

37 23.77 23.55 18.50 19.00 1.28 ~ 1.64 3.9 137 

38 24.60 24.71 18.91 18.94 1.22 ~ 1.74 4.0 表 138 

39 24.10 23.73 20.08 20.87 1.18 ~ 1.31 3.5 139 

40 24.33 24.38 18.03 18.03 1. 1 5~ 1.30 3.5 140 

41 25.74 25.48 19.50 19.55 1.10 ~ 1.42 3.6 141 

42 24.31 24.44 18.54 18.35 1.15 ~ 1.40 3.8 表 142 

43 24.27 24.07 20.29 20.31 1.08 ~ 1.24 3.2 表 143 

44 25.35 25.32 19.87 19.63 1.04 ~ 1.55 3.5 144 

45 23.58 23.32 19.23 18.22 1.15 ~ 1.42 3.1 表 145 

l5s 24.86 24.69 18.49 18.41 0.98 ~ 1.35 2.9 155 56 23.99 24.04 18.03 18.28 1.09 ~ 1.41 3.1 表 156 57 24.52 24.64 20.54 19.88 1.]0 ~ 1.40 3.3 表 157 58 24.74 24.76 20.28 19.86 1.19 ~ 1.38 3.8 表 158 59 25.04 25.07 20.58 20.21 0.97 ~ 1.59 3.5 159 60 24.60 24.62 20.03 20.09 1.34 ~ 1.54 3.9 表 160 61 24.18 23.39 20.02 19.68 0.97 ~ 1.40 3.0 161 62 24.35 24.61 21.18 20.04 0.98 ~ 1.27 3.2 表 162 63 23.71 23.73 20.29 19.82 0.97 ~ 1.20 2.7 163 64 23.39 24.18 19.23 19.74 0.95 ~ 1.28 2.7 164 65 23.75 23.84 19.31 19.48 1.25 ~ 1.51 3.7 165 66 24.67 24.54 20.23 19.54 1.06 ~ 1.63 3.6 表 166 67 24.90 24.62 20.27 20.55 1.07 ~ 1.66 3.4 表 167 68 24.51 24.54 19.13 18.96 1.17 ~ 1.76 3.9 168 
69 24.98 24.39 19.13 19.05 1.09 ~ 1.42 3.4 表 169 70 24.47 24.40 19.89 19.04 1.27 ~ 1.48 4.0 170 71 25.08 25.07 18.34 19.14 1.15 ~ 1.57 3.9 171 72 23.94 24.44 20.31 20.17 1.14 ~ 1.45 3.4 表 172 
73 23.04 23.29 18.58 18.55 1.33 ~ 1.60 3.4 173 
74 24.40 24.16 20.11 19.86 1.00 ~ 1.29 3.0 174 75 24.93 24.65 20.77 20.29 1.19 ~ 1.33 3.7 表 175 76 24.59 24.52 18.90 18.72 0.99 ~ 1.47 3.0 176 77 23.61 23.54 19.83 19.86 1.08 ~ 1.15 3.0 177 
78 24.74 24.68 18.69 18.33 1.01 ~ 1.09 3.0 表 178 79 24.82 25.02 18.49 18.99 1.11 ~ 1.56 3.5 表 179 
80 24.68 24.44 21.58 21.59 1.31 ~ 1.90 4.1 180 81 24.95 25.15 19.63 19.40 1.04 ~ 1.21 3.1 表 181 
82 23.36 23.43 20.54 20.54 1.18 ~ 1.33 3.5 182 
83 23.87 23.89 18.78 19.26 1.23 ~ 1.59 3.5 表 183 84 23.45 23.30 19.09 18.21 1.17 ~ 1.51 3.3 表 184 
85 24.61 24.69 18.90 18.68 1.40 ~ 1.93 4.4 表 185 
86 23.51 23.56 18.79 18.36 1.15 ~ 1.63 3.4 表 186 
87 24.64 24.14 20.83 20.51 1.11 ~ 1.42 3.4 187 
88 23.51 23.82 18.31 18.41 1.18 ~ 1.48 3.7 表 188 
89 24.73 24.51 19.21 19.58 1.20 ~ 1.45 4.2 189 
90 24.64 24.86 18.24 19.35 1.32 ~ 1.48 3.6 190 91 24.82 24.92 19.65 20.22 1.12 ~ 1.33 3.5 表 191 
92 24.20 23.97 20.38 20.36 1.11 ~ 1.79 3.5 表 192 
93 24.76 24.55 18.60 19.33 1.08 ~ 1.30 3.6 193 
94 24.27 23.79 20.01 19.40 1 .47~ 1.63 4.6 表 194 
95 25.34 24.84 18.34 18.62 1.19 ~ 1.45 4.0 表 195 
96 24.58 24.67 21.38 20.74 1.18 ~ 1.48 3.9 表 196 
97 24.53 24.56 19.14 18.60 0.94~ 1.20 2.9 表 197 
98 24.53 24.54 17.81 18.88 0.94 ~ 1.11 2.7 198 
99 23.88 24.10 18.86 18.04 1.10 ~ 1.58 3.3 表 199 
100 25.63 25.33 18.11 18.24 1.19 ~ 1.40 4.0 200 

46 23.85 23.69 18.55 18.09 0.89 ~ 1.27 2.2 146 

47 24.76 24.80 20.45 20.06 1.33 ~ 1.79 3.9 表 147 

48 24.77 24.78 18.15 19.04 1.06 ~ 1.32 3.3 148 

49 24.39 24.33 19.34 19.29 0.90 ~ 1.24 2.7 表 149 

50 24.89 24.63 18.91 19.47 1. 1 9~ 1.47 3.7 150 

51 22.99 23.09 17.24 17.23 1.44 ~ 1.70 4.4 表 151 

52 24.84 24.66 16.87 16.63 1. 19~ 1.40 4.0 表 152 

53 24.98 24.78 19.19 19.36 1.06 ~ 1.43 3.5 153 

54 24.32 24.47 19.90 20.38 1.29 ~ 1.47 3.9 表 154 
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Tab.5-5 第 210次調査 SX055出土銭貨計測値 Tab.5-6 第 210次調査 SX055出土銭貨計測値

Cylj [条 210 SX-551 「一55 22.31 22.37 19.02 18.95 0.93 ~ 1.04 3.7 255 
56 25.04 24.97 19.50 19.71 1.20 ~ 1.34 2.3 256 57 24.64 24.85 20.25 20.51 1.07 ~ 1.27 3.6 257 
58 24.45 24.48 21.04 20.71 1.10 ~ 1.30 2.8 表 258 
59 24.93 25.04 21.20 20.32 1.10 ~ 1.88 3.2 259 
60 24.39 24.35 18.99 17.71 1.19 ~ 1.64 3.1 表 260 61 24.01 23.62 18.63 18.39 1.23 ~ 1.41 3.5 表 261 62 24.93 25.15 20.40 20.11 1.10 ~ 1.38 3.5 262 
63 24.73 24.69 20.68 20.70 1.18 ~ 1.42 4.1 4長 263 64 24.08 24.04 19.71 18.85 1.21 ~ 1.74 4.1 264 65 24.77 24.86 19.77 19.68 1.18 ~ 1.41 3.5 265 66 24.18 24.25 18.90 18.67 1.11 ~ 1.32 3.4 表 266 67 24.94 24.67 19.31 19.30 1.04 ~ 1.22 3.2 表 267 68 23.60 23.78 18.19 18.31 1.36 ~ 1.49 4.1 表 268 69 24.68 24.47 18.96 18.08 1.07 ~ 1.30 3.5 269 70 24.33 24.30 18.27 18.36 0.97 ~ 1.24 3.1 270 71 23.98 23.51 19.87 18.97 1.18 ~ 1.78 3.4 271 72 24.62 24.81 20.04 19.39 0.93 ~ 1.14 2.6 表 272 73 24.71 24.81 19.16 19.50 1.05 ~ 1.26 3.6 273 
74 24.94 24.52 20.36 21.05 1.09 ~ 1.32 3.3 274 75 24.05 23.85 20.77 20.70 0.94 ~ 1.22 2.8 275 76 24.65 24.85 20.74 20.47 1.07 ~ 1.28 3.3 表 276 
77 23.98 24.26 20.14 20.25 0.94 ~ 1.23 3.1 277 
78 24.45 24.66 18.22 17.62 1.14 ~ 1.29 3.5 278 
79 23.79 23.61 19.75 20.43 1.14 ~ 1.55 3.6 279 
80 23.51 23.46 18.67 18.39 1.25 ~ 1.38 3.8 3長 280 81 24.74 24.94 19.15 19.57 1.28 ~ 1.74 4.7 281 
82 24.32 24.12 20.41 20.56 0.96 ~ 1.27 3.1 表 282 
83 24.38 24.19 19.88 2039 1.03 ~ 1.35 3.2 表 283 84 24.65 24.62 20.68 2卜13 1.20 ~ 1.38 3.8 主主 284 
85 25.21 25.19 18.95 18.55 0.84 ~ 1.36 3.5 表 285 
86 24.43 24.60 18.09 17.83 1.22 ~ 1.49 3.8 表 286 
87 21.75 22.41 18.07 17.91 0.82 ~ 1.02 1.9 まえ 287 
88 22.66 22.21 18.51 17.95 1.04 ~ 1.28 2.6 表 288 
89 24.39 24.02 20.32 20.11 1.06 ~ 1.34 3.5 主主 289 
90 24.33 24.01 20.55 20.25 1.03 ~ 1.35 3.3 表 290 
91 24.80 24.56 19.10 19.30 1.15 ~ 1.52 2.9 主主 291 
92 24.53 24.32 19.35 19.35 1.22 ~ 1.60 4.1 292 
93 24.48 24.41 20.83 20.05 1.13 ~ 1.42 3.9 293 
94 24.30 24.46 20.41 20.44 1.11 ~ 1.42 3.6 表 294 
95 24.22 24.40 18.25 18.38 1. 1 7~ 1.82 3.5 表 295 
96 24.64 24.70 19.65 19.49 1.16 ~ 1.47 3.3 表 296 
97 24.18 24.30 18.21 19.07 1.24 ~ 1.40 3.9 ョ受 297 
98 25.11 25.21 18.27 20.14 1.04 ~ 1.15 3.0 298 
99 24.40 24.73 20.09 19.80 0.98 ~ 1.19 3.2 表 299 
100 24.45 24.39 19.90 20.06 1.12~ 1.41 3.2 表 :100 

f持号 (A) 銭径 (mm) (8) (C) 内径 (mm) (0) 銭厚 (mm) 量目 (g) R番号

24.63 25.10 20.01 19.51 1.18 ~ 1.33 3.2 表 201 

2 24.71 24.69 19.81 19.35 1.39 ~ 1.65 4.2 202 

3 24.96 25.01 21.70 20.86 0.96 ~ 1.42 3.4 表 203 

4 25.32 25.64 20.42 20.36 1.10 ~ 1.54 3.6 表 204 

5 24.46 24.42 21.51 21.51 0.94 ~ 1.71 3.4 205 

6 23.68 . 23.76 19.35 19.07 1.23 ~ 2.18 3.9 表 206 

7 24.53 24.59 19.82 19.44 1.47 ~ 2.66 3.9 207 

8 24.16 24.43 20.28 20.27 1.45 ~ 2.11 4.2 表 208 

9 23.77 23.72 18.20 18.65 1.32 ~ 1.84 3.8 209 

10 24.60 24.73 20.53 20.54 1.17 ~ 1.99 3.7 表 210 

11 24.57 24.55 20.68 20.54 1.21 ~ 1.71 3.6 表 211 

12 25.21 25.04 20.60 20.64 1.26 ~ 1.38 3.9 表 212 

13 24.61 24.39 18.89 19.39 1.14 ~ 1.67 3.5 表 213 

14 24.23 24.34 19.87 19.43 1.29 ~ 1.49 3.6 表 214 

15 24.19 24.04 18.50 18.21 1.33 ~ 1.47 3.7 表 215 

16 23.64 23.91 18.05 18.36 1.24 ~ 1.90 3.9 216 

17 23.86 24.17 19.81 18.74 1. 1 3~ 1.65 3.4 217 

18 24.68 24.78 16.94 16.99 1.00 ~ 1.21 3.4 218 

19 24.83 25.04 19.95 19.94 1.06 ~ 1.29 3.6 219 

20 23.70 24.02 18.46 18.46 1.45 ~ 卜59 4.3 220 

21 24.79 24.82 21.10 21.01 1.16 ~ 1.46 3.5 表 221 

22 24.16 24.17 19.38 19.56 1.34 ~ 1.68 4.3 表 222 

23 24.45 24.42 18.75 18.57 1.00 ~ 1.35 3.2 表 223 

24 25.13 24.93 18.89 19.66 1.22 ~ 1.60 4.0 表 224 

25 24.49 24.65 19.00 18.64 1.21 ~ 1.54 3.8 225 

26 24.23 24.29 18.80 18.79 1.10 ~ 1.31 3.3 226 

27 24.25 24.51 18.31 18.68 0.96 ~ 1.旧 2.8 227 

28 24.83 25.32 19.82 19.30 1. 11 ~ 1.64 3.6 228 

29 23.32 23.42 19.58 18.63 1.34 ~ 1.60 3.9 229 

30 24.47 25.14 16.44 17.27 1.01 ~ 1.40 3.3 230 

31 25.18 25.19 19.61 18.90 1.19 ~ 1.44 3.4 231 

32 24.45 24.56 19.75 20.14 1.24 ~ 1.65 3.4 表 232 

33 24.36 24.58 18.52 18.53 1.00 ~ 1.20 2.8 233 

34 24.06 23.90 19.12 19.13 1.26 ~ 1.74 3.7 234 

35 24.69 24.56 19.74 20.19 1.17 ~ 1.43 3.8 表 235 

36 24.10 23.96 18.74 18.33 1.10 ~ 1.34 3.2 236 

37 25.31 25.47 18.28 18.08 1.15 ~ 1.32 3.7 表 237 

38 24.44 24.51 20.96 21.08 1.07 ~ 1.42 3.7 238 

39 24.73 24.87 19.65 20.22 1.20 ~ 1.51 4.1 239 

40 24.06 24.04 19.84 19.20 1.64 ~ 1.93 3.8 240 

41 24.56 24.40 15.23 18.64 0.99 ~ 1.24 3.1 表 241 

42 24.43 24.48 20.67 20.98 1.14 ~ 1.68 4.2 242 

43 23.74 22.97 19.43 18.91 1.14 ~ 1.58 3.0 243 

44 24.30 24.32 19.43 20.03 1.31 ~ 1.75 4.1 244 

45 23.83 23.95 19.03 18.25 1.00 ~ 1.19 2.8 245 

46 24.95 25.04 18.85 19.99 1.25 ~ 1.45 3.7 246 

47 24.04 24.33 17.90 18.15 1.25 ~ 1.58 3.8 247 

48 24.51 24.63 18.63 19.38 1.21 ~ 1.38 3.6 248 

49 25.21 24.81 21.04 20.27 1.06 ~ 1.58 3.7 249 

50 24.79 24.81 20.71 20.41 1.19 ~ 1.66 3.3 表 250 

51 24.57 24.82 17.68 17.61 0.96 ~ 1.15 3.5 251 

52 24.18 24.19 19.43 19.34 1.11 ~ 1.19 3.1 表 252 

53 24.33 24.06 19.95 18.58 0.91 ~ 1.07 3.3 253 

54 24.42 24.35 18.99 18.94 1.19 ~ 1.42 3.2 254 
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2はかな り退化

210北地区卜レンチ b出土遺物 (Fig.92)

している。 3は蓋 3破片。天井部を回転へラ削り調整。

杯 c(4、5) 4は器高 2.0+cm、復元底径 9田8cm。高台はやや外側に向いて張っている。5は器高

3.7+cm、復元底径 10.8cm。高台は大きく 外側にむかつて張っている。

復元口径 12.2cm、器高 2.5cm、復元底径 9.0cmを測る。底部回転糸切 り。

口径 9.8cm、器高 5.5+cmを測る。調整は内外面、横ナデ。全体的に摩耗瓦激しい。器

土師器

坪a(6) 

小壷 (7)ヒ~3
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lの方が口縁部内部のかえりがしっかりしており、l、2は蓋 l破片。

須恵器
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形から古墳時代のものか。

瓦質土器

播鉢 (8) 口縁部破片。内面調整は刷毛目調整で、その後に描目を刻んでいる。外面には器壁調整

時の指頭圧痕が残り、ぞれの上から縦方向の刷毛目調整をする。口縁部付近は横方向の刷毛目調整となる。

210北地区卜レンチ e出土遺物 (Fig目92)

国産陶器

播鉢 (9) 底部破片。器高 4.0+cm。内面に播目が入る。器壁断面に焼成不良による生焼け部が認

められる。胎土の色調は淡灰色だが、その生焼け部は淡黄褐色を呈す。

鉢(10) 底部破片。器高 6.1+cm。内面は横ナデ。指頭圧痕が残る。外面は横ナデ。体部の下部は

へラ削り調整を施す。底面は不定方向のへラによるナデ調整。

210北地区トレンチ f出土遺物 (Fig.92)

土師器

杯 a(11) 復元口径 12.6cm、器高 3.1cm、復元底径 9.1cmを測る。底部切り離し技法は摩耗の

ため不明。

小皿 b (12) 復元口径 7.6cm、器高 1.9cm、復元底径 6.0cmを測る。底部切り離し技法は摩耗に

より不明。

中国陶器

壷(13) 底部破片。器高 4.7+cm、復元底径 12.8cmを測る。削り出し高台。

210北地区トレンチ g出土遺物 (Fig目92)

土師器

坪 a(14) 口縁部を欠く破片。器高 2.5+cm、復元底径 7.9cmを測る。風化のため調整は不明瞭。

小皿 b(15) 口縁部を欠く破片。器高 1.8+cm、復元底径 4.4cmを測る。底部切り離しは回転糸切り。

国産陶器

筆瓶(16) 復元口径 9.8cm、器高 15.1cm、底径 8.2cmを測る。頚部に耳が付く 。紬は乳白色の

不透明のものが施される。内面の器壁には粘土の絞り痕跡が確認できる。底部は回転糸切り 。

国産磁器

椀(17) 復元口径 11.5cm、器高 4.5cm、底径 4.1cmを測る。内外面を施柚して、内面の見込み

部を蛇の目状に粕剥ぎを施す。見込み部分には重ね焼き時の高台の跡が残る。

石製品

五輪塔(18) 水輸の破片。縦 9.1+cm、横 9.0+cm、厚さ 3.5cm。石材は阿蘇凝灰岩。

210北地区卜レンチ f.9出土遺物 (Fig.92)

石製品

五輪塔(19、20) 19は地輸の完形品。縦 23.2cm、横 23.15cm、厚さ 12.1cm。上面は火輸の受

けのため窪みをもっ。内面は底面から削られて空洞になっている。内面の削りは粗く削り痕跡が明瞭に

残っている。20は風水輸の完形品。縦 15.1cm、横 12.5cm。石材はすべて阿蘇凝灰岩である。

210北地区卜レンチf出土遺物 (Fig.92)

耳質土器

瓦灯 (21) 摘み部分と本体部分の2つに分かれて出土している。同一個体の破片と思われるが接合

はしない。摘み部分の器高2.6+cm。内面に粘土を捻ったねじり撒が観察できる。本体部は器高 7.8+cm、

最大径22.0cmを測る。胴部の鍔は貼り付け。内外面が黒色化している。本体部の上部には刻み目があり、
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ー部透かし用の処理がしてあり上部との接合部にあたり何らかの細工がしてあったと想定される。

210北地区トレンチf出土遺物 (Fig.93)

耳類

瓦経 (22) 瓦経の破片。 縦 6.7cm+、横 3.7cm+、厚み l目6cm。上端部以外は割れている。胎

土はやや密。0.2mm程度の白色粒子を含む。焼成はやや良好。色調は淡黄灰色。 細いへラによ り罫線

を引き、区画に収めるように経文をへラにより刻書している。横罫線は上部から 1.5cmの所に引 く。

縦罫線の幅は 1.6cm。表には、 「自我得{弗来Jとあり、左に文字は判読できないが、次の行の経文が刻

まれているのが確認できる。自我得{弗来は、如来寿量品第十六 91行目の前半である。裏には、 「爾時

世尊Jと刻まれている。これは、如来寿量品第十六 92行目の前半である。

軒丸瓦 (23) 左回りの三巴紋。胎士は白色鉱石を多く含む。焼成は不良。色調は明黄灰色。土師質。

軒平瓦 (24) 剣頭紋と巴紋の組み合わせ。三巴は右巻き。巴紋と巴紋の間に剣頭を2つ配置する。

210北地区道路拡張部出土遺物 (Fig.94)

土師器

坪 a(25) 復元口径 12.0cm、器高 2.6+ cm、復元底径 7.5cm。底部切り離しは回転糸切り 。

1/4程度の破片。XN期か。

小皿 b (26 ~ 28) 26は口径 6.3cm、器高 1.55cm、底径 4.9cmを測る。ほぽ完形。内外面の調

整は摩耗により 不明。XX期。27は復元口径 6.6cm、器高 1.5cm、復元底径 4.7cmを測る。底部切

り離し技法は回転イト切り。 XX期。28は復元口径 6.6cm、器高1.7cm、復元底径 5.0cmを測る。

XX期。

中国陶器

壷 (29) 底部破片。高台は削りだし。焼成はやや良好。壷 B類。

国産陶器

油壷 (30) 口縁部破片。 焼成はやや不良。 胎土の色調は明樫色。紬調は不透明な茶樫色を施す。

国産磁器

坪×皿 (31) 口縁部の破片。器高 2.3十 cm。口縁部は外反し、口縁端部が輪花状を呈す。

中国磁器

染付 (32) 器高 3.8cm+、底径 5.2cm。紬調は、やわらかく光沢があ り硬質。 半透明。内外面に

呉須を使って文様を描く 。大きめの貫入と、大きめの気泡が多くある。高台畳付部には、砂目があり 、

重ね焼きをしていたと考えられる。明染。

肥前系磁器

皿 (33)

210南地区卜レンチ a出土遺物 (Fig.93)

土師器

坪 a (34) 底部から体部の破片。器高 1.7cm+。復元底径は 7.5cm。底部切 り離し技法は、 回転

糸切り 。板状圧痕あり。

国産陶器

播鉢 (35) 口縁部の破片。器高 5.8cm+。 内面に刷り目 を施す。刷り目 は 7条。焼成は良好で、

硬く焼き締まっている。色調は内外面共に暗茶褐色。

210南地区卜レンチd出土遺物 (Fig.93)

国産陶器

-183-



皿 (36) 復元口径 12.4cm、器高 3.85cm、底径 4.0cm。見込み蛇ノ 目柚剥ぎ。高台は削りだし高

台で、紬は付け掛けか。ただ、内面の柚調は艶のある透明で光沢がある緑黄色を呈し、軸垂れ部は青み

がかかっている。外面は、灰色がかった緑色で紬は薄く 施している。

210茶色土出土遺物 (Fig.94)

土師器

小皿a1 (1、2) 1は復原口径7.1cm、器高1.45cm、復元底径4.0cm。色調は黄灰色。底部回転糸切

210茶色土
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Fig.94 第 210次調査トレンチ出土造物実測図その 3 (1/3、1/4、12は 1/6)

-184-

り。2は復元口径8.2cm、器高1.15cm、復元底径6.1cmo 色調は淡赤褐色。底部切り離しは、糸切

り。その後に板状圧痕。

須恵器

蓋 (3) 口縁部破片。端部形状が異質。蓋以外の可能性もある。

須恵質土器

担鉢 (4、5) 共に底部から体部の破片。 焼成は良好。還元炎焼成。色調は暗灰色。胎土は 2mm以

下の白色粒子を少量含む。1mm程度の黒色粒子を少量含む。内面は使用して摩滅しており、表面は滑

らかである。底部の切り離し後は未調整。

瓦類

軒平瓦 (7) 破片。軒平面には、偏向唐草文と珠文が確認できる。焼成は不良。色調は灰黄色~黒灰

色。胎土は4mm以下の白色粒子を少量含む。

丸瓦 (8) 玉縁部の破片。縦 21.0+cm、横 14.0cm、厚さ 2.3cm。焼成は良好。還元炎焼成。色調

は暗青色。表面は部分的に溶けて光っている。凹面は布目痕跡と吊 り縄痕跡が確認できる。凸面は縄目

叩きをナデ調整によって消している。側端部はへラ切り後に丁寧に調整している。凹面の側端部から玉

緑部にかけては 2cm前後の幅で、へラ削 り調整を施している。

210表土出土遺物 (Fig.95)

白磁

椀 (6) 口径 16.0cm、器高 5.35cm、底径 6.4cmo VUI-2類。底部高台内に薄く透明な紬が掛かる。

須恵器

杯身 (9) 口縁部破片。器高 2.6+ cm。焼成は良好。還元炎焼成。色調は淡灰色。

土製品

とりべ(10) 口縁部破片。器高 4.65+ cm。外面に溶解した付着物が吸着している。

石製品

石鍋 (11) 破片。縦 2.9cm、横 3.5cm、厚み 1.5cm、滑石製。

石塔 (12) 北地区で表採をした石塔の一部で方形を呈す。層塔のー材と考えている。高き 17.5cm

横幅 23.1cm、奥行き23.2cm(すべて残存値)を測る。石材は粘質土で軟質の砂岩。全体の 2/3ほ

どが残存。 現状の観察では、神 ・仏とみられる像が彫出されている面は 3面確認できる。残り l面も

像彫り出 しに伴う方形彫り窪みが確認できるため、側面のそれぞれ4面には元々、像が彫られていた

と考えられる。比較的残りが良い部位で観察をすると、像の彫出 しに伴う方形の窪みは、左右 6.5cm

上下2.5cmの空聞をとるように割り付けられている。方形窪みはやや歪んでおり、下部の横幅は 9.5cm

だが、上部の横幅は 10.2cmとやや上部が広い。彫り出しの深さは深い部位で 2.5cm、浅い部位は

0.03cm。像は坐像で、残りが良い面を例にとると、ゆったりと した僧衣のようなものを着用しており、

両手を合わせている姿である。これらの特徴からは神像と推定できる。この面の反対の面の坐像は、残っ

た所を観察すると、手は合わせておらず、右手と左手の位置はずれている。この彫り込まれている像の

特徴を、胸前で左手の人さし指を立てて拳を作り、その人さし指を右手の拳で包み込む智拳印と、 頭上

に宝冠を持つとみるならば、金剛界大日如来が考えられる。

また、左手と右手が智拳印にしては離れすぎているとみると、左手に何かを持ち、右手は削れてしまっ

ていると考えるこ とも可能である。すると、右手が施無畏印で左手に蓮華などを持っているようにも見

える。それらの属性からは観音菩薩と推定ができる。残存が悪い面も像のシルエツトから考えると、女日

来の可能性が高L、。以上のように、 層塔の 4面に彫られてこと から、如来四仏の可能性が高いと考え
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ていたが、薩摩川内市指定文化財である薩摩国分寺層塔など、 4面それぞれの尊格が統ーされていない

例もあるため、類例の調査など、今後の検討をしていくことが必要だろう。

(5) 小結

本調査は小弐氏と関係が深いと想定されている字 「御所の内J地区の後背地にあたるE陵の調査

であった。時代を追って土地利用の変遺を追ってみたい。まず、丘陵南端の頂部に、周溝を伴う墳

墓 210STOI0が構築された。ここは南側に遮蔽物がなく、眼下には当時栄えていた大宰府の町並

みが広がる見晴ら巴のよい場所であった。その点からも墓所として選定されたものと考えられる。

210STOI0の副葬品としては、、輸入陶磁器の白磁 H類碗、 青白磁の合子(紅皿か)、双鳥草文鏡、鎖、

万子などが出土しており、被葬者が女性であった可能性も推定できょう。時期は 12世紀代を考えて

いる。時をあまりおかず、 210SX012が同じ場所に構築されている。これも墓の可能性が高い。西側

の丘陵の突端部とその西側の平坦部にそれぞれ、 210ST030、040、050という墓が作られている。

ST040と050はそれぞれ木棺墓と考えられる。同じ墓でも ST030は4つ小区画が集ま ってできた石

組み集団墓という違いもみてとれる。おおよそ、それぞれの墓は 12世紀代を中心としている。

E陵の東西方向の頂部を横断するように、幅 4~5m、深さ 2m 程度の堀が 50m 以上に渡って掘ら

れている 。 埋没の時期は、出土した遺物や、埋納遺構 (210SX055) によれば、 13 世紀後半~ 14世

紀代と考えられよう。これは少弐氏が大宰府を中心に活躍していた時期とかさなり、字御所ノ内と近接

していることからも、少式氏に関係する防御的な機能をもっていた可能性を考えておきた~) 0 また、南

西部の 210SX035からは大量の中世瓦が出土しており、堀の北側、つまり正陵側に瓦葺きの施設があっ

た可能性が考えられる。この瓦を多くつかっていた建物は観世音寺の子院の可能性も考えられる。以後

は顕著な土地利用がされず、昭和 20年代に調査区北側は土取りされ大規模に地形が変化した。その後、

花関酒造が建設され現代に至った。

今回の対象範囲内の北側はトレンチ調査しかできなかったが、遺物に五輪塔や瓦経が出土しているこ

とからも、北側の丘陵に平安後期~鎌倉・室町期の遺跡が広がっていることが推定される。

以上、 12 世紀代の墓としての利用と、 13 世紀後半~ 14世紀代の堀の構築 ・利用の停止がこの土地

に関する大きな土地利用の流れということがわかった。
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Fig.95 第 210次調査遺構略測図 (1/500)

-187-



Tab.6 大宰府条坊跡第 210次調査遺構番号台帳

※ f圏構面Jで末記入のものは Il両目および温情而不明のものを合む。

S.措号 適例昔時 | 闇別

210SX001 1掘

210SX002 1試掘トレンチ

210S即日3 1民方市上坑

210SK004 1民万形士坑

惜考 新

-1-↓剣

ト

υ
-明

況
-桂

拭
-転

上
一反

埋
一{-上色策赤明 13世紀前半~中頃

JI構間切合(市→新) 時期 地区番号

1998年の確認調査トレンチ 12世紀代

10との関悟を注意

明茶赤色粘

明茶赤色帖

明茶色土 12世紀~

3→ l 

210SD005 1満

チ一

f
-
g一
EIn-

-戸
一
宇
一
チ
一
千
一
チ
一
チ

ゆ
一
日
一
ロ
一
日
一

M
一
国
一
凶
一
げ
一
同
一
旧
一
初
一
引
一
辺
一
幻
一

M
一
お
一
お
一
幻
一
泊
一
泊
一
初
一
引
一
犯
一
泊
一

M
一
お
一
お
一
幻
一
お
一
羽
一
拍
一
副
一
位
一
ね
一
村
一
時
一
拍
一
畑
一
差
別
一
畑
一
号
一
守
一
恥
一

1
2
2
2組
一

肌

一

宣

伝

抗

地一

-
f
-
f
一
}
一
一

t
一
地
一
地
一
地
一
地
一
地

北

一

樹

一

繭

一

期

一

雨

一

繭

樹地区卜レンチb

南地区トレンチ b

南地区トレンチ d

南地医トレンチe
北地区トレンチb

北地区トレンチc

トレンチ d

210SK006 1長方形土坑

2JOSK∞7 1民方形上坑

210SD008 1満(東側)

2JOSD009 1満(西側)

210ST010 草

210SC口11- 満

6→ 1 

7→ l 

明茶士

12c中-f長

中世~

2引lωOSX刈012 1草の可能性カがg商い 11旧0の姻りまちカ九

210SK口l凶3 土I坑克カか. 
け:坑

2JOSK015 土坑

川穴

2JOSX017 1 '1穴 欄穴動物(穴熊)の巣か 政葺灰色1:

淡茶灰色土

淡茶脱色上

山
一
即
日

'1、.7，
小穴

2JOSK020 上坑

11:坑 9

2JOSK022 上坑

2OSK023 上坑

210SX024 1告状堆積

2JOSK日25 上坑

210臼く026 土坑

210SK027 土坑×

210~泣く028 土坑×

2OSK029 1 t坑×潤

210ST030 1聾巾世草

l:tIli' 

210引く032 上坑

2JOSく口33 上坑

2口SK034 1 t¥正
210SX口35 椙

210臼叩36 1 t坑

210日〈口37 上坑

210S1句38 上坑

2口SD039 構

210ST040 1草木結菖

機
一週一

一状一i
 

坑
一坑
一
か

一ま一

上
一土
一幕
一た
一湘
一草

l
一2
一3
一4
一5
一6

d4
-
a勾

-
au-
-
AU
-
auTMAU守

nu
-
nu
一ハu
-nu
-AU
叩

n
u

k
一恥

一丸
-
刻

一D
一干

凶
一
郎

一郎
一
郎

一日出

一郎

フ
-
ヲ

一フ
-
9
-9

一
2

210ST050 1墓

210SX055 1恩納遺構

14世紀-15世紀

北iこ向かつて仲特状になる 談赤色上

22→ l 

来色 t

-li代

茶色土

茶色土

暗茶色上

旬1茶色土

ト
一
山
一
紅

8， b， C、 dの4区画が確認できた 12世紀~

淡茶色土 31→ 22→ 29→ l 

SX001の続きか 141'[紀前半~

210ST040に伴う溝か

12世紀中頃

41→ 42→ 35 

41→ 42→ 35 

赤褐色t

明第色上

12世紀~

12世紀前半~

近現代

44→ 30 

集積畢

-12世紀前半

銅銭出tIきし銭) 13世紀中~憧半

'1'世~

~近世

14c-近世ぷ

13 -14c 

q1tせ~近世ぷ

民黄白色 i

12c-

家色上

明灰色上

買茶色土

茶黄色粘土

茶色J

~I灰邑土

~現代

12c-

~江戸撞期

18c極半~

17c-

景品~輝君
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4 

S-I 

「恥総
土師官民

白磁

瓦類

石製品

Tab.7-1 大宰府条坊跡第 210次調査 出土造物一覧表 (1)

11 

益把F
坪 a 郎 b 破片

椀 :V.4XVIIト1.3(1) 

燃し瓦

t1'1イi製 ift石製干1鍋 千i(長面がなめらか)

E輸崎(JI>J蘇凝灰岩)

聾壷

S.I ij月茶色上

京!!.¥lIII

士帥器

瓦器

飽泉窯系lJj"磁

1司安窯系，'1磁

瓦質土器J
肥前系陶磁lIII

白磁

中国陶器

瓦類

石製品

荷台舷}T
椀c

椀 :1(1) 破片(1)

皿 1ト2b(1) 

路台

1ll[(I) 

椀:11-1 [IJ V.2XVI-VIIト4(1) V.2c(l) V-VII(I) 

，，; D.3 (1) 

他，水注×ワ (2) 破片(0-2) (1) 

ギ瓦(t師賀、無文) 平瓦(土師質、絡子)

平瓦(須，'，!.(質、無文) 丸瓦(須恵質、無文}

丸瓦(瓦賀、純日) 軒平瓦(土師質) 瓦];

ti (炎面がなめら制

a
 

皿白壁

器
一仁一

i
一恵
一
色

一磁
一
類

山
市
百
一
円
一
瓦

S.6北側H旺Z

! tr，~:llJ 

o:a:主笠

S.I日

空間
内磁

I!f白舷

痕塾

;
 

内
一泊i
 

!
 

日

一質

」
一瓦!
 
:
 

!
 

C
一

1
一瓦

費

一椀

一
山
一平

!J'!'a(イト)

l火鉢

l山

Hll; VI-Ib (1) VII-2a (1) 

合千(蓋、身)

11111 :VI-Ia (2) 

S-IO淡茶色上

! Ilill 

色一同
一
i

晶
一掛一ii
 

n
u
一
伽
M

一

日
一上一

ト
L
-

色
一
1

1

誠
一様

一

一

O
一師

一類一

引
内
ヨ

S-II 

ヲ1.J!.¥:llJ

七師器

瓦頬

)
 

卜，AI
 

(
 

a
 

l
 

m刷

、，
 

I
 

ltf 

十311

12淡茶褐色 1:

上師器 日台

t
一

色一尚一茶一濃一2
一磁一

-
f
 

円、u
一

一

匡量
S-14 

E亙笠

S 15 

lt財指 |破片

|瓦頬 |瓦玉

S-15赤茶色上

|金版製品 |釦浮

[椀，ル1[IJ 

博t

[破片
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i
l

↓l
l

↓l
l

↓l
l

 

S-15赤褐色 t
げu!i掠

川二師器

l瓦軍1

巨重量

す一一「一蹴

レ費

1也子破片

平瓦(須恵質格子)

l破片

蓋郎 H 費

IIi'IiJt 
椀 c

椀，白つ椀 VIII-I

平瓦(瓦賀、格千)

費

小1111

費

平瓦(須!I.¥質、格子)

一宮町一

r
i.i a3 費

把手破片

椀，ト27(1) 

象猷!椀(1)

Ill[;破片(1)

平瓦(上師質、無文) 平瓦(瓦質、格子)

よL瓦(須恵賀、無文)

j 

'1'国陶器

瓦類

椀 c 小皿小町1al 破片(煮沸具)

椀，ト2(1) 

型(軟質)

椀 :V-4a(1) 

阻 :VII-Ib(1) 

~;日(1)

平瓦(瓦質、無文) 平瓦(瓦賀、栴ず)

平瓦(t師質、縄問

S-25 

|須恵器

ト上師制

l瓦強

巨重E

出
匝
川

[炉型

開通 川並片

レ石表面がなめらか)

S-308 

I tPJii;m 

惜 :11(1) IV 

他，水注目水注V川

平瓦(須11¥賀、無文) 平瓦(瓦質、無文)

S-30a明赤褐色土

巨画E一一

磁一背一
系一

コ
一器
一窯一

町
一
師

一州一

紅
白
国
一

川
面
一
叩
一
閥

S.30周辺

匡耳一

直室

凶と且旦

I者 :A-2(1) 

博4

ト壷 A・2(1) 

|事瓦須恵質、格子} 平瓦(須恵賀、無文)

寸
l
寸
l
寸
J

l平瓦(瓦賞、無文) 丸瓦(瓦質、無文) 軒丸瓦(巴文)

I舷片

IllL 



S-35淡茶色 tτ両存一一
関色 l二機B

須恵質上略

国産陶冊;

白磁

中国陶器

瓦頬

石製品

Tab. 7-2 大宰府条坊跡第 210次調査 出土遺物一覧表 (2)

11、illla(イト)

腕

塑(産地不IVj) 鉢

饗

皿;I1(未分類) (1) 破片(1)

壷，日ω
平瓦(士師賀、無文) 平瓦(瓦質、無文)

丸瓦(須恵質、無文) 軒平瓦(土師質)

五輪I苦(阿蘇凝灰岩) 緑色片岩 (2)

l安山岩剥片

S-36 

11i'Ui?J 

間
順
一
世

巨画

S-40③ 

I triiW 

S-40⑥ 

巨亙

1
 
1
 

破
一
一

一片一

皿
一
破
一

一

一部一

一

一

ιL
-

一線
一質一

心
一
師
一恵一

日
一
上
一
須
一

トレンチb(北地区)

須恵器

仁師器

黒色土器B

飯泉窯系l!f磁

同安書官系背磁

瓦質上官官

白磁

中国陶器

瓦類

金胤製品

石製品

l高 台 破片 煮沸具l

l平瓦瓦質無文)

l小 凹小 皿a附附

)
 

トイ{
 a

 

i
 

m山

、l 
F
 l
 
~同)

椀;I1(底部外面墨占)

平瓦 CEL賀、絡下)

録色片治

腕 c 小皿a(イ卜) 型

車干

平瓦(上師質、縄目) 平瓦(須恵賀、格子)

丸 瓦 ぼi恵質、無文)

盤 l 蓋3 Jfc 時 cl費袋底部

Sfa (イト) 小皿1a (イト) 聾破片(煮沸具)

椀

椀;1(2) 1-2 (1) II-b (日破片(1)

腕 ;1(1)

こね鉢摘鉢

腕;11 (1) IV (4) V-IXVIII-2 V-I-VIII-2 (1) 

V-VII (1) Vー2XVI-VIIト4(1) V-4xVIII-1.3 (2) 

椀つ(1) 舷片(10)

m;VXVI皿升1(1)

他，告 111(1) 破片 (4)

壷 ;A-I(1) B(I) 

他.盤 I.C-I(3) 

平瓦(須恵質、無)() 平瓦(t師賀、無文)

鋼I宰

滑石製石鍋

舷片

破片

椀;I (1) 

盛;Aー1(1)

破J~

トレンチ d(北地区)

|土師質上掛 |ヒ鎗

|瓦類 |丸瓦(瓦質、無文)

がF費

小皿la(イト) 破片

椀 ;I(円盤状 2次加工) (1) 

聾(備日I?) 捕鉢

トレンチ[(北地1>0
須忠世H ff' 
iこ飾品J 汗 a(ヘラ) 小IOJa (イト)

上脚質 I二制 羽釜鉢七輪

!杷前系陶館昨日 椀 (2) 破片

国産陶世H 倒費上瓶

国庫磁路 肯磁椀つ

白磁 椀 ;IV(I) IV-I (1) 

中国陶鳩 "， ;A-2 (1) B 

平瓦(須恵質、縄1/) 平瓦(須恵質、絡i')

瓦矧 平瓦(瓦賀、紙文)九瓦(須恵質、網目)

軒平瓦(剣菱文) 軒丸瓦(巴文) 瓦続

行製品 五輪I苦(阿猷減収お) 滑石

k製品 不明 1-.製品

坪 a(イ卜)

椀 m入り) 瓶

杯

繍し瓦桟瓦

五輪熔 (阿蘇凝灰岩)

トレンチg灰黄白色上 (北地医)

|t帥器 |亦a

小田la 喪

主事

舷片

型

破片

トレンチ a(南地区}

須恵器

土師器

国産陶器

白磁

瓦類

聖

書干a(イト)

惰鉢

腕;IV-2a (1) 

平瓦 (瓦賀、倒III 平瓦(須恵賀、無文)

トレンチb明以色上{南地区)

|困産陶摺 |破Jj

|瓦頬 |平瓦(須恵賀、無文) 測し瓦

トレンチ茶ffJ.褐色上 (r朝地区)

|同産磁器 |破片

|瓦類 |破片

!
 

g
e
-

-

指問中

一

一

軸
一

一

川
円
一

一

，
ノ

一

一

舵
一

一

み
一

一

Z
A
-
-

一

凡
一瓦
一:
 

皿
一煽
一

)

J

 

医
一
一

一

地
一
一

一

南
一
一

一

(

J

 

d
一
層

一

一

千
一附
一

一

。
一産
一類
一

れ
一国
一瓦
一

蓋 c翌

椀;I1-a (1) 
摘鉢

摘鉢

平瓦(瓦質、不i悶) 矯し瓦
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北地区迫路拡岐部

Tab.7-3 大宰府条坊跡第 210次調査 出土造物一覧表 (3)

土師器 Jf a (イト) 小l皿a(イト)

肥前系陶磁器 染付董染付椀

国産陶器 建費 nlJ蛍
国産磁骨量 1皿(1)

染付 (輸入) 明染椀(小野 BXC)

中国陶器 壷 ;B(1) 

瓦類
平瓦(瓦賀、無文) 平瓦(須恵質、暢子)

丸瓦(瓦質、純白)

金属製品 鉱F事
石製品 緑色片岩

茶色土

須恵樹 蓋 a .干c 費婿

t師器 時破片 (煮沸具)

黒色土器B 高台

飽泉黛系青磁 椀，ト2(1) 

須恵質土器 こね鉢

白磁
機 ;IV(2) VーIXVIIト2(2) VI-I (1) VIIト2(1) 

IX-Ia (1) 破片 (1)

中国陶器 査 ;B

瓦類 平瓦(須恵質、格子) 丸瓦(瓦質、無文) 軒平瓦燃し瓦

石製品 滑石一次利用品

明黄色土

巨E l腕 c

珂;身H 型

建

破片

舷片

鉱搾

Tab.8-1 大宰府条坊跡第 210次調査 出土遺物計測表
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佐
川
一
同

器種

糊「
|遺物横号 | 口径 | 器商 | 底径 I A I B I 
|R-∞I Iー I2.6+α l 一|一 I-I 

北地区トレンチb

償別 器種 遺物番号 口径 穂高 底径 A 日
蓋 l R-004 1.5+α 
麓 l R-005 1.3+α 

須恵概 蓋2 R-006 1.75+α 
亦c R-007 2.0+α (9.8) 

亦c R-008 3.7+α (10.8) 

上師器 杯 a イト R-002 (12.2) 2.5 (90) 。。



Tab.8-2 大宰府条坊跡第 210次調査 出土遺物計測表

S-40 

種別 概 観 遺物lfi号 口径 線商 底径 A B 
土肺機 小田181 イト R-OOl 9.4 1.15 6.5 。。

小阻81 11 R-002 8.65 1.05 6.0 。。
小日[81 " R-003 19.0) 1.15 6.6 。。
小皿81 " R-004 19.6) 1.1 5.5 。。
小田181 ヘラ R-005 9.2 1.5 6.1 。。
小皿81 イト R-006 8.9 1.1 5.6 。。
小皿 81 " R-007 18.5) 1.05 5.5 。。
小田181 " R-008 19.]) 1.15 5.0 。。
小皿81 " R-009 19.0) 1.15 6.0 。
小皿181 11 R-OIO 19.6) 1.3 15.3) 。。
小皿81 " R-OII 19.1) 1.45 16.0) 。。

皿 ヘラ R-012 15.6 2.95 11.1 。。
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(6)大宰府条坊跡第 210次調査隣接地i
調査地点は、太宰府市観世音寺字横岳 1752番j

が移転した場所にあたる。事前に確認(試掘)調査

た。ただし、 条坊 210次調査の隣接地と いう こと

蔵文化財の情報が得られたため地権者の了解を得て

立会調査は 2000 年 I 月 27 日 ~ 31日にかけて

た。現地調査担当は高橋学、実測 ・測量補助として

カを得た。

南壁土層を観察すると、地山の淡白黄色花筒岩屈J

れる。その遺構の断面形状から内容としては柱穴、 /

炉、が、土層から は何点かの土師器皿 (底部糸切~

以降の所産であることがわかる。また、S-3とした

層位から判断して、 最低 5層にわたる文化面がa

働岩の風化土も混じっていることからも、周辺地ff;

るので、この土地が過去に活発に利用されたことι

X=57070.0 

X=57060.0 

0 5 m  

南壁土層図

東

S-1 (小穴)

黒色土系埋土 (植物繁茂層)

52.40m 

西

B 

A ー--.一-ー.-_.--'- ~I~~~ 黄色土系埋土 (花商岩風化土による整地層)

。
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(6)大宰府条坊跡第 210次調査隣接地調査について

調査地点は:太宰府市観世音寺宇横岳 1752番地である。ここは北西にあった花関酒造の仮設会社

が移転した場所にあたる。事前に確認(試掘)調査をしており、 平坦面は削平されていることが判明し

た。ただし、条坊 210次調査の隣接地ということもあり、対象地の南側の斜面を精査 したところ、埋

摩文化財の情報が得られたため地権者の了解を得て、立会調査を行った。

立会調査は 2000 年 1 月 27 日~ 31日にかけて、平板測量と国土座標入れ、南壁の土層図作成を行っ

た。現?調査担当は高橋学、実測 測量補助として 補助員平島義孝、島 (豊岡)純子 坂本雄介の協

カを得ん。

南壁土層を観察する円、地山の淡白黄色花闘岩風化土をベースにして、遺構の切り込みが多く 認めら

れるo その遺構の断面わ状から内容としては柱穴、土坑、小穴などが推定できる。時期は明確にはでき

ないが、土層からは何点かの土師器皿(底部糸切り技法)が見つかっているため、少なくても 12世紀

以降の所産であることがわかる。また、 S-3とした小穴からは奈良時代の土器片も出土している。

層位から判断して、最低 5層にわたる文化面が存在した可能性が指摘できる。これは地山である花

園岩の風化土も混じっていることからも、周辺地形を整形しながら、整地を繰り返していたと考えられ

るので、この土地が過去に活発に利用されたことの証左となろう。
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X=57060.0 

0 5m 

Y=-43920.0 Y=-43910.0 

南壁土層図
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S-l (小穴)

黒色土系埋土 (植物繁茂層)

10m 
~~k，十 黄色土系埋土 (花商岩風化土による整地層)。

Fig.96 第 210次調査立会調査 平面図 (1/250)・土層図 (1/100)



。 5m 

3.大宰府条坊跡第 210-2次調査

(1)調査に至る経過
調査地は、太宰府市観世音寺 5丁目 870、875-3に所在する。立地は、四王寺山から南に派生し突

出した丘陵の西側にあたり、東西北の3方向を丘陵によって遮蔽された谷地形の最深部に位置する。

大宰府条坊跡第 210次調査で発掘調査をした東隣接地を、 団地として開発するに先だって、この地点

を団地用公園用地として確保したいと申し出があった。そのため工事が行われる際に地表面からの掘削

が、遺構にどのような影響を与えるかを判断するため、本調査区を国庫補助事業の重要遺跡確認として

埋蔵文化財の発掘調査を行うこととなった。開発対象面積は 340m'、調査面積は 193ぱ。調査期間は

平成 12年 12月 25日から平成 13年 3月 31日。調査は高橋学が担当した。

(2)基本層位 (Fig.98)
調査地の調査前の現況は竹が欝蒼と茂ってあま り日が差さない暗い竹林であった。地表面を観察する

と、中央部やや東側に中世墓の墓石などを利用した集積遺構があ り、地蔵菩薩を中心にして現代でも信

仰が続いている様子が認められた。地形的には北から南へ緩やかに傾斜しており、調査区の中央に段差

が認められる状況だった。北側では 0.2m、南側では0.8mほど堆積している表土を除去すると、 整地

土とみられる黄色土が全面に堆積している 。厚さは 0.35m~0.4m を測る 。 その下層に灰茶色土層が0.3

~ 0.4mほど堆積している。これが遺物包含層にあたり、この灰茶色士層を除去する遺構面が確認でき

る。遺構面は現況 GLよりおおよそ 80~ 100cmほどさがっており、暗灰褐色土層で形成されている。

トレンチ a、cの土層から暗灰褐色土層の下層にもう 1層遺構面と考えられる面を確認している。
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Fig.97 第 210-2次調査遺構図(1/150)
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210-2ST001 .010 49.60m 
210-2卜レンチa西壁

E
白
山
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寸

210-2ST001 

210-2ST005 

49.20m 

ー__.、f吋

かじめご了承頂きたい。

1m 
。

のか、周辺の壊れた墓からの混入と考えたL、。中央部の扇平な石と組み合さって現状南側に北から斜め

に倒れこんでいる 0.2mxO.2mの石は、本来は直立して標石として機能していた可能性が考えられる。

210-2ST001・005・010・015・025遺構実測図 (1/40)

一 197-

49.20m 

210-2トレンチC 粛軍

1 灰豪貨色土(灰凧色土ブロ yク (3cm却をやや多・に含U
2 ・漆灰茶色土+葉県色土(地表かり30cm纏直下までが

茶黒色土を多く禽みそれより下"燭浪限延色土を多〈含む}
3 夜灰色土e信網.色土 (草原色土〉帽凋色土)

4 悶判量色土+蕪灰色土 {限帽色土〉蒸原色土}

5 決ヨ降灰槽色土(3cm大権置の帽色ゴヒプロックを少量含む}

6 ・侠議，.土

7 演灰策色土{淡術賞色土)(1-15cm大}ブロックをやや;J・に*む

6 7・から多量の横 遺物頬が出土する

(3) 検出遺構 (Pla.5-1)

以下、 今回の調査地点のすべての遺構に共通することだが、 今回の調査はあ くまで重要遺構の確認調

査という調査制限があるため、必要最小限の掘削でとどめている。よって遺構の性格は推論にならざる

を得ず、調査時に遺構を確認した際のデータで遺構の性格を推測しているため、限界があることをあら

210-2ST015・025

ム
由
吋
D
ヨ

(1 

Fig.99 
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/ 

210-2ST010 

15 桃緬色土

¥6. .茶灰色土

17 褐灰黒色土

18 灰白褐色土

19. .叢褐色土

20 やや値い褐灰色土

21 やや悶るい民家色土

22 棟割.色土 (阪色土壇じリ}

23 灰凋姦色土(檀凋色土湿じり}

24 灰綱色土(纏褐色土混じり}

25 暗灰茶色コヒ

1m 

210-2トレンチa 酋蟹

1 樋鳳綱島土(漢土)

2 驚褐色ゴヒ

3 ・a長色ゴヒ
4 糞阪褐色土

5 灰凋色土

6 阪夜色土

7 やや崎い反..色土

8 諸民民議色土

9 やや.し恒褐色土

10 ・灰褐夜色土
11 凋灰豪色土

12 灰療機色土

13 縄灰槽色土

14 やや悶るい灰褐夜色土

。

遺楢I面図

2 

し一一一一一一J

210-2卜レンチc東壁

49.50m 

:トム弐2/(
、矢正=j

L-LJ 

条 210-2次調査土層観察図(1/40)

210-2トレンチb 北震

1. 実業灰色土(少量の波桃色土を含む)

2 演来桃色土(少.の渓叢灰色土を;!む}

3. 災灰茶色コk
4 やや瞳い灰茶色土

5 決機灰色土{少量の反蕪色土を含む)盤絶土の可縦性が高い5-20の鍵鎗層

6 ;J提灰褐色土(少・の豪赤褐色土)(値化銀色)プロyク (3cm櫨JJ.)を;!む(ホの*7)
7 匝奈色土(1cm大の""・色土)(断化銀色)ブロγクをやや多鍾に曾む

8 灰褐色土 (lcm大の奈称綱色土) (般化銀色 3cm-5cm~の張反色土プロ yクを
やや多aに倉む、やや石原質)

9 糞灰白議色土(少aの'"色鮎プロック (3cm大)を少量含む}
10 臼ヨ~I!粕貿土
11 業褐灰色土

12 やや暗い洩灰業色土

13 洩蕪褐色土(続褐色土プロlノク灰褐色'"プロγク (lcm-5cm大}をやや多量に曾む)
14 茶褐色土

15 棟割.色土{ごく少量に表禍色土を含む}

16 やや暗い奈褐色主

17. j，策調長凋灰色土{灰褐色土ブ口iノク(lcm大)を多量に倉む)

18 灰褐奈色コヒ (淡幌色土プロック (lcm大)を多.に含む}

19 崎来褐色土{淡桃色土プロック {lcm大}を多.に禽む)

1-19まですべて土鍵瓦銭釘が少量広がら出土する.

Fig.98 

210-2トレンチ b北壁

48.00m 

ヱ可3

Z 主主:

三三工二

墓

(Fig.99) 

調査区北西部に位置する墓と推定される遺構。L字状の石組みが確認できる。石組みの直線部分を基

準に考えると、主軸は西へ大きく振っている。平石と遺物が集中している範囲は、南北長 1m、東西長

1.5mで掘り 方は、いびつながら正方形に近く南北長 1.45m、東西長 1.5mである。この範囲に土師

器の小皿aと国産陶器・中国陶器の査が散乱している。墓の設計としては、 本来は平石を使い、方形(お

そらく正方形に近い平面形)に区画してその中央部を掘り、その中心に壷を据えてその上に墳丘を構築

したものと考える。そのため、これらの壷はこの墓に伴う骨蔵器というよりはのちに墓に供えられたも

210-2ST001 



する石組み本体と関係するかは現時点では不明である。出土遺物の中国陶器壷V類から 13世紀後半か

ら14世紀前半以降に埋められたものと考えられる。五輪塔を上部に安置していてもおかしくないほど、

しっかりした石積みである。

210-2ST025 (Fig.99) 

調査区北部中央に位置する墓と推定される遺構。平石を直線的に組み合わせているもので、北側に面

を持つ石組み遺構。すくなくとも 3段は積まれ~いる。中央から東側には南方向の石も配置される。長

軸長 2.4m、短軸長 0.7m、高さ 0.25m。掘方は石組みを囲むように確認された。

その他の遺構

210-2SX008 (Fig.10 1) 

調査区中央部やや北側に位置する緑色片岩を中心として集石された遺構。五輪塔の破片などが表面の

集石の中から見つかるなど、 墓の可能性も高し、。しかしながら北から南へ傾斜する地形で、北と 南で

0.6mもレベノレ差があることや、墓と認定できる平面プランなどが調査時点では確認できなかったため、

ここでは集石遺構としておく 。遺構のプランが調査区外に展開するため、全容は不明だが長軸長 2m、

短軸長 1.2mを測る。出土遺物は国産陶器の壷、聾等が出土してお り、遺構の埋没は江戸時代以降と推
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定している。

210-2SX009 (Fig.1 0 1) 

調査区中央部やや北側に位置する集石遺構。長軸長 1.lm、短軸長 0.7m。平面は南側が欠けている

が長方形を呈していたと推測できる。ただし、他の推定墓遺構と違い掘り方が明瞭ではない。集石の聞

に口縁部を欠損した国産陶器の壷が出土している。

210-2SX030 (Fig.102、 Pla.5-2)

調査区東部中央部からやや北側に位置する集積遺構。集積の範囲は長軸長2.75m、短軸長2.2m。現

状ではハゼの木の根元に集積されたようになっている。この集積遺構は地蔵菩薩の石仏や墓碑(近世)

を中心に、周辺に散在していたと思われる中世墓のパーツを集積し、それに中世墓に葺かれていた緑

色片岩を集めてマワンド状に盛り上げて構成されている。この集積墓の注目すべき点としては、 集積

された中世墓構成パーツの数の多きである。空風輸10基、火輸l基、水輸7基、地輪l基、板碑19(党

1m 

出土遺物から大宰府土器編年xx期前後以前に埋まった可能性がある。

210-2ST005 (Fig.99) 

調査区西部中央に位置する墓。長方形で平たい石が数カ所確認できる他は、手のひらサイズの割れ石

が集中している。遺構の掘り方の軸はやや西へ振っており、長軸長 2.1cm、短軸長 1.3mのプランを

Jて

48h 

。

210-2ST020遺構実測図 0/40)
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持つと考えられる。また、阿蘇凝灰岩製の五輪塔火輸の軒部が出土していることから、墳正の上には五

輪塔が所在していた可能性がある。出土遺物から 12世紀前半以降に埋没したことが考えられる。
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21 0-2ST01 0 (Fig.99) 

調査区北西部に位置する墓と推定される遺構。直線的な石組みが 1.5mほど確認された。掘り方はそ

の石組みを中心に南北 1.5m、東西 1mのいびつな形状をしている。

210-2ST015 (Fig.99) 

調査区北部中央に位置する墓と推定される遺構。 210-2ST025に隣接する。緑色片岩で墳正を覆っ

ている。調査区外に展開しているため、全容は不明だが確認できる範囲では、長軸長 2.1m、短軸長

1mとなる。墳丘からは五輪塔の破片が 3点出土している。このことから墳正の上部施設として五輪塔

が存在していた可能性が考えられる。

210-2ST020 (Fig.100) 

調査区中央部中央に位置する墓と推定される遺構。平坦な石を据えて石組みを している。その範囲は

長軸長 2.4m、短軸長 1.8mを測る。掘方は長軸長 3.2m、短軸長 2.1m。南西方向に張り出すよう に

灰青色粘質土の平面方形の堆積と、そのまわりに灰褐色土が堆積している。これらの土層が北側に隣接 1m 。

210-2SX008・009遺構実測図 (1/40)
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これらは基、墓碑l基、地蔵菩薩とその台座l基が確認された。字確認したのが14基、未確認が5基)

他地域から搬入したのではなく、本調査地に近接 した場所より移動されたと考えている。原因として

は、土砂崩れなどのため中世墓地が崩壊してしまい、後にそれが露頭した際に供養のために集積して供

養したのではないかと推定している。その中でも高さ40cm以上の空風輪2基は、 五輪塔として復元し

た場合の高きが1.6mを超えるため、太宰府地方では珍しい大形五輪塔として注目 される。なお、 210-

2SX030の遺構図作成と石造物の把握には、同僚の宮崎亮一技師の協力を得た。

出土遺物
墓出土遺物

210-2ST001出土遺物 (Fig.103)

土師器

小皿 a (1) 復元口径 6.7cm、器高 1.3cm、復元底径 4.8cm。底部切り離し技法は摩耗が激しく 推

定だが回転糸切 り技法か。

陶器

壷 (2、3) 2は体部破片。器高 6.5+cm、復元胴部最大径 13.6cmo 3は口縁部を欠損するが、 完

形に近い壷である。器高 20.0+cm、胴部最大径 22.6cm、底径 11.0cmで、ある。体部の調整は強い回転

ナデが施される。

210-2ST005出土遺物 (Fig.103)

50.90m 

底部破片。器高 1.6+cm、復元底径 8.4cm。底部切り離 し技法は回転糸切り。

火輸破片。軒部。 残存高 5.35cm。阿蘇凝灰岩製。

210-2ST020出土遺物 (Fig.103)

土師器

杯 a(4) 

石製品

五輪塔 (5)
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(4) 

、日7088.0

瓦類

丸瓦 (6) 縦 18.4cm、横 10.4cm、厚さ 1.8cm。凹面調整は布目痕跡。同じく凸面には太い紐の結

び目痕跡あり。凸面は縄目叩きをナデ消している。焼成は良好。瓦質。端部はへラ切り、 凹面側には端

部から 1cmほどの範囲を縦方向のへラ削りを施し、面取りをしている。

210-2ST020灰茶色土出土遺物 (Fig.103)

土師質土器

こね鉢 (7)

額 五輪I苦空風輪(火輪水輪さむ)

口縁部破片。片口部。器高 3.0+cmo 

金属製品

釘 (8) 縦 5.4+cm、横 0.7cm、厚さ 0.7cm。

210-2ST020閉黄茶色土出土遺物 (Fig.103)

陶器

壷 (9) 口縁部から体部の破片。復元口径 10.9cm、器高 6.8+cm。口縁部は肥厚し水平に外側に張

り出す。紬調は暗茶褐色。光沢があり透明度は低L、。中国産。 V類。墓に伴う蔵骨器であった可能性が

板碑(党字未確認)

¥¥ぐ 墓碑

J磯 地蔵菩薩

繍 五輪制輪

板碑(党字確認)

も
高い。

その他の遺構出土遺物

210-2SX004出土遺物 (Fig.103)
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210-2SX030遺構実測図(1/50) 
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210-2茶色土

土師器

小皿 a (10) 

瓦類

平瓦(11) 小破片。縦 8.2+cm、横 6.4+cm、厚さ2.4cm。凹面は布目痕。凸面は格子日叩き調整。

端部はへラ削り後に面取り調整をしている。

210-2SX008出土遺物 (Fig.103)

底部破片。器高].1+ cm。底部切り離し技法は摩耗のため不明。

一三体蔀破片。残存高 7.8cm。体部の肩部には中央が窪む 5方向からの指頭庄痕が明瞭

に残る突帯が貼り付けられている。

210四 2SX009出土遺物 (Fig.103)

陶器

壷 ×瓶 (12)

10cm 。
陶器

壷 (13)

:日

亡弓35

j)--

， ， ， 

__L己 34

。 10cm 

J 
210-2黄色土

体部から底部の破片。器高 12.4+cm、復元底径 7.3cm。内面は横方向刷毛目調整。

210・2卜レンチa出土遺物 (Fig.104)

土師器

杯 a(1、2) 1は器高 l目3+cm、復元底径 8.4cm。摩耗して調整は不明。2は器高 1.4+cm、復元底

径 8.8cm。底部切り離しは回転糸切り 。

金属製品

釘 (3、4、5) 3は釘の頭部と中部の破片。接合しない同一個体である。縦 3.55cm、横 3.8+cm、

厚さ 0.95cmo 4は頭部から中部までの破片。縦 5.0+cm、横 1.0cm、厚さ 0.7cmo 5は釘の先端部破片。

縦 2.7+cm、横 0.7cm、厚さ 0.55cm。

210-2卜レンチ b出土遺物 (Fig.104)

須恵器

蓋 1(6) 

土師器

小丸坪 a(7) 

出している。

坪a(8) 復元口径 13.4cm、器高 2.3cm、復元底径 8.8cm。底部切り離し技法は回転糸切り。

土師質土器

揺り鉢 (9)

瓦質土器

鉢(10) 底部破片。器高 1.8+cm。内面に強く刷毛目痕調整が認められる。

火鉢(11、12、13) 11は火鉢の胴部修飾部の破片。断面三角形の縦方向のパーツの一部。残存高 5.0

cmo 12、13ともに口縁部破片。12は器高 8目6+cmo 13は器高 5.6+cm。口縁部に切り込みが入り輸

花状になると推定される。口縁部は 12と 13は同一個体の可能性がある。

その後底部を押し復元口径 10.6cm、器高 2.0cm。底部切り離しは回転ヘラ切 りで、

底部破片。器高 2.7+cm。焼成は不良。

小縁部破片。器高 1.8+cm。

5cm 。

10cm 。

石製品

五輪塔(14)

金属製品

釘 05， 16、17、18) 15は先端部が曲がり欠損している。縦 8.7+cm、横 1.3cm、厚さ 1.4cm。

16は頭部が折れ曲がって いる。縦 3.8cm、横 1.15cm、厚さ 1.1cmo 17は縦 5.3+cm、横 0.75cm、

厚さ 0.7cmo 18は縦 4.5+cm、横 0.9cm、厚さ 0.9cm。

高さ 5.5+cm。石材は阿蘇凝灰岩。破片。縦 10.3+cm、横 6.8+cm、

10cm 

1/4) 1/3、(1/2、第 210-2次調査土層出土遺物実測図その 1
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210-2灰茶色土

210-2トレンチ c出土遺物 (Fig.104)

国産磁器

筒型椀 (9) 復元口径7.3cm、器高5.5+cm。内面は呉須による 3条の線を染付。外面は青磁紬を施す。

青磁

壷 (20) 小型の査。器高 7.9+cm、復元底径 6.1cm。復元胴部最大径 8.6cm。畳付部は紬剥ぎをす

る。内面は基本的に紬をかけず露胎だが、見込み部には口縁部から垂れた紬が溜まっている。

210-2茶色土出土遺物 (Fig.104， 105) 

に一 ~グ6てこ二コ=二プ4

又 ドニーづ3 L-JE4575 

て

~-I-
。 5cm 

陶器

熔熔 (21) 復元口径 34.6cm、器高 7.0+cm。外面口縁部には 2種類のスタンプが施される。1つ

は方形の「博多元町(続きあり)J。もう 1つは、扇形のスタンプで上部に「口兼課御試検済j下部に「口

口博多口口Jとある。

土師質土器

七輪 (22~ 26) 22は口縁部破片。器高 6.2+cm。内側に水平に折り曲げられている。外面に流雲

文を施す。「試Jという文字を彫っている。23は体部破片。縦 5.2+cm、横 7.0+cm、厚さ 1目 1cm。穿

孔あり 。外面には文様あり 。24は体部破片。七輪のサンが落ちないように、内面に断面三角状の突帯

をめぐらす。器高 6.9+cmo 25は体部破片。縦 4.4+cm、横 11.7+cm、厚さ 0.9cmo 26は体部破片。

24と同じ部位。器高 6.0+cm。

バ。
210-2灰渇色土

にーJ~12
長一
一 。 5cm 

む通-0ー一一ーノ 、、

/イド 日
" ， ， 

-一. 15 陶器

植木鉢 (27) 底部破片。底部中央に水抜きのために穿孔されている。器高 3.0+cm、復元底径 5.7cm。

高台内部に「フニシ」と墨書されている。

青白磁

梅壷 (28) 破片。縦 3.1cm、横 2.6cm、厚さ 0.45cm。

肥前磁器

皿 (29、30) 29は復元口径 14.0cm、器高 4.1cm、復元底径 7.7cm。内外面に呉須で給付けを施す。

内面文様は「竹ノ葉J。外面文様は「唐草文」。見込み五弁花文はコンニャク印判。高台中央には 「渦幅J

を描く 。30は復元口径 14.4cm、器高 3.1cm、復元高台径 8.0cm。見込み部は蛇ノ目軸剥ぎ。畳付は露胎。

高台内部も施粕。内面を呉須で絵付け している。内面の文様は「花井J。

小皿 (31) 内外面を呉須で絵付けしている。復元口径 8.1cm、器高 2.6cm、復元高台径 3.6cm。

高台の畳付は粕剥ぎ。外面文様は「宝J文様。

椀 (32、33) 32は復元口径 10.8cm、器高 5.85cm、復元高台径 4.8cm。内外面はしぶい藍色の

呉須で絵付けをしている。高台畳付は粕剥ぎ。 33は器高 4.8+cm、高台径 4.4cm。外面に呉須で絵付

けを施す。内面見込みは蛇ノ目紬剥ぎ。

五類

丸瓦 (34、35) 34は縦 10.6+cm、横 9.8+cm、厚さ 2.4cm。凸面は丁寧なナデ調整。凹面はへラ

削り調整。35は縦 9.1+ cm、横 7.4+cm、厚さ 2.0cm。凸面は丁寧なナデ調整。凹面は縄目痕が残る。

210・2茶色土出土遺物 (Fig.105)

土師器

七輪 (36) 底部~体部破片。器高 8.6+cm、復元底径 19.0cm。体部には大きくへラにより窓が開

けられている。内外面ともに使用時についたと思われる煤が確認できる。

瓦類

10cm‘ 

題接

的
問
臥
剛
一

関
岡
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。一

ζコ3

一切 25

。 10cm 

。 10cm 。 lOcm 

Fig.106 第 210-2次調査土層出土遺物実測図その 2 0/2、1/3、1/4)
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平瓦 (37) 縦 12.3+cm、横 12.0cm、厚さ 2.4cm。凹面は布目痕のあと不定方向のナデ調整。凸

面は格子目叩き。端部はへラ切り後に角をナデ調整。

石製品

五輪塔 (38) 地輸破片。縦 11.25+cm、横 14.2+cm、厚さ 7.2+cm。内外面ともに工具による削り

の痕跡が明瞭に残存している。阿蘇凝灰岩製。

金属製品

釘 (39) 頭部から中部までの破片。先端部は欠損している。縦 3.9+cm、横 0.8cm、厚さ 0.7cm。

210-2灰茶色土出土遺物 (Fig.l06)

土師器

杯 a(1) 口径 12.7cm、器高 2.4cm、底径 8.3cm。表面の摩耗が激しく調整不明。

小皿 a(2 ~ 6) 2は復元口径 8.2cm、器高 1.4cm、底径 7.6cm。底部切り離し技法は回転糸切り。

板状圧痕。3は口径 8.3cm、器高1.2cm、底径 5.85cmo 底部切り離し技法は回転糸切り。板状圧痕。

見込みと口縁部内面に煤が付着している。4は復元口径 8.4cm、器高 1.25cm、復元底径 5.7cm。底部

切り離し技法は回転糸切り。板状圧痕。5、6は口縁部を欠損する破片。外面調整も磨滅によって不明瞭。

5は器高 0.8+cm。復元底径 4.4cmo 6は器高 1.5cm、復元口径 5.5cm。

小皿 b (7) 復元口径 7.1cm、器高1.4cm、復元底径 4.8cm。底部切り離し技法は回転糸切り。

瓦質土器

火鉢 (8) 口縁部破片。器高 6.15+cmo 口縁部外面に沈線で区切った範囲に菱形文のスタンプを押

している。内面は削り調整。外面は丁寧な横ナデを施す。

石製品

五輪塔 (9、10) 水輪破片か。9は縦 8.9+cm、横 11.0+cm、高さ 6.8+cmo 10は縦 8.2cm、横 7.0

cm、高き 5.8cmo 肩部に窪みを持ち火輸との献めこみになるものか。溝状になっている窪みの径は 12

~ 13cmである。阿蘇凝灰岩製。

金属製品

用途不明(11) 長さ 2.35+cm、幅 0.8cm、厚さ 0.35cm。全面に錆。

210-2灰褐色土出土遺物 (Fig.l06)

土師器

小皿 a(12) 復元口径 6.6cm、器高 1.4cm、復元底径 5.1cm。底部切り離し技法は回転へラ切り。

須恵質土器

聾(13) 残存高 3.95cm。幅 7mm、高さ 3mmほどの突帯を貼り付けている。

瓦質土器

火鉢(14) 口縁部破片。器高 4.1+cm。内面は丁寧な横ナデ。外面は菱形文をスタンプしている。

焼成は良好。

仏器(15) 体部破片。器高 4.7+cm、復元胴部最大径 15.3cmo 内面は不定方向の削り。体部には

横一列に 3つの方形が入れ子になっているような方形文様をスタンプしている。

陶器

蓋 (16) 復元口径 7.6cm、器高 1.85+cmo かえりをもっ蓋。施紬される。胎土は淡黄樺色で、紬

調は黄樺色。

E類

軒平瓦 (17) 瓦当の破片。縦 4.3+cm、幅 8.9cm、厚さ 2.5cm。瓦当文様は、中心飾りとして宝珠

-208-

を配置し、左右に唐草文を配す。

軒丸瓦 (18) 瓦当の破片。縦 9.2+cm、横

5.0+ cm、厚さ 4.2cm。円形のスタンプ文がめ

ぐる。

丸瓦(19) 縦 16.5+cm、横 13.3cm、厚さ

2.4 cm。凸面は摩耗により調整不明。凹面は布

目痕跡。袋の継ぎ目痕が確認できる。

土製品

輔羽口 (20) 破片。縦 3.9+cm。体部の色

調は暗灰色と樺色に変化している。

金属製品

鉄津 (21~ 23) 21は縦 5.5cm、横 5.3

cm、厚さ 2.4cm。表面に黒灰色の付着物がある。

22は縦 6.3cm、横 5.2cm、厚さ 2.5cmo 23 

は縦 5.6cm、横 7.7cm、厚さ 2.5cmo 表面に

黒色(若干艶あり)の鉱物が付着している。

釘 (24， 25) 24は釘頭から体部中位の破

片。縦 2.45+cm、横 1.1cm、厚さ 0.8cmo 25 

は先端部の破片。縦 l目 15+cm、横 0.6+cm、

厚さ 0.45+cm。

土製品

不明品 (26) 縦8.3+cm、横9.0+cm、厚

さ4.1cm。中央部に穿孔あり。色調は淡黄櫨白

色。部分的に錆の付着と煤の付着が認められる。

210-2表土出土遺物 (Fig.l06、107)

須恵器

210-2表土

出。

。 10cm 

Fig.l07 第210-2次調査土層出土遺物実測図その3(1/3) 

聾 (27) 口縁部破片。口縁端部は貼り付けをして、外側に肥厚させている。復元口径 23.1cm、器

高 6.0+cm。焼成は良好。還元良好。色調は暗灰色。

陶器

小皿 (28) 復元口径 10.9cm、器高1.95cm、復元底径 6.6cm。内面中央部に梅鉢文、見込み部に 「太

宰府神口(社か)Jと文字を浮き彫りにする。

播鉢 (29) 底部破片。器高 4.1+ cm、復元底径 13.8cm。内面に播目を 6条彫 り込む。外面底部は

工具によるナデ調整。内面の器壁は使用により表面が磨滅して平滑になっている。

肥前系磁器

湯呑み茶碗 (30) 復元口径6.4cm、器高 5.1cm、復元高台径3.4cm。外面に呉須により給付けをする。

外面の文様は「遠山Ji雁」である。高台畳付部は軸剥ぎをして露胎しており、重ね焼き時の砂粒が付

着している。

磁器

椀 (31) 31は復元口径 10.7cm、器高 6.1cm、復元高台径 4.2cm。高台畳付部は柚をかきとる。

高台内部も施軸。制調は淡緑灰色~淡茶灰色が横縞状に施される。
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皿 (32) 32は器高 2.0+cm、復元高台径 8.2cm。高台内面を蛇ノ目状に柚をかきとっている。和l

調は光沢がありガラス質、不透明で細かい貫入が全体に入る。化粧土を使用。

(5) 小結
遺構は墓と考えられるものが集中して検出された。その中でも、五輪塔を伴う可能性が高い石組み墓

(210-2ST020lが検出されており 注目される。それ以外は平石を区画として使う墓と、緑色片岩を多

量にマウンドに積む積石墓が見つかっている 。 出土遺物からは 12 世紀前半~14 世紀前半、近世、 近

現代のものが出土してい.る。江戸期の墓の可能性がある 210-2SX008もあり、古代末から中世~近世

と長期にわたって墓地として利用されてきたことが明らかになった。

後の特諭で詳細は触れているが、 210-2SX030で見つかった五輪塔空風輪 2点は無銘無種子の

大型五輪塔の構成物であり、その特徴からいわゆる「律宗系五輪塔j と考えられる。そして、 210-

2ST020の石組み遺構と結びつけて考えると、このあたりに大型五輪塔が複数立ち並んでいた風景が

推定可能になった。地形的にも平野の奥まった山裾の平坦部でもあり 、五輪塔が立ち並んでその周囲に

は縁をもとめて積み石墓が点在した墓地、もっといえば中世寺院に伴う「奥の院Jであった可能性が高

くなった。これについては特論で論ずる。

後の課題としては、地表面に露出していた 210-2SX030の石像物群の詳細の調査である。これは調

査地周辺に路頭していたものを集積したものと考えられるが、多くの情報を含んでいる。残念ながら、

調査時は五輪塔空風輸に注目したのみに終わった。しかしながら、改めてみるとそれらの構成物は興味

深いものが多い。大小の五輪塔、そして板碑群。これらも詳細に観察していけば、多くの情報をもたら

してくれるはずだ。また、江戸期の石像物もある。たとえば、 墓碑にしても「明和四亥年 釈西口(山

偏に左にノ右下に牛、異体字と思われる)果 十一月二日」とある。明和四年丁亥は西暦 1767年である。

法名が釈で始まっているので浄土真宗の墓碑とわかる。墓碑の形も自然石(花両岩)を使って古い様相

を残している。地蔵菩薩に刻まれた 「寛保二成年 施主 観世村金平J も寛保二年壬成 (1742年)と

あり、古いものである。江戸時代、 18世紀中頃に当時の観世村金平が施主として地蔵菩薩を建立した

理由は何だったのだろうか。興味は尽きない。

周辺の出土遺物に肥前系陶磁器が点在しており、年代も 18世紀代のものがあるため、中世以来再び

このあたりを墓と して再利用しはじめた時期を示しているのかもしれない。

調査直前まで地蔵菩薩には水やお供えものがしてあったのを確認している。現在でも信仰が続いてい

たのだろう。

現在、調査地点は埋め戻した跡に整地され、東に隣接している新興住宅地の公園として利用されてい

る。その公園の片隅に文化財説明板とともに 210-2SX030はそのままの姿でみることができる。いず

れ石像物の評価が定まると最低で、も五輪塔空風輸の大型の 2点については、きちんとした保護措置を

施す必要がある重要な文化財と考えている。
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S.冊号 遭揖暗号 檀矧l

210-2STOOI 墳墓

2 たまり状温情

3 小穴僻

4 210-2SX004 落ち込み

5 210-2ST005 墳墓

6 1I、T¥
7 塙墓か

8 210-2SXOOB 均興事か

9 210-2SX009 壇基か

10 21O-2STOIO 喧基

II 構

究冊

虫歯

主:揖

15 21O-2ST015 墳墓

究骨

欠置

民冊

主:置

20 210-2ST020 墳墓

主:冊

主:置

;:_骨

欠需

25 210-2ST025 均自墓

欠骨

;:_骨

欠番

民轟

30 21O-2SX030 五岨ll'i集慣遣綱

貧色土

灰茶色土 11薗包肯層

Y=-44070.0 Y=-44062.0 

。

_ X=57090.0 
一一一

一一ーF

一一一 E

。
X=57080.0 

一一一 C

日

Fig.108 第 210-2次調査遺構略測図 0/200)

Tab.9 大宰府条坊跡第 210-2次調査遺構一覧表

10m 

決「遭傷函Jで未記入のものは、 Il面白および温情面不明のものを含む

!I考 埋上状況{古→新) 置網間切合(1i"→新} 遺構商 時期 地区骨丹

百組み包 l に焼骨が~<合む XX期~ FB 

~IIX茶色帖置土 C4 5 

C6 

86.7 

12c前半~ EB.9 

CB 

F6 

F6 

F6 

F9 

DB-E7 

石組み五輪塔(鼎色離灰岩) G7 

石組み五輪塔の基曜かヲ
13c櫨学-14c前半 D5-E6 

S-30との関連

石tilみ (直輔的に並J;I F6.7 

江戸~ F4' 5 

明治~
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Fig.109 第 210-2次調査周辺地形図 0/250)
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5-1① 

u師協

5-1② 

中国陶器4

5-1③ 

|土師協

5・l④

|中岡陶器

5-2 

石製品

5-3 

5-6 

5-8① 

|同産陶器

5-9① 

|国産陶端

S-20 

5-20 I明民茶色上

国庫陶器

トレンチa

上師骨骨

飽~~系市磁

士脚質土器

白磁

中国陶器

瓦頬

トレンチb

須，也甘苦

士師掛

土師質土器

瓦質 t器
(1磁

中同陶器

瓦類

石盟品

Tab.10-1 大宰府条坊跡第 210-2次調査 出土遺物一覧表(1)

|小皿a(イN

|小1111

l蛮，破片(1)

|平瓦 (無文) 丸山)

緑色片岩(1)

珂〈凹破J-¥

亦絵皿l

平瓦(葺{)g質、精子} 平瓦(無文) いぶしJL

磨石つ

郎 a(イト) 小Jlila (イト) 人形つ 破片

、F瓦(無文)

緑色片お (81) 五輪市

|費 蛍

丸瓦 (瓦賀、無文)

lG 

破片

こね鉢

費摘鉢

、l'瓦(須恵賀、純白) 、F瓦(瓦質、精子)

阿蘇凝灰岩

何、a(イト)

椀 ;1(1)

他 ;i干111-3(1) 

柿渋蓋

皿 ;IX(I)

他 ，天日憐(1)

平瓦{須恵賀、楠 f)破片

益 l

J;fa 小l皿a

火鉢儲鉢

ィ、明品

腕 ;IV(!)

蛮 ;A-I(1) A-2 (1) 

丸瓦 (#¥f) 軒丸瓦

五輪Ji}(損灰岩) 緑色片お (2)
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トレ〉チ①

筒形椀(外的liU制、内而染{、1)(1) 

n磁宙

，J!.B (1) 

l肥前系陶磁探 |染付椀 (外側内磁椀)

茶色上

同安:霊i系青磁 腕，卜Ib(1) 

上脚質上総 熔 焔 火 鉢

jJi恵質 k栂 摘鉢

肥前系陶磁lliI
5島付阻(]jiE系7IJ，)7・)椀 (7IJ')7・) fljJlfl 肌椀

染付皿I(見込み蛇ノ日ハキ・) 徳利

国産陶器
現椀憐 (盛密 17ニシ』常徳利筒 形 小 型 t鍋
掴鉢行平(近世)

国産磁器 壷白磁憐破片 (向磁)

背円磁 梅瓶(1)

瓦類 平瓦(瓦質、純目) 丸瓦 (瓦質、網目)

丸瓦(土師質、熊文) 繍し瓦サン瓦

石製品 緑色片岩 (42) 五輪J~ (阿厳凝灰岩)

iIi.色t
上削摺 亦 a(イト)

t師質土罷 火鉢

J肥前系陶磁栂 来{、I皿(近代)

同産陶矯

"" 国産磁栂 椀 !t磁筒形省

円磁 他 ，耳韮""

瓦矧
、ド瓦(瓦質) 、ド瓦(須t也質、無文) 燃し瓦

平』主 (茸1)也賀、精 f)丸瓦 (須).!.~賀、 n~文) ザン瓦

千i製品 五輪培(阿蘇凝灰岩) 緑色片狩 (54)

灰茶色上

土師紹 郎a(イト) 小田a(イト) 破片 (煮沸兵)

龍泉窯系世}磁
椀，卜2(1) II-b (2) 11卜2(1) 破片(1)

他，盛

商麗背磁 ~猷!椀(1 )

t師質上:Iil 火鉢

1i質上総 繍鉢破)~.

肥前系陶磁器 染N;椀 1111
国産陶器 腕椀(内面l平行文) 痩壷 ilIi差し舷i'¥-

1'1磁 倒，破片(1)

背向磁 悔雌 (4)

中国陶滞 盛 ;A-2(1) 11 (車分類) (1) 

李朝l 柚yf砂日時椀

瓦類
丸瓦(瓦質、無文) 平瓦(須忠質、無文) 軒平瓦

平瓦(土師質、制日) 平瓦(jJi忠筒、制円) 燃し瓦

イ1製品 阿蘇凝灰粁緑色J:特 (61) イi斧つ

i:X.補色上

須)1，¥熔 費破片

上師栂 杯 a 小皿 a(イ卜) 小llflb 破片

越州窯系肯磁 ゼ官 ;B(1)

飽呆窯系丙磁 椀，②つ(1)

I，~安~系)I~磁 田J;1 (1) 

上師質上部 鍋火合

須!!\貿 l~時 雪量

瓦質上拐 火鉢摘鉢船台

録制陶掛 破片つ

肥nif系陶磁器J 染(.1(江戸末-)

国産陶糠
尚柏 t需鉢壷聾柿渋柑1益酒徳平jJ 椀 (近|世-)

鉢つ行、ド(近l吐-) 破片

国産磁器 破片

内磁 腕;V-2xVI-VIII-4 (1) 破片(1)

中間陶船
蛮 ;A-2(2) B (1) C-1 (1) D (A-I) (1) 

他 ;C-I(1)盤

須ilJ白 (輸入) 朝鮮系無勅陶締壷

丸瓦(瓦質、無文) 丸瓦{須恩賞、無文) メL瓦 (須恵質、純日)

瓦知 平瓦(須恵質、無文) 平瓦 (士師質、絡子) 軒平瓦繍し瓦

、l'瓦(舷片) 鬼瓦

金属製品 鉱伴

石製品
滑石製品滑石製七鍋緑色片岩 (80) 凝灰岩

五輪』苦(阿蘇凝灰岩)

土盟品 門板状上製品 7イコ・羽円 民事つ

その他 炭化物



Tab.10-2 大宰府条坊跡第 210-2次調査 出土遺物一覧表 (2)

長上

須恵器 製

上師総 小IIJL8 (イト)

簡泉~系i'i磁 椀;11. b (1) 

上師質上部 鍋

肥前系陶磁総 来十t;椀凹l湯飲み椀

国産陶器
椀 捕 鉢 皿1f木幸附神社J見込み銘人り)鉢つ 版つ

皿つ

国産腿器 郎 (貫入) 椀 椀(プリント、近代) 染(.t小坪(近代)

白磁 椀 ;IV.I(1) 

中国陶器 者 ;A-I(1) 

瓦頼 よL瓦(瓦質、熊文) 平瓦(li!思質、 電緒子) 燃し瓦

石製品 緑色片手t (1~) 五輪培(凝灰岩)

1:製品 レ;方×埼ワ

Tab.11 大宰府条坊跡第 210-2次調査 出土遺物計測表

A 内底ナデ日板状圧痕

灰茶色 k

個別 甘信 組 遺物番目 口径 器商 底径 A B 

小皿a イト R-OOI 8.3 1.2 5.85 。。
小UJL8 イト R-003 (8.4) 1.25 (5.7) 。。

土師掛
小皿18 イト R-004 (8.2) 1.4 7.6 。。
小IIJlb イト R宇 002 (7.1) 1.4 (4.8) 。
小皿81 R-007 0.8+α (44) 

坪 a R・005 12.7 2.4 8.3 

4大宰府条坊跡第 283次調査

(1)調査に至る経過

調査地は太宰府市観世音寺 5丁目 18-5、18-6で、小字名 は朝日と 称し、太宰府市役所の北方

300m、朝日地蔵の南方 90mに位置する。付近一帯は四王寺山山麓の低E陵地で、東側や南側の御笠

川に向かつて緩やかに傾斜している地形である。

この土地については、 平成 3 (1991)年 7月23日に住宅建築に先立ち、平成 3 (1991)年 8月

21日に試掘調査を行い、 GL-35cmで遺構が確認された。その際には遺構に影響がな く建物は建築さ

れた。平成 22 (2010)年 2月 12日、専用住宅新築に係わる文化財の問い合わせがあり、協議を重

ねた結果、遺構に影響が及ぶ設計となったため、国庫補助のもと発掘調査を行う こととなった。発掘調

査は平成 22 (20 10 ) 年 8 月 6 日 ~9 月 l 日 に実施した。開発対象面積は 22 1. 97m2 で、 調査面積は
178m2である。

なお、調査区南側の SX015は、東側にある SK025などの状況などから、専用住宅の基礎の掘削深

度とその保護層を加味しでも、さらに深くなる ことが予想されたため、基礎より深い位置まで掘削した

が、完掘せずに保存している。

(2) 基本層位 (Fig.110)

調査直前は駐車場として利用されていたため、最上面には砕石が敷カ通れていたが、その以前は建物が

建っていた。遺構面は比較的浅く、北側ほど表土直下で遺構が確認できる状態で、耕作土などは未検出

である。遺構面は東側道路面から 0.5m前後の深さにあ り、標高 42.1m前後である。遺構検出時の取

り上げ土色は明茶色土である。

(3) 検出遺構

柵列もしくは掘立柱建物

283SA010 (Fig.112) 

柱聞が北から 2.44mと2.3mのピットが南北に 3個並んで5検出された。振れはN-5' 10' 27" 

-Eである。調査区の西端に近く、調査地内でそれ以上の展開はなく、現状では南北 4.74mの柵列の状

総額 |遺物詩号 I1-1径|糊|附 JATBI 態を示している。建物とした場合は西側に展開することが予想されるため東西棟になるとみられる、掘

| り方は径 0.3~ 0.4mの円形で、中央に径 O.lmの柱痕がある。この柱痕は 3個とも先端を掘り方底型1旦」ーと

部に打ち込んでいるような状況が窺える。なお、真ん中の掘り方は283SE005の埋土に切り込んでいた。

SX015と表土 調査区南東隅の遺精

S 
砕石 S-15灰茶色土

E N 

Sこ25 S-20 

Fig.110 第 283次調査区模式図
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SA010 

@ @ @ 
42.4m 。

V 百 U 
(J) 

SE005 SE005南北土層 43.0m 

S N 

2 

。。
σヲ

一一一ー σ3
(y) 

寸

11 
〉 ー寸-¥-

42.3m 

1砕石などの表土
2暗灰色土など撹乱混じり贋
3灰茶色土
4 灰茶色土に黄灰色土ブロック混じり膚
5黄灰色土に自灰色土ブロックや灰色土の細かいブロック混じる
6暗灰色土
7膏灰色土 (貰灰色土含む)
8黄茶色砂質土に黄白色ブロック土混じる

E 9黄茶色砂貨土 (地山に近い土)
10膏灰色砂質土と灰茶褐色砂貿土
11問責白色土 (真砂土風)
12淡膏灰色砂貧土
13膏灰白色土と黄灰色土の混合膚
14無灰色粘土
15淡灰色粘土と賞灰色砂質土の;11合眉
16黄茶色土 (地山)

取り上げ土層との対照
灰茶色土 4.5
暗灰色土 6と7の一部
育灰色土 7の一部、8-15

W 
SE005土層模式図

。
2m 

。
∞ 
(y) 

-一一_(J)
(y) 

寸

11 
〉

Fig.112 283SAO 1 0・SE005遺構実測図 (1/50)

井戸

283SE005 (Fig.112) 

調査区西端で検出された円形状の土坑で、 深さや形状から井戸と推測される。掘り方は南北 2.48m

東西 1.45m以上で、深さは 1.58mを測る。埋土に井戸枠の痕跡は確認できず、木片や曲物などり平

片も全く干していなかった。埋土途中に炭層があるなど井戸構築時の掘り方の埋土というより、 廃絶

後の埋め戻しのような痕跡が見られた。

E
何

土坑

283SKOO 1 (Fig.113) 

調査区西端で検出された円形状の土坑で、 南北 3.05m、東西 1.6m以上で、 深さは0.84m、西側が

若干深くなっていて、さらに調査区外に続いている。埋土は白色粘土混じりの灰茶色土のほぼ単層で、

自然堆積ではなく、人為的に埋められたと考えられる。SX015と並んでおり、小さな土坑ではなく 、

溝もしくは大きな土坑になる可能性もある。

283SK025 (Fig.113) 

。

--==二二フ乙

Fig.111 第 283次調査遺構全体図 (1/100)
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調査区南東で検出された円形状の土坑で、南北 1.8m、東西 1.95mで、深さは 0.77m、埋士は暗灰

色土と黄灰色土の混合層で、中位には西側から傾斜した炭層が堆積し、その前後で完形の土師器坪が多

く出土した。

283SK052 (Fig.113) 

南北 0.9m、東西 0.85m、深さ 0.4mの方形土坑で、上層に瓦とその直下に須恵器の横瓶がかたま っ

て出土した。

段落ち

283SX015 

調査区南側に展開する段落ちで、専用住宅の基礎の掘削深度より深くなるため、上面のみ調査し、残

りは完掘せずに保存している。SK025付近の検出状況からすると、北側の遺構検出面よ り0.4m低

い位置に平坦面が広がり、さらにその面に溝やピットが展開 しているものと考えられる。埋没時期が

SX020と同時期であり、 SKOOlも並んでおり、 東西の区画溝のようなものになる可能性がある。

SK025 

41.6m 

SKOOl南北土層

S 

2 

1砕石

43.0m 

N 

土層模式図 2茶褐色土

42.3m W 

土層模式図

W E 

でミ¥、 脂灰色土 / 

3茶灰色土

暗灰色土 E 4.淡灰色土

5暗灰色土に黄灰色土ブロックと白灰色土

ブロック混じり、若干砂質多い

6.暗灰色土に黄灰色土ブロックと臼灰色土

ブロック1畏じり

Vg 
~ 

炭層 暗灰色土と黄灰色土

o 2m 

Fig. 113 283SKOO 1・025・052遺構実測図 (1/50)
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283SX020 

調査区東端で、南北に溝状に検出されたものの、調査区際の上、すぐ東を現在市道が南北に走ってお り、

東側の状況が分からない現状では、段落ちとして報告する。第 284次調査にも続いており、合わせて

振れは N_50 34' 47" -wである。この市道付近が井上条坊案の左郭 10坊路の推定ラインに位置す

るため、 SX020は道路関連遺構の可能性は十分考えられる。最終埋没時期は条坊廃絶後である。

(4)出土遺物
柵列もしくは掘立住建物

283SA010a出土遺物 (Fig.114)

瓦器

椀(1) 口緑端部で、内外面に ミガキが残る。胎土は精製されている。

283SA010b出土遺物 (Fig.114)

土師器

-77 
三三三三Z二二2

てZア士一
05cm 

小皿 a (2) 外面底部には板状圧痕が残る。焼成はやや不良で淡樫白色を呈する。Fig.114

聾 (3) 口縁部で、胎土は砂粒を多く含み、焼成はやや不良で淡樟白色を呈する。283SAOIO出土

遺物実測図(1/3)

井戸

283SE005灰茶色土出土遺物 (Fig.1l5)

土師器

小皿 a (1、 2) 1は復元口径 9.2cm、器高 1.2cm、復元底径 7.0cm。底部外面には板状圧痕が残る。

2は復元口径 9.6cm、器高 1.2cm、復元底径 7.0cm。底部は回転へラ切り。

丸底坪 (3、4) 内面にはミガキ bが残る。

聾 (5) 口縁部で端部はヨ コナデ、下半はヨ コハケ、内面下半はヘラケズリである。外面の一部に

は煤が付着する。胎士は 0.3cm以下の砂粒を含み、色調は茶灰色などを呈する。

283SE005黒色土出土遺物 (Fig.115)

土師器

小皿 a (6) 復元口径 9.8cm、器高 1.15cm、復元底径 7.8cm。底部切り離しは不明だが、外面底

部には板状圧痕が残る。

丸底杯 a (7) 復元口径 15.8cm、器高 3.3cm。口縁端部は肥厚させている。底部押し出しは明瞭

であるが、指頭圧痕は明瞭でなし、。内面はミガキ bを施す。焼成は良好である。

283SE005暗灰色土出土遺物 (Fig.115)

土師器

小皿 a(8、9) 2点とも外面はへラ切りで、僅かに板状圧痕が残る。内面底部は不定方向のナデ、そ

の他は回転ナデ。8は復元口径9.3cm、器高1.65cm、復元底径6田6cmo9は復元口径9.6cm、器高 1.2cm

復元底径 6.4cm。

坪 a (10) 復元口径 14.0cm、器高 3.6cm、底径 9.0cm。底部はへラ切りで板状圧痕が残る。内面

底部はナデで、その他は回転ナデ調整。色調は灰黄褐色を呈する。

丸底坪 a (11、12) それぞれ復元口径 15.0cmと 16.0cm。胎土には金雲母を含み、色調は淡樟色

を呈する。11の外面下半には指頭圧痕が残る。

瓦類
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Fig.115 283SE005出土遺物実測図(1/3、13・15は 1/4)

丸瓦(13) 凸面はやや大きな格子叩き。焼成は良好で灰褐色を呈する。

283SE005青灰色土出土遺物 (Fig.115)

土師器

小皿 a(14) 口径 9.2cm、器高 1.4cm、底径 6.8cm。底部は回転へラ切りで、板状圧痕が残る。

内面底部はナデで、その他は回転ナデ。色調は淡黄白色を呈する。

瓦類

平瓦(15) 凸面に大きめの格子とその中に菱形を有する叩きを施す。端部断面は分割線で、へラ切り

し切断後未調整である。

土坑

283SK001暗灰色土出土遺物 (Fig.116)

土師器

小皿 a(1、2) 2点とも焼成不良で磨滅し、調整不明。lは復元口径 8.8cm、器高 0.9cm、復元底

径 6.1cmo 2は復元口径 9.3cm、器高 0.95cm、復元底径 7.2cm。

坪 a(3) 底部切り離しは回転糸切りで、板状圧痕も残る。内面底部は不定方向のナデ。復元口径

11.4cm、器高 2.4cm、復元底径 7.9cm。焼成良好で淡檀白色を呈する。
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須恵器

聾加工品 (4、5) 全面的に磨滅し、断面も加工し丸くなる。現場の環境から自然に磨滅したとは思

えず、人為的なものと考えられる。4は内面に同心円叩きを有する聾の破片。5は内外面ナデ調整され

た聾もしくは壷の破片である。
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283SK001灰茶色土出土遺物 (Fig.116)

土師器

小皿 a(6、7) 6は復元口径 9.0cm、器高 1.2cm、復元底径 7.1cm。底部外面には板状圧痕が残り、

切り離しは不明。7は復元底径 7.6cm。底部切り離しは回転糸切り 。

小皿 b (8) 復元口径 7.0cm、器高1.6cm、復元底径 5.0cm。内外面回転ナデ。底部調整は不明。

色調は淡樟白色を呈する。

坪 a(9 ~ 11) 3点とも底部切り離しは回転糸切りで、内面底部は不定方向のナデ、その他は回転

ナデ調整である。9ほ復元口径 13.1cm、器高 2.6cm、復元底径 8.8cmo 10は復元底径 9.4cmで、

底部外面に板状圧痕が残る。11は復元底径 8.8cm。

青白磁

壷(12) 形状から壷の下半付近と見られる。胎土は僅かに黒色粒を含む。内面は回転ナデのあと若

干青昧のある透明紬を施し、外面は幅広で、浅い彫り込みの文様を施したあと、青昧のある白濁した軸を

施す。

石製品

石鍋(13) 滑石製石鍋を二次加工した破片である。内外面は石鍋の時の縦方向の細かいケズリを施

し、外面に煤が付着する。

283SK025出土遺物 (Fig.116)

土師器

小皿 a(14 ~ 16) 復元口径 8.2~ 8.7cm、器高 1 . 05~1.2cm、復元底径 6 .5 ~ 7.2cm。底部

切り離しは回転糸切りとみられるが、 14は板状圧痕が強くて確認できない。14は板状圧痕があるが

16にはない。3点とも内面底部はナデ調整される。

杯a(1 7~26) 17~25 は復元口径 12.0 ~ 13.0cm、器高2.45~ 2.95cm、復元底径 7 .9~8.8cm。

底部切り離しは全て回転糸切りで、板状圧痕を残す。内面底部はナデで、その他は回転ナデ。胎土は

金雲母や微細な砂粒を含むが精製されている。26は他より大きく、復元口径 15.2cm、器高 3.35cm、

底径 10.8cm。底部切り離しは回転糸切りで、板状圧痕を残す。

土師質土器

鉢 (27) 内面に菊花文のスタンプを施す。口縁端部はヨコナデ調整で、色調は黄白色を呈する。

須恵質土器

揺鉢 (28) 復元口径 36.6cm。胎土は 0.3cm以下の砂粒を含むが精製されている。内外面ともヨ

コナデで、内面には間隔をあけて縦方向の摺り目を施す。また、内面底部は使用によりやや滑らかになっ

ている。

国産陶器

聾 (29，30) 常滑産とみられる聾である。29の胎土は O.lcm以下の白色砂粒を多く 含む。内外

面はヨコナデ調整。色調は内外面とも暗赤茶褐色を呈し、 焼成時の灰かぶり部分は灰黄色を呈する。頚

部内面には粘土接合痕が残る。30は復元口径 34.4cm。外面は頭部から肩部と口緑部内面に自然、軸が

かかり、 肩部が灰緑色、頭部から口縁部内面にかけて茶褐色を呈する。胎土は 0.2cm以下の砂粒を多

く含む。内外面ともヨコナデ調整され、 肩部内面には口縁部接合時のナデ調整の指頭圧痕が残る。

283SK052出土遺物 (Fig.117)

須恵器

聾(1) 胴部下半で、外面は平行叩きで、内面には同心円の当て具痕を残す。底部は若干擦り減っ

ている。色調は還元不良で暗茶褐色を呈する。
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瓦類

平瓦 (2、3) 2点とも凸面にやや太い格子叩きを施し、断面部はへラケズリ調整する。内面には糸

切り痕を残す。胎土は 0.2cm以下の砂粒を多く含み、焼成はやや不良で灰白色を呈する。

丸瓦 (4) 全体的にやや歪んで、いる。外面はヨコナデ、内面は布目痕を残す。断面部はへラケズリ

調整される。色調は灰白色や暗灰色を呈する。

その他の遺構

283SX015赤茶色土出土遺物 (Fig.118)

土師器

小皿 a (1、 2) 底部切り離しは回転糸切りで、内面底部は不定方向のナデ。lは復元口径 7.7cm、

器高 1.15cm、底径 5.8cmo 2は復元口径 7.8cm、器高 1.25cm、復元底径 4.2cm。

小皿 b (3) 復元底径 3.4cm。底部切り離しは回転糸切り。色調は淡樟白色を呈する。

坪 a(4、5) 底部切り離しは回転糸切りで、その後板状圧痕を残す。内面底部は不定方向のナ

デ。端部に向かつて細く仕上げる。4は復元口径 12.2cm、器高 2.6cm、底径 7.8cmo 5は復元口径

13.3cm、器高 3.1cm、底径 7.5cm。

瓦器

椀 c (6) 丸く低い高台を貼付し、復元高台径 6.4cm。磨滅し調整は不明瞭。

283SX015灰茶色土出土遺物 (Fig.118)

土師器

小皿 a(7~10) 復元口径 7.2~ 8.5cm、器高 1.2~ 1.45cm、復元底径 5.1~ 6.2cm。磨滅す

るものもあるが、底部切り離しは回転糸切りで、板状圧痕を残す。色調は淡茶褐色などを呈する。

坪 a(11 ~ 18) 復元口径 11.8~ 13.6cm、器高 2.4~ 3.3cm、復元底径 7.2~ 8.7cm。底部切

り離しは全て回転糸切りで、板状圧痕を残す。底部内面は不定方向のナデ。その他は回転ナデ。12と

18はやや歪んでいる。

聾(19) 丸昧のある口縁部で、体部内面はヘラケズリのようにみえる。胎土は 0.5cm以下の砂粒

を多く含み、色調は淡茶灰色を呈する。

土師質土器

鉢 (20) 口緑部を断面三角形に肥厚させる。口縁部はヨコナデで、内面は細かいヨコハケ、体部外

面はナナメハケの後ヨコナデで煤が付着する。微細な砂粒や金雲母を含み、色調は明檀色を呈する。

須恵質土器

鉢 (21) 復元底径 13.2cm。外面はナデ調整、内面はヨコナデで使用により滑らかになる。胎土は

0.5cm以下の砂粒や黒色粒を多く含む。色調は灰色を呈する。

五質土器

鉢 (22~ 24) 22の内面はヨコハケで、外面はヨコナデ。色調は白灰色を呈する。23は箱型の火

鉢と考えられる。口縁部はミガキで、外面は斜め方向のナデ、内面は工具のようなヨコハケ痕が残る。

胎土は 0.3cm以下の砂粒を含み、断面白灰色、内外面は暗灰色を呈する。24は外面に径 5.5cmの菊

花文のスタンプを施す。内面はヨコハケ、口緑端部はナデ調整で、その一部に煤が付着する。胎土は微

細な砂粒を多く含み、色調は灰白色や淡灰黄色などを呈する。焼成は良好である。

龍泉窯系青磁

椀 (25) 底部を残し、体部を意図的に打ち欠いている。底部内面に文様を施す。W 類。
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瓦類

軒丸瓦 (26) 軒丸瓦の周緑部分で、 二重圏縁が確認できる。焼成は良好で色調は灰色を呈する。

石製品

砥石 (27) 上下は欠損する。使用面は 4面で、 l面の中央に溝状の摺り目痕が残る。砂岩製。

283SX015暗灰色土出土遺物 (Fig.118)

土師器

小皿 a(28 ~ 31) 復元口径 7.0~ 8.2cm、器高 1.1~ 1.5cm、復元底径 4.8~ 6.0cm。底部切

り離しは全て回転糸切りで、板状圧痕を残す。底部内面は不定方向のナデ。その他は回転ナデ。

坪 a(32 ~ 41) 復元口径 11.9~ 13.0cm、器高 2 .4~ 2目95cm、復元底径 8.0~ 9.7cm。底部

切り離しは全て回転糸切りで、板状圧痕を残す。底部内面は不定方向のナデ。その他は回転ナデ。

須恵質土器

鉢 (42) 内外面ヨ コナデだが、内面下半は磨滅する。色調は灰褐色で、口縁端部外面のみ暗灰色を

呈する。胎土は 0.5cm以下の白色砂粒を含むが精製されている。

283SX020出土遺物 (Fig.119)

土師器

小皿 a(1 ~ 5) 復元口径 8.0~ 9.1cm、器高 1.0~ 1.3cm、復元底径 6.2~ 7.3cm。磨滅して

いるものもあるが、底部切り離しは全て回転糸切りで、板状圧痕を残す。色調は樫褐色や黄茶褐色を呈

する。

坪 a(6) 復元口径 12.7cm、器高 2.65cm、復元底径 8.3cm。底部切り離しは回転糸切りで、板状

圧痕のようなものを残す。内面は磨滅する。色調は淡樺色を呈する。

瓦質土器

火鉢 (7) 内面はヨコハケで、外面はナデで、花文スタンプを施す。口縁端部は面取りしナデ調整

を行う。胎土は O.lcm以下の砂粒を含み、灰色や暗灰色を呈する。

白磁

皿 (8) 復元口径 8.8cm。口縁端部内面の軸を拭き取る。IX-a類。
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Fig.120 第 283次調査その他の遺構出土遺物実測図 (1/3)

龍泉窯系青磁

椀 (9) 底部を残し、体部を意図的に打ち欠いている。I類で、内面に文様を施す。

中国陶器

聾(10) 口緑部で、内面には同心円の当て具痕が残り、 外面には斜め方向の平行叩きを施すが、ナ

デ消しているのか、うっすらと見える程度である。口縁端部は回転ナデ。胎土は 0.2cm以下の砂粒や

黒色粒を含み、褐灰色を呈する。I類。

瓦類

瓦玉(11) 大きさは 3.6x3.1cm、厚さ 2.3cm。

て 』ーーグ4

k-ー←ーフグ2L-=正三ニグ5

¥一一よ=d3

その他の遺構出土遺物 (Fig.120)

瓦質土器

火鉢(1) 内面はヨコハケで、外面はナデで、花文スタンプを施す。外面下半は縦方向のミガキを

施す。口縁端部は面取りしナデ調整を行う。胎土は O.lcm以下の砂粒を含み、暗灰色や黒灰色を呈する。

S-36より出土。

鉢 (2) 内面は細かいハケ、外面にも僅かにハケ目が残る。胎土は微細な白色粒を含むが精製され、

色調は淡灰褐色を呈する。S-13より出土。

て二つFd，
、土二1.

ミ韮~

(5) 小結

調査では 13世紀後半を前後する時期の造物を中心に出土した。武藤氏が太宰府に来た時期や横岳崇

福寺が創建された時期にあたる。しかし調査地は横岳崇福寺境内や武藤氏屋敷跡の伝承が残る 「御所

ノ内Jの外側に位置し、両者に挟まれた場所に位置する。遺構については特異な状況は見られず、両者

に関わる遺構と言い切れる明確なものは確認できなかった。

また、 東端の段落ち (SX020) については、西肩のみのため、道路の側溝と して成立するか明確で
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Fig.119 283SX020出土遺物実測図 (1/3)
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ないが、井上条坊案の左郭 10坊路の推定ラインに位置するため、道路関連遺構である可能性が考えら

れる。SX020の埋没時期は政庁廃絶後であるため、鎌倉時代にかけて道路として使用されていたこと

が推測される。市内の条坊が廃絶する中で、依然として使用され続けたのは、やはり横岳崇福寺や武藤

氏屋敷が存在したことによるものだろう。
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4 。 5m -43935.0 

Fig.121 第 283次調査遺構略測図(1/150)
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Tab.12 大宰府条坊跡第 283次調査 遺構一覧表

圃別 埋上等 時期
地区t;λ 

13世紀代
AB6 構 S-I-2 茶褐色上 13世紀以降 86 ピット 晴灰色粘上 S.lOaに聖誕
日6ピット 晴灰色粘J 柱痕残る
86 Jfl' 

12惜紀前半 C6 uλ 明同色上 12世紀以降 A6 ピット群
12世紀以降 A6 ピット
12世紀以降 86 ピット
12世紀以降 A6 柵911x編立住盛物 S-5→ 10 12世紀以降 8C日構 S-II→ i 13世紀以降 85. 6 撹乱酔

83 調 革倒色 t(やや砂胃}
近開~ A-C4 ピット併

85 段帯ち
13世紀植学-14世紀iiiJ宇 A82-5 ピット S.5-16 

割み C6 

04 ピット 白色粘上混じり暗灰色粘 k 近世~ 04 ピット群

04 段落ち 暗灰色上 13世紀憧半-14世紀前半 A-CI ピット 院規あり

ピット群 04 

ピット畔 05 

j償乱 05 

05 上坑 民世じり 13 JIt紀li!'ド-14世紀前半 AI.2 ピット

ピット 06 

誼み E5 

窪み 口5

~み群 E5 

ピット C5 

ピット僻 C5 

81 ピーyト酔
12世紀憧宇~ AI 漕 淡灰色上 12世紀極半~ AI ピット酵

土坑 日!

AI ピット群
14世紀~ A2 l 坑

上坑 85 

85 t!Jt 炭混じり県灰色t 12世紀極半~ C4 調
平安時代 C4.5 ピット俳

ピット僻 82 

CI ピット S-15の下
85 ピット

自世紀末-9~t紀初頭 85 ピット 陸艇残る
85 上坑

8J1t紀憧半 85 ピット群 S-44の下
C4 ピット僻

ピット C4.5 

86 理み 晴灰色上と灰色 tの程合嗣
CI i-JJt 
B2 土bt

近世~ C4 ピット

ピット 83 

日2自1み 晴灰色上と員灰色上の出合届 12世紀以降 02 1lみ

怨み 03 

窪み 03 

ピット C03 

D3 
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5.1暗灰色上

Tab.13-1 大宰府条坊跡第 283次調査 出土造物一覧表

. 【 可 ー .

須恵甘自 益 3、益4、費、費加工品

上師Wij 小皿8(イト)、郎、杯a(イト)、費、破片

瓦質上総 鉢

能成~系世t磁 腕l1.b(1) 破片(1)

"，1安~系，'1磁 1Ulト18(1) 

n磁 椀 V.4XVI1ト1x3(1) 破片 (2)

中国陶器 破片(1)

瓦頬 平瓦(格子叩、熊文)

5.1灰茶色上

須忠日告 費、蛍つ

上師掛 小nu8 (イト)、師、何匂 (イト)、費、般片

飽泉2信系青磁 椀 1(2¥ 11'80¥ 111.2 (1) 

白舷 椀破片(1) 白磁破片 (2)

中国陶器 破片(1)

-tj-白鴎 蛍

瓦頬 平瓦(格f叩、縄円叩、無文)、破片

n製品 丸伝、石鍋加工品

巨堕

M
M一四

巨国型

破片

小山 8(イト)、杯、破片「

丸干[

l師、破片

j監l、郎a、杯c、聾

小1mB(ベミ丹、小田1B(イト)、郎、 ).L底1f8、椀ι裂、鉢、破片

椀、腕c、破片

郎 1(1) 破)"1(1)

平瓦(絡下叩)、破片

焼上塊

鍵蛍

I平a、小田18、1l底杯a、鍵×鍋

破片

Illl :V.28 (1) 

丸瓦(格子叩)、平瓦(無文)

焼上塊

杯 a、杯c、費

小皿a、郎、丸底杯a、).L椀、鍋

平瓦(佑子OP)

建

小皿 8(ヘラ)、杯、機台

椀 11(1)

丸瓦(無文)、平瓦(格子口11、縄目11[1、無文)

破片

小皿8X州、8(イ卜)、If

仮 1V(1)

破片

小皿a(イト)、杯、破片

朝鮮系無紬陶器

博片

l小皿 8(イト)、坪、丸底杯、破片

5.15晴!!i色土

須忠器

土師器

黒色 t器 A

J'I磁

郎長!~系i'li葺

瓦頬

須Jι質土器

汗、費、破片

小皿a(イト)、小IJllb、郎、停a(イト)、破片

椀 c

破片 (2¥広東系(1)

丸)i(船子叩)、破片

平玉行

師、費、破片

小皿a、小皿 8(イト)、郎a(イ卜)、椀c

破片

椀 110¥ 1V 0¥ V 0¥ V111 0¥破片 (3)

m 1X (1) n磁破片 (3)

椀 1.lb0¥ 11卜2(1) 破片 111(1)

丸瓦(梢Y.IIJI、無文)、平瓦(格下1111、J!I¥文}

鉢

5.15灰茶色土

石瓦福一一
土師器

黒色上部A

上脚質七器

茸v!¥質上総

瓦質土器

緑紬陶樹

同産陶器

須恵貿(輸入)

越州窯系青磁

龍泉窯系背礎

同安~系)!j-磁

白磁

中国陶際

瓦類

石製崩

坪 a、昨c、将身、整、壷、破片

小皿a(イト)、郎杯a(イ卜) 、腕 c、建、舷J~

C
 

椀
一
鉢
一
鉢

鉢、火鉢

破片

破片山

朝鮮系無柚陶端

椀 1(1)

椀ト6b0¥ l1.b (i¥ 1Vイ(1)

長昂干 H 

椀破片(川lり) 凹皿1:1(1υ) 

椀 11.1(i¥ 11 (i¥ V.4xV111.1x3ω 

IV (2¥ V (1)、破片(1)

皿 1X(2) 盛(1) 破片(11¥広東系 (1)

壁把子(1) 盤 (3) 壷(1) 破片 (3)

平瓦(格子叩、無文)、軒丸瓦、破片

丸石、砥石、剥片、石鍋

5.16 

ほ1哩掛

川二師日告

げ磁

5.18 

It師滞

ト瓦類

川二師質仁嬬
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日三?
破片

破片

腕 c

破片(1)

平瓦(附子叩)

ト破片

卜平瓦(憎し瓦)、破片

いkllll

Tab.13-2 大宰府条坊跡第 283次調査 出土遺物一覧表

ヨ
二コ 5.56 

E亙器

二コ

ヨ5.58 

匡事

二コ

ヨ
ヨ 椀 Iトb(1) 

S.62 

コ

5.lOa 

l小皿a、郎、鍵

長干

破片、破片付ト)

破片

破片

S.11 

S.13 

須，也器 盆 3、費、破片

上師椋 小皿 a(イト)、If、、判、a(イト)、 破片

瓦質上総 捕り鉢

肥jjiJ系陶館協 椀

向磁 椀 1V0¥破片(1) 皿破片(1) 1'1舷破片 (2)

超州窯系'!1磁 椀 1.3(1) 

間泉窯系)!f磁 椀 1.2X3(1) 

同安~系汗磁 椀 1.10¥111.1bxc (1) 

中間陶器 般片 (2)

瓦類 破片

石製品 石炭

杯、郎a

破片 11(1)

須恵昔時 聾

土師器 小皿 8(イト)、降、腕c、破片、岐片付卜)

須恵質上封書 鉢

穂泉窯系青磁 椀l1.b(1) 

同安窯系背磁 椀 Iー1b(1) 

白磁 皿 V1(1) 

瓦類 破片

杯 8(イト)、破片

破片

鉢

無し瓦 (丸瓦)、平瓦(幡判両

盛

山柑
一糊

陶
一
窯

刈
一
庫
一
沙

叫
一
目
玉
一 博(1) ヨ5.25 

須恵掛 費、破片

土師器 小皿 a(イト)、郎、好a、郎a(イト)、費、破片
瓦器 岐片

土師質土器 鉢

須恵質土器 指り鉢

国産陶器 建

飽泉~系青磁 椀 1<n 1.4 m 111.2 (1) 破片 1(1)
同安~系，'1磁 椀 川 1c(1) 

内磁 椀 1V(2) 皿 11.1<n 1V(1) 破)~' IX <n広東系 (1)
中国陶器 壷(1)

金属製品 鉱浮

土製品 上壁

石製品 丸石、石鍋

~ 

瓦類 丸瓦(梢j'sJI、熊文)、平瓦(緒子町I、縄目、無文)、破片

摩
十郎

l皿 γυ
l平 瓦 無 文 )

5.27 

E面器 I!E 
S.28 

E恥 国E

5.29 

げ1恵器

川ニ師器

日現産陶器

1蓋 3郎

い)¥ffi1a

|破片

戸開 1 1f .~Jt 

S.32 

|須恵摺

l土師器

卜瓦類

ト杯c

ドト皿 a、降、椀c、費

l瓦玉

昆翌 出誓子日日)
S.34 

戸器 1小皿 b(側、杯、杯a而
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ヨ …一円前一一一…
二コ

5.20 

須恵器 珂:8、費、破片

土師探 小皿8(イト)、珂〈、珂'8(イト)、破片

瓦質土保 火鉢

白磁 皿 1X(1) 

龍泉~系背磁 倒 1<n 11 (1) 

中国陶器 聾 1(1)
金属製品 鉱F事
瓦類 平瓦(精子口町、瓦玉、破片

石製品 石鍋

S.21 

日融 ]杯、Jf8 (イト)、破片 コ
山
雨
明
一 除破片 ヨ

ヨ
ヨ
ヨ

山
一
時
一 出1V(1) 

叩
幅
一
四 出

日曜一
1鍵

ドト血 aX郎 a(イト)、亦

33 博E

ヨ

]汗 コ
|革3、郎郎 c

l腕 1.27(1) 

l破片 コゴ
]平瓦倫子叩) コ
杯一耕一…



印
刷
匡

四
幅
一
団

M

軍一

山両軍

E量翌

S-44 
須恵器

士郎部

黒色上器A

且l色土器B
越州;s<系i'1磁

円磁

A類

打製品

上製品

匡量
M
幅一四

刊誌一

Tab.13-3 大宰府条坊跡第 283次調査 出土遺物一覧表

蓋 3、坪c、費、破片

小皿a(イトJ、郎、郎a(イト)

椀 V-IXVIII-2 (Jl破片 (1) 白磁破片付)

平瓦(柑子叩、無文)、瓦王、破片

石鍋

岐片

fJ'lffia、郎、郎a、再a(イ卜)

火鉢

椀 1(1) 破片 1(1)

椀破片(1) 1111広東系(1)

可F瓦

巨量豊 lli、破片

出破}'，
S-66 
は閣総

ト上師器

十月日色t機A

l蓋3時 c

l杯 a、椀、聾

川弗破片「両
一
川

匡量 陣小I皿aX呼a(イN、小llllb (イト)、郎、郎a(イト)、破片

椀 1(1)

破片

小皿aXj;干a(イト)、杯

破片

滑石片

博

ト杯、建

|月 、破片

ドF瓦格子叩、無文)

"…・ } ー

須恵締 蓋 3、llIIa、体、会千c、費、費加工品、壷つ、破片

上師端 小田a、小slla(イト)、町、、肝a、肝、a(イト)、椀c、破片、破片付ト)

黒色土器B 蓋

上師質上根 鉢つ

瓦質土器 鉢

肥!日系陶磁器 破片

周産磁器 破片

越州窯系肯滋 b千 川ーb(1) 蛍 1(2) 破片 1(1)

龍車窯系1'1磁
椀 1-2(Jl 1-3 m II-b (2) 
破片 mlm山(1)

同安窯系背舷 椀 I-Ibm11(1) 破片(1)

白磁
椀 11-1m Ivm V-4叫11-3m破片 (3) 蜜(1)

皿 11-)m IX (Jl IX-2 m 破片(1) 白磁肢片(14)
中国陶器時 費(1)盤(1) 破片 (2)
上製品 焼上塊

瓦類 丸瓦(格子叩、無文)、平瓦(格子叩、平行叩)

石製品 石鍋、砥石、丸石

l小IIllb付卜)、郎、h 付卜)

益 l、革3、好、汗aX皿la.高杯、聾、小盗、破片

小llIIa、師、!fc、丸底杯a、建

椀c

腕、腕c

椀 卜2m II-Ia (1) 
腕 Hー1(1) 

丸瓦(桁子日p、無文)、平瓦(縄口叩 、無文)、瓦_[

可l'_[行

上'll'

除 破片

{ ←』

須恵器 破片

上師器 小皿a、保a(へラ)、杯a(イト)、椀c、鍋、破片

須恵質土樹 捕り鉢、鉢

白磁 椀 rvm破片 (2)
飽)I!;S<系尚磁 椀 1-2(1) 111類熊 (1)
中国胸部 型破片 (2)
瓦頬 丸瓦(絡子叩)、平瓦(格子11[1)、舷片

出片

出3311M

Tab.14 第 283次調査 条坊関連遺構座標値

遺構番号
遺構中点盛傑値

N-6' 9' 19"ーE

南門からの距離

X万向而「一「一千方向 (m)

235.869 893.174 
215.448 89卜179

位箇
X I y 

方位

284SX005検出北端西岡

283SX020検出南端西肩

56935.60 ー43925.24

56915.20 -43927.44 

-234-

5，大宰府条坊跡第 284次調査

284SX005・283SX020

(1)調査に至る経過

調査地は太宰府市観世音寺 5丁目 18-1で、小字名は朝日と称し、太宰府市役所の北方 300m、朝日

地蔵の南方 90mに位置する。 付近一帯は四王寺山山麓の低正陵地で、 東側や南側の御笠川に向かつて

緩やかに傾斜している地形である。

この土地についで ま、 平成 3 (1991)年 7月 23日に住宅建築に先立ち、平成 3 (1991)年 8月

21日に試掘調査を行い、GL-35cmで遺構が確認された。その際には遺構に影響がなく建物は建築さ

れた。平成 22 (2010) 年 2月 12日、専用住宅新築に係わる文化財の問い合わせがあり、協議を重ね

た結果、遺構に影響が及ぶ設計となったため、国庫補助のも と発掘調査を行う ことと なった。発掘調査

は隣接する第 283次調査に引き続いて、 平成 22 (2010) 年 9 月 2 日 ~ 9 月 30 日に実施した。開発
対象面積は 246.2m2で、 調査面積は 201m2である。

。
。。。

。 !1t7~\)\~汁f I 。
@ 

。 一 Il!r Q(J 0 @ 立f、、
。 。。。。
。。。

-43934.0 

。
5m 

-43925.0 

Fig.122 第 284次調査遺構全体図(1/100)
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SE010 

戸二ユ¥
42.5m 

青灰色土

SE015 

W 

。 2m 

SKOOl 

土層模式図

N 茶掲色土 s

賞灰色土/ ヤミコレ暗灰色土

土層模式図

、、、

カクラン

黒灰色土

E 

黄灰色土

Fig.123 284SE010・015、SK001遺構実測図 0/50)
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42.7m 

(2) 基本層位

調査直前は駐車場として利用されていたため、最上面には砕石が敷カ通れていた。その下には明確な耕

作土は見られなかった。これら表土はO.4mと浅いため、 現代の撹乱が遺構面に多くみられる。調査遺

構面の標高は約42.3~ 42.5mである。なお、遺構検出の際の遺物ラベルは明茶色土で取り上げている。

(3) 検出遺構
井戸

284SE010 (Fig.123) 

調査区際でト湧水もあり、隣接地の崩落の危険があったため完掘はしていない。東西約3.0m、南北 1.4m

以上、深さ 1.7m以上の隅丸方形状の掘り方を持つ。調査区壁には井戸枠内が埋まったとみられる痕跡

が土層で確認でき、井戸枠材とみられる板材も一部確認できたが、枠の構造は不明である。埋土は最上

面に土師器を多く含む黒灰色土があり、その下に井戸枠のウラゴメ土とみられる黄色土と白灰色土ブ

ロック土の混合層が堆積している。黒灰色土は井戸埋没後の陥没穴を埋めた土と推測される。

284SE015 (Fig.123) 

284SE010同様、 調査区際で湧水もあ り、隣接地の崩落の危険があったため完掘はしていない。東

西 3.1m、南北 ].6m以上、深さ 1.6m以上の方形状の掘り方を持つ。上面は 284SE010や撹乱に切

られている。埋土に部分的な違いはあるが、井戸枠痕と認識できるものはなく、板片も確認できていな

し、が、 284SE010と状況がよく 似ているため井戸と推測される。

土坑

284SKOO 1 (Fig.123) 

東西 2.92m、南北 3目Om、深さ 2.0mの円形の掘り方を持つ。形状から井戸と考えられたが、埋土

からは井戸枠痕跡や井戸枠材など井戸に関するものは全く確認できていないため、土坑として報告する。

しかし、埋土を除去した底面に約 1.3m四方の方形状に地山を掘削した状況があるこ とから、井戸枠痕

跡と考えた場合、井戸廃棄の際に完全に井戸枠を除去し埋められた可能性も考えられる。埋土の中位ほ

どでは奈良~平安前期の遺物が多く見られた。また、深さ 1m付近には自然、の草木が堆積したような腐

植土が 0.5m前後堆積しており、この土坑は大きく穴が開いていた状態で一時放置されていたことを物

語っている。

段落ち

284SX005 (Fig.122) 

第 283次調査の 283SX020の延長部分である。調査地隣接の市道に平行する形で確認された。方

位はやや東に振っていて、 283SX020と合わせるとおよそ N_50 34' 47" -Eを示す。調査区際の

ため東側の状況が不明なため、段落ちと して報告しているが、 溝となる可能性も考えられる。検出長は

15.2mで、 第 283次調査の 283SX020を合わせる と25.1mになる。深さは 0.13~ 0.6mで南側ほ

ど深く 、傾斜も南に向かつて下がっている。埋土は茶褐色土と灰茶色土で、硬化面などは確認できてい

ない。井上条坊案の左郭十坊路の推定ラインに位置するため、 条坊の道路を踏襲した痕跡の可能性が考

えられる。
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(4) 出土遺物
井戸

284SE010黒灰色土出土遺物 (Fig.124)

土師器

小皿 a (1 ~ 10) 復元口径 9.8~ 11.0cm、器高 0.9~ 1.5cm、復元底径 7.4~ 8.6cmo 6以外

底部切り離しは回転へラ切りで板状圧痕が残る。内面底部は不定方向のナデ、その他は回転ナデ調整。

6の底部切 り離しは回転糸切 りで、胎土に細かい雲母が含まれ、若干光沢がある。

丸底坪 a(11、12) 内面 ミガキ bで、 口縁部近くにコテ当て痕も残る。11は復元口径 15.0cmn

外面底部は回転ヘラ切り後ナデで、板状圧痕が残る。12は復元口径 15.4肌 回転へラ切り後押し目

しで、ナデ調整。

鉢(13) 復元口径 17.4cm、器高 4.8cm、復元底径 13.6cm。外面底部は回転へラ切り後粗いナデ

調整で板状圧痕が残る。内外面上半部は回転ナデ、内面底部は回転ナデ後不定方向のナデ。色調は樫褐

色を呈する。

須恵質土器

鉢(14) 焼成はやや不良で、一部回転ナデ調整が確認で、きる。淡灰白色を呈する。

瓦類

平瓦(15~ 18) 15は二重の格子叩き。16・18はやや太い斜格子叩き。17はやや細い斜格子叩

きを施す。

軒丸瓦(19) 中房は消滅して蓮子は全く残っていな~ )0 外区は中房より高く、そこに珠文と鋸歯文

がある。

284SE010黄灰色土出土遺物 (Fig.124)

土師器

小皿 a(20 ~ 22) 復元口径 9.8~ 10.4cm、器高 1.2~ 1.35cm、復元底径 6.8~ 8.4cm。外面

底部は回転へラ切り後ナデ調整し、板状圧痕が残る。色調は明灰白色などを呈する。

丸底坪 (23，24) 23は内面にコテ当て痕が残る。24は復元口径 16.6cm、内面はミガキ bでコ

テ当て痕も残る。その他は回転ナデ。

灰紬陶器

聾 (25) 外面は叩きのあと淡灰緑色粕を施柚し、 一部厚 く紬がかかる。内面は同心円の当て具で、

柚がとても薄く点々と残る。胎土は O.lcm前後の砂粒や微細な黒灰色粒を含む。

瓦類

平瓦 (26) 凹面は布目痕と 糸切り痕があ り、 部分的にナデ消している。凸面は櫛 目状の叩きで一部

ナデ消す。胎土は精製され、淡樫灰白色を呈する。側面はヘラ切りである。

284SE015淡灰色土出土遺物 (Fig.124)

土師器

小皿 a(27 ~ 30) 復元口径 9.8~ 10.8cmo 27は底部ヘラ切 り後ナデ、その他は回転ナデ。28

は全体的に厚し、。底部はナデ調整に思えるが他は回転ナデ。淡樺色を呈する。29は底部へラ切り後未

調整で、板状圧痕が残る。

椀 c(31) 高台径 7.3cm。外面底部に板状圧痕が残る。色調は淡黄白色を呈する。

椀 (32、33) 色調は淡茶褐色を呈する。32は摩滅が目立つ。33は内外面ヨ コナデ。

284SE015暗灰色土出土遺物 (Fig.124)
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土師器

小皿 a(34) 体部はヨコナデが確認できるが、底部切り離しは不明。

椀 (35) 摩滅が目立つが、内面にミガキのような痕跡が見える。

椀 a(36) 復元口径 15.2cm、器高 4.5cm、復元底径 8.2cm。外面底部はヘラ切り後未調整。内面

底部はナデ、その他は回転ナデ調整である。胎土は 0.2cm以下の砂粒を多く含み、暗黄白色を呈する。

丸底坪 c(37) 復元口径 13.9cm、器高 5.15cm、高台径 6.6cm。内面下半はミガキ bで、外面下

半は押し出し後未調整。焼成は良好で淡灰褐色を呈する。

黒色土器

椀 c(38) 復元高台径 7.3cm。

284SE015青灰色土出土遺物 (Fig目 124)

土師器

小皿 a(39、40) 内面底部ナデ調整、その他は回転ナデ。39は復元口径 10.4cm、復元底径 7.0cm。

底部切り離しはへラ切り 。40は復元口径 10.8cm。

土坑

284SK001茶褐色土出土遺物 (Fig.125)

土師器

小皿 a(1) 復元口径 10.4cm、器高 1.35cm、復元底径 7.2cm。外面底部は板状圧痕が残り、内面

底部は回転ナデの後不定方向のナデ調整を行う 。焼成良好で茶灰色を呈する。

椀 (2) 口縁端部を僅かに外反させる。内外面回転ナデで、焼成は良好で淡白樫色を呈する。

284SK001灰茶色土出土遺物 (Fig.125)

土師器

小皿a(3、4) 3は復元口径 10.2cm、器高 1.0cm、復元底径8.8cm。底部はへラ切りで内面底部ナデ、

その他は回転ナデ調整である。色調は淡白茶灰色を呈する。4は復元口径 10.2cm、復元底径 8.4cm。

底部はヘラ切り後ナデ調整。色調は淡茶灰色を呈する。

小皿 c(5) 復元口径 11.8cm、器高 2.4cm、高台径 7.6cm。坪部中央を打ち掻いて径 1.5cmの円

孔を穿つ。

椀 c(6) 復元口径 17.0cm。口縁部を僅かに外反させる。焼成不良で内外面とも摩滅が目立つ。外

面の底部近くは回転へラケズ、リが確認できる。色調は淡白樺色を呈する。

器台 (7) 外面には手づくねの指頭圧痕が残る。内部には径 1cm程の空洞を作る。色調は樫灰色や

黒灰色を呈する。

瓦類

平瓦 (8) 凸面に「観世j の文字を施した文字瓦で、側面は半分だけヘラ切りで折っている。胎土

は 0.3cm以下の白色砂粒や黒色粒を多く含む。焼成良好で灰色を呈する。

284SK001暗灰色土出土遺物 (Fig.125)

土師器

小皿 a(9 ~ 12) 9 ~ 11の復元口径は 9.8~ 10.0cm、器高 0.7~ 1.4cm、復元底径 7.0~ 7.3cm 

を測る。底部はへラ切りで板状圧痕もみれる、色調は黄樫色を呈する。10の底部には 0.7cmの孔が焼

成前に穿たれている。12はやや他より大きく復元口径 11.2cm、器高 1.6cm、復元底径 9.0cmを測る。

底部は回転へラ切りで、板状圧痕が残る。

nu 
A
守

円
/
-

坪 a(13) 復元口径 13.4cm、器高 3.1cm、復元底径 10.8cmを測る。内面に ミガキ bが施されて

いるが、外面は上半部が回転ナデ、下半がへラ切り後ナデ調整のみで押し出した痕跡がみられない。胎

土には微細な雲母がやや多く含む。色調は茶灰色や灰色などを呈する。

丸底杯 a(14) 復元口径 13.2cm、器高 3.9cm、復元底径 10.5cmを測る。内面には ミガキ bが明

瞭に残り、口縁部近くにはコテ当て痕も残る。外面上半部は回転ナデ、下半は回転へラ切り後押し出し

を行う。

越州窯系青磁

坪(15) 遺構と直接関係の時期の遺物ではないが、あまり出土例がないため報告する。内外面に茶

褐色軸を薄く施軸し、内外面底部に目跡が残る。体部は僅かに内湾気味に立ち上がる。胎土は黒色粒を

僅かに含み茶褐色を呈する。I類。

瓦類

軒平瓦 (16) 並列唐草文で、下外区は鋸歯文で、上外区は珠文である。

284SK001黄灰色土出土遺物 (Fig.125)

須恵器

坪 c(17) 真つ直ぐ外聞きの体部で、低い高台を貼付する。還元やや不良で灰白色を呈する。外面

底部には「浄)11 Jの墨書文字が書かれている。

284SK001黒灰色土出土遺物 (Fig.125)

土師器

小皿 a (l 8~24) 復元口径 9.4~ 10.7cm、器高 0.9~ 1.5cm、復元底径 5.0~ 8.1cm。底部

切り離しは回転へラ切りで、 23を除いて板状圧痕が残る。内面底部はほとんどナデ調整される。

坪 a(25) 復元底径 9.0cm。底部は回転へラ切りで板状圧痕が残る。内面底部はナデ調整。

椀 c(26、27) 26は高台径 7.4cm、外面は回転ナデ調整。27は復元高台径 7.6cm、丸みのある

体部で内面底部以外回転ナデ調整。

丸底坪 (28) 復元口径 13.2cmo 内面ミガキ b、外面中位に指頭圧痕が残る。底部はへラ切り後未調整。

丸底杯 a(29) 復元口径 14.0cm。内面下半はミガキ bでコテ当て痕も残る。外面は摩滅するが口

縁部は強く回転ナデを行う。胎土には金雲母がみられ、色調は暗黄白色を呈する。

丸底坪 c(30) 復元高台径 6.4cm。内面はミガキ bで、外面下半に指頭圧痕がみられる。

黒色土器

椀 c(31) 復元高台径 8.4cm、内面にミガキcが僅かに残る。

石製品

砥石 (32) 両端を欠損しているようである。現存長 8.2cm、幅4.9x 3.65cmo 4面使用されている。

284SK001淡青灰色土出土遺物 (Fig.125)

須恵器

皿 c(33) 復元口径 18.4cm、器高 2.05cm、復元底径 14.6cm。外商底部は回転ヘラ切り後軽い

ナデ調整。内面底部は不定方向のナデ。色調は淡灰色で、体部外面は暗灰色を呈する。

土師器

椀 (34) 復元口径 16.0cm。焼成不良で摩滅もあるが、外面下半は回転へラケズリされる。色調は

淡茶灰色を呈する。

大皿 c(35) 復元口径 24.0cm、器高 3.95cm、復元高台径 16.2cm。内外面 とも体部はミガキ a

が施され、内面底部は丁寧なナデ、外面底部は回転ナデ調整される。胎土には細かい金雲母が多く含ま
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れ、檀灰色を呈する。

その他の遺構

284SX005出土遺物 (Fig.126)

土師器

小皿a(1 ~ 3) 1・2の胎土は微細な白色砂粒と金雲母を含む。lは器高 1.0cm。調整は摩滅し不明。

2は器高 O.95cm。底部切り離しは不明瞭だが、糸切りのように見える。3は底部糸切り。

坪a(4、5) 4は復元口径 14.4cm、器高 2.6cm、復元底径 10.0cm。焼成不良で底部切り離しは

糸切りのように見える。胎土は微細な白色砂粒を多く含み、金雲母も僅かに含む。5は焼成不良で全体

的に摩滅し調整不明。

土製品

輔羽口 (6) 外面はナデ調整され、被熱で淡灰色に変色する。内部は黒褐色で中心部は淡樫褐色を

呈する。胎土は白色砂粒を多く含む。

表土出土遺物 (Fig.126)

石製品

石鍋 (7) 鍔の部分が残る口縁部の破片で、内外面ケズリ成形され、内面は斜め方向の細かい傷が

多数見られる。滑石製。

(5) 小結

南隣の第 283次調査では 13世紀代の遺構や遺物が多く 確認できたが、 今回の調査では 284SX005

以外に 13世紀代の遺構は全く確認できず、平安後期の井戸などの深い遺構しか残っていなかったn ピッ

ト類も少なかったことを考えると、平安 鎌倉時代の地形は現在より若干高かった可能性が十分寺え よ

れ、掘削が浅い遺構は後世-の削平により消失したものと推測される。

また、 調査区東端を南北に検出された 284SX005は、南隣の283SX020と合わせて井上条坊案の

左郭十坊路の推定ラインに位置する。詳細は第 283次調査に記載しているが、条坊の道路を踏襲した

痕跡と推測され、大宰府条坊を考える上で貴重な成果を得ることができた。
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Tab，15 大宰府条坊跡第 284次調査 遺構一覧表

一番号 遺構番号 国別 埋上等 時期 地医

284SKOOI 井戸 II世紀中頃前桂 G3 

2 !l!み GI 'EI 

3 ピット酔 平安撞期~ G3 

4 満 近代~ E-12'3 

5 284SX005 段落ち 茶色 t 車 283~調査の S-20 13世紀以降 。フイン

6 ピット酔 近世~ G2'HI 

7 ピット群 FI 

8 ピット F4.5 

9 ピット酔 E5' 6 

10 284SEOlO 井戸 S-15→ 10 未完掘 II世紀中頃前撞 H4 

II ピット E4 

12 ピット F3 

13 溝 晴灰色上 断面 U字串 平安時代撞期 EF3 

14 構 間灰色土 S-14→ 13 京良時代つ EF3-5 

15 284SEOl5 井戸 S-15→ l日未完掘 II世紀前学~中頃 H5 

16 ピット 平安時代 E2 

17 ピット S-14の下 E5 

18 士坑 茶褐色土 古代 F6 

19 ピット 穴の中に醐 FI 

21 満 近現代 EF2 

22 上坑 F3 

23 t坑 軍 283式調査の S-63 D2 

24 ピット EI 

26 土ij( EI 

A
吐

A
サ

円
ノ
臼

Tab.16-1 大宰府条坊跡第 284次調査 出土遺物一覧表

益 3、師、郎c費、蛮×費、破片

革、小皿 a、杯a、丸底tf 椀椀c 聾、破片

破片つ

椀 1-2ア(1)

椀 11-1(1) 舷片(1)

よし瓦(無文)、平瓦(格子1111、無文)、破片(精子I刷、破片

石鍋

S-I灰茶色上

茸1忠掛 葦 l、蓋3、蓋c、蓋 c3、郎、郎a，);干c、皿 a，型、盛、壷e鉢b、破片

上師協
小皿、小阻止小皿 c、sJIa、tfa、亦 c，;lL底杯つ

九腕、椀 c、器台 、費

製Jal-.掠 焼塩壷

!~t色土器 A 破片

越州~系i守磁 椀 1(1) 破片 1m輸花(1)

l可磁 椀 11-1(1) 

l正野1 丸瓦(絡子日[1‘無文)、平瓦(怖子IIfl、網FIIIP、無文)、破片

行製品 事l片(安山岩)

lニ製品 繍羽口つ

S-I晴灰色t
須恵摺 蓋 c、師、杯c、皿、高評 b

上師栂 小山 a、郎、丸底郎a、椀、椀c、費、亦a

黒色土器A 腕 c

!日色上器 B 椀

越州窯系 ~I磁 郎 1(1)

白磁 椀 XI-I(1) 

瓦頬 丸瓦(無文)、平瓦(格子町l、無文)、軒平瓦

行製品 丸石

す一 破

フ

文

鉢

明
ι
-
c
一瓦

杯
一椀

一丸

S-I Ml):Ji色上

須:\!.~掠 革3、b子、亦 c、費、破片

土師部 小山 a、併、舛a、丸底tfa、丸底杯 c、丸底杯、腕 c、費、破片

m色上*lA 破片

¥U色土器 B 腕 c、破片

超州~系背磁 椀 1-2(1) 

(1磁 llll:Xト1(1) 破片(1)

瓦頬 丸瓦(格(，np、無文)、平瓦(拍子叩、無文)

行製品 砥ti

山 a、聾

郎 a、腕大山lc、費

破片(1)

丸瓦(無文)、平瓦(格子町l、無文)

杯、郎a、破片

師、椀c、小田1X lfa 

破片(1)

破片

繍羽，1つ

小皿a(イト)、 tf、跨a(イH、破片

腕 IV(I) 破片(1)

S-4 

須忠器 聾

土師協 tf 

瓦頬 、ド瓦(栴子叩)‘燃し瓦、舷片

肥前系陶磁器 破片

円磁 椀;IV (1) 破片 (2)

t製品 t塊
その他 ガラス破片

S-5 

須，也掠 査3、破片

上師器 小lllla(イト)，師、停a、杯 aX小皿 a、椀 ι破片

越州窯系i青磁 椀 1(1)

随泉窯系j!.J磁 倒 II-b(1) 破片 1m 111 (2< IV(I) 

白磁
椀 11m IV III VIII (2<破片 (2)

白磁破片 (6<広東系 (2)

瓦類 メL瓦(崎 fllP)、平瓦(桁判明、破片

石製品 丸石

金属製品 鉱1宰

上製品 締羽口
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S-8 

|破片

瓦類 l丸瓦(鰍文)

S-9 

1上師端 |山
|瓦類 破片(格子叩)

蓋 3、路、賞、破片

小皿la、汗、丸底lfa、器台、鉢、破片

椀

鉢

倒ト27(1) 

丸瓦(無文)、軒丸瓦、平瓦(佑子叩、無文)

葦つ、費、破片

小slla、椀 c、丸底杯、破片

破片

丸1[(無文)、平丸(精子叩、網目叩、無文、平行)

費

破片 (2)

S-12 

|上師機 |破片

杯

郎、破片

椀 V-2b(1) 破片(1)

舷片

蓋 3、郎、停 c、高郎.費、壷

杯 a、杯 c、椀 c、費、破片

破片(1)

丸瓦(熊文)、平瓦(格 F叩、縄印刷、無文)

益3、杯c、型、破片

小皿 a、丸底郎a、椀c、椀、費、破片

破片

破片 1(1)

丸Ji(無文)、平瓦(桁子IIfl、無文)

益3、郎、杯 c、費、盛つ、破片

小)sJa、師、椀、椀c、大倒、丸底);1'c、破片

破片

椀 c

椀 1-2ア(1)

丸瓦(稿 F叩、無文)、平瓦(格子日fl、無文)

小皿a、降、丸底杯つ

破片(1)

丸瓦(絡子叩、無文)、平瓦(無文)、破片

杯

郎、破片

l旧破片(1)

舷片(無文)

S-17 

|上師器 |破片

蓋 3、壷つ、破片

lfa、破片

丸瓦(無文)、平瓦(無文)、燃し瓦、破片

小皿a、杯 a(イト)、費、破片

椀 c

破片(1)

破片(絡子叩)
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S-23 

巨量豊

盟問一理一

Tab.16-2 大宰府条坊跡第 284次調査 出土遺物一覧表

出(格子叩)

高杯 b

小肌aX珂;a (イト)、費、破片

破片

|亦、小皿aX何 a、厳片. 

境

片

上
回
匡
同

壷つ

小皿a、郎、杯aX小皿a(イト)、費
倒 c

椀 V-41l)

椀 111(2) 

平瓦(椅子叩)

町l茶色上

丸瓦(格子叩)、平瓦(格千叩、無文)
腕、皿
上瓶、破片

椀×皿 111(1)

蓋3、降、破片
蔽片(絡子IIIl)

破片(1)
焼土塊

須恵官官 >fc、破片
上師掛 郎a、破片
見色土樹A 破片
瓦頬 燃し瓦
瓦質土器 厳片
国産陶栂 破片
白磁 舷片(1)
間来窯系背磁 椀 1-4(1) 

円。
A
守

門
/
臼

Ifc 
H'. >f a. J;f、a(イト)、腕、費、破);-
平瓦(梢F叩、純円叩)、破片(無文)、燃し瓦
石鍋

6.山ノ井遺跡第 1次調査

(1)調査に至る経過

調査地は太宰府市観世音寺 5丁目881番にあり、観世音寺の北約 400mの新山ノ井池の北岸に位置

する。西側は国史跡観世音寺及び、子院群に接する。

遺跡は南側に開く馬蹄形の丘陵地であり、中央に低平な窪地を有す。標高は谷底で 56m、丘陵上部

では 66mを測る。

平成 22年に開発に伴う事前協議が地権者からあり、 事前の調査(踏査)により対象地の谷間で土器

片と中世墓に特有の円牒状の緑色片岩が見られたため、重機による予備調査を実施した。調査では正陵

上部から谷底までの聞に 4つの試掘坑を設定し地下の状況を観察したところ、谷底の 3トレンチにお

いて地下約 1mで、鉄釘を伴った墓坑を検出した。平成 23年 8月に実施した再度の予備調査では、同じ

トレンチ 2および 3を開けて精査 したところ、 3トレンチにて 3つの墓坑の可能性のある遺構が確認

された。

(2)基本層位

調査対象地の南西側に設定した幅 1.2m、長さ9mの試掘坑で、西側では深さ約 1mで鉄釘を伴った

墓坑 lST002と不明遺構 lSX003を検出した。東側半分は地山面の深さを探るため地表下 1.6mまで

下げたが、ここでも釘を伴った墓坑 lST001を検出している。

トレンチ内での基本的な層序は近現代の造物を含む表土層の下に、山が崩壊したような花商岩風化土

による 2次層の黄白色層があり、その下に鎌倉期頃の中国産陶器壷などを持つ厚さ40cm以上の厚い

灰茶色土層がある。その下に全体を覆う明褐色土があり、その下面に lST001や lST002が検出され

た。遺構は造物を包含する茶灰色土層を基盤とし、地表下 1.4から 1.6mで花両岩風化土の基盤層で

ある淡明黄櫨色土層に至る。

(3) 検出遺構

墳墓

1 STOO 1 (Fig.130) 

3トレンチの東側で確認された幅 0.6m、長さ l.4m以上の長方形を呈す造構で、内部から 2個以上

の酸化した鉄釘が確認され、木棺墓と考えられる遺構である。埋没土は淡灰褐色を呈す。長軸はほぼ南

北の正方位に合う。

1 ST002 (Fig.130) 

3トレンチの西側で確認された幅 0.7m、長さ 1.3m以上の長方形を呈す遺構で、内部から酸化した

鉄釘が確認され、木棺墓と考えられる遺構である。埋没土は淡灰褐色を呈す。長軸は lST001と同様

にほぼ南北の正方位を採る。遺構上面には鉄塊のほか、緑色片岩の円礁と平瓦片があり、墓坑北東側に

は長さ 0.6m、幅 0.3mに亘って炭が集積している箇所がある。

その他の遺構

1 SX003 (Fig.130) 

3トレンチの西側で確認された幅 1m、長さ 1m以上の隅丸長方形を呈す遺構で、埋没土は淡灰褐色
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山ノ井遺跡第 l次調査 2トレンチ実測図 (1/40)

を呈す。遺構上面に緑色片岩の円牒が乗っている。lST002同様に南北に長い墓坑である可能性もある。

(4)出土遺物

2トレンチ出土遺物 (Fig.13I)

土師器
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池

やや肉厚の体部で、摩耗のため調整などは不明。焼成は良好で淡樟白色を呈する。底が小皿 a(1) 

平坦であり糸きり段階の製品か。

須恵器

聾 (2) 胴部の小片で、胎土は砂粒を多く含み、焼成は良好で硬質。外面に擬格子目のタタキがあり、

内面には同心円の充て具痕跡がある。外面は淡灰色、内面は黒灰色を呈する。厚みから小型の部類に属

すものと考えられる。

石類

円牒 (3、4) 緑色片岩の自然石で扇平な円牒状を呈す。観世音寺周辺の丘陵地、原追跡(天台系山

岳寺院)、宝満山遺跡群などで中世墓の標石として使用されている。石材は至近には無く、太宰府側と
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遺物 (Fig.131)

中国陶器

壷 (6) 胴部下半の部

位で、 内面にロクロ 目が顕
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色粒が多少含まれる B系
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も込
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のものである。

3トレンチ灰茶色土出土

遺物 (Fig.131)

須悪器

坪 c(7，8) 屈曲する体

部と底部の境近くに低い幅

のある台形を呈す高台を持

つ。焼成は硬質で淡灰色を

呈す。大宰府土器編年 凹

期の 8世紀中頃の所産か。

グ、

二
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1ST001 

1 
0 

ム一二コ12
土師質土器

すり鉢 (9) 淡黄灰色

のしまりのない酸化焼成の

。口

1/3) 山ノ井遺跡第 l次調査出土遺物実測図 (1/2、
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山ノ井遺跡第 1次調査 3トレンチ実測図 (1/60)
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状を呈す。特に人為的な加工が認められるわけではないが、 12は下半が破砕されたような状況で欠損

する。

墓

1ST001出土遺物 (Fig.131l

金属製品

鉄釘(15、16) 15は長さ 3.9cm以上で幅は O目9~ O.6cmの大きさのもので、先端部になるものか。

錆が進行し膨張気味である。16は長さ 2.5cm以上で幅は O.4cmを測る。

(5) 小結

本調査地は南に開いた狭小な谷とそれを取り囲む丘陵からなるいわゆる 「谷地Jであり、その中央の

平地に於いて木棺墓群が発見された。

木棺墓は中国華南産陶器壷を有す土層である灰茶色土層に覆われており、太宰府地域の中世墓の付帯

要素である緑色片岩の円牒を持ち、火葬の段階以前であることから鎌倉時代後期までに形成された遺構

と判断される。

中世観世音寺の周辺ではこのような 「谷地j が鎌倉時代に至って活発に土地利用が進んだことが発掘

調査によって明確になっており、推定金光寺跡、安養院跡、崇福寺心宗庵跡例などでは、谷地に主体施

設としての建物群、その後背丘陵にその主体者が営む奥つ城としての墳幕群が発見され、 一つの定型化

した遺跡構造を持っている。

今回の山ノ井遺跡での発掘調査では丘陵裾部において中世墓が確認された。その墳墓には観世音寺子

院群周辺の中世墓に特有の円陳状の緑色片岩が伴っていた。円陳状の緑色片岩の分布を地表観察で確認

したところ字「山ノ井」の丘陵全体に広がっており (Fig.132)、既に史跡指定された西側隣地の丘陵

地と同様の遺跡環境であることが判明した。

本遺跡の「谷地Jの南側の前面は、現在では日吉神社南東側の観世音寺区の小集落になっているが、

『大野城太宰府旧蹟全図北.1 (註 1)ではこの箇所に観世三名水の一つである 「五色ノ井Jと「エソダイリ j

fヤクシドウJと並んで、山裾に「ザスアト」と記載されている (Fig.133)。この「谷地Jの墓地経営の

ー』体者が観世音寺座主であった可能性が指摘され、観世音寺子院群中に置いても重要な位置を占める場

所と言える。

本遺跡のある山ノ井の丘陵地は観世音寺子院群の中では北東を占め、禅宗寺院である横岳山崇福寺と

の寺域境の要にあり、さらに観世音寺座主との関連が指摘される。このことから本来は史跡指定地に含

まれるべき場所と考えられる。県道側から見た史跡観世音寺及び子院群とそれに連なる特別史跡大野城

跡をつなぐ重要な緑地帯としての存在価値を合わせて考える時、保全に努めるべき丘陵地と考えられる。

註(l) r大野械太宰府旧蹟全図北』の画像掲載については原史料所布省の木村敏美氏にご配慮を煩いた。記して感謝いたします。
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遺構一覧表

地区

出土遺物一覧表

3トレンチ

3トレンチ

3トレンチ

山ノ井遺跡第 l次調査

山ノ井遺跡第 l次調査

種別

木棺基

本棺墓

木棺墓状遺柵

Tab.17 -1 

Tab.17-2 

遺構脅号

i聾

川皿 a

|門様(緑色片岩)(2)

杯 c2

供膳具

壷 B

同様(緑色片岩)(2)

坪 c2

供勝具

すり鉢

円喋(緑色片岩)(5)

l片つ{瓦質)(1)
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IST002 

ISX003 
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V.特論

大宰府条坊跡第 210之次調査出土五輪塔空風輸について
高橋学 ・西野元勝

はじめに

今回報告した条坊跡 ~10-2 次調査(以下、条 210-2 と略す)において、現地表面に集積されていた

石塔群を 210-2SX030としてとりあげた。本文中に遺構としての概要は記しているため、細かい説明

は繰り返さないが、そのなかで特に注目されるものとして、五輪塔の空風輪 2点をあげたい。この五

輪塔の残欠である空風輸に注目する理由としては、その大きさと見事な造形があげられる。考察の手続

きとしては、五輪塔の観察の上から導くことができる情報をまず抜き出し、それらを手がかりとしてそ

の位置づけを考えていきたい。

五輪塔の名称としては、現地で集積墓群に向かつて左側(西側)に位置するものを NO.1として、右

側(東側)に位置するものを NO.2として記述してし、く 。

(1)各塔の概要
石製品 (Fig.135、Pla.5-2、6-1・2)

五輪塔(1、2) NO.1とNO.2ともにわずかに欠けるところはあるが、完形に近い五輪塔空風輪である。

空風輸は分割できるものではなく、一体で削りだしている。ともに表面は時間の経過による風化が進行

している。表面に究字が刻まれていない、いわゆる無種子の五輪培である。

NO.1は、頂部と柄の一部を欠損し、残存高 44.5cmを測る。柄を除いた高さは 41.3cm。石材は、

薄いピンク色の粒子を含む花尚岩製。(註1)椀状の風輸に、滴状の空輸が乗る。空輸の最大幅 31.0cm 

に対し、風輸の幅は 35.0cmと風輸がやや広い。納は円柱形で、高さ 3.5cmであり、空風輸の高さに対

して低い。空輸の底面も内輪側にえぐっており、古相を呈す。空輸の形状に注目すると、明瞭な肩をも

たずにきれいな円弧を描いている 。 これらの特徴から、 13 世紀末~ 14世紀初頭のものと考えられる。

NO.2は、頂部と柄の下部に一部欠損し、残存高 45.3cmを測る。納を除いた高さは 40.2cm。石材

は微細な黒色粒子を多く含む花闘岩製。(註2)椀状の風輪部に、滴状の空輸部が乗る。空輸の最大幅は

30.0 cm、風輸の最大幅は 32c m。空輸は 1に比べてやや肩が張り出す。風輪上部には傾斜がつき、

空輸と風輸の聞の溝はしっかりと彫られている。柄は円柱状で、高さ 5cmとNo.1に比べて高い。形

態的な特徴から判断すると、 NO.2はNO.1の空風輸を真似て製作した可能性がある。14世紀前半のも

のと考えられる。

(2)形状 ・法量からの位置づけ

条210-2出土の五輪塔空風輸は、どちらも太宰府市域の石塔を知る上で重要な資料である。そのため、

ここではその位置づけを形状 ・規模の面から検討する。

NO.1は、近畿地方を中心に分布する所謂「中央形式Jといわれるものである。石材も兵庫県の御影

石の可能性があり、近畿からもたらされた可能性が指摘できる。九州で 14世紀以前の御影石製大型五

輪塔としては、五大種子の回転が配されているなど違いがあるが、長崎県平戸市所在の神応寺跡五輪塔

(大渡長者の墓)の 2基が知られるのみである。(Fig.136左画像参照)そのため、 No.1は九州では
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Fig.135条坊 210-2次 SX030出土石塔実測図 (S=1/5) (西野作図)
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数少ない御影石製大型五輪塔であるといえる。

NO.2は、石材が花両岩製のため、凝灰岩製や砂岩製に比較すると、在地で製作された可能性が高い

と考えられる。NO.2の特徴としては、風輸上部に傾斜がつき、空輸と風輸の聞の溝が深く彫られてい

ることである。

この 2つの五輪塔空風輸と関連して注目される五輪塔として、現場から 350mしか離れていない戒

壇院境内の五輪塔空風輸があげられる。 (Fig.136右の五輪塔)風化が進んでいるが、花商岩である。

表面観察ではピンク色ではなく、黒色の粒子が混じる花筒岩であった。空風輸の高さはおよそ 40cm

であり、風輸の丸みを帯びた形状から時期的には条 210-2のNO.1に近いものと考えている。(註 3)

参考までに、太宰府市域で最古の五輪塔は、京都市北村美術館にある伝宝満山出土五輪塔 (平安時代

後期)である(狭川真一 1998)。この五輪塔は太宰府市域では産出しない阿蘇熔結凝灰岩であること、

火輸の軒下が反ること、水輸がナツメ形を呈するという形態的特徴から所調 「肥後型」の構成要素が認

められる。

(3)規模からの位置づけ

太宰府条坊 210-2次出土の空風輸は、 1は高さ 41.3cm、2は高さ 40.2cmと周辺の小型五輪塔の空

風輸と比べて格段に大きい。部材であるため、全高は不明だが、他の五輪塔との比較から、五輪塔全体

の大きさについて考えてみたい。各種資料から空風輸の大きさ (高さ)を主として基準に表を作成して

みた。(Tab.18参照)

この表からは、条坊 210-2SX030出土の大型空風輪 2基は、前述の比較対象としてあげた長崎県平

戸市岩上町所在の神応寺跡五輪塔の数値に近いことがわかった。空風輸の大きさでの比較ではあるが、

塔長の比率から考えると、最低でもこの五輪塔の塔長は、 160cm程度はあったと思われる。空風輸が

多少欠損していることから、本来 42cm程度あったと仮定すれば、塔長 180cm程度に復元できる。御

霊神社、 トーボージのデータを元に考えると、あながち外れてはいないだろう。塔長 160cmと仮定し

でも、現在確認されている福岡県内の五輪塔では最大級の大きさになる。これよ り大きいものは県内で

は北九州市大興禅寺に所在する五輪塔である。地輸を欠いているが、無種子の大型品で 7尺塔に復元

可能という。花商岩製で、造営時期は 14世紀前半。同所にはほかにも同規模の五輪塔の残欠があるた

め複数の石塔があったことがわかっている。なお大興禅寺は律宗系寺院である。(註 4)

(4)成果と課題

ここまでわかってきたこととして、条 210-2次で出土した五輪塔空風輸の特徴は以下の通りである。

1 .石材は花商岩である。(搬入品の可能性が高いピンク色のものと、 黒色粒子が混じるものにわか

れる)

2.無銘無種子である

3.大きさの比較では県内でも最大級。九州一円でも 30番内に入る。

4.単独ではなく複数出土している。(註 5)

5.戒壇院境内五輪塔に同じタイプの火輪、 地輪、水輸が確認できる。(註6)

これらの情報をふまえて、この五輪塔がこの地にあること の意味を考えていきたいと思う。まず、

五輪塔の特徴(無銘無種字・大型である等)から、この五輪塔は律宗の影響でつくられた可能性が高

いと考えた。これは、 「律宗系五輪塔Jと仮称されているものと同じである。(註 7) 条 210-2次の発

掘調査では 13~ 14世紀と考えられる緑色片岩を使用した積み石墓が多く検出されているが、 210-
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2ST020のように大型五輪塔が設置されてもおかしくない立派な石組みも見つかっている。Fig.109

の周辺地形図をみると、調査地は平野の奥まった山裾にあた り、 現状でも平坦面が複数確認できる。こ

れらを加味して考えると、条 210-2の調査地、その周辺の平坦面には大型の五輪塔が立ち並び、 その

周辺には積み石墓が点在した光景が想像できる。

ここで五輪塔がいわゆる律宗系五輪塔である ことに再度注目すると 、 13 世紀~ 14世紀段階の条

210-2次の調査地には律宗系五輪塔が立ち並んで、いたことになる。つまり、それは律宗系寺院の墓所、

いわゆる奥の院的な空間であったことを示しているのではないだろうか。

実は太宰府における律宗寺院の展開については、早くから八尋和泉氏が指摘している。(註8) その

成果から、大宰府に所在する西大寺末寺としては、宰府最福寺の存在が知られていた。ただし史料から

は推定される最福寺に関しては、朱雀信城氏が指摘するように、 4つの最福寺が想定されている。(註9)

ここで関係するのは、明徳 2年(1391)および永享 8年 (1436) の西大寺末寺帳に記載されている

「宰府最福寺」 となろう。最福寺の場所の推定には、『太宰府旧蹟全図北』が参考になる。これをみる と

戒壇院の北西の方向に 「サイフクジj とある。近辺は九州歴史資料館が過去に発掘調査をしており、掘

立柱建物群や、庭園遺構が出土したほか、 墨書経石や卒塔婆が確認された。(註 10)最福寺の寺として

の建物や関連施設は、大宰府史跡第 78次調査で調査された遺構・遺物であった可能性は高いが、全面

を調査したわけでないため、戒壇院の裏にあたる北側周辺が、最福寺であった可能性も十分考えられる。

そう考えると、その後背地にあたる日吉神社の東側から条 210-2次の調査地点までは、 山に抱かれた

山際の平坦面がずっと続いてし、く 。条 210-2次調査地点から数百メー トルという距離は近すぎず遠す

ぎずの適度な距離であり、最福寺と奥の院との距離関係だと考えても不具合はないだろう。『大野城太

宰府旧蹟全図北』によれば、条 210-2次の南西あたり、旧観世村の中心部に「ザスノアト」と記載が

あり、観世音寺、またその子院とのつながりを考えさせるものであること も興味深い。

狭川氏の指摘(狭}112012)にあるように、律宗系五輪塔が寺院の歴代住職の墓塔群で、あるならば、

条 210-2次調査地点は、最福寺の歴代住職の墓塔跡があったと考えられる。現在、戒壇院境内に安置

されている五輪塔残欠の構成から考えて、 最低三基の律宗系五輪塔があったことから考えると継続的な

墓地利用があったことが推定できる。

戒壇院に点在する花商岩の五輪塔については、 元々は条 210-2次の周辺場所にあったものが、最福

寺の廃絶に伴って管理が行き届かずに崩落 ・崩壊したものを、いつの段階かは不明だが、戒壇院に持ち

込んだものと考えている。

今回、条 210-2次調査出土の五輪塔空風輸の考察により、同調査現場が西大寺末寺最福寺の奥の院

であった可能性を指摘した。今後の課題として、戒壇院の歴史的展開と律宗の関係、また観世音寺や同

子院群内の歴史の解明、戒壇院内や周辺の五輪塔(石造物類)の詳細調査の充実があげられる。これら

を調査研究していくことで、太宰府の中世を解明していけるのではないかと考えている。その際には五

輪塔をはじめとした石造物の分析が、大宰府の中世史解明の新たな手かがりになる感触を得たことは筆

者にとって新鮮な喜びであった。 (註 11)

文末になったが、 本稿作成にあたり多くの方に資料の提供とご教示を得た。(註12)特に、 財団法人

元興寺文化財研究所の狭川真一氏には、 図面データの提示、現地での指導や五輪塔の評価について重要

な指摘をして頂いた。感謝申し上げる次第である。

註(1) このピンク色を呈す花陶岩は、通常兵庫県六甲山産地産山の位向岩と考えられており、御影石とも称されている。

註 (2) このような特徴をもっ花尚岩の産地は厳密にはわかっていないが、 住地産と推定する考えもある。但し、厳密な石材産地の研究は進ん
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でおらず、今後の課題である。

註 (3) 戒檀院では、この五輪培は「鑑真和上の供養塔j として看板が立てられ紹介されている。石材の質と風化の具合や、形状の特徴から空

風輸と火輸は同じ時期のセット関係だと思われる。火輸には「開山大膚国Jと迫刻がされている。また、最下部には古い厨塔の石材が使用され

ている。今後、実証IIJ図の作成などを行っていく必要がある。五輪塔空風輸の形状は NO.Iに近いが、石材の質は NO.2と共通する。

註 (4) 八尋氏、狭川氏が指摘しているように、九州内での律宗系寺院には無種子無銘の大五輪熔が伴う例が多い。たとえば、石塔院、旧浄光

寺(蓮華院誕生寺)、玉泉寺、宝満寺墓地、大興禅寺があげられている。

註 (5) 単独の場合は、その墓地のシンボル的な意味がつょいとされている。また、その場合は同規模の石繕は周囲には見あたらないことが多

く周囲に墓が多く作られる。

註 (6) 戒壇院境内には、ほかにも花尚岩製の五輪培が点在しており、現状で 14世紀代に作られたと思われる占手の五輪塔が、空風輪 1，火輪2，

水輸2、地輸2点が確認できた。今後これらも実測図を作成して検討していく必要があるだろう。

註 (7) 狭川真一 (2012)で、無銘無種子の大型 (5尺- 6尺以上)の五輪培を「律宗系五輪浴Jと定義している。

註 (8) 八尋和泉 (1976)でふれられている。

註 (9) 朱雀{言城 (2004) によれば、史料にみえる最栂寺は、 lに商大寺末寺のもの、 2に太宰府天満宮関連のもの、 3に観世音寺の末寺のもの、

4に悌宗寺院のものが確認できると Lづ 。それぞれが一致するものか、併存したものかは史料の限界で不明であるとする。3の観世音寺末寺の

ものは、 『筑前国統風土記』に記載されている観世音寺四十九院の中にある「西福寺」との関連性がうかがえる。

1と3の寺が問じ寺をさすのであれば、観世音寺子院群内に律宗寺院である段福寺があったと理解できる。「太宰府旧跡全図」に記載されて

いる位置が正確だとすると、条 210-2次の律宗系五輪第と戒坦院J:li肉の律宗系五輪塔の存在から戒檀院の北側哀あたりに最福寺の推定地を考

えたい。以下、余談であるが、続記の記載中の四十九院のなかで、西福寺が2つ記載されて重複していることも単純なミスではなくて、何かし

らの意味があるのかもしれないと考えられるのではないか。全くの想像に過ぎないが、たとえば片方は、最福寺を示して重複ではなく、最福寺

と西福寺という 2つの寺の伝示を音のみで伝えている可能性も考慮しないといけないだろう。

註(lU) 西摘寺推定地の調査情報は以下の通りである。 調査名称 大宰府史跡第 78次調査治構 池を伴う庭園、礎石建物2棟、脇立柱

建物 2棟。遺物 剣巴文軒先瓦、位牌、卒塔婆、柿経。内容 中心となる建物は東西 6問×南北 2間以上の礎石建物。その南西に 3間 x3間

の同時期の礎石縫物が伴う(後に掘立柱建物に建て替えられる)。三間堂か。出土遺物から 14世紀中頃から 16世紀代にかけて存続している。

旧小字は安養寺であるが、 f太宰府旧跡全図Jではこの付近を「サイフクジJとしている。

註 (11) 本論の執筆分担は、西野が l各塔の概要、 2.J惨状・法量からの位置づけ、の素案を作成して、それを元に高橋が、はじめ、 3規模

からの位置づけ、 4成果と課題を加えて全体を構成したものである。最終的な年代判定や位置づけに関しては西野の怠見を参考にしながらも、

高橋が若干修正している。よって文貨は尚橋にある。

註 (12) Fig.136の五輪塔の画像掲載に関しては、最教寺 (長崎県平戸市)、戒壇院 (福岡県太宰府市)それぞれのお寺から許可を頂いている。

記して感謝いたします。
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VI.総括

今回の報告書では、大字山ノ井、大字朝日地区を中心とした地域で、行った埋蔵文化財発掘調査の成果

について報告をしている。

山ノ井地区では、まず条 210次として、朝日山を調査した。ここでは 12世紀代の墓群、 13~ 14 

世紀に使用されていた長大な堀が確認できた。墓からは 12世紀代の陶磁器や土器と共に鏡や鋲などの

副葬品が出土している:丘陵の頂部に所在する墓は、南に開けて平野を見渡せる眺望の良い地点に構築

されていた。また、300枚の備蓄銭も出土している。これらはすぐ南側の御所ノ内地区の中世遺構群(少

弐氏の推定居館関係遺構群)との関係も考えられる。墓群に関しては観世音寺子院群との関係も立地か

らうかがえて興味深し、。条 210-2次では中世墓群が検出された。特論で論じているように、この条坊

210-2次調査地点は西大寺末寺である宰府最福寺の奥の院であった可能性が高L、。もしそうであれば、

奥の院を発掘調査した大変珍しい事例となる。この最福寺は、観世音寺子院の 1つであった可能性もあ

る。山ノ井遺跡は 『大野城太宰府旧蹟全図北』に「ザスノアトJと記載された地域の北部にあたる。今

回の発掘調査で中世墓が検出されたことにより史跡観世音寺および子院群と密接に関係している可能性

が指摘できた。

朝日地区では条 193次、 283次、 284次の調査を行った。条 193次では、石組基礎建物、 壁建ち

の建物や、礎石板を用いる大型の掘立柱建物が 2棟、土塀の可能性がある遺構等、特徴的な遺構が集

中して検出されている。また、井戸の断面観察になるが複数面の遺構面も確認された。この地域は I.調

査地周辺の地理的歴史的環境でも触れているとおり、観世音寺 49子院の lつである仏嗣寺の推定地で

あった。条 193次で検出された遺構・造物などは子院跡に関係するものであった可能性が指摘できる。

条 283・284次は隣接しており、朝日地区の東端にあたる。それぞれ土地は削平きれて遺構の残りが

悪いが、大宰府条坊制に関わる区割りと思われる段落ちが検出されている。その他は 13~ 14世紀段

階の遺構が多く、少弐氏との関係性が考えられる。

以上のように、山ノ井地区、朝日地区とも中世段階の観世音寺子院群や少弐氏に関係する重要な遺構

が検出された重要な地域であることがわかった。過去の調査例をみても両地域の地下には全面にわたっ

て遺構が良好な状態で残存していることが明白である。

このことから山ノ井地区と朝日地区は隣接する「史跡観世音寺境内及び、子院跡附老司瓦窯跡Jと同様

の価値を持ち、将来的には史跡に指定され、保存していくべき地域と考える。

盲六写 図 版

写真図版には、遺構全景と遺物の一部を掲載している。

その他の遺構写真および遺物写真は、附録のCDに収録している。

遺物写真に記載している番号は、 Fig番号 -Fig内の通し番号と

なっている。
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Pla.l 

Pla.1-1 条坊跡第 193次調査全景空中写真 (上が北)

Pla.1-2条幼跡第 193次調査 SX224 (南から)



Pla.2 Pla.3 
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21-4 

21-19 

一一__::;l.- '~~7 21-29 
21-1 

ι〆も一./21-9 

21-27 

Pla_3-1 条坊跡第 210次調査調査区より南を望む 空中写真 (上が南)

Pla.2-1 条坊跡第 193次調査 SB010a-b-c-d .050茶褐色土、 080a-b'c.d出土遺物

Pla.2-2 条坊跡第 193次調査 茶色出土追物
Pla.3-2 条坊跡第 210次調査 SX035完掘状況(西から)



Pla.4 Pla.5 

Pla.4-1 条坊跡第 210次調査 ST010淡茶色土出土遺物 Pla.5-1 条坊跡第 210-2次調査全景 空中写真 (上が北)

Pla.4-2 条坊跡第 210次調査 SXOOl明茶色土出土辿物 Pla.5-2 条坊跡第 210-2次調査 SX030現況状況詳細 (南西から)



Pla.6 Pla.7 

Pla.6-1 条坊跡第 210-2次調査 SX030五輪塔空風輸 NO.l Pla.7-1 条坊跡第 283次調査全景 空中写真 (上が南)

~J'ヤ

Pla.6-2 条坊跡第 210-2次調査 SX030五輪培空風l愉NO.2 Pla.7-2 条坊跡第 283次調査 SE005完掘状況 (東から)



Pla.8 
Pla.9 

118-31 

Pla_8-1 条坊跡第 283次調査 SX015暗灰色土出土遺物

Pla_9-1 条坊跡第284次調査全景空中写真 (上が南)

Pla.8-2 条坊跡第 283次調査 SK025出土造物 Pla.9-2 条坊跡第 284次調査 SKOOl完掘状況(西から)



Pla.lO Pla.ll 

124-7 
124-8 

Pla.lO-l 条坊跡第 284次調査 SEOIO黒灰色土 ・黄灰色土出土遺物
Pla.ll-l 山ノ井遺跡第 l次調査 調査区全景(南から)

Pla.lO-2 条坊跡第 284次調査 SKOOl黄灰色土出土造物

Pla.11-2 山ノ井遺跡第 i次調査 3トレンチ近景(東から)



Pla.12 

131-5 

131-8 

131-10 

Pla.12-1 山ノ井遺跡第 l次調査 3トレンチ出土遺物 1(表)

131-16 

131-15 

Pla.12-2 山ノ井追跡第 l次調査 STOOl出土造物
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条坊 ふりがな コード 座標 調査期間 調査面積
調査原因

[鏡山推定案] 所在地 市町村 遺跡番号 X Y 開始 終了 汀1

左車111条 9坊
太宰府市

402214 210050苧193 56960.00 43969.00 19970417 19970929 570 専用住宅建設
観世音寺

左郭l条8・9幼
太宰府市

402214 2100ω引O 57024.578 -43972.921 20∞0417 2ω10309 3798 宅地造成
観世音寺

左事111条 8坊
太宰府市

402214 210050-210-2 57086.676 -44064.785 20∞1225 2∞10309 193 
宅地造成に伴う

観世音寺 公園整備

左郭 2条 9坊
太宰府市

402214 210050-283 5印20.0 -43935.0 20100806 20100901 178 専用住宅建設
観世音寺

左郭2条 9坊
太宰府市

402214 21005品284 56930.0 43932.0 2010ω02 2010ω30 201 専用住宅建設
観世音寺

条坊外
太宰府市

402214 57250.0 44030.0 20110801 20日0912 2000 重要遺構確認調査
観位音寺

j立跡1重別 時代 主要JjJ総 主要泌物 特記事項

都城跡
奈良・平安・ 掘立柱建物、井戸、壁立ち建物、 土師器、輸入陶健器、瓦質士得、 観世音寺49子院の lつ
鎌合・室田I 石組み遺構 (建物基礎か) 土師質土器、朝鮮李朝j明の雑紬陶lffi 仏師!寺(ぶっしょうじ)の推定地。

都城跡
平安 ，鎌倉・

J!ilI、五~， -1こ坑
土師器、輸入陶磁器、中位瓦、瓦経、

朝日山の丘陵部
室町 草文双n鏡、絹銭(100枚x3) 

都城跡 ム11'安・鎌倉 基
土印li日時、輸入陶磁様、五輪階、

大型五輪精の!!ill水輸 (2点) /Jj土。
五輪培m叡辿椛

郡城跡
奈良・平安田

井戸、土坑、段落ち 土器、陶磁偲、瓦
13世紀後半の遺構中心。少弐氏との関

鎌倉 係性。条坊痕跡の可能性がある段洛ち。

部械跡 平安・鎌倉 井戸、土坑、段落ち 土器、陶磁器、瓦 削平されており深い巡精が残存。

土町li様、釘、 I太宰府旧跡全図北図jではこの箇所に観世三名水

寺院 中位 主主
円疎状の緑色片岩

のーつであるI五色/州と「エソダイリJfヤクシドウj

と組んで山裾に Iザスアトjと記載されてL喝。
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